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はじめに
このたびは富士フイルムビジネスイノベーションのArcSuite®をご利用いただき、まことにありがとうございま
す。

一般に、企業活動では、各業務に関する情報はさまざまな形態のドキュメントとして存在しています。ここでいう
ドキュメントとは、紙に書かれた文書だけを示す狭義のものではありません。紙はもちろんのこと、ホワイトボー
ドに書かれた文字や図表、プロジェクターやテレビに映し出された映像などを含む広義なものを指します。
ドキュメントは一般に、ひとりの手で作成されるものではなく、複数の人の意見交換や討議を経て作成されます。
単純な作業や複雑な計算はコンピューターに委ねられ、あらゆる分野でさまざまなソリューションが展開されてい
ますが、ドキュメントの作成では一般に人が中心なのです。

ArcSuiteは、「ドキュメント」に着目して「人」と「人」をつなぐ、「ドキュメント指向」のソリューション・
パッケージです。ArcSuiteをご利用いただくことによって、さまざまなコンピューターシステムを統合したうえ
でのドキュメントの共有や管理が可能になります。

お使いの商品構成によって、次の機能が標準で提供されないことがあります。
コラボスペース、ドキュメントレビューオプション、ワークフロー、分類ビュー、関連文書検索サービス、原本性
保証オプション、キャプチャリングサービス、統合検索サービス、オンラインバックアップオプション、ドキュメ
ント一括操作ツール、連携フォルダ for DocuWorks、連携オプション for Working Folder

本書の内容は、Microsoft Windows Operating System、およびWebブラウザーの基本的な知識や操作方法を習
得されているかたを対象として記述しています。

Excel、Microsoft、Windows、およびWindows Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他
の国における登録商標または商標です。
Oracle とJava は、Oracle Corporation 及びその子会社、関連会社の米国及びその他の国における登録商標です。
Xerox、Xeroxロゴ、およびFuji Xerox ロゴは、米国ゼロックス社の登録商標または商標です。
その他の社名または商品名などは、各社の登録商標または商標です。
Microsoft Corporation の許可を得て画面写真を使用しています。

FUJIFILM、およびFUJIFILM ロゴは、富士フイルム株式会社の登録商標または商標です。
ArcSuite、およびDocuWorksは、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社の登録商標または商標です。

ご注意
・本書の編集、変更、または無断での転載はしないでください。
・本書に記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
・本書に記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OS のバージョンによって
異なることがあります。



  
著作権について
本ソフトウェア、およびバックアップのために複製されたソフトウェアに関する著作権等を含む一切の無体財
産権は、弊社および弊社への供給者に帰属します。
(c) 2002-2021 FUJIFILM Business Innovation Corp.

マニュアル体系
ArcSuiteには、次のマニュアルおよびヘルプがあります。
マニュアルは、PDFファイルまたはヘルプの形式で提供しています。
主なマニュアルは、『ポータル画面のヘルプ』から参照できます。『ポータル画面のヘルプ』は、Webブラウ
ザーの操作画面にある［ヘルプ］から表示できます。

お使いの商品構成によっては、提供されない機能の説明がマニュアルに含まれることがあります。

■ 管理者ユーザー向け
名称 概要

セットアップガイド 本製品全体のセットアップ方法について説明しています。

システム管理者ガイド リソース管理サービスの概要、機能、管理操作を行うコマンドについ
て説明しています。また、本製品の運用に必要な管理作業について説
明しています。

ドキュメント管理サービス管理者
ガイド

ドキュメント管理サービスの概要、機能、および管理操作を行うコマ
ンドについて説明しています。

ドキュメント管理サービス管理ア
プリケーション デスクトップ版の
ヘルプ

サーバーで行うドキュメント管理サービスの管理操作について説明し
ています。

ドキュメント管理サービス管理
アプリケーション Web版のヘル
プ

クライアントPCで行うドキュメント管理サービスの管理操作について
説明しています。

オフラインバックアップ・
リストア運用ガイド

オフラインバックアップ機能の操作、およびリストア機能の操作につ
いて説明しています。

リソース管理アプリケーションの
ヘルプ

ユーザー、グループ、ユーザーロールの追加、およびライセンスの編
集、検索について説明しています。

ログインサーバー管理アプリケー
ションのヘルプ

ログインサーバーでの認証モードの設定について説明しています。

メッセージ通知管理アプリケー
ションのヘルプ

メッセージ通知サーバーの設定、メッセージのスプール管理、メッ
セージテンプレートの設定について説明しています。

ポータル管理アプリケーションの
ヘルプ

ユーザープロファイルに表示する項目の設定、お知らせの設定につい
て説明しています。

ドキュメントスペース管理アプリ
ケーションのヘルプ

属性テンプレートや表示する属性の設定、表示するボタンの設定、お
よびシステム環境の設定について説明しています。

表示アプリケーション管理ツール
のヘルプ

表示アプリケーションのテンプレート、システム環境の設定について
説明しています。

ログ管理アプリケーションの
ヘルプ

ログを表示する機能、ログを取得する機能、および保守情報を一括で
取得する機能について説明しています。
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■ クライアントユーザー向け

監視ツールのヘルプ ArcSuiteのコンポーネントにアクセスしているユーザー、データベー
スの状態、およびセッションの状態を監視する機能について説明して
います。

ドキュメントスペースドキュメン
ト操作URLリファレンスガイド

ドキュメントスペースの機能にURLを使用して接続する機能について
説明しています。

オンラインバックアップ・
リストア運用ガイド

オンラインバックアップ機能の操作、およびリストア機能の操作につ
いて説明しています。

e-文書法対応 概要説明書 e-文書法対応の概要および原本性保証オプションの機能について説明
しています。

コラボスペース管理アプリケー
ションのヘルプ

コラボスペースのメールの設定、ログの設定、およびタスクやメッ
セージの用語をカスタマイズする設定について説明しています。

ワークフロー管理アプリケーショ
ンのヘルプ

ワークフロー定義または起動テンプレートの作成者および公開者の設
定、ログの設定、外部コマンドの設定について説明しています。

キャプチャリング管理アプリケー
ションのヘルプ

キャプチャリングサービスの監視キューに対する操作について説明し
ています。

統合検索サービス管理アプリケー
ションのヘルプ

統合検索サービスのリソースの設定、収集スケジュールの設定、およ
びシステム環境の設定について説明しています。

コラボスペースタスク操作URL
リファレンスガイド

コラボスペースの機能にURLを使用して接続する機能について説明し
ています。

ワークフロー操作URLリファレン
スガイド

ワークフローの機能にURLを使用して接続する機能について説明して
います。

Webサービスインターフェイス
リファレンスガイド

ArcSuiteの機能にSOAPを使用して接続するAPIについて説明してい
ます。

ドキュメント管理サービスSDK
リファレンスガイド（本書）

ドキュメント管理サービスのオブジェクトを処理するコマンドについ
て説明しています。

コラボスペースInterface Toolkit
リファレンスガイド

コラボスペースのオブジェクトを処理するコマンドについて説明して
います。

ワークフロー Interface Toolkit
リファレンスガイド

ワークフローのオブジェクトを処理するコマンドについて説明してい
ます。

名称 概要

ポータル画面のヘルプ ポータル画面で、お気に入りの編集、ユーザープロファイルを変更す
る操作について説明しています。
Webブラウザーの操作画面にある［ヘルプ］から参照してください。

アドレス帳のヘルプ アドレス帳で、ユーザー、グループ、ユーザーロール、およびタスク
を検索する操作について説明しています。

ドキュメントスペースのヘルプ ドキュメントスペースで、登録、属性の変更、検索などのドキュメン
トを管理する機能の操作について説明しています。

表示アプリケーションのヘルプ 表示アプリケーションで、ブラウザーイメージ変換された画像を編集
する操作、およびユーザー設定について説明しています。

検索条件式のヘルプ ドキュメントスペースの詳細検索で、全文検索または属性検索の条件
式をXMLで指定するときの記述方法について説明しています。

名称 概要



  
＊ 1: 連携フォルダ for DocuWorksをインストールした DocuWorks Deskのヘルプから参照してください。

本書の使い方
本書は、ドキュメント管理サービスが管理するオブジェクトをコマンド操作によって処理するためのドキュメ
ント管理サービスInterface Tool Kitとライブラリ・APIについて説明しています。
また、Interface Tool Kit、ライブラリ、およびAPI を総称してSDK（Software Development Kit）と定義
しています。

本書は、ドキュメント管理サービスが管理するオブジェクトをコマンド操作で処理するためのInterface Tool 
Kit について詳細に説明しています。ドキュメント管理サービスに対するバッチ処理などを行うときに、本書
をお読みください。

■ 本書の構成
本書は、次の部、章、付録から構成されています。

第 1部　ドキュメント管理サービス Interface Tool Kit 編

1　ドキュメント管理サービス Interface Tool Kitの概要
ドキュメント管理サービスInterface Tool Kit の概要について説明しています。

2　オブジェクト操作コマンド群の使い方
オブジェクト操作コマンド群の使い方について説明しています。

3　実行パラメーターファイルを用意する
オブジェクト操作のために用意する実行パラメーターファイルの記述内容について説明しています。

4　操作対象オブジェクト指定ファイルを用意する
オブジェクト操作コマンドのために用意する、操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容について説明し
ています。

簡易操作のヘルプ 簡易操作画面でドキュメントを管理する機能の操作、および操作画面
の設定方法について説明しています。

コラボスペースのヘルプ コラボスペースで、タスクの作成、メッセージの登録、および検索な
どの操作について説明しています。

ワークフローのヘルプ ワークフローで、ワークフロー定義の作成、公開および起動する操作、
作業を実行する操作について説明しています。

ドキュメント一括操作ツール説明
書

Microsoft Excelを使って、ドキュメント管理サービスのオブジェクト
を処理する操作について説明しています。

デスクトップクライアント
セットアップガイド

デスクトップクライアントのセットアップ方法について説明していま
す。

デスクトップクライアント
操作説明書

デスクトップクライアントで、ドキュメント管理サービスのフォル
ダーやドキュメントにアクセスする操作方法について説明しています。

連携フォルダ for DocuWorks
セットアップガイド

連携フォルダ for DocuWorksのセットアップ方法について説明して
います。

連携フォルダ for DocuWorksの
ヘルプ（＊1）

DocuWorks Deskで、ArcSuiteに登録されているドキュメントを操
作する方法について説明しています。

名称 概要
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5　検索条件記述ファイルを用意する
オブジェクト操作コマンドのために用意する、検索条件記述ファイルの記述内容について説明しています。

6　ACLファイルを用意する
オブジェクト操作コマンドのために用意する、ACL ファイルの記述内容について説明しています。

7　オブジェクト操作を実行する
オブジェクト操作コマンドの実行方法について説明しています。

8　メッセージのフォーマット
オブジェクト操作コマンドの実行時に出力されるログファイルと正常結果情報のフォーマットについて説明し
ています。

9　属性値のフォーマット
オブジェクト操作コマンドの実行時に出力される属性値のフォーマットについて説明します。

10　オブジェクト操作コマンドの使用例
オブジェクト操作コマンドの使用例をサンプルと共に説明しています。

第 2部　ドキュメント管理サービス 一括登録コマンド編

1　一括登録機能の概要
一括登録コマンドの概要について説明しています。

2　オブジェクト登録ファイルを用意する
一括登録実行のために用意する、オブジェクト登録ファイルの記述内容について説明しています。

3　基本パラメーターファイルを用意する
一括登録実行のために用意する、基本パラメーターファイルの記述内容について説明しています。

4　参照先属性転記ファイルを用意する
一括登録実行のために用意する、参照先属性転記ファイルの記述内容について説明しています。

5　一括登録を実行する
一括登録コマンドの実行方法について説明しています。

6　一括登録のログ
一括登録コマンドで作成されるログについて説明しています。

7　一括登録コマンドの使用例
一括登録コマンドの使用例をサンプルと共に説明しています。

付録
ドキュメント管理サービスSDKのインストールとアンインストールの方法、検索条件式の記述形式、エディ
ションキーパラメーターのフォーマット、XMLによる検索条件の記述方法、ライブラリ・API、および
Windowsのファイアウォール機能に対する設定内容について説明しています。



  
■ 本書の表記
･ 本書では、次の記号を使用しています。

･ コマンドラインを次のように表記しています。

･Microsoft Windows Operating Systemを「Windows」と表記しています。
･ パーソナルコンピューターを「PC」と表記しています。
･ お使いの環境によって、マニュアルに記載の画面と実際の画面が異なることがあります。
･ 特に表記がない場合の製品のバージョン番号は「4.0」です。

< >キー キーボードのキーを表します。
例：<Enter>キーを押します。

［　　］ 画面に表示されるメニュー、ボタン、項目を表します。
例：［新規作成］をクリックします。

「　　」 同一マニュアル内の参照箇所を表します。
また、強調する用語やメッセージも表します。
例：「1.2　システム構成」を参照してください。
　　「名前が指定されていません。」と表示されます。

『　　』 参照するマニュアルの名前を表します。
例：『システム管理者ガイド』を参照してください。

｛　　｝ ユーザー名やサーバー名など、操作時に変わる値を表します。
例：［｛ ユーザー名｝］をクリックします。

＞ メニューやWebページの階層を表します。
例：［システムとセキュリティ］＞［管理ツール］

一般的な注意事項を表します。

機能や操作に関する補足説明を表します。

参照する事項があることを表します。

　　　　 参照先タイトルやページへのリンクがあることを表します。
例：「1 概要」（P.6）

abc 画面に表示される文字列、またはユーザーが入力する文字列を表します。
例： showDrawerInformation

｛abc｝ ユーザー名やサーバー名など、操作時に変わる値を表します。
例：cabinetId {or RETURN} =｛キャビネットID｝
7
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第1部 ドキュメント管理サービス 
Interface Tool Kit 編
1 ドキュメント管理サービスInterface Tool 
Kitの概要

ドキュメント管理サービスInterface Tool Kitとは、ドキュメント管理サービスが管理す
るオブジェクトの属性やコンテントの取り出しなどのオブジェクトの操作、およびド
キュメントやフォルダーの一括登録、リファレンスの一括生成などを行うコマンド群で
す。



1.1  概要
1.1 概要
ドキュメント管理サービスInterface Tool Kit（以降、「ドキュメント管理サービスIFTK」と表記します）には、
大きく分けて次の2種類の機能があります。

･ オブジェクト操作コマンド
･ 一括登録コマンド

1.1.1 オブジェクト操作コマンド
ドキュメント管理サービスのオブジェクトに対して、コマンド操作によって次の操作を行う機能を提供しま
す。

オブジェクト操作コマンドで操作できるのは、ドキュメントスペースの標準キャビネットだけです。コラボ
スペース用キャビネットやワークスペース用キャビネットに対して、オブジェクト操作コマンドを実行する
ことはできません。
なお、ワークフロー用キャビネットに登録されているオブジェクトを操作する機能として、ワークフロード
キュメントアクセスツールがあります。
ワークフロードキュメントアクセスツールでは、次の操作を行う機能を提供します。
･ オブジェクト属性の取り出し
･ オブジェクトのコンテントの取り出し
･ オブジェクトの削除
･ オブジェクトのリストの取得
･ ドキュメント管理サービス内のオブジェクトの転記
･ ドキュメント管理サービス内のオブジェクトの移動

オブジェクト操作コマンドによって行える処理を次に示します。

オブジェクトの属性の取り出し
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトから、指定した属性を取り出します。

オブジェクトのコンテントの取り出し
ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトから、指定したコンテントと指定した属性を
取り出します。

フォルダーの取り出し
ドキュメント管理サービスに存在する指定したフォルダーオブジェクトを、下位の階層を含めてローカルに取
り出します。

オブジェクトの削除
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを削除します。

オブジェクトのリストの取得
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定して、直下の子オブジェクトのリストを取得しま
す。

ドキュメント管理サービス内のオブジェクトの転記
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを、指定されたオブジェクトの下に転記します。

ドキュメント管理サービス内のオブジェクトの移動
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを、指定されたオブジェクトの下に移動します。
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第 1部　1  ドキュメント管理サービス Interface Tool Kitの概要
オブジェクトのロック
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトをロックします。

オブジェクトのアンロック
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトをアンロックします。

オブジェクトのアクセス権の変更
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトのアクセス権を変更します。

オブジェクトのデフォルトアクセス権の変更
ドキュメント管理サービスに存在するフォルダーオブジェクトのデフォルトアクセス権を変更します。

オブジェクトの版管理下への追加
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトに対して、エディションキー属性の値を追加します。

オブジェクトの版管理の除外
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトのエディションキー属性の値を削除します。

オブジェクトの状態の変更
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの状態を変更します。

オブジェクトのクラスの変更
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトのクラスを変更します。

リファレンスオブジェクトの実体化
ドキュメント管理サービスに存在するリファレンスオブジェクトを実体化します。

オブジェクトの内容依存情報の更新
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの内容依存情報を更新します。

オブジェクトのリビジョンリストの取得
ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトのリビジョンリストを取得します。

オブジェクトのリビジョンの削除
ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトのリビジョンを削除します。

オブジェクトパスの取得
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの登録先を、パス情報として取得します。

ごみ箱内オブジェクトの復元
ごみ箱内のオブジェクトをごみ箱から復元します。



1.1  概要
1.1.2 一括登録コマンド
ドキュメント管理サービスにドキュメントやフォルダーを登録したり、リファレンスを生成したりするには、
通常、ドキュメントスペースを使用します。ドキュメントスペースのウィンドウ操作による登録や生成は直感
的で容易ですが、登録先、属性などを個々に指定しなければならないので、大量の登録や生成を行う場合は手
間がかかります。
このため、ドキュメント管理サービスに大量のデータ登録や生成を一括処理するための機能として、「ドキュ
メント管理サービス一括登録コマンド（略して一括登録コマンド）」を提供します。

一括登録コマンドの登録対象は、ドキュメントスペースの標準キャビネットだけです。コラボスペース用
キャビネットやワークスペース用キャビネットに対して、一括登録を行うことはできません。
なお、ワークフロー用キャビネットに登録されているオブジェクトを操作する機能として、ワークフロード
キュメントアクセスツールがあります。
ワークフロードキュメントアクセスツールでは、一括登録コマンドの機能のうち、次の操作を行う機能を提
供します。
･「ドキュメント登録」
･「フォルダー登録」
･「マージ」

一括登録コマンドによって行える処理を次に示します。

ドキュメント登録
指定したファイルをドキュメントスペースのドキュメントとして登録します。

リファレンス生成
指定したオブジェクトを参照するリファレンスを生成します。

リファレンス同時生成
ドキュメントの登録と同時に、そのドキュメントを参照するリファレンスを生成します。

フォルダー登録
指定したドロワー内、またはフォルダー内に、空のフォルダーを登録します。

改版
指定したエディションキーのエディショングループ内の、最新エディションのオブジェクトのコピーを作成
し、そのコピーを最新エディションとします。

改訂（リビジョンアップ）
指定したファイルを、最新リビジョンのドキュメントとして新たに登録します。

上書き
指定したファイルで、ドキュメント管理サービスに登録済みのドキュメントを上書きして置き換えます。

マージ
ドキュメント管理サービスに登録済みのオブジェクトが持つ属性値を変更します。
23
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第 1部　1  ドキュメント管理サービス Interface Tool Kitの概要
1.2 コマンドの実行方法
ドキュメント管理サービスIFTKで使用する、コマンド操作の実行方法について説明します。

コマンドの実行方法
各コマンド（バッチファイル）を実行する手順は、次のとおりです。

1. ドキュメント管理サービス SDKをインストールした PCに、コマンドを実行するユーザーでサインイ
ンします。

コマンドを実行するユーザー名には、全角スペースまたは次の文字を含めないでください。全角ス
ペースまたは次の文字が含まれているとコマンドを実行したときにエラーになります。
∀（全称記号）、─（ダッシュ）、一（漢数字の 1）、稀、紀、儀、言、最、蔀、需、退、刀、謀、堀、
耀、椀、圀、愀、戀、攀、簀、蜀、Ｂ（ギリシャ字のベータ）、Т（ギリシャ字のタウ）、逢、栢、漢、
索、嬢、琢、夢、尢、崢、椢、樢、瘢、縢、萢、蘢、蠢、錢、鬢

コマンドは、Windowsの標準アカウント以上の権限のあるユーザーで実行できます。

2.［管理者：コマンド プロンプト］画面を表示します。

◆ Windows Server 2016、Windows Server 2019、Windows 10の場合

（1）Windowsの［スタート］メニューから、［Windowsシステムツール］＞［コマンドプロンプト］を右
クリックし、［その他］＞［管理者として実行］を選択します。

◆ Windows 8.1の場合

（1）Windowsのスタート画面で、左下に表示された［↓］をクリックします。

（2）［Windowsシステムツール］カテゴリの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］
を選択します。

［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］をクリックします。

3. コマンドの格納先ディレクトリーへ移動します。
コマンドの格納先は次のとおりです。
「｛プログラムホーム｝ \Tool\dRepTools\Bin」

｛プログラムホーム｝は、デフォルトでは、「C:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite」になります。

4. 実行したいコマンドを、必要な引や数パラメーターと共に入力し、最後に <Enter>キーを押します。



2 オブジェクト操作コマンド群の使い方

オブジェクト操作コマンド群の使い方について説明します。
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2.1 オブジェクト操作コマンドの形式
オブジェクト操作コマンドは次の形式で実行します。

･ -cを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。

･ -paramパラメーターでは、実行パラメーターファイルを指定します。

･ -csvパラメーターでは、操作対象オブジェクト指定ファイルを指定します。

･ -userパラメーターでは、コマンドを実行するユーザーを指定します。

･ -passwdパラメーターでは、コマンドを実行するユーザーのパスワードを指定します。

ドキュメント管理サービス SDKのインストールでは、環境変数「PATH」を設定しません。そのため、オブ
ジェクト操作コマンドを実行するには、各コマンドへのフルパスを指定するか、環境変数「PATH」に
「bin」および「workflow\bin」へのパスを設定してください。

ドキュメント管理サービス SDKのインストール方法については、「付録 A.2  インストール」（P.269）を参
照してください。

コマンド名 [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]



2.2  オブジェクト操作コマンドのためのファイル
2.2 オブジェクト操作コマンドのためのファイル
オブジェクト操作コマンド実行のために使う各種ファイルの概要を次に示します。

2.2.1 実行パラメーターファイルとは
「実行パラメーターファイル」は、次のパラメーターを含む、XML形式のファイルです。
･ ログ情報の出力先ファイルのファイル名を指定するパラメーター
･ 正常結果情報の出力先ファイルのファイル名を指定するパラメーター
･ オブジェクトを取得する場合の、取得するオブジェクトの AtomIDを指定するパラメーター
･ 対象オブジェクトがリファレンスオブジェクトの場合の、参照先のオブジェクト IDを取得するかどうかを
指定するパラメーター
･ 操作対象オブジェクトを全文検索で検索する場合の、全文検索の条件を指定するパラメーター
･ ACLを記述したファイルの出力先ディレクトリーを指定するパラメーター
･ デフォルト ACLを記述したファイルの出力先ディレクトリーを指定するパラメーター
･ ログ情報、正常結果情報に出力するオブジェクトの IDの形式を指定するパラメーター
･ 通知情報の動作を指定するパラメーター
･ オブジェクト削除時の実行モードを指定するパラメーター
･ オブジェクトリスト取得時の実行モードを指定するパラメーター
･ 操作対象オブジェクト指定ファイル、実行ログファイル、正常結果情報ファイルで使用する文字セットを
指定するパラメーター

実行パラメーターファイルは必須ファイルです。オブジェクト操作コマンドを実行するときには、実行パラ
メーターファイル名をコマンド引数に指定しなければなりません。オブジェクト操作コマンドを実行する前
に、実行パラメーターファイルを必ず用意してください。

実行パラメーターファイルの記述内容の詳細については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）
を参照してください。
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2.2.2 操作対象オブジェクト指定ファイルとは
「操作対象オブジェクト指定ファイル」は、次のパラメーターを含む、CSV形式のファイルです。
･ 操作対象オブジェクトを指定するパラメーター
･ 転記先 /移動先を指定するパラメーター
･ 転記位置 /移動位置を指定するパラメーター
･ 取り出し先を指定するパラメーター
･ コメントパラメーター
･ アクセス権変更パラメーター
･ エディション属性パラメーター
･ 状態変更パラメーター
･ 内容依存情報更新のパラメーター
･ 操作対象範囲を指定するパラメーター
･ ソートパラメーター
･ ハードリファレンス削除モードパラメーター
･ 破棄パラメーター
･ リファレンス変換パラメーター
･ ACL継承パラメーター
･ 属性マージモードパラメーター
･ リビジョン削除モードパラメーター
･ パス情報取得パラメーター
･ ローカルファイル名に使用する属性パラメーター
･ クラス変更パラメーター
･ オフラインコンテントの取得エラーパラメーター

操作対象オブジェクト指定ファイルは必須ファイルです。オブジェクト操作コマンドを実行するときには、操
作対象オブジェクト指定ファイル名をコマンド引数に指定しなければなりません。オブジェクト操作コマンド
を実行する前に、操作対象オブジェクト指定ファイルを必ず用意してください。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容の詳細については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを
用意する」（P.42）を参照してください。



3 実行パラメーターファイルを用意する

オブジェクト操作のために用意する実行パラメーターファイルの記述内容について説明
します。
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第 1部　3  実行パラメーターファイルを用意する
3.1 実行パラメーターファイルの書式
実行パラメーターファイルはXML形式のファイルです。
実行パラメーターファイルに記述するXMLの要素は次のとおりです。

･ parameter

･ logFile

･ resultFile

･ getAtomId

･ getRefId

･ aclFileStoreDir

･ defAclFileStoreDir

･ textSearch

･ getObjectId

･ noticeAction

･ delObjExecMode

･ getListExecMode

･ csvCharset

3.1.1 parameter要素
parameter要素は、パラメーターファイルのルート要素です。
すべてのコマンドで必ず１つだけ記述します。記述がない場合は、エラーになります。
ほかの要素は、すべてparameter要素の子要素として記述します。

parameter要素の記述例を次に示します。

<parameter>
<logFile>c:\tmp\log</logFile>
<resultFile>c:\tmp\result.csv</resultFile>
<getAtomId>system:name|user:drawingNumber</getAtomId>
</parameter>



3.1  実行パラメーターファイルの書式
3.1.2 logFile要素
要素内容に、ログ情報の出力先ファイルを記述します。
すべてのコマンドで記述できます。記述されていない場合は、標準出力に出力されます。

要素内容で指定したファイルがすでに存在する場合は、追記されます。
要素内容で指定したファイルには、処理の結果と、エラーの場合のエラー内容が出力されます。
操作対象オブジェクト指定ファイルで操作対象オブジェクトを検索条件で指定した場合は、要素内容で指定し
たファイルには、処理を行ったオブジェクトの個数分の行数が出力されます。
条件を満たすオブジェクトが存在しなかった場合は、１行だけ出力されます。
操作対象オブジェクト指定ファイルで操作対象オブジェクトを検索条件で指定し、エラー無視オプションを指
定しなかった場合は、エラーが発生したオブジェクトまでが出力されます。エラー無視オプションを指定した
場合は、検索でヒットしたオブジェクトの数だけ出力されます。

ログファイルは、次の形式で出力されます。

または、

ログファイルの詳細については、「8.1  ログファイルのフォーマット」（P.143）を参照してください。

logFile要素の記述例を次に示します。

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛serviceIdの値｝,｛cabinetIdの値｝,
｛drepIdの値｝

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

<logFile>c:\tmp\log</logFile>
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3.1.3 resultFile要素
要素内容に、正常結果情報の出力先ファイルのファイル名を記述します。
すべてのコマンドで必ず記述します。記述がない場合は、エラーになります。

要素内容に指定したファイルが存在する場合は、上書きされます。
要素内容で指定したファイルには、正常に処理が終わった結果だけ、CSV形式で出力されます。
次の場合は、ヘッダー行だけ出力されます。
･ ダイレクト指定のオブジェクトでエラーになった場合
･ 検索条件指定で、最初のオブジェクトでエラーになり、エラー無視オプションを指定しなかった場合
･ 検索条件にヒットするオブジェクトがなかった場合

出力されるファイルのフォーマットは次のとおりです。
･「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コマンド」、および「オブジェクトパ
スの取得コマンド」の場合

または、

･「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」の場合

または、

･「フォルダー取り出しコマンド」の場合

または、

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝
｛CSVの行番号｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の
値｝

lineNumber,objectId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,...,｛コンテントラベ
ル名 .storePath｝,...
｛CSVの行番号｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の
値｝,...,｛取り出し先パス｝,...

lineNumber,objectId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,...,｛コンテントラベル名 .storePath｝
,...
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝,...,
｛取り出し先パス｝,... 

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,storePath
｛CSVの行番号｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝,｛取り出し先パス｝

lineNumber,objectId,storePath
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛取り出し先パス｝



3.1  実行パラメーターファイルの書式
･「オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド」の場合

または、

･「オブジェクト削除コマンド」の場合

または、

･ それ以外のコマンドの場合

または、

正常結果情報の詳細については、「8.2  正常結果情報のフォーマット」（P.145）を参照してください。

getRefIdに真の値を指定した場合は、上記フォーマットに参照先の情報が追加して出力されます。

getRefIdの詳細については、「3.1.5  getRefId要素」（P.34）を参照してください。

「オブジェクトの属性取り出しコマンド」と「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」で、出力した
ファイルは、一部を追加、または編集することによって、一括登録コマンドで使用できます。

一括登録コマンドの詳細については、「第 2部  ドキュメント管理サービス 一括登録コマンド編」（P.171）を
参照してください。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,revisionNumber
｛CSVの行番号｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝,｛revisionNumber｝

lineNumber,objectId
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,delObjExecMode
｛CSVの行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛削除結果｝

lineNumber,objectId,delObjExecMode
｛CSVの行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛削除結果｝

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId
｛CSVの行番号｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝

lineNumber,objectId
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝
33
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第 1部　3  実行パラメーターファイルを用意する
3.1.4 getAtomId要素
要素内容に、取得するAtomIDを記述します。複数記述する場合は、セパレーター「|（半角縦棒）」で区切り
ます。
この要素で記述したパラメーターは、「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトのコンテント
取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コマンド」、および「オブジェクトパスの取得コマンド」で使
用できます。「オブジェクトの属性取り出しコマンド」では必ず記述します。記述がない場合は、エラーにな
ります。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、無視されます。

RMSに登録されていない属性を指定すると、エラーになります。 
RMSには登録されているが、キャビネットに登録されていない属性（ほかのキャビネットでは使われている
ユーザー属性など）を指定した場合は、値を取得できません。

次の例では、システム属性nameの値とユーザー属性drawingNumberの値を取得しています。さらに、ユー
ザー属性のnameSpaceをuserにしています。

コンテントの属性を取得する場合は、次の例のように「コンテントのラベル名.AtomID」を記述します。こ
の要素で記述したパラメーターは、「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトのコンテント取
り出しコマンド」、および「オブジェクトパスの取得コマンド」で使用できます。

3.1.5 getRefId要素
要素内容に、対象オブジェクトがリファレンスオブジェクトの場合に、参照先のオブジェクトIDを取得する
かを指定します。
要素内容には、true（1）またはfalse（0）が記述できます（true、falseについては、大文字でも小文字でも
かまいません）。
true（1）を指定した場合は、参照先のオブジェクトIDを取得します。
false（0）を指定した場合は、参照先のオブジェクトIDを取得しません。
デフォルトは、falseです。
この要素で記述したパラメーターは、「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コ
マンド」で使用できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、無視されます。

参照先のオブジェクトIDを取得したとき、対象オブジェクトが「リファレンス」の場合は、参照先を特定す
るIDが結果ファイルに出力されます。対象オブジェクトが「リファレンス」以外の場合は、対応するカラム
は空になります。
参照先を特定するIDは、refServiceId、refCabinetId、refEditionKey、refEditionNumber、refDrepId、
refRevisionNumberから構成され、それぞれ、参照先のserviceId、参照先のcabinetId、参照先オブジェク
トのエディションキー属性、参照先オブジェクトの版番号、参照先オブジェクトのdrepId、参照先オブジェ
クトのリビジョン番号が値として返されます。

リファレンスには、次の3種類があり、返される値が異なります。値がない部分に対応するカラムは空になり
ます。
･ 最新エディションを指すリファレンス

refServiceId、refCabinetId、refEditionKey、refEditionNumber

<getAtomId>system:name|user:drawingNumber</getAtomId>

<getAtomId>system:name|user:drawingNumber|system:view.system:contentType</
getAtomId>



3.1  実行パラメーターファイルの書式
･ ダイレクトリファレンス
refServiceId、refCabinetId、refDrepId
･ ダイレクトリファレンス（特定のリビジョンを参照）

refServiceId、refCabinetId、refDrepId、refRevisionNumber

これらの情報は、「resultFile要素」に指定した正常結果情報ファイルに出力されます。正常結果情報のフォー
マットは次のようになります。

または、

3.1.6 aclFileStoreDir要素
要素内容には、ACLを記述したACLファイルを生成するディレクトリーのパスを記述します。
この要素で記述したパラメーターは、 「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コ
マンド」で使用できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、無視されます。
生成先のディレクトリーが存在しない場合および書き込みができない場合は、エラーになります。

ACLを取得した場合、正常結果情報ファイルのヘッダーにaclカラムが追加され、対応するデータ行のカラム
に、"file:" + "ACLファイルのパス"が記述されます。そのため、正常結果ファイルのフォーマットが次のよう
になります。

または、

参照先のオブジェクトIDを取得した場合は、参照先を特定するID の次にACLが出力されます。

ACLファイルは、CSV形式で出力され、1つのオブジェクトに1つのACLファイルが生成されます。 ACLファ
イルのファイル名は、  「"name属性値"+ "_acl"」 になります。

lineNumber, serviceId, cabinetId, drepId, refServiceId, refCabinetId, 
refEditionKey, refEditionNumber, refDrepId, refRevisionNumber, ｛AtomID1｝,
｛AtomID2｝
｛CSVの行番号｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛参照先オブジェクトの
serviceId値｝,｛参照先オブジェクトの cabinetId値｝,｛参照先オブジェクトのエディションキー属
性値｝,｛参照先オブジェクトの版番号｝,｛参照先オブジェクトの drepId値｝,｛参照先オブジェクトの
リビジョン番号｝, ｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝

lineNumber,objectId,refServiceId,refCabinetId,refEditionKey,refEditionNumber,
refDrepId,refRevisionNumber,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛参照先オブジェクトの serviceId値｝,｛参
照先オブジェクトの cabinetId値｝,｛参照先オブジェクトのエディションキー属性値｝,｛参照先オブ
ジェクトのエディション番号｝,｛参照先オブジェクトの drepId値｝,｛参照先オブジェクトのリビジョ
ン番号｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,acl,｛AtomId1｝,｛AtomId2｝
｛CSVの行番号｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,file:｛ACLファイルのパ
ス｝,｛AtomId1の値｝,｛AtomId2の値｝

lineNumber,objectId,acl,｛AtomId1｝,｛AtomId2｝
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,file:｛ACLファイルのパス｝,｛AtomId1の
値｝,｛AtomId2の値｝
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すでに同じ名前のファイルが存在する場合は、「"name属性値"+ "_acl" + "~"（チルダ） + [n]（1から始まる
整数）」 とし、重複しないようにします。 

ACLファイルのフォーマットの詳細については、「6  ACLファイルを用意する」（P.88）を参照してくださ
い。

3.1.7 defAclFileStoreDir要素
要素内容には、デフォルトACLを記述したACLファイルを生成するディレクトリーのパスを記述します。
この要素で記述したパラメーターは、「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コ
マンド」で使用できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、無視されます。
生成先のディレクトリーが存在しない場合、および書き込みができない場合は、エラーになります。
デフォルトACLを取得した場合、正常結果情報ファイルのヘッダーにdefAclカラムが追加され、対応する
データ行のカラムに、"file:" + "ACLファイルのパス"が記述されます。そのため、正常結果ファイルのフォー
マットが次のようになります。

または、

ACLを取得した場合は、ACLの次にデフォルトACLが出力されます。

ACLファイルは、CSV形式で出力され、1つのオブジェクトに1つのACLファイルが生成されます。
ACLファイルのファイル名は、  「"name属性値"+ "_defAcl"」 になります。
すでに同じ名前のファイルが存在する場合は、  「"name属性値"+ "_defAcl" + "~"（チルダ） + [n]（1から始
まる整数）」 とし、重複しないようにします。

ACLファイルのフォーマットの詳細については、「6  ACLファイルを用意する」（P.88）を参照してくださ
い。

デフォルトACLを持たないオブジェクトを指定した場合は、ACLファイルにヘッダー行のみ記述されます。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,defAcl,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝
｛CSVの行番号｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,file:｛ACLファイルのパ
ス｝,｛AtomId1の値｝,｛AtomId2の値｝

lineNumber,objectId,defAcl,｛AtomId1｝,｛AtomId2｝
｛CSVの行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,file:｛ACLファイルのパス｝,｛AtomId1の
値｝,｛AtomId2の値｝
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3.1.8 getObjectId要素
この要素で記述したパラメーターは、すべてのコマンドで使用できます。

要素内容には、ログ情報および正常結果情報に出力されるオブジェクトIDのフォーマットを「オブジェクト
IDの文字列表記」で出力するかを指定します。要素内容には、true、1またはfalse、0が記述できます
（true、falseについては、大文字、小文字、どちらも記述できます）。
true、1を指定した場合は、「オブジェクトIDの文字列表記」で出力されます。
false、0を指定した場合は、serviceId、cabinetId、drepIdを別カラムにして出力します。
デフォルトは、falseです。

要素内容により、ログ情報および正常結果情報のフォーマットが変わります。true、1を指定した場合は、オ
ブジェクトIDが1つのカラムで出力され、false、0を指定した場合は、3つのカラムから構成され出力されま
す。

ログ情報は、要素内容により次のフォーマットになります。
･ true、1を指定した場合

･ false、0を指定した場合

正常結果情報は、要素内容により次のフォーマットになります。ここでは、すべてのコマンドで共通の部分で
ある行番号とオブジェクトIDの部分のみ抜き出して記述します。
･ true、1を指定した場合

･ false、0を指定した場合

オブジェクト IDの文字列表記については、『ドキュメントスペース ドキュメント操作 URL リファレンスガ
イド』を参照してください。 

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛serviceIdの値｝,｛cabinetIDの値｝,
｛drepIDの値｝

lineNumber,objectId
｛行番号｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId
｛行番号｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝
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3.1.9 noticeAction要素
この要素で記述したパラメーターは、すべてのコマンドで使用できます。

要素内容には、ドキュメント管理サービスから通知情報を受け取った場合の動作を指定します。要素内容に
は、ignore、error、messageが記述できます。

ignore（デフォルト）を指定した場合は、通知情報は無視します。

errorを指定した場合は、通知情報をエラーとして扱い、ログ情報には、次のように出力されます。
･｛エラーレベル｝に、1以上の値が出力されます。
･｛メッセージ｝に、通知情報の内容が出力されます。
･｛serviceId｝｛cabinetId｝｛drepId｝｛オブジェクト Idの文字列表記｝は、オブジェクトの Idが出力され
ます。

messageを指定した場合は、通知情報をメッセージとして扱い、ログ情報には、次のように出力されます。
･｛エラーレベル｝に、-1が出力されます。
･｛メッセージ｝に、通知情報が出力されます。
･｛serviceId｝｛cabinetId｝｛drepId｝｛オブジェクト Idの文字列表記｝には、オブジェクトの Idが出力さ
れます。 
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3.1.10 textSearch要素
操作対象オブジェクトを全文検索で検索する場合に、全文検索の条件をXML形式で記述します。
この要素で記述したパラメーターは、次のコマンドで使用できます。
･「オブジェクト属性取り出しコマンド」
･「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」
･「オブジェクト削除コマンド」
･「ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド」
･「ドキュメント管理サービス内オブジェクト移動コマンド」
･「オブジェクトのロックコマンド」
･「オブジェクトのアンロックコマンド」
･「オブジェクトのアクセス権変更コマンド」
･「オブジェクトの版管理下追加コマンド」
･「オブジェクトの版管理除外コマンド」
･「オブジェクトの状態変更コマンド」
･「オブジェクトのクラス変更コマンド」
･「オブジェクトの内容依存情報の更新コマンド」
･「オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド」
･「オブジェクトのリビジョンの削除コマンド」
･「オブジェクトパスの取得コマンド」
･「ごみ箱内オブジェクトの復元コマンド」

ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、無視されます。
このパラメーターを指定した場合は、「操作対象オブジェクト指定ファイル」のリスト行は、1行だけ実行さ
れます。複数行記述されていても無視されます。

検索対象となるキャビネットは、「操作対象オブジェクト指定ファイル」のtargetServiceId、
targetCabinetIdで指定したキャビネットです。

このパラメーターは、操作対象指定パラメーターを「検索条件式（キャビネット）」、または「ダイレクト形式
（キャビネット）」で指定した場合にだけ有効で、それ以外の形式で記述した場合は無視されます。
操作対象指定パラメーターの形式によって無視される場合でも、値に記述誤りがあるとエラーになります。
操作対象指定パラメーターを「検索条件式（キャビネット）」で記述した場合は、AND結合になります。

ワークフロードキュメントアクセスツールの各コマンドで指定すると、エラーになります。

検索条件の記述フォーマットについては、「付録 E.1  XML形式での全文検索条件式の記述方法」（P.281）を
参照してください。
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3.1.11 delObjExecMode要素
この要素で記述したパラメーターは、「オブジェクト削除コマンド」で使用できます。
ほかのコマンドでは、記述する必要がなく、記述がある場合は、無視されます。

要素内容には、操作対象のオブジェクトをごみ箱に移動するかどうかを指定します。
要素内容には、delete、disuseOrError、disuseOrDeleteが記述できます。

deleteを指定した場合は、操作対象のオブジェクトを削除します。

disuseOrErrorを指定した場合は、操作対象のオブジェクトをごみ箱に移動します。
ごみ箱がないキャビネットの場合は、エラーとします。

disuseOrDeleteを指定した場合は、操作対象のオブジェクトをごみ箱に移動します。
ごみ箱がないキャビネットの場合は、操作対象のオブジェクトを削除します。

デフォルトは、deleteです。処理の結果、オブジェクトが削除されたか、ごみ箱に移動されたかは、正常結
果ファイルのdelObjExecModeの列に出力されます。

詳細は、「8.2.6  「オブジェクト削除コマンド」の場合」（P.152）を参照してください。

3.1.12 getListExecMode要素
この要素で記述したパラメーターは、「オブジェクトリスト取得コマンド」で使用できます。
ほかのコマンドでは、記述する必要がなく、記述がある場合は、無視されます。

操作対象指定パラメーターを「ダイレクト形式（キャビネット）」で指定したときに、ごみ箱内のオブジェク
トリストを取得するかどうかを指定します。

要素内容には、listChildren、listDisusedObjects、listDisusedAllObjectsが記述できます。

listChildrenを指定した場合は、操作対象のオブジェクト直下の子オブジェクトのリストを取得します。

listDisusedObjectsを指定した場合は、ごみ箱直下のオブジェクトのリストを取得します。
コマンド実行者がごみ箱へ移動したオブジェクトで、getAttribute権があるもののみ取得します。

listDisusedAllObjectsを指定した場合は、ごみ箱直下のオブジェクトのリストを取得します。
getAttribute権があるもののみ取得します。

デフォルトは、listChildrenです。
getListExecMode要素にlistDisusedObjectsまたはlistDisusedAllObjectsを指定し、操作対象指定パラ
メーターを「ダイレクト形式（キャビネット）」以外で指定した場合、エラーとなります。
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3.1.13 csvCharset要素 
この要素で記述したパラメーターは、全コマンドで使用できます。

次のファイルの入出力で使用する文字セットを指定します。
･ 操作対象オブジェクト指定ファイルの読み込み
･ ログ情報ファイルへの書き込み
･ 正常結果情報ファイルへの書き込み

サポートする値は、次のとおりです。
･ UTF-8
･ windows-31j（日本語）
･ windows-1252（英語）
･ GBK、GB18030（Unicodeで基本面に入るもののみ）（簡体中国語）
･ x-windows-950（繁体中国語）
･ x-windows-949（韓国語）

指定がない場合は、コマンドを実行したJavaVMのデフォルトエンコーディングで処理されます。
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4 操作対象オブジェクト指定ファイルを用
意する

オブジェクト操作コマンドのために用意する、操作対象オブジェクト指定ファイルの記
述内容について説明します。



4.1  操作対象オブジェクト指定ファイルの書式
4.1 操作対象オブジェクト指定ファイルの書式
操作対象オブジェクト指定ファイルには、操作対象のオブジェクトを記述します。
操作対象オブジェクト指定ファイルは、CSV形式のファイルです。1行目がヘッダー行で、2行目以降がデータ行
になります。1つのデータ行が、操作対象の1種類のオブジェクトに対応します。ヘッダー行およびデータ行の中
では、それぞれの指定項目を「,（半角のカンマ）」で区切ります。

操作対象オブジェクト指定ファイルのヘッダー行に記述できるパラメーターは次のとおりです。
･ 操作対象オブジェクトを指定するパラメーター
･ 転記先／移動先／復元先を指定するパラメーター
･ 転記位置／移動位置を指定するパラメーター
･ 取り出し先を指定するパラメーター
･ コメントパラメーター
･ アクセス権変更パラメーター
･ エディション属性パラメーター
･ 状態変更パラメーター
･ 内容依存情報更新のパラメーター
･ 操作対象範囲を指定するパラメーター
･ ソートパラメーター
･ ハードリファレンス削除モードパラメーター
･ 破棄パラメーター
･ リファレンス変換パラメーター
･ ACL継承パラメーター

･ 属性マージモードパラメーター
･ リビジョン削除モードパラメーター
･ パス情報取得パラメーター
･ ローカルファイル名に使用する属性パラメーター
･ クラス変更パラメーター
･ オフラインコンテントの取得エラーパラメーター

各パラメーターは、決められた文字列を大文字・小文字の違いも含めて、正確に記述する必要があります。
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4.1.1 操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメー
ター一覧

次の表に、操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメーターの一覧を示します。

表：操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメーター

パラメーター 説明

操作対象指定パラ
メーター

targetServiceId 操作対象オブジェクトのドキュメント管理サービスId
を指定します。

targetCabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdを指定します。

targetDrawerName 操作対象オブジェクトのドロワー名を指定します。

targetDrepId 操作対象オブジェクトのdrepIdを指定します。

targetObjectId 操作対象オブジェクトのオブジェクトIDの文字列表記
を指定します。

targetCondition 操作対象オブジェクトの検索条件を指定します。

targetSearchFile 操作対象オブジェクトの検索条件を記述した検索条件
記述ファイルを指定します。

targetDepthFromSearch
Root

操作対象オブジェクトの検索範囲となる階層数を指定
します。（targetConditionまたはtargetSearchFileを
指定した場合のみ有効）

targetEditionKey 操作対象オブジェクトのエディションキー属性を指定
します。

targetEditionNumber 操作対象オブジェクトの版番号を指定します。

targetRevisionNumber 操作対象オブジェクトのリビジョン番号を指定します。

転記先／移動先／
復元先指定パラ
メーター

locationServiceId 転記先／移動先／復元先のドキュメント管理サービス
Idを指定します。

locationCabinetId 転記先／移動先／復元先のcabinetIdを指定します。

locationDrawerName 転記先／移動先／復元先のドロワー名を指定します。

locationDrepId 転記先／移動先／復元先のdrepIdを指定します。

locationObjectId 転記先／移動先／復元先のオブジェクトIDの文字列表
記を指定します。

locationCondition 転記先／移動先／復元先の検索条件を指定します。

locationSearchFile 転記先／移動先／復元先の検索条件を記述した検索条
件記述ファイルを指定します。

locationDepthFromSearc
hRoot

転記先／移動先／復元先の検索範囲となる階層数を指
定します。（locationConditionまたは
locationSearchFileを指定した場合のみ有効）
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転記位置／移動位
置指定パラメー
ター

nextDrepId 転記位置／移動位置のdrepIdを指定します。

nextObjectId 転記位置／移動位置のオブジェクトIDの文字列表記を
指定します。

nextCondition 転記位置／移動位置の検索条件を指定します。
（検索起点は、転記先／移動先オブジェクト）

nextSearchFile 転記位置の検索条件を記述した検索条件記述ファイル
を指定します。（検索起点は、転記先／移動先オブジェ
クト）

操作対象範囲指定
パラメーター

operationRange 処理内容が下位のオブジェクトに影響するかを指定し
ます。
shallow:指定されたオブジェクトのみ
deep:下位のオブジェクトすべてに影響（デフォルト）

取り出し先指定
パラメーター

コンテントラベル名
.storeDir
または、
storeDir

コンテント／フォルダーを取り出すフォルダーのパス
を指定します。
コンテントを取り出す場合は、取り出すコンテントの
コンテントラベルを指定します。
　例） system:primary.storeDir
フォルダーを取り出す場合は、プライマリコンテント
しか取り出せないため、コンテントラベルを指定しま
せん。
　例） storeDir

コメントパラメー
ター

comment ロック時のコメントを指定します。

アクセス権パラ
メーター

acl オブジェクトに設定するアクセス権を記述したファイ
ルのパスを指定します。

defAcl オブジェクトに設定するデフォルトアクセス権を記述
したファイルのパスを指定します。

エディション属性
パラメーター

editionKey オブジェクトに設定するエディションキー属性を指定
します。

editionNumber 版番号を指定します。

editionLabel 版ラベルを指定します。

状態変更パラメー
ター

status オブジェクトに設定する状態属性を指定します。

クラス変更パラ
メーター

class オブジェクトに設定するクラス属性を指定します。

表：操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメーター（続き）

パラメーター 説明
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内容依存情報更新
パラメーター

updateContentInformati
on

プライマリコンテントに依存する属性の更新を行うか
を指定します。
 true:更新する
 false:更新しない（デフォルト）

updateSecondaryConte
nt

作成するセカンダリコンテントのラベルを指定します。
複数記述する場合は、「|（半角縦棒）」で区切ります。

forceMode プライマリコンテントより新しい内容依存情報を更新
するかどうかを指定します。
 true: 更新する
 false: 更新しない（デフォルト）

ソートパラメー
ター

sort オブジェクトのリストで
順番のソート条件を指定します。

ハードリファレン
ス削除モードパラ
メーター

hardRefDeleteMode 削除対象オブジェクトがハードリファレンスより参照
されているオブジェクトの場合の動作を指定します。
 error:エラーになり、削除しない
 delete:削除する（デフォルト）

破棄パラメーター disposalOfAttributes 設定されていないユーザー属性を破棄するかを指定し
ます。
設定されていないユーザー属性は、ドキュメント管理
サービスで、Others属性として扱われます。そのた
め、このパラメーターを指定しても無視され、ドキュ
メント管理サービスで設定されている処理が実行され
ます。
 true: 破棄する
 false: 破棄しない（デフォルト）

disposalOfContents 設定されていないラベルのコンテントを破棄するかを
指定します。
 true: 破棄する
 false: 破棄しない（デフォルト） 

disposalOfEditionKey エディションキー属性を破棄するかを指定します。
 true: 破棄する
 false: 破棄しない（デフォルト） 

disposalOfObjectType 設定されていないオブジェクトタイプを破棄するかを
指定します。（未サポート）
 true: 破棄する
 false: 破棄しない（デフォルト） 

disposalOfUniqueKey ユニークキー属性を破棄するかを指定します。
 true: 破棄する
 false: 破棄しない（デフォルト）

リファレンス変換
パラメーター

alternationOfHardRefs ハードリファレンスを通常リファレンスにするかを指
定します。
 true: 通常リファレンスにする
 false: 通常リファレンスにしない（デフォルト） 

表：操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメーター（続き）

パラメーター 説明
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各コマンドで使える属性とパラメーターを次の表に示します。
表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :省略できるパラメーターです。
×:記述があるとエラーになります。

ACL継承パラメー
ター

aclMode ACLを継承するかを指定します。ただし、同一キャビ
ネット内での移動では、このパラメーターを指定して
も無視され、unheritで動作します。
 inherit: 元になるオブジェクトのACLを継承する（デ
フォルト） 
 dispose: 元になるオブジェクトのACLを破棄する

属性マージモード
パラメーター

attrMergeMode リファレンスオブジェクトを実体化するときに、属性
のマージモードを指定します。
 reference:リファレンスの属性のみ有効
 referent: 参照先オブジェクトの属性のみ有効（デフォル
ト）
 referenceMerge: 参照先オブジェクトの属性を優先
してリファレンスの属性で補完
 referentMerge: リファレンスの属性を優先して参照
先オブジェクトの属性で補完 

リビジョン削除
モードパラメー
ター

removeRevMode オブジェクトのリビジョンを削除するときに、どのリ
ビジョンを削除するかを指定します。
 latest:最新のリビジョンを削除する（デフォルト）
 oldest:最古のリビジョンを削除する

パス情報取得パラ
メーター

getFullPath オブジェクトのパス情報を取得するときに、キャビ
ネットまでのパスが取得できなかった場合の動作を指
定します。
 true:エラーにする
 false:取得可能なオブジェクトの情報まで取得する

ローカルファイル
名に使用する属性
パラメーター

storeFileName コンテント／フォルダーを取り出すときに、ローカル
ファイル名に使用する属性値です。ファイル名の属性、
または名前の属性を指定します。
system:fileName:「ファイル名属性」を表す
system:name:「名前属性」を表す

オフラインコンテ
ントの取得エラー
パラメーター

rejectionOfOfflineConte
nt

オフライン中のコンテントを取得しようとした場合に、
エラーにするかどうかを指定します。
true:エラーにする
false:エラーにせず、オフライン中のコンテントは無視
して処理を行う

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（1）

drgetattr drgetcont drgetfdr drdelobj drgetlist

操作対象指定パラメーター ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

転記先／移動先／復元先指定パ
ラメーター × × × × ×

表：操作対象オブジェクト指定ファイルに記述できるパラメーター（続き）

パラメーター 説明
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転記位置／移動位置指定パラ
メーター × × × × ×

操作対象範囲パラメーター × × × × ×

取り出し先指定パラメーター × ◎ ◎ × ×

コメントパラメーター × × × × ×

アクセス権変更パラメーター × × × × ×

エディションキー属性パラメー
ター × × × × ×

状態変更パラメーター × × × × ×

クラス変更パラメーター × × × × ×

内容依存情報更新パラメーター × × × × ×

ソートパラメーター ○ ○ × × ○

ハードリファレンス削除モード
パラメーター × × × ○ ×

破棄パラメーター × × × × ×

リファレンス変換パラメーター × × × × ×

ACL継承パラメーター × × × × ×

属性マージモードパラメーター × × × × ×

リビジョン削除モードパラメー
ター × × × × ×

パス情報取得パラメーター × × × × ×

ローカルファイル名に使用する
属性パラメーター × ○ ○ × ×

オフラインコンテントの取得エ
ラーパラメーター × ○ ○ × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（2）

drcpobj drmvobj drlkobj drunlkobj drchacl

操作対象指定パラメーター ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

転記先／移動先／復元先指定パ
ラメーター ◎ ◎ × × ×

転記位置／移動位置指定パラ
メーター ○ ○ × × ×

操作対象範囲パラメーター ○ × ○ ○ ○

取り出し先指定パラメーター × × × × ×

コメントパラメーター × × ○ × ×

アクセス権変更パラメーター × × × × ◎

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（1）

drgetattr drgetcont drgetfdr drdelobj drgetlist
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エディションキー属性パラメー
ター × × × × ×

状態変更パラメーター × × × × ×

クラス変更パラメーター × × × × ×

内容依存情報更新パラメーター × × × × ×

ソートパラメーター × × × × ×

ハードリファレンス削除モード
パラメーター × × × × ×

破棄パラメーター ○ ○ × × ×

リファレンス変換パラメーター ○ × × × ×

ACL継承パラメーター ○ ○ × × ×

属性マージモードパラメーター × × × × ×

リビジョン削除モードパラメー
ター × × × × ×

パス情報取得パラメーター × × × × ×

ローカルファイル名に使用する
属性パラメーター × × × × ×

オフラインコンテントの取得エ
ラーパラメーター × × × × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（3）

drchdefacl drchstat drreref drupcont draddekey

操作対象指定パラメーター ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

転記先／移動先／復元先指定パ
ラメーター × × × × ×

転記位置／移動位置指定パラ
メーター × × × × ×

操作対象範囲パラメーター ○ × ○ × ×

取り出し先指定パラメーター × × × × ×

コメントパラメーター × × × × ×

アクセス権変更パラメーター ◎ × × × ×

エディションキー属性パラメー
ター × × × × ◎

状態変更パラメーター × ◎ × × ×

クラス変更パラメーター × × × × ×

内容依存情報更新パラメーター × × × ◎ ×

ソートパラメーター × × × × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（2）

drcpobj drmvobj drlkobj drunlkobj drchacl
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ハードリファレンス削除モード
パラメーター × × × × ×

破棄パラメーター × × ○ × ×

リファレンス変換パラメーター × × ○ × ×

ACL継承パラメーター × × ○ × ×

属性マージモードパラメーター × × ○ × ×

リビジョン削除モードパラメー
ター × × × × ×

パス情報取得パラメーター × × × × ×

ローカルファイル名に使用する
属性パラメーター × × × × ×

オフラインコンテントの取得エ
ラーパラメーター × × × × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（4）

drrmekey drlistrev drrmrev drgetpath drreuseobj

操作対象指定パラメーター ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

転記先／移動先／復元先指定パ
ラメーター × × × × ○

転記位置／移動位置指定パラ
メーター × × × × ×

操作対象範囲パラメーター × × × × ×

取り出し先指定パラメーター × × × × ×

コメントパラメーター × × × × ×

アクセス権変更パラメーター × × × × ×

エディションキー属性パラメー
ター × × × × ×

状態変更パラメーター × × × × ×

内容依存情報更新パラメーター × × × × ×

クラス変更パラメーター × × × × ×

ソートパラメーター × × × × ×

ハードリファレンス削除モード
パラメーター × × × × ×

破棄パラメーター × × × × ×

リファレンス変換パラメーター × × × × ×

ACL継承パラメーター × × × × ×

属性マージモードパラメーター × × × × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（3）

drchdefacl drchstat drreref drupcont draddekey



4.1  操作対象オブジェクト指定ファイルの書式
＊ 1： 破棄パラメーターのうち、disposalOfEditionKeyと disposalOfUniqueKey以外は ×です。

リビジョン削除モードパラメー
ター × × ○ × ×

パス情報取得パラメーター × × × ○ ×

ローカルファイル名に使用する
属性パラメーター × × × × ×

オフラインコンテントの取得エ
ラーパラメーター × × × × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（5）

drchclass

操作対象指定パラメーター ◎

転記先／移動先／復元先指定パラメーター ×

転記位置／移動位置指定パラメーター ×

操作対象範囲パラメーター ×

取り出し先指定パラメーター ×

コメントパラメーター ×

アクセス権変更パラメーター ×

エディションキー属性パラメーター ×

状態変更パラメーター ×

クラス変更パラメーター ◎

内容依存情報更新パラメーター ×

ソートパラメーター ×

ハードリファレンス削除モードパラメーター ×

破棄パラメーター ○（＊1）

リファレンス変換パラメーター ×

ACL継承パラメーター ×

属性マージモードパラメーター ×

リビジョン削除モードパラメーター ×

パス情報取得パラメーター ×

ローカルファイル名に使用する属性パラメーター ×

オフラインコンテントの取得エラーパラメーター ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（6）

wfgetattr wfgetcont wfdelobj wfgetlist

操作対象指定パラメーター ◎ ◎ ◎ ◎

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（4）

drrmekey drlistrev drrmrev drgetpath drreuseobj
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転記先／移動先／復元先指定パラメー
ター × × × ×

転記位置／移動位置指定パラメーター × × × ×

操作対象範囲パラメーター × × × ×

取り出し先指定パラメーター × ◎ × ×

コメントパラメーター × × × ×

アクセス権変更パラメーター × × × ×

エディションキー属性パラメーター × × × ×

状態変更パラメーター × × × ×

クラス変更パラメーター × × × ×

内容依存情報更新パラメーター × × × ×

ソートパラメーター × × × ○

ハードリファレンス削除モードパラ
メーター × × ○ ×

破棄パラメーター × × × ×

リファレンス変換パラメーター × × × ×

ACL継承パラメーター × × × ×

属性マージモードパラメーター × × × ×

リビジョン削除モードパラメーター × × × ×

パス情報取得パラメーター × × × ×

ローカルファイル名に使用する属性パ
ラメーター × ○ × ×

オフラインコンテントの取得エラーパ
ラメーター × ○ × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（7）

wfcpobj wfmvobj

操作対象指定パラメーター ◎ ◎

転記先／移動先／復元先指定パラメーター ◎ ◎

転記位置／移動位置指定パラメーター ○ ○

操作対象範囲パラメーター ○ ×

取り出し先指定パラメーター × ×

コメントパラメーター × ×

アクセス権変更パラメーター × ×

エディションキー属性パラメーター × ×

状態変更パラメーター × ×

クラス変更パラメーター × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（6）（続き）

wfgetattr wfgetcont wfdelobj wfgetlist



4.1  操作対象オブジェクト指定ファイルの書式
内容依存情報更新パラメーター × ×

ソートパラメーター × ×

ハードリファレンス削除モードパラメーター × ×

破棄パラメーター ○ ○

リファレンス変換パラメーター ○ ×

ACL継承パラメーター ○ ○

属性マージモードパラメーター × ×

リビジョン削除モードパラメーター × ×

パス情報取得パラメーター × ×

ローカルファイル名に使用する属性パラメーター × ×

オフラインコンテントの取得エラーパラメーター × ×

表：各コマンドで使用できる属性とパラメーター（7）（続き）

wfcpobj wfmvobj
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4.2 操作対象指定パラメーター
このパラメーターは、各コマンドで必ず記述します。記述がない場合は、エラーになります。
このパラメーターは、転記／移動コマンドでは、転記元／移動元となるオブジェクトを指定し、ほかのコマンドで
は、操作対象となるオブジェクトを指定します。
操作対象指定パラメーターは、次のとおりです。
･ targetObjectId

･ targetServiceId

･ targetCabinetId

･ targetDrawerName

･ targetDrepId

･ targetCondition

･ targetSearchFile

･ targetDepthFromSearchRoot

･ targetEditionKey

･ targetEditionNumber

･ targetRevisionNumber

targetObjectIdを指定した場合は、targetServiceId、targetCabinetId、targetDrawerName、
targetDrepId、targetRevisionNumberの5つのパラメーターを指定しても無視されます。
targetDepthFromSearchRootは、targetConditionまたはtargetSearchFileを指定した場合のみ有効になりま
す。

これらのパラメーターを使って操作対象を記述する方法には、次の4種類があります。

（1）オブジェクトをダイレクトに指定

（2）オブジェクトを検索条件で指定

（3）オブジェクトをエディションキー属性で指定

（4）オブジェクトをリビジョン番号で指定

ただし、「（4） オブジェクトをリビジョン番号で指定」は、「オブジェクト属性取り出しコマンド」と「オブジェク
トのコンテント取り出しコマンド」でだけ使用できます。
また、「ごみ箱内オブジェクトの復元コマンド」では、「（1） オブジェクトをダイレクトに指定」だけ使用できま
す。

さらに、「（2） オブジェクトを検索条件で指定」は、検索起点によって、次の3種類の方法があります。

･ 検索起点がキャビネット
･ 検索起点がドロワー
･ 検索起点がドロワー、フォルダー

なお、いずれの検索起点の場合も、ごみ箱やごみ箱にあるオブジェクトは指定できません。また、検索結果には、
ごみ箱にあるオブジェクトは含まれません。
これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。表では、対象オブジェクト（起点オブ
ジェクト）をtargetObjectIdによる指定とtargetServiceIdによる指定の2つの方法に分けて示します。



4.2  操作対象指定パラメーター
表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

◇  targetObjectIdによる指定

◇  targetServiceIdによる指定

＊ 1：指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）」、または「検索条件形式での指定（検索起点が
ドロワー、フォルダー）」で記述されたとみなします。

パラメーター／記述
方法

ダイレクト
形式（キャ
ビネット）

ダイレクト
形式

リビジョン
番号指定

検索条件形
式（キャビ
ネット）

検索条件形
式（ドロ
ワー、フォ
ルダー）

エディショ
ンキー指定

targetObjectId ◎（＊10)  ◎（＊10) ◎（＊10) ◎（＊12） ◎（＊12）    ◎（＊13）

targetCondition ◆（＊1） ◆（＊1） ×（＊11） ◎（＊9） ◎（＊9） ─

targetSearchFile ◆（＊1） ◆（＊1） ×（＊11） ◎（＊9） ◎（＊9） ─

targetDepthFromS
earchRoot  ─ ─ ─ ○ ○ ─

targetEditionKey ◆（＊5） ◆（＊5） ×（＊11） ◆（＊5） ◆（＊5） ◎

targetEditionNum
ber ◆（＊5） ◆（＊5） ×（＊11） ◆（＊5） ◆（＊5） ◎

パラメーター／記述
方法

ダイレ
クト形
式

（サービ
ス）

ダイレ
クト形
式

（キャビ
ネット）

ダイレ
クト形
式

リビ
ジョン
番号指
定

検索条
件形式
（キャビ
ネット）

検索条
件形式
（ドロ
ワー）

検索条
件形式
（ドロ
ワー、
フォル
ダー）

エディ
ション
キー指
定

targetServiceId ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

targetCabinetId ◆（＊7） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

targetDrawerNam
e ◆（＊8） ◆（＊8） ◎（＊2） ─ ◆（＊3） ◎ ◆（＊3） ─

targetDrepId ◆（＊8） ◆（＊8） ◎（＊2） ◎ ◆（＊4） ─ ◎ ─

targetCondition ◆（＊1） ◆（＊1） ◆（＊1） ─ ◎ ◎ ◎ ─

targetSearchFile ◆（＊1） ◆（＊1） ◆（＊1） ─ ◎（＊9） ◎（＊9） ◎（＊9） ─

targetDepthFrom
SearchRoot ─ ─ ─ ─ 〇 〇 〇 ─

targetEditionKey ◆（＊5） ◆（＊5） ◆（＊5） ─ ◆（＊5） ◆（＊5） ◆（＊5） ◎

targetEditionNum
ber ◆（＊5） ◆（＊5） ◆（＊5） ─ ◆（＊5） ◆（＊5） ◆（＊5） ◎

targetRevisionNu
mber ◆（＊6） ◆（＊6） ◆（＊6） ◎ ◆（＊6） ◆（＊6） ◆（＊6） ◆（＊6）
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＊ 2：オブジェクトリスト取得コマンド」以外では、targetDrawerName、targetDrepIdのどちらか一方を必ず指定す
る必要があります。
両方指定された場合は、targetDrawerNameの指定を優先します。

＊ 3：targetDrawerNameが指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）」で記述されたとみな
します。

＊ 4：targetDrawerNameが指定されておらず、targetDrepIdが指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起
点がドロワー、フォルダー）」で記述されたとみなします。

＊ 5：指定された場合は、「3.エディションキー指定」で記述されたとみなします。
＊ 6：指定された場合は、「4.リビジョン番号指定」で記述されたとみなします。
＊ 7：指定された場合は、「ダイレクト形式（キャビネット）での指定」で記述されたとみなします。
＊ 8：指定された場合は、「ダイレクト形式での指定」で記述されたとみなします。
＊ 9：targetCondition、targetSearchFileの両方を指定した場合は、targetSearchFileを優先します。
＊ 10：targetObjectIdに指定した「オブジェクト IDの文字列表記」の形式によります。
＊ 11：検索起点のオブジェクトをリビジョンで指定することになり、エラーになります。
＊ 12：targetObjectIdで指定したオブジェクトが検索起点となります。検索起点のオブジェクトカテゴリーは、「オブ

ジェクト IDの文字列表記」の形式によります。
＊ 13：targetObjectIdに指定されているキャビネット内から検索します。 

オブジェクト IDの文字列表記については、『ドキュメントスペース ドキュメント操作 URL リファレンスガ
イド』を参照してください。

4.2.1 ダイレクト形式（サービス）での指定
操作対象をダイレクト形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetServiceId以外が指定されているとダイレクト形式（サービス）とは解釈されません。
targetObjectIdでは指定できません。
「オブジェクトリスト取得コマンド」で、キャビネットのリストを取得する場合に使用します。リストで取得
できるキャビネットは、cabinetLabelが「public」のキャビネットだけです。ただし、ワークフロー上のオ
ブジェクトに対しては、cabinetLabelが「workflow」のキャビネットだけです。
この形式は、「オブジェクトリスト取得コマンド」でだけ指定でき、ほかのコマンドで指定するとエラーにな
ります。
次に記述例を示します。

4.2.2 ダイレクト形式（キャビネット）での指定
操作対象をダイレクト形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット
用」の形式である必要があります。
targetServiceIdによる指定の場合は、targetServiceId、taretCabinetId以外が指定されているとダイレク
ト形式（キャビネット）とは解釈されません。
「オブジェクトリスト取得コマンド」で、ドロワーのリスト、およびごみ箱にあるオブジェクトのリストを取
得する場合に使用します。
この形式は、「オブジェクトリスト取得コマンド」でだけ指定でき、ほかのコマンドで指定するとエラーにな
ります（textSearchを指定した場合を除く）。
次に記述例を示します。

,targetServiceId,
,service,

,targetServiceId,targetCabinetId,
,service,cabinet01,



4.2  操作対象指定パラメーター
4.2.3 ダイレクト形式での指定
操作対象をダイレクト形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetConditionが指定されていると、ダイレクト形式とは解釈されません。
targetObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット
以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
targetServiceIdによる指定の場合に、targetDrawerNameとtargetDrepIdの両方が指定された場合は、
targetDrawerNameの指定を優先し、targetDrawerNameで指定したドロワーをダイレクト形式で指定し
たと解釈されます。
ただし、データ登録先がドロワーで、ドロワーのdrepIdがあらかじめわかっている場合は、
targetDrawerNameを指定せずにtargetDrepIdにドロワーのdrepIdを指定する方が、パフォーマンスが良
くなります。
「ごみ箱内オブジェクトの復元コマンド」では、targetDrawerNameパラメーターを指定できません。
次に記述例を示します。

4.2.4 検索条件での指定
一度オブジェクトの検索を行うため、ダイレクト形式と比べて、パフォーマンスが低下します。

検索条件形式での指定（検索起点がキャビネット）
操作対象を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetCondition、またはtargetSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
targetObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット
用」の形式でなければなりません。
targetServiceIdによる指定の場合は、targetDrepIdやtargetDrawerNameを指定すると、検索起点がキャ
ビネットにはなりません。
targetDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるキャビネットから、指定され
た階層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、2以上
で、キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。
次に記述例を示します。

,targetObjectId,
,service:cabinet01,

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,
,service,cabinet01,102731626053681,

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrawerName,
,service,cabinet01,drawer01,

,targetObjectId,
,service:cabinet01:102731626053681,

,targetServiceId,targetCabinetId,targetCondition,
,service,cabinet01,system:name "TEST",
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検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）
操作対象を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetCondition、またはtargetSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
targetObjectIdによる指定は、できません（targetDrawerNameが無視されるため）。
targetDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるドロワーから、指定された階
層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、1以上で、
キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。
検索起点がドロワーで、ドロワーのdrepIdがあらかじめわかっている場合は、targetDrepIdにドロワーの
drepIdを指定する方が、パフォーマンスが良くなります。
次に記述例を示します。

検索条件形式での指定（検索起点がドロワー、フォルダー）
操作対象を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
targetCondition、またはtargetSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
targetObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット
以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
targetServiceIdによる指定の場合は、targetDrepIdには、ドロワーやフォルダーのdrepIdを指定します。
targetDrawerNameを指定すると検索起点がドロワーになり、targetDreptIdの指定より優先されます。検
索条件形式での指定（検索対象がドロワー）と解釈されます。
targetDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるドロワーやフォルダーから、
指定された階層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、
1以上で、キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。
次に記述例を示します。

,targetServiceId,targetCabinetId,targetSearchFile,
,service,cabinet01,c:\search\search.xml 

,targetObjectId,targetSearchFile,
,service:cabinet01,c:\search\search.xml, 

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrawerName,targetCondition,
,service,cabinet01,drawer01,system:name "TEST",

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrawerName,targetSearchFile, 
,service,cabinet01,drawer01,c:\search\search.xml 

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,targetCondition,
,service,cabinet01,102731626053690,system:name "TEST",

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,targetSearchFile, 
,service,cabinet01,102731626053690,c:\search\search.xml

,targetObjectId,targetSearchFile, 
,service:cabinet01:102731626053690,c:\search\search.xml,



4.2  操作対象指定パラメーター
4.2.5 エディションキー指定
操作対象をエディションキー属性と版番号の組み合わせで指定します。
版番号に-1を指定した場合は、現時点での最新版番号のオブジェクトが対象になります。
targetEditionKeyとtargetEditionNumberの両方の記述が必要です。どちらかが記述されていないとエラー
になります。
次に記述例を示します。

4.2.6 リビジョン番号指定
操作対象をリビジョン番号で指定します。
「オブジェクト属性取り出しコマンド」、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」以外では、エラーに
なります。
リビジョン番号は、「オブジェクト属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリスト取得コマンド」、「オブジェ
クトのリビジョンリスト取得コマンド」で、参照先の情報を取得した場合に取得できます。
targetObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「特定リビジョ
ンのドキュメント用」の形式でなければなりません。
targetServiceIdによる指定の場合に、リビジョン番号に-1を指定した場合は、作業リビジョンが対象になり
ます。
次に記述例を示します。

,targetServiceId,targetCabinetId,targetEditionKey,targetEditionNumber,
,service,cabinet01,user:userString "E1",1,

,targetObjectId,targetEditionKey,targetEditionNumber,
,service:cabinet01,user:userString  "E1",1, 

,targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,targetRevisionNumber,
,service,cabinet01,102731626053681,1,
59



60

第 1部　4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意する
4.3 転記先／移動先／復元先指定パラメーター
このパラメーターは、「ドキュメント管理サービス内のオブジェクト転記コマンド」や「ドキュメント管理サービ
ス内のオブジェクト移動コマンド」では、必ず記述します。記述がない場合は、エラーになります。「ごみ箱内オ
ブジェクトの復元コマンド」では、記述できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターで、転記先／移動先／復元先のオブジェクトを指定します。
転記先／移動先／復元先指定パラメーターは、次のとおりです。
･ locationObjectId

･ locationServiceId

･ locationCabinetId

･ locationDrawerName

･ locationDrepId

･ locationCondition

･ locationSearchFile

･ locationDepthFromSearchRoot

locationObjectIdを指定した場合は、locationServiceId、locationCabinetId、locationDrawerName、
locationDrepIdの4つのパラメーターを指定しても無視されます。
locationDepthFromSearchRootは、locationConditionまたはlocationSearchFileを指定した場合に有効にな
ります。

これらのパラメーターを使って、データ登録先を記述する方法には、次の2種類があります。

（1）オブジェクトをダイレクトに指定

（2）オブジェクトを検索条件で指定

また、オブジェクトを検索条件で指定する方法には、検索起点によって、次の3種類があります。

･ 検索起点がキャビネット
･ 検索起点がドロワー
･ 検索起点がドロワー、フォルダー

なお、いずれの検索起点の場合も、ごみ箱やごみ箱にあるオブジェクトを指定できません。
また、検索結果には、ごみ箱にあるオブジェクトは含まれません。
これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を、登録先オブジェクト（起点オブジェクト）を
locationObjectIdによる指定とlocationServiceIdによる指定の2つの方法に分けて示します。

表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。



4.3  転記先／移動先／復元先指定パラメーター
◇  locationObjectIdパラメーターによる指定

◇  locationServiceIdによる指定

＊ 1：指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）」、または「検索条件形式での指定（検索起点が
ドロワー、フォルダー）」で記述されたとみなします。

＊ 2：locationDrawerName、locationDrepIdどちらか一方の指定が必要です。両方指定された場合は、
locationDrawerNameの指定を優先します。

＊ 3：locationDrawerNameが指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）」で記述されたとみ
なします。

＊ 4：locationDrawerNameが指定されず、locationDrepIdが指定された場合は、「検索条件形式での指定（検索起点
がドロワー、フォルダー）」で記述されたとみなします。

＊ 5：locationCondition、locationSearchFileの両方を指定した場合は、locationSearchFileを優先します。

4.3.1 ダイレクト形式での指定
転記先／移動先／復元先をダイレクト形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定しま
す。
locationCondition、またはlocationSearchFileが指定されていると、ダイレクト形式とは解釈されません。
locationObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネッ
ト以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
locationServiceIdによる指定の場合に、locationDrawerNameとlocaitonDrepIdの両方が指定されると、
locationDrawerNameの指定を優先し、locationDrawerNameで指定したドロワーをダイレクト形式で指
定したと解釈されます。
ただし、データ登録先がドロワーで、ドロワーのdrepIdがあらかじめわかっている場合は、
locationDrawerNameを指定せずにlocationDrepIdにドロワーのdrepIdを指定する方が、パフォーマンス
が良くなります。

パラメーター／記述方法 ダイレクト形式 検索条件形式
（キャビネット）

検索条件形式
（ドロワー、フォルダー）

locationObjectId ◎ ◎ ◎

locationCondition ◆（＊1） ◎（＊5） ◎（＊5）

locationSearchFile ◆（＊1） ◎（＊5） ◎（＊5）

locationDepthFromSea
rchRoot ─ ○ ○

パラメーター／記述方
法 ダイレクト形式 検索条件形式

（キャビネット）
検索条件形式
（ドロワー）

検索条件形式
（ドロワー、フォルダー）

locationServiceId ◎ ◎ ◎ ◎

locationCabinetId ◎ ◎ ◎ ◎

locationDrawerName ◎（＊2） ◆（＊3） ◎ ◆（＊3）

locationDrepId ◎（＊2） ◆（＊4） ─ ◎

locationCondition ◆（＊1） ◎（＊5） ◎（＊5） ◎（＊5）

locationSearchFile ◆（＊1） ◎（＊5） ◎（＊5） ◎（＊5）

locationDepthFromS
earchRoot ─ ○ ○ ○
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4.3.2 検索条件での指定
一度オブジェクトの検索を行うため、ダイレクト形式と比べてパフォーマンスが低下します。

検索条件形式での指定（検索起点がキャビネット）
転記先を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定します。
locationCondition、またはlocationSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
locationObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネッ
ト用」の形式でなければなりません。 
また、locationServiceIdによる指定の場合は、locationDrepIdやlocationDrawerNameを指定すると、検
索起点がキャビネットにはなりません。
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるキャビネットから、指定さ
れた階層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、2以上
で、キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。

検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）
転記先／移動先／復元先を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定しま
す。
locationCondition、またはlocationSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
locationObjectIdによる指定は、できません（locationDrawerNameが無視されるため）。
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるドロワーから、指定された
階層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、1以上で、
キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。
転記先がドロワーで、ドロワーのdrepIdがあらかじめわかっている場合は、locationDrepIdにドロワーの
drepIdを指定する方が、パフォーマンスが良くなります。

検索条件形式での指定（検索起点がドロワー、フォルダー）
転記先／移動先／復元先を検索条件形式で記述し、ドキュメント管理サービス上のオブジェクトを指定しま
す。
locationCondition、またはlocationSearchFileを指定しないと、検索条件形式とは解釈されません。
locationObjectIdによる指定の場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネッ
ト以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
また、locationServiceIdによる指定の場合、locationDrepIdには、ドロワーやフォルダーのdrepIdを指定し
ます。
locationServiceIdによる指定の場合に、locationDrawerNameを指定すると検索起点がドロワーになり、
locationDrepIdの指定より優先されます。（検索条件形式での指定（検索対象がドロワー）と解釈されます。）
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合、検索起点となるドロワーやフォルダーから、
指定された階層にあるオブジェクトだけが検索対象となります。このパラメーターに指定できる値の範囲は、
1以上で、キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値です。



4.4  転記位置／移動位置指定パラメーター
4.4 転記位置／移動位置指定パラメーター
このパラメーターは、「ドキュメント管理サービス内のオブジェクト転記コマンド」で、記述できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターは、「転記先／移動先／復元先指定パラメーター」と組み合わせて使用します。
「転記先／移動先／復元先指定パラメーター」で指定したオブジェクトの直下のオブジェクトを指定することに
よって、そのオブジェクトの前に格納できます。

このパラメーターの指定がない場合は、「転記先／移動先／復元先指定パラメーター」で指定したオブジェクト直
下の最後尾に格納されます。

ただし、転記先／移動先にドロワーを指定した場合は、このパラメーターが指定されていても無視され、最後尾に
格納されます。

転記位置／移動位置の指定に関連する属性は、次のとおりです。
･ 転記先／移動先オブジェクト
･ nextObjectId

･ nextDrepId

･ nextCondition

転記先／移動先指定パラメー
ターで指定したオブジェクト

転記位置／移動位置指定パラメー
ターで指定したオブジェクト

ここに格納されます

転記先／移動先指定パラメー
ターで指定したオブジェクト

ここに格納されます
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･ nextSearchFile

転記先／移動先オブジェクトとは、「転記先／移動先／復元先指定パラメーター」で指定したオブジェクトです。
「転記先／移動先／復元先指定パラメーター」をどの形式で指定しても、転記先／移動先オブジェクトが存在する
場合は、そのオブジェクトが転記先／移動先オブジェクトとなります。

これらの属性を使って転記位置／移動位置を記述する方法には、次の2種類があります。

（1）転記位置／移動位置をダイレクトに指定

（2）転記位置／移動位置を検索条件で指定（検索起点は、転記先／移動先オブジェクト）

転記位置／移動位置を検索条件で指定して、複数のオブジェクトが検索条件に該当した場合は、エラーになりま
す。

これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。

表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

＊ 1：転記先／移動先オブジェクトの serviceIdおよび cabinetIdと組み合わせて登録位置オブジェクトをダイレクト形
式で指定します。

＊ 2：指定した場合は、ダイレクト形式（nextObjectId指定）で記述されたと見なします。 
＊ 3：転記先／移動先オブジェクトを検索起点として検索を行います。
＊ 4：指定された場合は、ダイレクト形式（nextDrepId指定）で記述されたと見なします。
＊ 5：nextCondition、nextSearchFileの両方を指定した場合は、nextSearchFileを優先します。 

4.4.1 ダイレクト形式での指定（nextObjectId）
転記位置／移動位置をダイレクト形式で記述し、dRepository上のオブジェクトを指定します。
nextDrepIdとnextCondition、nextSearchFileは、記述しても無視されます。
パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット以外のオブジェクト用」の形式でなけ
ればなりません。

パラメーター／記述方法 ダイレクト形式 検索条件形式
（転記先／移動先が検索起点）

転記先／移動先オブジェクト ─ ○（＊1） ○（＊3）

nextObjectId ◎ ◆（＊2） ◆（＊2）

nextDrepId ─ ◎ ◆（＊4）

nextCondition ─ ─ ◎（＊5）

nextSearchFile ─ ─ ◎（＊5）



4.4  転記位置／移動位置指定パラメーター
4.4.2 ダイレクト形式での指定（nextDrepId） 
転記位置／移動位置をダイレクト形式で記述し、dRepository上のオブジェクトを指定します。
nextObjectIdが指定されていると、「ダイレクト形式での指定（nextObjectId）」とみなされます。 
nextCondition、nextSearchFileは、記述しても無視されます。
転記先／移動先オブジェクトからサービスとキャビネットを指定する情報を取り出し、本パラメーター値と組
み合わせて、転記位置／移動位置オブジェクトをダイレクト形式で指定します。

4.4.3 検索条件式での指定（検索起点が転記先／移動先オブジェク
ト）

一度オブジェクトの検索を行うため、ダイレクト形式と比べて、パフォーマンスが低下します。
nextObjectIdが指定されていると、「ダイレクト形式での指定（nextObjectId）」とみなされます。
nextDrepIdが指定されていると、「ダイレクト形式での指定（nextDrepId）」とみなされます。
転記先／移動先オブジェクトを検索起点とし、パラメーター値の条件に該当するオブジェクトが転記位置／移
動位置となります。 
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4.5 操作対象範囲指定パラメーター
このパラメーターは、次のコマンドで記述できます。
･「ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド」
･「オブジェクトのロックコマンド」
･「オブジェクトのアンロックコマンド」
･「オブジェクトのアクセス権変更コマンド」
･「オブジェクトのデフォルトアクセス権変更コマンド」
･「リファレンスオブジェクトの実体化コマンド」

ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターは、「shallow」か「deep」を指定できます。指定がない場合は、deepとみなされます。
転記対象のオブジェクトがフォルダーだった場合、次のような動作の違いが発生します。
･ shallowを指定した場合
処理対象のオブジェクトだけ処理を行います。
たとえば転記コマンドの場合に、転記対象がフォルダーだった場合、そのフォルダーだけが転記されます。
･ deepを指定した場合
処理対象の下位のオブジェクトを含めて処理を行います。
たとえば転記コマンドの場合に、転記対象がフォルダーだった場合、そのフォルダーの階層すべてが、転記さ
れます。



4.6  取り出し先指定パラメーター
4.6 取り出し先指定パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」、「フォルダーオブジェクト取り出しコマン
ド」では、必ず記述します。記述がない場合は、エラーになります。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。

4.6.1 オブジェクトのコンテント取り出しコマンドで記述した場合
コンテントの取り出し先パスを指定します。パスには、すでに存在するディレクトリーを指定します。
パラメーターのフォーマットは、「コンテントラベル名.storeDir」と記述し、値に対応するセルに取り出し先
のパスを記述します。コンテントラベル名は、アトム型なので「nameSpace:name」で記述します。
たとえば、プライマリコンテントをc:\tmp\destに取り出す場合は、次のように記述します。

複数のコンテントを取り出す場合は、複数のセルに分けて記述します。
たとえば、コンテントラベル名がsystem:printとsystem:viewのコンテントを、それぞれ
c:\tmp\dest\print、c:\tmp\dest\viewに取り出す場合は、次のように記述します。

拡張子は、ファイル名属性値の最後の「.」（ピリオド）から後ろの文字列とします。
取り出したコンテントのパスは、resultFileパラメーターで指定したファイルの「コンテントラベル名
.storePath」の値に記述されます。

,system:primary.storeDir,
,c:\tmp\dest,

,system:print.storeDir,system:view.storeDir,
,c:\tmp\dest\print,c:\tmp\dest\view,
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4.6.2 フォルダーオブジェクト取り出しコマンドで記述した場合
フォルダーの取り出し先パスを指定します。パスにはすでに存在するディレクトリーを指定します。
パラメーターのフォーマットは、「storeDir」と記述し、値に対応するセルに取り出し先のパスを記述します。
たとえば、c:\tmp\destに取り出す場合は、次のように記述します。

取り出したオブジェクトがフォルダーの場合は、name属性を元にディレクトリーを作成します。すでに同じ
名前のディレクトリーが存在する場合は、「“name属性値” ＋ “~”（チルダ） ＋ [n]（1から始まる整数）」と
し、重複しないようにします。

ドキュメントオブジェクトの場合は、プライマリコンテントを取り出します。
取り出されたプライマリコンテントのファイル名は、「コンテント取り出し機能」でコンテントを取り出した
場合と同じです。
取り出したコンテントのパスは、resultFileパラメーターで指定したファイルの「storePath」の値に記述さ
れます。値は、対象となったフォルダーです。つまり、一番上のルートフォルダーのパスだけ出力されます。
取り出したすべてのフォルダー／コンテントが記述されるわけではありません。

,storeDir,
,c:\tmp\dest,



4.7  コメントパラメーター
4.7 コメントパラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトのロックコマンド」で、記述できます。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターで指定した文字列が、ロック時のコメントになります。 
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4.8 アクセス権変更パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトのアクセス権変更コマンド」、「オブジェクトのデフォルトアクセス権変更コ
マンド」では、必ず記述します。記述がない場合は、エラーになります。ほかのコマンドでこのパラメーターの記
述がある場合は、エラーになります。

このパラメーターでは、オブジェクトに設定するACL（アクセスコントロールリスト）を記述したファイル
（ACLファイル）を指定します。
値は、「"file:" + ACLファイル」と記述します。
ACLファイルが存在しない場合、ACLファイルにアクセスできない場合は、エラーになります。
「オブジェクトのアクセス権変更コマンド」では、aclパラメーターが必要です。defAclパラメーターを記述する
とエラーになります。
「オブジェクトのデフォルトアクセス権変更コマンド」では、defAclパラメーターが必要です。aclパラメーター
を記述するとエラーになります。

ACLファイルのフォーマットの詳細については、「6  ACLファイルを用意する」（P.88）を参照してくださ
い。

オブジェクトのACLをC:\ACL-DATA\ACL1.csvというACLファイルに記述した値に設定する場合は、次のよう
に記述します。

デフォルトACLをC:\ACL-DATA\DefAcl1.csvというACLファイルに記述した値に設定する場合は、次のように
記述します。

,acl,
,file:C:\ACL-DATA\ACL1.csv,

,defAcl,
,file:C:\ACL-DATA\DefAcl1.csv,



4.9  エディションキー属性パラメーター
4.9 エディションキー属性パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトの版管理下追加コマンド」では、必ず記述します。記述がない場合はエラー
になります。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターでは、オブジェクトに付加するエディションキー属性を指定します。
対象オブジェクトのキャビネットにエディションキー属性が設定されていない場合や、エディションキー属性以外
の属性を記述した場合は、エラーになります。
記述は、属性名 属性値の組で記述し、セパレーターは半角空白とします。
エディションキー属性が複数の設定されている場合は、半角空白をセパレーターとします。

たとえば、ユーザー属性のnameSpaceが「user」であり、エディションキーが文字列型のユーザー属性
UserDefのキャビネットで、エディションキー値がABCの版管理下にオブジェクトを追加する場合の例を次に示
します。

また、ユーザー属性のnameSpaceが「user」であり、エディションキーが文字列型のユーザー属性UserDef1と
数値型のユーザー属性UserDef2の2つの属性の組で設定されているキャビネットで、エディションキー値がそれ
ぞれABCと100の版管理下に、オブジェクトを追加する場合の例を次に示します。

エディションキーを付加する時に版番号を指定できます。
版番号は、editionNumberパラメーターかeditionLabelパラメーターで指定します。両方指定した場合は、
editionNumberパラメーターが優先されます。
指定した版番号がすでに存在する場合は、エラーになります。
版番号を指定しなかった場合は、editionKeyパラメーターで指定したエディショングループ内の最大値＋1の値
が版番号に設定されます。
次の例では、版番号に10を指定しています。

エディションキーパラメーターの詳細については、「付録 C  エディションキーパラメーターのフォーマット」
（P.276）を参照してください。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,editionKey
drep,CAB01,102731626053681,user:UserDef  "ABC"

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,editionKey
drep,CAB01,102731626053681,user:UserDef1  "ABC"  user:userUserDef2  100

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,editionKey,editionNumber
drep,CAB01,102731626053681,user:UserDef1  "ABC"  userUserDef2  100,10
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4.10 状態変更パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトの状態変更コマンド」では、必ず記述します。記述がない場合は、エラーに
なります。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。

次に記述例を示します。

statusに指定できる状態の種類は、対象となるキャビネットにより異なりますが、どのキャビネットでも次の値
を指定できます。

･ system:editable（編集可能）

･ system:fixed（固定）

･ system:obsolete（廃棄）

キャビネットの設定により、状態に上記以外の値を持たせることもできます。

詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してください。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,status
drep,CAB01,102731068523277,system:fixed



4.11  クラス変更パラメーター
4.11 クラス変更パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトのクラス変更コマンド」で使用するパラメーターです。
記述がない場合は、エラーになります。
「クラスなし」に変更する場合は、「\0」を指定します。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。

次に例を示します。

classに指定できるクラスの種類は、キャビネットにより異なります。どのキャビネットでも「クラスなし（\0）」
だけは、指定が可能です。

詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してください。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,class
drep,CAB01,102731068523277,user:contract_doc
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4.12 内容依存情報更新パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトの内容依存情報の更新コマンド」では、必ず記述します。記述がない場合は、
エラーになります。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。

updateContentInformation、updateSecondaryContent、forceModeの3種類のパラメーターから構成され
ます。 

updateContentInformation、updateSecondaryContentの2種類のパラメーターのどちらか1つまたは両方を
指定できます。指定されない場合は、エラーになります。

updateContentInformationは、プライマリコンテントに依存する属性を更新します。

内容依存情報の更新の詳細については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してください。

updateSecondaryContentは、プライマリコンテントから指定されたセカンダリコンテントを作成します。

セカンダリコンテントのコンテントラベル指定できる値の詳細については、『ドキュメント管理サービス管理
者ガイド』を参照してください。

updateSecondaryContentに、プライマリコンテントを表すコンテントラベルである「system:primary」を指
定するとエラーになります。

forceModeは、作成する内容依存情報の更新日が、プライマリコンテントの作成日より新しい場合でも、強制的
に依存情報の更新を行うかを指定します。
trueを指定した場合は、更新日が新しくても更新します。
false（デフォルト）を指定した場合は、更新日が新しい場合には、更新しません。

次に記述例を示します。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,updateContentInformation,updateSeconda
ryContent
drep,CAB01,102783119004410,true,system:view



4.13  ソートパラメーター
4.13 ソートパラメーター
このパラメーターは、「オブジェクト属性取り出しコマンド」、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」、
「オブジェクトリスト取得コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターは、オブジェクトのリストを取得するときに、リストの優先順位となる属性を指定してソートを
行う場合に指定します。
「属性名 順序」の形式で記述します。「属性名」と「順序」の間は、半角スペースで区切ります。
順序は、昇順の場合は 「ascending」を、降順の場合は 「descending」 を指定します。この2つ以外の順序を指
定するとエラーになります。
複数のソートパラメーターを指定する場合は、優先する順に記述します。
ソートできない属性を指定すると、エラーとなります。

次に記述例を示します。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,sort
drep,CAB01,102798350021177,user:UserDef1 ascending user:UserDef2 descending
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4.14 ハードリファレンス削除モードパラメーター
このパラメーターは、「オブジェクト削除コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
このパラメーターは、削除対象のオブジェクトがハードリファレンスにより参照されていた場合に削除をするか、
削除しないかを指定します。
delete（デフォルト）かerrorの値を指定できます。それ以外の値を指定した場合は、エラーになります。
errorを指定した場合は、削除対象のオブジェクトがハードリファレンスにより参照されていた場合は、エラーと
なり削除できません。
deleteを指定した場合は、削除対象のオブジェクトをハードリファレンスで参照しているオブジェクトも同時に
削除されます。

次に記述例を示します。

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,hardRefDeleteMode
drep,CAB01,102731626053681,delete 



4.15  破棄パラメーター
4.15 破棄パラメーター
このパラメーターは、「ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド」、「ドキュメント管理サービス内
オブジェクト移動コマンド」、「リファレンスオブジェクトの実体化コマンド」「オブジェクトのクラス変更コマン
ド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドで、このパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
「オブジェクトのクラス変更コマンド」では、disposalOfEditionKeyパラメーターとdisposalOfUniqueKeyパ
ラメーターを利用できます。そのほかのパラメーターを記述した場合は、エラーとなります。

4.15.1 disposalOfAttributesパラメーター
転記先／移動先／実体化先のキャビネットに設定されていないユーザー属性の処理を指定します。
trueを指定した場合は、設定されていない属性を取り除いて転記／移動／実体化します。
falseを指定した場合は、そのまま転記／移動／実体化します。この場合キャビネットに設定されていない
ユーザー属性が含まれていた場合は、エラーになります。
キャビネットに設定されていないユーザー属性は、ドキュメント管理サービスで、Others属性として扱われ
ます。そのため、このパラメーターを指定しても無視され、ドキュメント管理サービスで設定されている処理
が実行されます。このパラメーターは、操作対象オブジェクト指定ファイルの互換性を保持するために定義さ
れています。

Others属性の詳細と、キャビネットに定義されていないユーザー属性の処理については、『ドキュメント管
理サービス管理者ガイド』を参照してください。

4.15.2 disposalOfContentsパラメーター
転記先／移動先／実体化先のキャビネットに設定されていないラベルのコンテント処理を指定します。
trueを指定した場合は、設定されていないコンテントを取り除いて転記／移動／実体化します。
falseを指定した場合は、そのまま転記／移動／実体化します。キャビネットに設定されていないコンテント
が含まれていた場合は、エラーになります。
転記先／移動先／実体化先のキャビネットと、転記元／移動元／実体化元のキャビネットが同一の場合は、無
視されます。

4.15.3 disposalOfObjectTypeパラメーター
転記先／移動先／実体化先のキャビネットに設定されていないオブジェクトタイプの処理を指定します。
trueを指定した場合は、コンテントタイプをカテゴリーに応じたデフォルトのタイプに変更して転記／移動／
実体化します。
falseを指定した場合は、そのまま転記／移動／実体化します。キャビネットに設定されていないオブジェク
トタイプの場合は、エラーになります。
転記先／移動先／実体化先のキャビネットと、転記元／移動元／実体化元のキャビネットが同一の場合は、無
視されます。
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4.15.4 disposalOfEditionKeyパラメーター
転記先／移動先／実体化先、およびクラス変更の操作対象のキャビネットに設定されているエディションキー
属性の処理を指定します。
trueを指定した場合は、エディションキー属性を取り除いて転記／移動／実体化／クラス変更します。
falseを指定した場合は、そのまま転記／移動／実体化／クラス変更します。
移動先のキャビネットと、移動元のキャビネットが同一の場合は、無視されます。
クラス変更前とクラス変更後のクラスが同一の場合は、無視されます。

4.15.5 disposalOfUniqueKeyパラメーター
転記先／移動先／実体化先、およびクラス変更の操作対象のキャビネットに設定されているユニークキー属性
の処理を指定します。
trueを指定した場合は、ユニークキー属性を取り除いて転記／移動／実体化／クラス変更します。ユニーク
キーに削除できない属性が含まれているとエラーになります。
falseを指定した場合は、そのまま転記／移動／実体化／クラス変更します。
移動先のキャビネットと、移動元のキャビネットが同一の場合は、無視されます。
クラス変更前とクラス変更後のクラスが同一の場合は、無視されます。



4.16  リファレンス変換パラメーター
4.16 リファレンス変換パラメーター
このパラメーターは、「ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド」、「リファレンスオブジェクトの
実体化コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
転記元／参照先にハードリファレンスが含まれている場合にハードリファレンスを通常リファレンスとして作成す
るかを指定します。
ハードリファレンスは、参照先と異なるキャビネットに作成することができません。そのため、転記元／参照先と
異なるキャビネットに対して、転記／実体化する場合は、通常リファレンスにして生成する必要があります。
trueかfalse（デフォルト）の値を指定できます。それ以外の値を指定した場合は、エラーになります。
trueを指定した場合は、ハードリファレンスを通常リファレンスにして生成します。
falseを指定した場合は、ハードリファレンスのまま生成します。 
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4.17 ACL継承パラメーター

このパラメーターは、「ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド」、「ドキュメント管理サービス内
オブジェクト移動コマンド」、「リファレンスオブジェクトの実体化コマンド」で記述可能なパラメーターです。
「ドキュメント管理サービス内のオブジェクト移動コマンド」において、同一キャビネット内の移動となる場合は、
パラメーターの値に関わらず、移動元のACLを継承します。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
転記元／移動元／参照先のACLを継承するか、破棄するかを指定します。 disposeかinherit（デフォルト）の値を
指定でき、それ以外の値を指定した場合は、エラーになります。
disposeを指定した場合は、転記／移動／実体化する時にACLを破棄してから転記／移動／実体化を行います。つ
まり、転記先／移動先／実体化先の親オブジェクトのデフォルトACLに従うことになります。
inheritを指定した場合は、転記／移動／実体化する時にACLを破棄しません。そのため転記先／移動先／実体化
先に存在しないユーザーロールがACLに含まれていた場合はエラーになります。 



4.18  属性マージモードパラメーター
4.18 属性マージモードパラメーター
このパラメーターは、「リファレンスオブジェクトの実体化コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
リファレンスオブジェクトの実体化を行うときに、参照先とリファレンスオブジェクトのどちらの属性を有効にす
るかを指定します。
referent（デフォルト）、reference、referentMerge、referenceMergeの値を指定でき、それ以外の値を指定
した場合は、エラーになります。
referentを指定した場合は、実体（参照先）オブジェクトの属性のみ有効になります。
referenceを指定した場合は、リファレンス（実体化するオブジェクト）の属性のみ有効になります。
referentMergeを指定した場合は、リファレンスの属性を優先して実体オブジェクトの属性で補完します。
referenceMergeを指定した場合は、実体オブジェクトの属性を優先してリファレンスの属性で補完します。
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4.19 リビジョン削除モードパラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトのリビジョンの削除コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでこのパラメーターの記述がある場合は、エラーになります。
オブジェクトのリビジョンを削除するときに、最新のリビジョンを削除するか、最古のリビジョンを削除するかを
指定します。 
latest（デフォルト）、oldestの値を指定でき、それ以外の値を指定した場合は、エラーになります。
latestを指定した場合は、最新のリビジョンを削除します。
oldestを指定した場合は、最古のリビジョンを削除します。



4.20  パス情報取得パラメーター
4.20 パス情報取得パラメーター
このパラメーターは、「オブジェクトパスの取得コマンド」で記述可能なパラメーターです。
ほかのコマンドでは、記述する必要がなく、記述がある場合はエラーになります。
オブジェクトのパス情報を取得するときに、パス情報を構成するオブジェクトにアクセス権がなかった場合、エ
ラーとするか、アクセス可能な範囲で取得するのかを指定します。
true（デフォルト）またはfalseの値を指定できます。それ以外の値を指定した場合は、エラーになります。
trueを指定した場合は、パス情報を構成するオブジェクトにアクセス権がなかったときにエラーとなります。
falseを指定した場合は、アクセス可能な範囲でパス情報を取得します。
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4.21 ローカルファイル名に使用する属性パラメーター
ローカルファイル名に使用する属性を指定するパラメーターです。
パラメータ値として、「system:name」、または「system:fileName」を指定できます。大文字と小文字のどち
らでも記述できます。
このパラメーターは、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」と「フォルダーオブジェクト取り出しコマ
ンド」で記述できます。ほかのコマンドで記述がある場合は、エラーになります。
ローカルファイル名属性パラメーターを指定すると、取得したドキュメントオブジェクトのローカルでのファイル
名を指定できます。

取得したコンテントのファイル名は、次の規則で作成されます。
･ ローカルファイル名属性パラメーターを指定した場合
パラメーター値が「system:name」の場合は、取得したドキュメントオブジェクトの name属性の値でファ
イルを作成します。
パラメーター値が「system:fileName」の場合は、取得したドキュメントオブジェクトにファイル名属性があ
る場合には、ファイル名属性の値でファイルを作成します。ファイル名属性がない場合には、name属性の値
でファイルを作成します。
パラメーター値が「system:name」、「system:fileName」以外の場合は、エラーになります。

･ ローカルファイル名属性パラメーターを指定しない場合
取得したドキュメントオブジェクトにファイル名属性がある場合は、ファイル名属性の値でファイルを作成し
ます。
ファイル名属性がない場合は、name属性の値でファイルを作成します。

すでに同じ名前のファイル名が存在する場合は、
･ ファイル名属性値からファイル名を作成した場合
「"ファイル名属性値の拡張子を除いた文字列 "+"~"（チルダ）+[n]（1から始まる整数）+"ファイル名属性値
の拡張子」
･ name属性値からファイル名を作成した場合
「"name属性値 "+"~"（チルダ）+[n]（1から始まる整数）」
として、重複しないようにします。

拡張子は、次の規則によって決定されます。
･ コンテントのファイル名として「ファイル名属性」が採用された場合
ファイル名属性の最後の .（ピリオド）から後ろの文字列を拡張子とします。
例：ファイル名属性値が「サンプル .xdw」の場合：拡張子は、「xdw」

･ コンテントのファイル名として「name属性」が採用された場合
Oname属性に拡張子がない場合は、メディアタイプ属性値に対応する拡張子を値の拡張子とします。
MimetypesFileから取得できる場合は、その値を拡張子とします。
取得できない場合は、拡張子は無いものとします。
Oname属性に拡張子がある場合は、name属性の最後の .（ピリオド）から後ろの文字列を拡張子とします。
例：name属性値が「サンプル .txt」の場合：拡張子は、「txt」

name属性値、ファイル名属性値にファイル名として使えない文字が含まれていた場合は、その文字が消去
されます。



4.22  オフラインコンテントの取得エラーパラメーター
4.22 オフラインコンテントの取得エラーパラメーター
オフライン状態のコンテントを取得しようとしたときに、エラーにするか、無視して処理を行うかを指定するパラ
メーターです。
エラーにする場合は、「true」を、無視して処理を行う場合は、「false」を指定します。値を指定しない場合は、
「false」を指定したときの処理が行われます。
このパラメーターは、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」と「フォルダーオブジェクト取り出しコマ
ンド」で記述できます。ほかのコマンドで記述がある場合は、エラーになります。
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5 検索条件記述ファイルを用意する

検索条件記述ファイルの記述内容について説明します。



5.1  検索条件記述ファイルの書式
5.1 検索条件記述ファイルの書式
検索条件記述ファイルは、XML形式で記述します。
ルート要素は、<search>とし、子要素に検索条件を記述します。
<search>以外のルート要素を記述した場合は、エラーになります。
属性検索条件は、<attrSearch>要素の子要素に記述します。<attrSearch>要素は、<search>要素の子要素とし
て記述します。
<attrSearch>要素が記述されていない場合は、エラーになります。
<attrSearch>要素の内容が記述されていない場合は、エラーになります。

検索条件記述ファイルは、次のフォーマットで記述します。

たとえば、name属性値がTESTのオブジェクトを検索する場合は、次のように記述します。

検索条件の記述フォーマットについては、「付録 E.2  XML形式での属性検索条件式の記述方法」（P.288）を
参照してください。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<search>
 <attrSearch>
     ｛検索条件｝
 </attrSearch>
</search>

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <search>
     <attrSearch>
     <api:equal xmlns:api="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/api">
       <api:funcExpr api:operation="upper">
         <api:idExpr>
          <system:name xmlns:system="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/
system"/>
       </api:idExpr>
     </api:funcExpr>
     <api:funcExpr api:operation="upper">
       <api:valueExpr>
         <api:stringValue>TEST</api:stringValue>
       </api:valueExpr>
    </api:funcExpr>
   </api:equal>
   </attrSearch>
  </search>
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6 ACLファイルを用意する

ACLファイルの記述内容について説明します。



6.1  ACLファイルの書式
6.1 ACLファイルの書式

ACLファイルは、CSV形式のフォーマットで記述します。
1つのオブジェクトに対して、1つのACLファイルを記述します。
ACLは、複数のACE（アクセスコントロールエントリ）から構成されます。
ACEは、「アクセス許可の対象となる主体」と「アクセスの権利」から構成されます。
ACLファイルでは、「アクセス許可の対象となる主体」をroleパラメーターで指定し、「アクセスの権利」を
privilegeパラメーターで指定します。

ACLファイルは、次のフォーマットで記述します。

1行のデータ行が、1つのACEになるので、複数のACEを記述する場合は、次のように複数行記述します。

roleパラメーターの値は、必ず記述します。記述していない場合はエラーになります。
roleパラメーターには、RMSに設定されているユーザーロールをDN形式で記述します。ただし、特別な値として
EveryoneかOthersを記述することもできます。
roleパラメーターに、Everyoneを指定した場合は、「Everyoneアクセスコントロールエントリ」を指定したこと
になり、Othersを指定した場合は、「Othersアクセスコントロールエントリ」を指定したことになります。
privilegeパラメーターには、次の表の「アクセスの権利」に記述されている値を記述します。複数記述する場合
は、「|（半角縦棒）」をセパレーターにします。値を記述してない場合は、何も権利を与えていないことになりま
す。

role,privilege
｛アクセス許可の対象となる主体｝,｛アクセス権利値（多値）｝

role,privilege
｛アクセス許可の対象となる主体｝,｛アクセス権利値（多値）｝
｛アクセス許可の対象となる主体｝,｛アクセス権利値（多値）｝
::::::,::::::: 

表：privilegeパラメーターに記述する値

アクセスの権利 許可される操作

getAttribute オブジェクトの属性やリファレンスの参照先を取り出す権利

setAttribute オブジェクトの属性設定および削除やリファレンスの参照先を設定する権利

getContent オブジェクトのコンテントを取り出す権利

setContent オブジェクトのコンテントの書き込みを行う権利。また、そのコンテント自身を削除す
る権利

deleteObject オブジェクト自身を削除する権利

addChild キャビネット、ドロワー、フォルダーにおいて子供を追加する権利

removeChild キャビネット、ドロワー、フォルダーにおいて子供を削除する権利

printContent 印刷のためにオブジェクトを取り出す権利

viewContent 表示のためにオブジェクトを取り出す権利

changeStatus オブジェクトの状態を変更する権利

changeAcl オブジェクトのアクセス権・デフォルトアクセス権を変更する権利

changeLock オブジェクトをロック／アンロックする権利
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第 1部　6  ACLファイルを用意する
次にACLファイルの記述例を示します。

「ACE」、「ACL」、「ユーザーロール」、「Everyoneアクセスコントロールエントリ」、「Othersアクセスコン
トロールエントリ」については、『ドキュメント管理サービス管理者ガイド』を参照してください。 

addRevision チェックアウト・チェックイン操作によりオブジェクトのリビジョンを追加する権利

removeRevision オブジェクトのリビジョンを削除する権利

role,privilege
"uid=yamada,ou=users,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",getAttribute|setAttribute|viewContent
|getContent|deleteObject
"cn=designer,ou=userRoleNames,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",getAttribute|viewContent|get
Content
Others,getAttribute

表：privilegeパラメーターに記述する値（続き）

アクセスの権利 許可される操作



7 オブジェクト操作を実行する

オブジェクト操作コマンドの実行方法について説明します。
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第 1部　7  オブジェクト操作を実行する
7.1 オブジェクト属性取り出しコマンド
オブジェクト属性取り出しコマンドは、次のとおりです。
･ drgetattr

･ wfgetattr

7.1.1 drgetattr
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトから、指定した属性を取り出します。
取り出し時に、条件を指定することによって、一度に複数のオブジェクトから属性値を取り出せます。
ソートパラメーターにソート条件を指定することで、オブジェクトのリスト順番を指定できます。
属性を取り出した結果は、CSV形式で出力します。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

このコマンドでは、オブジェクトのコンテントは取得できません。オブジェクトのコンテントを取得する場
合は、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」を使用してください。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
取得対象のオブジェクトと取得する属性を指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

drgetattr [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]



7.1  オブジェクト属性取り出しコマンド
コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
取り出し元のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから取り出しを実行するので、
パフォーマンスに影響があります。

7.1.2 wfgetattr
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ワークフローキャビネットに存在するオブジェクトから、
指定した属性を取り出します。
属性を取り出した結果は、CSV形式で出力します。

･ 操作対象指定パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId）だけ指定できます。そのため、操作対
象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトからコンテントを取り出すことはでき
ません。
･ ソートパラメーターを指定した場合は、エラーになります。
･ このコマンドでは、オブジェクトのコンテントは取得できません。オブジェクトのコンテントを取得する
場合は、「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」を使用してください。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

wfgetattr [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
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第 1部　7  オブジェクト操作を実行する
-csv ｛target-file｝
取得対象のオブジェクトと取得する属性を指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合
･ wfgetattrコマンドを、ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は

ArcSuiteサーバー以外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ ソートパラメーターを指定した場合



7.2  オブジェクトのコンテント取り出しコマンド
7.2 オブジェクトのコンテント取り出しコマンド
オブジェクトのコンテント取り出しコマンドは、次のとおりです。
･ drgetcont

･ wfgetcont

7.2.1 drgetcont
ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトから、指定したコンテントと指定した属性を
取り出します。

属性およびコンテントは、対象のドキュメントオブジェクトが属性およびコンテントを保持している場合にだ
け取得できます。指定したコンテントと属性を保持していなくても、エラーになりません。ただし、オフライ
ンコンテント取得エラーパラメーターを指定することによって、オフラインコンテントを取得しようとしたと
きに、エラーになる場合があります。

ドキュメントオブジェクト以外からコンテントを取り出した場合は、エラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

取り出し時に条件を指定することによって、一度に複数のオブジェクトからコンテントを取り出せます。
ソートパラメーターにソート条件を指定することによって、オブジェクトのリスト順番を指定できます。
取り出したプライマリコンテント、セカンダリコンテントをローカルのファイルに保存します。
ファイル名は、ローカルファイル名に使用する属性パラメーターを指定することによって、ドキュメント管理
サービスで保持しているファイル名属性、または名前属性を使用します。
オブジェクトの属性は、正常結果情報の出力先ファイルにCSV形式で保存されます。

属性およびコンテントは、対象のドキュメントオブジェクトが保持している場合にだけ取得可能です。指定し
たコンテントおよび属性を保持していなくてもエラーとはなりません。ただし、オフラインコンテントの取得
エラーパラメーターを指定することによって、オフラインコンテントを取得しようとしたときに、エラーにす
ることができます。

コマンド形式
drgetcont [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
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コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
取得対象のオブジェクト、取得するコンテントラベル、および取り出しパスを指定した操作対象オブジェクト
指定ファイルのファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。コンテントの取
り出し先を指定する取り出しパスには、実際に存在するローカルのフォルダーを指定してください。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがドキュメント以外の場合
･ オフラインコンテント取得パラメーターの値に「true」を指定して、オフラインコンテントを取得しよう
とした場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
取り出し元のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから取り出しを実行するので、
パフォーマンスに影響があります。



7.2  オブジェクトのコンテント取り出しコマンド
7.2.2 wfgetcont
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ワークフローキャビネットに存在するオブジェクトから、
指定したコンテントと指定した属性を取り出します。

･ 操作対象指定パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId）だけ指定できます。
そのため、操作対象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトからコンテントを取
り出すことはできません。
･ ソートパラメーターを指定した場合は、エラーになります。

属性およびコンテントは、対象のドキュメントオブジェクトが属性およびコンテントを保持している場合にだ
け取得できます。ただし、指定したコンテントおよび属性を保持していなくても、エラーになりません。
ドキュメントオブジェクト以外からコンテントを取り出した場合は、エラーになります。
取り出し時に条件を指定することによって、一度に複数のオブジェクトからコンテントを取り出せます。
取り出したプライマリコンテント、セカンダリコンテントをローカルのファイルに保存します。
ファイル名は、ドキュメント管理サービスで保持しているファイル名属性を使用します。
オブジェクトの属性は、正常結果情報の出力先ファイルにCSV形式で保存されます。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
取得対象のオブジェクト、取得するコンテントラベル、および取り出しパスを指定した操作対象オブジェクト
指定ファイルのファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。コンテントの取
り出し先を指定する取り出しパスには、実際に存在するローカルのフォルダーを指定してください。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

wfgetcont [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
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エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがドキュメント以外の場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合
･ wfgetcontコマンドを、ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合
は ArcSuiteサーバー以外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ ソートパラメーターを指定した場合



7.3  フォルダーオブジェクトの取り出しコマンド
7.3 フォルダーオブジェクトの取り出しコマンド
ドキュメント管理サービスに存在する指定したフォルダーオブジェクトを、下位の階層を含めてローカルに取り出
します。
取り出し時に条件指定した場合、および条件が複数のオブジェクトに合致した場合は、エラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーになります。
フォルダー以下のオブジェクトの順序は、保存されません。
フォルダーオブジェクト、ドキュメントオブジェクトの属性は取り出せません。
ドキュメントオブジェクトは、プライマリコンテントをファイルとして取り出します。
ファイル名は、ローカルファイル名に使用する属性パラメーターを指定することによって、ドキュメント管理サー
ビスで保持しているファイル名属性、または名前属性を使用します。
セカンダリコンテント、リファレンスオブジェクトは取り出せません。
オフラインコンテントの取得エラーパラメーターを指定することによって、オフラインコンテントを取得しようと
したときに、エラーにすることができます。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-t
-tパラメーターを指定すると、取り出し途中でエラーが発生した場合に、ローカルに取り出したフォルダーを
削除します。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
取得対象のフォルダーオブジェクトと取り出し先のパスを指定した、操作対象オブジェクト指定ファイルの
ファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

drgetfdr [-c] [-t] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user 
｛userName｝ [-passwd ｛password｝]
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コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがフォルダー以外の場合
･ 対象オブジェクトが複数該当した場合
･ オフラインコンテントの取得パラメーターの値に「true」を指定して、オフラインコンテントを取得しよ
うとした場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
取り出し元のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから取り出しを実行するので、
パフォーマンスに影響があります。
0



7.4  オブジェクト削除コマンド
7.4 オブジェクト削除コマンド
オブジェクト削除コマンドは、次のとおりです。
･ drdelobj

･ wfdelobj

7.4.1 drdelobj
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを削除します。
削除時に条件を指定することによって、一度に複数のオブジェクトを削除できます。

ハードリファレンス削除モードパラメーターを指定することで、ハードリファレンスから参照されているオブ
ジェクトを削除するか、エラーにして削除しないようにするかを選択できます。

実行パラメーターのdelObjExecMode要素を指定することで、削除する代わりに、ごみ箱へ移動できます。

ごみ箱内のオブジェクトを削除するには、delObjExecMode要素にdeleteを指定し、ごみ箱直下のオブジェ
クトをダイレクト形式で指定します。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
削除対象のオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

drdelobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
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コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
削除対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから削除を実行するので、パ
フォーマンスに影響があります。

7.4.2 wfdelobj
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ワークフローキャビネットに存在するオブジェクトを削除
します。

操作対象指定パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId）だけ指定できます。
そのため、操作対象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトを削除することはでき
ません。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
削除対象のオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

wfdelobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
2



7.4  オブジェクト削除コマンド
-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合
･ wfdelobjコマンドを、ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は

ArcSuiteサーバー以外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ wfdelobjコマンドの操作対象に、オブジェクトタイプが system:wfdocfolderのオブジェクトを指定し
た場合
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7.5 オブジェクトリスト取得コマンド
オブジェクトリスト取得コマンドは、次のとおりです。
･ drgetlist

･ wfgetlist

7.5.1 drgetlist
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定して、直下の子オブジェクトのリストを取得しま
す。

リスト取得対象に指定できるオブジェクトは、サービスオブジェクト、キャビネットオブジェクト、ドロワー
オブジェクト、フォルダーオブジェクトだけです。
リスト取得対象にキャビネットオブジェクトを指定し、実行パラメーターのgetListExecMode要素に
listDisusedObjectsまたはlistDisusedAllObjectsを指定することで、ごみ箱直下のオブジェクトリストを取
得できます。
リスト取得対象を条件指定し、複数のオブジェクトが該当した場合は、エラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。
取得する子オブジェクトのソートパラメーターにソート条件を指定できます。

このコマンドでは、コンテントの属性は取得できません。コンテントの属性を取得する場合は、「オブジェク
ト属性取り出しコマンド」を使用してください。

操作対象指定パラメーター
で指定したオブジェクト

この階層の
オブジェクト
の属性を取得
4



7.5  オブジェクトリスト取得コマンド
コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
リスト取得対象と取得する属性を指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがキャビネット、ドロワー、フォルダー以外だった場合
･ 対象オブジェクトが複数該当した場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
取得対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからリストを取得するので、パ
フォーマンスに影響があります。

drgetlist [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
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7.5.2 wfgetlist
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ワークフローキャビネットに存在するオブジェクトを指定
して、直下の子オブジェクトのリストを取得します。

操作対象指定パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId）だけ指定できます。
そのため、操作対象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトからリストを取り出す
ことはできません。

リスト取得対象に指定できるオブジェクトは、ワークフロードキュメントフォルダー、フォルダーオブジェク
トだけです。
リスト取得対象を条件指定し、複数のオブジェクトが該当した場合は、エラーになります。
取得する子オブジェクトのソートパラメーターにソート条件を指定できます。

このコマンドでは、コンテントの属性は取得できません。コンテントの属性を取得する場合は、「オブジェク
ト属性取り出しコマンド」を使用してください。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

wfgetlist [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]

操作対象指定パラメーター
で指定したオブジェクト

この階層の
オブジェクト
の属性を取得
6



7.5  オブジェクトリスト取得コマンド
-csv ｛target-file｝
リスト取得対象と取得する属性を指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがキャビネット、ドロワー、フォルダー以外だった場合
･ 対象オブジェクトが複数該当した場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合
･ wfgetlistコマンドを、ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は

ArcSuiteサーバー以外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
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7.6 ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド
ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンドは、次のとおりです。
･ drcpobj

･ wfcpobj

オブジェクトの転記には、次の3つのパターンがあります。

･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、同一キャビネットの指定されたオブジェクトの下
に転記する
･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、同一ドキュメント管理サービス内にある異なる
キャビネット内の指定されたオブジェクトの下に転記する
･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、異なるドキュメント管理サービス内にある指定さ
れたオブジェクトの下に転記する

転記元のオブジェクト、および転記先、転記位置のオブジェクトの条件を指定できます。
転記元オブジェクトがフォルダーオブジェクトの場合は、フォルダー自身だけ転記することを指定できます。
転記元オブジェクトを条件指定し、複数のオブジェクトが条件に該当する場合は、該当するすべてのオブジェクト
を転記します。
条件指定によって、転記先オブジェクトが複数該当した場合は、エラーになります。
条件指定によって、転記先位置オブジェクトが複数該当した場合は、エラーになります。
転記先または転記元オブジェクトに、ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

このコマンドでは、すでにドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトに対して、上書きできません。

7.6.1 drcpobj
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定されたオブジェクトの下に転記します。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

drcpobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
8



7.6  ドキュメント管理サービス内オブジェクト転記コマンド
-csv ｛target-file｝
転記先オブジェクトと転記元オブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 転記先のオブジェクトがドロワー、フォルダー以外だった場合
･ 転記先のオブジェクトが複数存在した場合
･ 転記位置のオブジェクトが複数存在した場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
･ 転記元オブジェクト、転記先オブジェクトを条件指定した場合、各オブジェクトの検索を行ってから転記
を実行するので、パフォーマンスに影響があります。
･ 破棄パラメーターの指定により、

-転記先のキャビネットに設定されていないコンテントを取り除く
-転記先のキャビネットにエディションキーとして設定されている属性を取り除く
-転記先のキャビネットにユニークキーとして設定されている属性を取り除く
-転記先のキャビネットに設定されていないオブジェクトタイプをデフォルトのオブジェクトタイプに変更
の処理を行ってから転記することができます。
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7.6.2 wfcpobj
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定
されたオブジェクトの下に転記します。
転記先オブジェクトと転記元オブジェクトのどちらかが、ワークフローキャビネット内のオブジェクトの場合
に、処理を実行します。

･ 操作対象指定パラメーター、転記先／移動先／復元先指定パラメーター、および転記位置／移動位置指定
パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId、locationObjectId、nextObjectId）だけ指定でき
ます。
そのため、操作対象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトを転記することはで
きません。
･ 操作対象パラメーターと転記先／移動先／復元先指定パラメーターで指定したオブジェクトのいずれかが、
キャビネットラベルがworkflowであるキャビネットに存在しなければなりません。両方のパラメーター
に、キャビネットラベルが publicであるキャビネットに存在するオブジェクトを指定した場合には、エ
ラーになります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
コマンドパラメーターについては、「7.6.1  drcpobj」（P.108）を参照してください。

コマンド戻り値
コマンド戻り値については、「7.6.1  drcpobj」（P.108）を参照してください。

エラー
次の場合、エラーになります。
･ ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は ArcSuiteサーバー以
外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ 転記元に、オブジェクトタイプが system:wfdocfolderのオブジェクトを指定した場合
･ 操作対象指定パラメーターで、オブジェクトタイプが system:wfdocfolderのオブジェクトを指定した場
合
･ 転記先／移動先／復元先指定パラメーターで、オブジェクトタイプが system:drawerのオブジェクトを
指定した場合

そのほかのエラーについては、「7.6.1  drcpobj」（P.108）を参照してください。

wfcpobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
0



7.7  ドキュメント管理サービス内オブジェクト移動コマンド
7.7 ドキュメント管理サービス内オブジェクト移動コマンド
ドキュメント管理サービス内オブジェクト移動コマンドは、次のとおりです。
･ drmvobj

･ wfmvobj

オブジェクトの移動には、次の3つのパターンがあります。

･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、同一キャビネットの指定されたオブジェクトの下
に移動する
･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、同一ドキュメント管理サービス内にある異なる
キャビネット内の指定されたオブジェクトの下に移動する
･ ドキュメント管理サービス内の指定されたオブジェクトを、異なるドキュメント管理サービス内にある指定さ
れたオブジェクトの下に移動する

移動元のオブジェクト、および移動先、移動位置のオブジェクトの条件を指定できます。
移動元オブジェクトを条件指定し、複数のオブジェクトが条件に該当する場合は、該当するすべてのオブジェクト
を移動します。
条件指定によって、移動先オブジェクトが複数該当した場合は、エラーになります。
条件指定によって、移動先位置オブジェクトが複数該当した場合は、エラーになります。
移動先または移動元オブジェクトに、ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

このコマンドでは、すでにドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトに対して、上書きできません。

7.7.1 drmvobj
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定されたオブジェクトの下に移動します。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

drmvobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝] 
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-csv ｛target-file｝
移動先オブジェクトと移動元オブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 移動先のオブジェクトがフォルダーおよびドロワー以外だった場合
･ 移動先のオブジェクトが複数存在した場合
･ 移動位置のオブジェクトが複数存在した場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
･ 移動元オブジェクト、移動先オブジェクトを条件指定した場合、各オブジェクトの検索を行ってから移動
を実行するので、パフォーマンスに影響があります。
･ 破棄パラメーターの指定により、

-移動先のキャビネットに設定されていないコンテントを取り除く
-移動先のキャビネットにエディションキーとして設定されている属性を取り除く（＊ 1）

-移動先のキャビネットにユニークキーとして設定されている属性を取り除く（＊ 1）

-移動先のキャビネットに設定されていないオブジェクトタイプをデフォルトのオブジェクトタイプに変更
（＊ 1）
の処理を行ってから移動することができます。
    ＊ 1： :キャビネット内の移動の場合は、この破棄パラメーターは無視されます。

7.7.2 wfmvobj
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを指定
されたオブジェクトの下に移動します。
移動先オブジェクトと移動元オブジェクトのどちらかが、ワークフローキャビネット内のオブジェクトの場合
に、処理を実行します。
2



7.7  ドキュメント管理サービス内オブジェクト移動コマンド
･ 操作対象指定パラメーター、転記先／移動先／復元先指定パラメーター、および転記位置／移動位置指定
パラメーターは、ダイレクト形式（targetObjectId、locationObjectId、nextObjectId）だけ指定でき
ます。
そのため、操作対象オブジェクト指定ファイルの 1行で、一度に複数のオブジェクトを移動することはで
きません。
･ 操作対象パラメーターと転記先／移動先／復元先指定パラメーターで指定したオブジェクトのいずれかが、
キャビネットラベルがworkflowであるキャビネットに存在しなければなりません。両方のパラメーター
に、キャビネットラベルが publicであるキャビネットに存在するオブジェクトを指定した場合には、エ
ラーになります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
コマンドパラメーターについては、「7.7.1  drmvobj」（P.111）を参照してください。

コマンド戻り値
コマンド戻り値については、「7.7.1  drmvobj」（P.111）を参照してください。

エラー
次の場合、エラーになります。
･ ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は ArcSuiteサーバー以
外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ 移動元に、オブジェクトタイプが system:wfdocfolderのオブジェクトを指定した場合
･ 操作対象指定パラメーターで、オブジェクトタイプが system:wfdocfolderのオブジェクトを指定した場
合
･ 転記先／移動先／復元先指定パラメーターで、オブジェクトタイプが system:drawerのオブジェクトを
指定した場合

そのほかのエラーについては、「7.7.1  drmvobj」（P.111）を参照してください。

wfmvobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
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7.8 オブジェクトのロックコマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトをロックします。
ロック時に条件指定をすることにより、一度に複数のオブジェクトをロックできます。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
ロックするオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

drlkobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
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7.8  オブジェクトのロックコマンド
備考
ロック対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからロックを行うので、パ
フォーマンスに影響があります。
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7.9 オブジェクトのアンロックコマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトをアンロックします。
自分のロックしたオブジェクトのみアンロックできます。
アンロック時に条件指定をすることにより、一度に複数のオブジェクトをアンロックできます。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
アンロックするオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drunlkobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
6



7.9  オブジェクトのアンロックコマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
アンロック対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからアンロックを行うの
で、パフォーマンスに影響があります。
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7.10 オブジェクトのアクセス権変更コマンド
ドキュメント管理サービス内に存在するオブジェクトに対して、アクセス権の変更を行います。
キャビネットおよびドロワーのアクセス権を変更することはできません。
アクセス権変更時に条件指定することにより、一度に複数のオブジェクトのアクセス権を変更できます。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
アクセス権を変更するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drchacl [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
8



7.10  オブジェクトのアクセス権変更コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
変更対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからアクセス権の変更を行うの
で、パフォーマンスに影響があります。
119



12

第 1部　7  オブジェクト操作を実行する
7.11 オブジェクトのデフォルトアクセス権変更コマンド
ドキュメント管理サービス内に存在するフォルダーオブジェクトに対して、デフォルトアクセス権の変更を行いま
す。
デフォルトアクセス権変更時に条件指定することにより、一度に複数のオブジェクトのデフォルトアクセス権を変
更できます。
キャビネットおよびドロワーのデフォルトアクセス権を変更することはできません。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
デフォルトアクセス権を変更するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名
を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drchdefacl [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
0



7.11  オブジェクトのデフォルトアクセス権変更コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
変更対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからデフォルトアクセス権の変更
を行うので、パフォーマンスに影響があります。
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7.12 オブジェクトの版管理下追加コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトに対して、エディションキー属性の値を追加します。
エディションキー属性が設定されているキャビネット以外のオブジェクトを指定するとエラーになります。
すでに版管理下になっているオブジェクトを指定するとエラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。
対象オブジェクトを条件指定で行った場合に、複数のオブジェクトが該当する場合は、エラーになります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
付加するエディションとエディションを付加するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイル
のファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

draddekey [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
2



7.12  オブジェクトの版管理下追加コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
変更対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからアクセス権の変更を実行する
ので、パフォーマンスに影響があります。
123



12

第 1部　7  オブジェクト操作を実行する
7.13 オブジェクトの版管理除外コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトのエディションキー属性の値を削除します。
版管理下のオブジェクト以外を指定するとエラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。
エディションキー値の削除時に条件指定することによって、一度に複数のオブジェクトのエディションキー値を削
除できます。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
エディション属性を削除するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

drrmekey [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
4



7.13  オブジェクトの版管理除外コマンド
備考
変更対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからアクセス権の変更を実行する
ので、パフォーマンスに影響があります。
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7.14 オブジェクトの状態変更コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの状態を変更します。
状態変更対象時に条件指定することによって、一度に複数のオブジェクトの状態を変更できます。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
状態を変更するオブジェクトと変更後の状態を指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

drchstat [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
6



7.14  オブジェクトの状態変更コマンド
備考
変更対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから変更を実行するので、パ
フォーマンスに影響があります。
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7.15 オブジェクトのクラス変更コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトのクラスを変更します。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーになります。
クラス変更対象時に条件指定することによって、一度に複数のオブジェクトのクラスを変更できます。
破棄パラメーターの指定によって、次の処理を行ってからクラス変更できます。
･ 操作対象のキャビネットにエディションキーとして設定されている属性を取り除く
･ 操作対象のキャビネットにユニークキーとして設定されている属性を取り除く

コマンド形式

コマンドパラメーター
 -c
処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
クラスを変更するオブジェクトとクラスを指定した、操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drchclass [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
8



7.15  オブジェクトのクラス変更コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ disposalOfEditionKey パラメーターと disposalOfUniqueKey パラメーター以外のパラメーターが記述さ
れていた場合
･ 対象オブジェクトがリファレンス以外だった場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
変更対象のオブジェクトを条件指定で指定した場合は、オブジェクトの検索を行ってから変更を行うので、パ
フォーマンスに影響があります。
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7.16 リファレンスオブジェクトの実体化コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトを実体化します。
実体化時に条件指定することにより、一度に複数のオブジェクトを実体化できます。
直接指定、または条件指定により該当したオブジェクトがリファレンスオブジェクトでない場合は、エラーとなり
ます。
該当したリファレンスオブジェクトがドキュメント管理サービスで実体化できない形式のリファレンスオブジェク
トだった場合、エラーとなります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
実体化するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drreref [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
0



7.16  リファレンスオブジェクトの実体化コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがリファレンス以外だった場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
･ 実体化対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから実体化を行うので、パ
フォーマンスに影響があります。
･ 破棄パラメーターの指定により、

-  転記先のキャビネットに設定されていないコンテントを取り除く
-  転記先のキャビネットにエディションキーとして設定されている属性を取り除く
-  転記先のキャビネットにユニークキーとして設定されている属性を取り除く
-  転記先のキャビネットに設定されていないオブジェクトタイプをデフォルトのオブジェクトタイプに変
更
の処理を行ってから転記することができます。
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7.17 オブジェクトの内容依存情報の更新コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの内容依存情報を更新します。
更新時に条件を指定することによって、一度に複数のオブジェクトの内容依存情報を更新できます。
直接指定、または条件指定によって該当したオブジェクトがドキュメントオブジェクトでない場合は、エラーにな
ります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
内容依存情報の更新を行うオブジェクトと更新するセカンダリコンテントを指定した操作対象オブジェクト指
定ファイルのファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drupcont [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
2



7.17  オブジェクトの内容依存情報の更新コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがドキュメント以外だった場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
更新対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから内容依存情報の更新を実行す
るので、パフォーマンスに影響があります。
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7.18 オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド 

ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトのリビジョンリストを取得します。
取得対象を条件指定することにより、一度に複数のオブジェクトのリビジョンリストを取得できます。
直接指定、または条件指定により該当したオブジェクトがリビジョン管理対象外のオブジェクトカテゴリーに属す
る場合は、エラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
リビジョンリストの取得を行うオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drlistrev [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
4



7.18  オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがドキュメント以外だった場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
更新対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからリビジョンリストの取得を行
うので、パフォーマンスに影響があります。
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7.19 オブジェクトのリビジョンの削除コマンド 

ドキュメント管理サービスに存在するドキュメントオブジェクトのリビジョンを削除します。
最後のリビジョンは、削除できません。つまり、オブジェクトを削除する場合は、「オブジェクト削除コマンド」
を使用します。
削除対象を条件指定することにより、一度に複数のオブジェクトのリビジョンを削除できます。 
直接指定、または条件指定により該当したオブジェクトがリビジョン管理対象外のオブジェクトカテゴリーに属す
る場合は、エラーになります。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
リビジョンを削除するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

操作対象オブジェクト指定ファイルの記述内容については、「4  操作対象オブジェクト指定ファイルを用意す
る」（P.42）を参照してください。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-userパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drrmrev [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ [-
passwd ｛password｝]
6



7.19  オブジェクトのリビジョンの削除コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象オブジェクトがドキュメント以外だった場合
･ 何らかの原因でドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

備考
更新対象のオブジェクトを条件指定した場合、オブジェクトの検索を行ってからリビジョンの削除を行うの
で、パフォーマンスに影響があります。
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7.20 オブジェクトパスの取得コマンド
ドキュメント管理サービスに存在するオブジェクトの登録先を、パス情報として取得します。
対象オブジェクトを起点として、キャビネットまたはアクセス可能な範囲までのオブジェクトの情報を取得できま
す。
対象オブジェクトを検索条件にて指定したとき、複数のオブジェクトが該当する場合は、エラーになります。
パス情報の取得パラメーターの指定によって、パス情報を構成するオブジェクトにアクセス権がなかった場合、エ
ラーとするか、アクセス可能な範囲で取得するのかを指定できます。
ごみ箱内のオブジェクトを指定した場合は、エラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
パス情報を取得するオブジェクトとパス情報の取得モードを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルの
ファイル名を、「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-user パラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drgetpath [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
8



7.20  オブジェクトパスの取得コマンド
エラー
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 不要なパラメーターが記述されていた場合
･ 何らかの原因によって、ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

備考
取得対象のオブジェクトを条件指定で指定した場合、オブジェクトの検索を行ってから、パス情報の取得を行
うので、パフォーマンスに影響があります。
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7.21 ごみ箱内オブジェクトの復元コマンド
ごみ箱内のオブジェクトをごみ箱から復元します。
フォルダーが指定された場合は、子オブジェクトも復元されます。
復元対象のオブジェクトは、ごみ箱直下に存在するオブジェクトを直接指定します。復元対象オブジェクトを条件
指定出来ません。ごみ箱内にドロワーは入らないので、ドロワー名も指定できません。
ごみ箱の外に存在するオブジェクトを操作対象に指定すると、エラーとなります。ごみ箱の中に存在するオブジェ
クトの場合でも、ごみ箱の直下に存在しない場合は、エラーとなります。
復元先のオブジェクトを条件指定できます。
条件指定により、復元先オブジェクトが複数該当した場合には、エラーとなります。
復元先を指定しない場合は、ごみ箱へ移動する前の親ドロワーまたはフォルダーの下に復元します。
復元先となるオブジェクトが存在しない場合はエラーとなります。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-c
-cパラメーターを指定すると、処理中にエラーが発生した場合に処理を続行します。省略できます。

-param ｛parameter-file｝
実行パラメーターファイルの名前を、「[drive:][path]parameter-file」の形式で指定します。省略できませ
ん。

実行パラメーターファイルの記述内容については、「3  実行パラメーターファイルを用意する」（P.29）を参
照してください。

-csv ｛target-file｝
ごみ箱から復元するオブジェクトを指定した操作対象オブジェクト指定ファイルのファイル名を、
「[drive:][path]file」の形式で指定します。省略できません。

-user ｛userName｝
コマンドを実行するユーザーのユーザー ID（DN形式またはUFN形式）を指定します。RMSに登録済みの
ユーザー IDを指定します。省略できません。

-passwd ｛password｝
-user パラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。-passwdパラメーターを
省略した場合は、標準入力でパスワードを入力します。

コマンド戻り値
コマンドの処理がすべて正常に終了した場合は、「0」を返します。
コマンドの処理に１つでもエラーが発生した場合は、「1」を返します。

drreuseobj [-c] -param ｛parameter-file｝ -csv ｛target-file｝ -user ｛userName｝ 
[-passwd ｛password｝]
0



7.21  ごみ箱内オブジェクトの復元コマンド
エラー 
次の場合にエラーになります。
･ 入力ファイルに記述ミスがあった場合
･ 必須パラメーターが記述されていなかった場合
･ 余計なパラメーターが記述されていた場合
･ 対象のオブジェクトが、ごみ箱直下のオブジェクトでない場合
･ 何らかの原因により、ドキュメント管理サービスでエラーが発生した場合

備考
復元対象のオブジェクトを条件指定で指定できません。
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8 メッセージのフォーマット

オブジェクト操作コマンドの実行時に出力されるログファイルと正常結果情報のフォー
マットについて説明します。



8.1  ログファイルのフォーマット
8.1 ログファイルのフォーマット
ログファイルは、次のフォーマットで出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

ログは、操作対象オブジェクトの数だけ出力されます。つまり、操作対象オブジェクトをダイレクト形式で指定し
た場合は1行出力され、検索条件形式で指定した場合は、検索にヒットしたオブジェクトの数だけ出力されます。
検索条件形式で指定し、検索条件を満たすオブジェクトが存在しなかった場合は、1行出力され、次のフォーマッ
トで出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

｛エラーレベル｝が「0」は、検索処理が正常に行われたことを示します。
｛メッセージ｝が「NOTHING」で、serviceId、cabinetId、drepIdが空であるのは、検索にヒットしたオブジェ
クトがなかったことを示します。

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛serviceIdの値｝,｛cabinetIdの値｝,
｛drepIdの値｝

｛日時｝,｛行番号｝,｛エラーレベル｝,｛メッセージ｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

表：ログファイルの項目の詳細

項目 説明

日時 処理を行った時間を出力します。

行番号 処理を行った行を出力します。

エラーレベル エラーレベルを出力します。
正常終了の場合は、0を出力します。
1以上の場合は、エラーが発生したことを示します。

メッセージ メッセージを出力します。
｛エラーレベル｝が0の場合は、「SUCCESS」、または「NOTHING」と出力
されます。
｛エラーレベル｝が1以上の場合は、エラーメッセージが出力されます。

serviceIdの値 操作対象のオブジェクトのserviceIdが出力されます。

cabinetIdの値 操作対象のオブジェクトのcabinetIdが出力されます。

drepIdの値 操作対象のオブジェクトのdrepIdが出力されます。

オブジェクト IDの文字列表記値 操作対象オブジェクトのオブジェクトIDの文字列表現値が出力されます。

｛日時｝,｛行番号｝,0,NOTHING,,,

｛日時｝,｛行番号｝,0,NOTHING,
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logFileを指定した場合は、指定したファイルに出力されます。ただし、次の場合は、標準出力に出力されます。
このときのログのフォーマットは、｛メッセージ｝にエラー内容が出力され、serviceId、cabinetId、drepIdは
空になります。
･ 実行パラメーターが読み込めなかった場合
･ 実行パラメーターファイルに記述ミスがあった場合
･ ログファイルが作成できなかった場合
･ ログファイルに書き込めなかった場合

logFileの指定がない場合は、次のように出力されます。

･ エラーレベルが 0のメッセージは、標準出力に出力

･ エラーラベルが 1以上のメッセージは、標準出力に出力

エラーメッセージは、次のような言語で出力されます。
･ 実行ユーザーの RMS言語指定が日本語の場合、日本語で出力

･ 実行ユーザーの RMS言語指定が日本語以外の場合、英語で出力

･ 実行ユーザーの RMS言語指定値が取得できない場合、
-実行ホストのデフォルト言語が日本語のとき、日本語で出力
-実行ホストのデフォルト言語が日本語以外のとき、英語で出力
4



8.2  正常結果情報のフォーマット
8.2 正常結果情報のフォーマット
正常結果情報メッセージは、CSV形式で出力されます。
コマンド、パラメーターの指定によって、出力内容が異なります。
異常処理の場合、検索条件にヒットするオブジェクトが存在しなかったときは、ヘッダー行だけがファイルに出力
されます。ただし、実行パラメーターファイルの記述ミスの場合や、正常結果ファイルが出力できなかった場合
は、ファイルは作成されません。

8.2.1 「オブジェクトの属性取り出しコマンド」、「オブジェクトリス
ト取得コマンド」の場合

次の形式で出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,......
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の
値｝,......

lineNumber,objectId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,......
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝,...... 

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトのオブジェクトIdの文字列表現値

AtomID 取得した属性値
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次に、getRefIdにtrueを指定した場合のフォーマットを示します。
getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

取得できる属性の型および出力フォーマットについては、「9.1  使用できる属性の型」（P.155）を参照して
ください。

先述のフォーマットに加え、実行時のパラメーター類の指定によりフォーマットに出力される情報が次のよう
に変わります。
そのため、出力される項目は増減しますが、項目の順序は変わりません。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,refServiceId,refCabinetId,refEditionKey,re
fEditionNumber,refDrepId,refRevisionNumber,｛AtomId｝,....
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛参照先オブジェクトの
serviceId値｝,｛参照先オブジェクトの cabinetId値｝,｛参照先オブジェクトの refEditionKey
値｝,｛参照先オブジェクトの refEditionNumber値｝,｛参照先オブジェクトの drepId値｝,｛参照先
オブジェクトの refRevisionNumber値｝,｛AtomIdの値｝,...

lineNumber,objectId,refServiceId,refCabinetId,refEditionKey,refEditionNumber,ref
DrepId,refRevisionNumber,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛refServiceId｝,｛refCabinetId｝,
｛refEditionKey｝,｛refEditionNumber｝,｛refDrepId｝,｛refRevisionNumber｝,
｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の値｝,...

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトのobjectIdの値

refServiceId 参照先オブジェクトのserviceIdの値

refCabinetId 参照先オブジェクトのcabinetIdの値

refEditionKey 参照先オブジェクトのエディションキー属性の値

refEditionNumber 参照先オブジェクトの版番号の値 

refDrepId 参照先オブジェクトのdrepIdの値

refRevisionNumber 参照先オブジェクトのリビジョン番号の値

AtomID 取得した属性値
6



8.2  正常結果情報のフォーマット
･ 常に出力される
getObjectId値が falseの場合、serviceId、cabinetId、および drepIdが出力されます。
getObjectId値が trueの場合、objectIdが出力されます。

･ 実行パラメーターファイルの getRefId要素に属性が記述されている場合に追加出力される

･ aclFileStoreDirを指定した場合に追加出力される

･ defAclFileStoreDirを指定した場合に追加出力される

･ 実行パラメーターファイルの getAtomId要素に属性が記述されている場合に追加出力される

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトのobjectIdの値

項目 説明

refServiceId 参照先オブジェクトのserviceIdの値

refCabinetId 参照先オブジェクトのcabinetIdの値

refEditionKey 参照先オブジェクトのエディションキー属性の値

refEditionNumber 参照先オブジェクトの版番号の値

refDrepId 参照先オブジェクトのdrepIdの値

refRevisionNumbe
r

参照先オブジェクトのリビジョン番号の値

項目 説明

acl 操作対象オブジェクトのACLを記述したACLファイルのパス

項目 説明

defAcl 操作対象オブジェクトのデフォルトACLを記述したACLファイルのパス

項目 説明

AtomID 取得した属性値
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8.2.2 「オブジェクトのコンテント取り出しコマンド」の場合
次の形式で出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,｛AtomID1｝,...,｛コンテントラベル名
.storePath｝,...
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛AtomIDの値｝,...,｛取り出
し先パス｝,...

lineNumber,objectId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,...,｛コンテントラベル名.storePath｝,... 
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛AtomIDの値｝,｛AtomIDの値｝,...,｛取り出
し先パス｝,...

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 取り出したオブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 取り出したオブジェクトのcabinetIdの値

drepId 取り出したオブジェクトのdrepIdの値

objectId 取り出したオブジェクトのオブジェクトIdの文字列表現値

AtomID 取得した属性値

コンテントラベル名
.AtomID

取得したコンテントの属性

コンテントラベル名
.storePath

コンテントの取り出し先パス
8



8.2  正常結果情報のフォーマット
8.2.3 「フォルダー取り出しコマンド」の場合
次の形式で出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

取り出し対象となったフォルダーの情報が出力されます。
フォルダー以下のオブジェクトについては、ローカルに取り出されますが、正常結果情報ファイルには、出力
されません。1つのフォルダーに対して1行が出力されます。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,storePath
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛取り出し先パス｝

lineNumber,objectId,storePath
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛取り出し先パス｝

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 取り出したフォルダーのserviceIdの値

cabinetId 取り出したフォルダーのcabinetIdの値

drepId 取り出したフォルダーのdrepIdの値

objectId 取り出したフォルダーのオブジェクトIdの文字列表現値

storePath 取り出し先パス
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8.2.4 「オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド」の場合
次の形式で出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

リスト取得対象となったオブジェクトの情報が出力されます。
オブジェクトのリビジョンリストは、revisionNumberの値だけが異なる値となり、serviceId、cabinetId、
drepIdの値は同一になります。対象オブジェクトを検索条件で指定し複数該当した場合、
serviceId,cabinetId,drepIdの値が同一の間が、オブジェクトのリビジョンリストになります。 
オブジェクトのリビジョンリストは、revisionNumberの降順で出力されます。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,revisionNumber 
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛revisionNumber｝

lineNumber,objectId
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

revisionNumber 操作対象オブジェクトのrevisionNumber

objectId 操作対象オブジェクトのオブジェクトIdの文字列表現値
0



8.2  正常結果情報のフォーマット
8.2.5 「オブジェクトパスの取得コマンド」の場合
次の形式で出力されます。

getObjectIdパラメーター値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectIdパラメーター値がtrueの場合

パス情報の取得対象となったオブジェクトを起点として、パス情報取得パラメーターの設定によって、キャビ
ネットまたはアクセス可能な範囲までのオブジェクトの情報が出力されます。
つまり、対象オブジェクトのパス情報は、1つのオブジェクトに対して複数行出力され、lineNumberが同じ
オブジェクトで、1つのオブジェクトのパス情報となります。

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,...
｛行番号順｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝,｛AtomID1の値｝,｛AtomID2の
値｝,...

lineNumber,objectId,｛AtomID1｝,｛AtomID2｝,...
｛行番号順｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛AtomID1の値｝,｛,AtomID2の値｝,...

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトの serviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトの cabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトの drepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトのオブジェクト Idの文字列表現値

AtomID 取得した属性
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8.2.6 「オブジェクト削除コマンド」の場合
次の形式で出力されます。

getObjectIdパラメーター値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectIdパラメーター値がtrueの場合

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,delObjExecMode
｛lineNumber｝,｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝,｛実行結果｝

lineNumber,objectId,delObjExecMode
｛lineNumber｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝,｛実行結果｝

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトの文字列表現値

delObjExecMode 処理の実行結果を示す値
オブジェクトを削除した場合は「delete」
ごみ箱へ移動した場合は「disuse」
2



8.2  正常結果情報のフォーマット
8.2.7 それ以外のコマンドの場合
次の形式で出力されます。

getObjectId値がfalse（デフォルト）の場合

getObjectId値がtrueの場合

各コマンドによって、オブジェクト識別子は、次のようになります。
･ ドキュメント管理サービス内のオブジェクト転記コマンドは、転記後のオブジェクト識別子
･ ドキュメント管理サービス内のオブジェクト移動コマンドは、移動後のオブジェクト識別子
･ オブジェクトのロックコマンドは、ロックしたオブジェクトのオブジェクト識別子
･ オブジェクトのアンロックコマンドは、アンロックしたオブジェクトのオブジェクト識別子
･ オブジェクトの版管理下追加コマンドは、版管理下に追加したオブジェクトの識別子
･ オブジェクトの版管理除外コマンドは、版管理下から外したオブジェクトの識別子
･ オブジェクトの状態変更コマンドは、状態変更をしたオブジェクトのオブジェクト識別子
･ リファレンスオブジェクトの実体化コマンドは、実体化後のオブジェクト識別子
･ オブジェクトの内容依存情報の更新コマンドは、内容依存属性を行ったオブジェクトのオブジェクト識別
子
･ オブジェクトのリビジョンの削除コマンドは、リビジョンの削除を行ったオブジェクトのオブジェクト識
別子
･ ごみ箱内オブジェクトのオブジェクト復元コマンドは、復元したオブジェクトのオブジェクト識別子

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId
｛行番号値｝,｛serviceId値｝,｛cabinetId値｝,｛drepId値｝

lineNumber,objectId
｛行番号値｝,｛オブジェクト IDの文字列表記値｝

表：正常結果情報メッセージの項目の詳細

項目 説明

lineNumber 処理を行った行の値

serviceId 操作対象オブジェクトのserviceIdの値

cabinetId 操作対象オブジェクトのcabinetIdの値

drepId 操作対象オブジェクトのdrepIdの値

objectId 操作対象オブジェクトのオブジェクトIdの文字列表現値
153



9 属性値のフォーマット

オブジェクト操作コマンドの実行時に出力される属性値のフォーマットについて説明し
ます。



9.1  使用できる属性の型
9.1 使用できる属性の型
ドキュメント管理サービスSDKでは、ドキュメント管理サービスで提供されている属性の型のうち一部の属性の
型については、サポートしていません。

サポートしている属性の型は、次のとおりです。
･ 数値型属性（integer,long,double）

･ 日時型属性
･ 文字列型属性（string）

･ ブール型属性
･ アトム型属性
･ URI型属性

･ プリンシパル型
･ ユーザーロール型

サポートしていない属性の型を使用した場合は、次のようになります。
･ サポートしていない属性の型の属性を取り出した場合は、エラーになります。
･ サポートしていない属性の型を検索条件に使用した場合は、エラーになります。
･ サポートしていない属性の型をエディションキーパラメーターに使用した場合は、エラーになります。
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9.2 取得した属性の値のフォーマット
ドキュメント管理サービスSDKでは、取得した属性値をCSV形式のファイルに出力します。
セルは、基本的に「"」で囲まないで出力されます。
属性値に含まれる文字、属性の型によって、次のルールに従って文字が変更されます。

（1）ドキュメント管理サービス SDKで特殊な使い方をしている文字が含まれている場合は、セパレーター文
字が特殊文字の前に挿入されます（文字列型、URI型）。

（2）取り出した属性が URI型属性の場合は、セパレーターとして「^」が挿入されます。

（3）取り出した属性が多値属性の場合は、セパレーターとして「|」が挿入されます。

（4）CSVのフォーマットと合わせるために、出力したカラムに「,」、「"」、および改行文字が含まれていた場
合は、カラム全体を「"」で囲みます。「"」が含まれていた場合は「""」に置き換えます。

9.2.1 特殊な使い方をする文字
ドキュメント管理サービスSDKで特殊な使い方をしている文字は、次のとおりです。

属性値の中に上記の文字が含まれていた場合は、エスケープ文字でエスケープして出力されます。
以降、特殊な使い方をしている文字を「予約文字」と呼びます。

9.2.2 数値型属性
数値型属性値には、「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字が挿入されることはありません。
たとえば、nameSpaceが「user」で、userIntegerという数値型の属性があり、属性値に「1」という値を
保持していた場合、次のように出力されます。

9.2.3 日時型属性
日時型属性値は、「YYYY-MM-DDThh:mm:ssTZD」のフォーマットで出力されます。
日時型属性値には、「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字が挿入されることはありません。
たとえば、nameSpaceが「user」で、userDateという日時型の属性があり、属性値に日本時間の「2021
年03月24日10時10分10秒」という値を保持していた場合、次のように出力されます。

文字 説明

| 多値のセパレーター

^ URI型属性値のセパレーター

\ エスケープ文字

,user:userInteger,
,1,

,user:userDate,
,2021-03-24T10:10:10JST,
6



9.2  取得した属性の値のフォーマット
9.2.4 文字列型属性
文字列型属性値には、「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字が挿入される可能性があり
ます。
たとえば、nameSpaceが「user」で、userStringという文字列型の属性があり、属性値に「a|b^\d」とい
う値を保持していた場合、次のように出力されます。

「,」および「"」が含まれていた場合は、セル全体を「"」で囲みます。「"」が含まれていた場合は「""」に置
き換えます。
たとえば、次のように出力された場合、各行のuserStringは、それぞれ「abc」「a,b」「a"b」を表します。

9.2.5 ブール型属性
ブール型属性値には、「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字が挿入されることはありません。
値が真の場合は「true」、偽の場合は「false」と出力されます。
たとえば、nameSpaceが「user」で、userBooleanというブール型の属性があり、属性値に真の値を保持
していた場合、次のように出力されます。

9.2.6 アトム型属性
アトム型属性値は、「nameSpace:name」のフォーマットで出力されます。
アトム型属性値には、「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字が挿入されることはありません。
たとえば、システム属性のobjectCategory属性が、属性値に「system:folder」という値を保持していた場
合、次のように出力されます。

,user:userString,
,a\|b\^\\d,

,user:userString.
,abc,
,"a,b",
,"a""b",

,user:userBoolean,
,true,

,system:objectcategory,
,system:folder,
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9.2.7 URI型属性
URI型の属性値は、URI文字列とそのラベルを示す文字列で構成されます。
URI文字列とラベル文字列のセパレーターを「^」とし、「URI文字列^ラベル文字列」のフォーマットで出力
されます。
URI型属性値には「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字が挿入される可能性がありま
す。
たとえば、nameSpaceが「user」で、userURIという属性があり、属性値のURI文字列が「http://
www.aaa.bbb.ccc/ddd.html」で、ラベル文字列が「dddのページ」という値を保持していた場合、次のよ
うに出力されます。

たとえば、userURIという属性の、属性値のURI文字列が「http://www.aaa.bbb.ccc/ddd_eee.html」で、
ラベル文字列が「ddd|eeeのページ」という値を保持していた場合、次のように出力されます。

「,」および「"」が含まれていた場合は、セル全体を「"」で囲みます。「"」が含まれていた場合は「""」に置
き換えます。
たとえば、userURIという属性の、属性値のURI文字列が「http://www.aaa.bbb.ccc/ddd_eee.html」で、
ラベル文字列が「ddd,eeeのページ」という値を保持していた場合、次のように出力されます。

9.2.8 プリンシパル型
プリンシパル型の属性値は、RMSのDN形式のフォーマットで出力され、カラム全体が " で囲まれます。
プリンシパル型属値には「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字が挿入される可能性があ
ります。

たとえば、システム属性の登録者（createdBy）の属性が、
「uid=yamada,ou=users,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp」という値を保持していた場合、次のように出力され
ます。

,user:userURI,
,http://www.aaa.bbb.ccc/ddd.html^dddのページ ,

,user:userURI,
,http://www.aaa.bbb.ccc/ddd_eee.html^ddd\|eeeのページ

,user:userURI,
,"http://www.aaa.bbb.ccc/ddd_eee.html^ddd,eeeのページ ",

,system:createdBy,
,"uid=yamada,ou=users,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",
8



9.2  取得した属性の値のフォーマット
9.2.9 ユーザーロール型
ユーザーロール型の属性値は、RMSのDN形式のフォーマットで出力され、カラム全体が " で囲まれます。
ユーザーロール型属値には、「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字が挿入される可能性
があります。

たとえば、nameSpaceがuserで、userUserRoleというユーザーロール型の属性があり、この属性が、
「cn=designer,ou=userRoleNames,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp」という値を保持していた場合、次のよう
に出力されます。

9.2.10 多値属性
多値属性は、複数の属性値を持てます。
各値のセパレーターを「|」として、「値1|値2|･･･」のフォーマットで出力されます。
ただし、値が1つの場合は、「|」でセパレートしません。
各値のフォーマットは、各属性値のフォーマットに従います。
たとえば、nameSpaceが「user」で、signalという多値の文字列型の属性があり、属性値に「RED」、
「YELLOW」、「GREEN」という値を保持していた場合、次のように出力されます。

たとえば、signalという多値の文字列型の属性があり、属性値に「RED」という値を保持していた場合、次の
ように出力されます。

,user:userUserRole,
,"cn=designer,ou=userRoleNames,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",

,user:signal,
,RED|YELLOW|GREEN,

,user:signal,
,RED,
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10オブジェクト操作コマンドの使用例

オブジェクト操作コマンドの使用例をサンプルと共に説明します。



10.1  サンプル環境
10.1 サンプル環境
本章では次の環境を想定しています。

項目 値

実行ユーザー名 fuji3

実行ユーザーパスワード fuji3

サービス ID drep_ServiceID

キャビネット ID cabinet01

DrepId それぞれ適当な値
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10.2 オブジェクト属性取り出しコマンド（drgetattr）使用
例 1

あるキャビネット内に登録されているオブジェクトの「設計者」（user:designer）を検索条件に、「名前」
（system:name）、「図面番号」（user:drawingnumber）を取得します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetattr_1\sample.xml）

この例ではシステム属性の「名前」（system:name）とユーザー属性の「図面番号」
（user:drawingnumber）の属性値を取得しようとしています。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetattr_1\sample.csv）

実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）

ログファイル （上記の例を実行した場合 drgetattr.log）

C:\Temp\iftktest> drgetattr -param C:\Temp\iftktest\drgetattr_1\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drgetattr_1\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?> 
  <parameter> 
    <!-- ログ情報の出力先パス名 --> 
    <logFile>C:\temp\iftktest\drgetattr_1\drgetattr.log</logFile> 
    <!-- 正常結果情報の出力先ファイル名  -->
    <resultFile>C:\temp\iftktest\drgetattr_1\result.csv</resultFile>
    <!-- 取得する AtomIDをセパレータ｜を区切りとして記述 -->
    <getAtomId>system:name|user:drawingnumber</getAtomId> 
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetCondition
drep_ServiceID,cabinet01,user:designer "Aさん "

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,system:name,user:drawingnumber
2,drep_ServiceID,cabinet01,111439215033354,100k,001

2021/03/16 11:12:04,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111439215033354
2



10.3  オブジェクト属性取り出しコマンド（drgetattr）使用例 2
10.3 オブジェクト属性取り出しコマンド（drgetattr）使用
例 2

指定したキャビネットを対象とした全文検索を実行します。
対象となるキャビネットやドキュメントに全文検索サービスの設定が行われていることを確認してください。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetattr_2\sample.xml）

この例では「画像変換」という言葉を含む文書を全文検索しています。
検索条件の XML表現については、「3.1.10  textSearch要素」（P.39）を参照してください。
検索条件の XML表現を作成する場合は、次の操作で出力される全文検索条件式が参考になります。
1. ドキュメントスペースの［詳細検索］画面を表示
2. 全文条件を指定
3. 全文条件の「直接入力」をクリック
4. 「GUI条件読み込み」をクリック
5. 「全文検索条件式」の欄に表示された XMLを確認
ただし、名前空間などが異なりますので、そのままでは使用できません。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetattr_2\sample.csv）

全文検索を行う場合は、操作対象オブジェクト指定ファイルの2行目だけが処理されます。

C:\Temp\iftktest> drgetattr -param C:\Temp\iftktest\drgetattr_2\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drgetattr_2\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <parameter>
    <logFile>C:\temp\iftktest\drgetattr_2\drgetattr.log</logFile>
    <resultFile>C:\temp\iftktest\drgetattr_2\result.csv</resultFile>
    <getAtomId>system:name|user:drawingnumber|user:drawingname</getAtomId>

    <!-- 全文検索 -->
    <textSearch>
      <text>
        <wordList op="AND">
          <word style="equal">画像変換 </word>
        </wordList>
      </text>
    </textSearch>
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId
drep_ServiceID,cabinet01
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実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）

ログファイル（上記の例を実行した場合 drgetattr.log）

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,system:name,user:drawingnumber,
user:drawingname
2,drep_ServiceID,cabinet01,111441836433504,サンプルドキュメント ,001,サンプル図面

2021/03/25 17:43:05,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111441836433504
4



10.4  オブジェクトのコンテント取り出しコマンド（drgetcont）使用例
10.4 オブジェクトのコンテント取り出しコマンド
（drgetcont）使用例

あるキャビネットに登録されている図面番号（user:drawingnumber）が"FF-001"と"FF-003"のオブジェクト
（実体+属性）をローカルディスク（C:\Temp\iftktest\drgetcont）に取り出します。
版管理番号を取得する場合は、対象となるキャビネットにエディションキー属性の設定が行われていることを確認
してください。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetcont\sample.xml）

この例では名前（system:name）,図面名（user:drawingname）,版番号（system:editionNumber）の
属性を取得しようとしています。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetcont\sample.csv）

C:\Temp\iftktest> drgetcont -param C:\Temp\iftktest\drgetcont\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drgetcont\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <parameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drgetcont\drgetcont.log</logFile>
    <resultFile>C:\Temp\iftktest\drgetcont\result.csv</resultFile>
    <getAtomId>system:name|user:drawingname|system:editionNumber</getAtomId>
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetCondition,system:primary.storeDir
drep_ServiceID,cabinet01,user:drawingnumber "FF-001",
"C:\Temp\iftktest\drgetcont"
drep_ServiceID,cabinet01,user:drawingnumber "FF-003",
"C:\Temp\iftktest\drgetcont"
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実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）
図面名（user:drawingname）がFF100の最新版番号は1、FF130の最新版番号は3になります。

ログファイル （上記の例を実行した場合 drgetcont.log）

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,system:name,user:drawingname,
system:editionnumber,system:primary.storePath
2,drep_ServiceID,cabinet01,111448282934185,FF100,サンプル図面 ,
1,C:\Temp\iftktest\drgetcont\FF100.tif
3,drep_ServiceID,cabinet01,111448294034242,FF130,サンプル図面 ,
3,C:\Temp\iftktest\drgetcont\FF130.tif
3,drep_ServiceID,cabinet01,111448289134215,FF130,サンプル図面 ,
2,C:\Temp\iftktest\drgetcont\FF130~1.tif
3,drep_ServiceID,cabinet01,111448286134201,FF130,サンプル図面 ,
1,C:\Temp\iftktest\drgetcont\FF130~2.tif

2021/03/26 11:36:53,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111448282934185
2021/03/26 11:36:53,3,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111448294034242
2021/03/26 11:36:53,3,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111448289134215
2021/03/26 11:36:54,3,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111448286134201
6



10.5  オブジェクトパスの取得コマンド（drgetpath）使用例
10.5 オブジェクトパスの取得コマンド（drgetpath）使用例

指定したオブジェクトのパスを取得します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drgetpath\sample.xml）

操作対象オブジェクト指定ファイル 
（C:\Temp\iftktest\drgetpath\sample.csv）

パスを取得するオブジェクトが一意になるように指定します。ここでは、サービスID、キャビネットID、オ
ブジェクトIDでオブジェクトを一意に特定しています。

実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）
指定したオブジェクトまでのパスが一行ずつ表示されます。

ログファイル（上記の例を実行した場合 drgetcont.log）

C:\Temp\iftktest> drgetpath -param C:\Temp\iftktest\drgetpath\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drgetpath\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?> 
  <parameter> 
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drgetpath\drgetpath.log</logFile> 
    <resultFile>C:\Temp\iftktest\drgetpath\result.csv</resultFile> 
    <getAtomId>system:objecttype|system:name</getAtomId> 
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId
drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,system:objecttype,system:name
2,drep_ServiceID,pubcab01,111442221233574,system:document,FF100
2,drep_ServiceID,pubcab01,111439669533381,system:folder,FF-01
2,drep_ServiceID,pubcab01,111354612831947,system:drawer,Drawer02
2,drep_ServiceID,pubcab01,,system:cabinet,PublicCabinet01

2021/03/26 12:56:24,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111442230833612
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10.6 オブジェクトのリビジョンリスト取得コマンド
（drlistrev）使用例

図面番号（user:drawingnumber）が"FF-003"のオブジェクトのリビジョンリスト（履歴）を取得します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル（C:\Temp\iftktest\drlistrev\sample.xml）
<getAtomId>は記述しても無視されます。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drlistrev\sample.csv）

実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）
図面番号（user:drawingnumber）が"FF-300"の最新リビジョンは3です。

ログファイル （上記の例を実行した場合 drlistrev.log）

C:\Temp\iftktest> drlistrev -param C:\Temp\iftktest\drlistrev\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drlistrev\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <parameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drlistrev\drlistrev.log</logFile>
    <resultFile>C:\Temp\iftktest\drlistrev\result.csv</resultFile>
    <getAtomId>system:name|user:drawingname|system:editionNumber</getAtomId>
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetCondition
drep_ServiceID,cabinet01,user:drawingnumber "FF-003"

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId,revisionNumber
2,drep_ServiceID,pubcab01,111442230833612,3
2,drep_ServiceID,pubcab01,111442230833612,2
2,drep_ServiceID,pubcab01,111442230833612,1

2021/03/26 12:56:24,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111442230833612
8



10.7  オブジェクトのロックコマンド（drlkobj）使用例
10.7 オブジェクトのロックコマンド（drlkobj）使用例

指定したオブジェクトをロックします。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル（C:\Temp\iftktest\drlkobj\sample.xml）
<getAtomId>は記述しても無視されます。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drlkobj\sample.csv）

operationRangeの値 
･ shallow:指定オブジェクトのみ
･ deep:下位のオブジェクト全てに影響（デフォルト）

実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）

ログファイル（上記の例を実行した場合 drlkobj.log）

C:\Temp\iftktest> drlkobj -param C:\Temp\iftktest\drlkobj\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drlkobj\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <parameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drlkobj\drlkobj.log</logFile>
    <resultFile>C:\Temp\iftktest\drlkobj\result.csv</resultFile>
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetCondition,operationRange
drep_ServiceID,cabinet01,user:drawingnumber "FF-001",shallow

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId
2,drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574

2021/03/26 13:14:51,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574
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10.8 オブジェクトのアンロックコマンド（drunlkobj）使用
例

指定したドキュメント（ロックされているもの）をアンロックします。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル（C:\Temp\iftktest\drunlkobj\sample.xml）
<getAtomId>は記述しても無視されます。

操作対象オブジェクト指定ファイル 
（C:\Temp\iftktest\drunlkobj\sample.csv）

operationRangeの値
･ shallow:指定オブジェクトのみ
･ deep:下位のオブジェクト全てに影響（デフォルト）

実行結果（上記の例を実行した場合 result.csv）

ログファイル（上記の例を実行した場合 drunlkobj.log）

C:\Temp\iftktest> drunlkobj -param C:\Temp\iftktest\drunlkobj\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drunlkobj\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
  <parameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drunlkobj\drunlkobj.log</logFile>
    <resultFile>C:\Temp\iftktest\drunlkobj\result.csv</resultFile>
  </parameter>

targetServiceId,targetCabinetId,targetDrepId,operationRange
drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574,shallow

lineNumber,serviceId,cabinetId,drepId
2,drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574

2021/03/26 13:28:35,2,0,SUCCESS,drep_ServiceID,cabinet01,111442221233574
0



第2部 ドキュメント管理サービス 一
括登録コマンド編
1 一括登録機能の概要

一括登録とは、ドキュメント管理サービスへのドキュメント、フォルダーの登録、およ
びリファレンスの生成を、コマンド操作によって一括処理する機能です。
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第 2部　1  一括登録機能の概要
1.1 一括登録でできること
一括登録コマンドによって行える処理を次に示します。

･ 一括登録コマンドの登録対象は、ドキュメント管理サービスの標準キャビネットのみです。コラボスペー
ス用キャビネットやワークスペース用キャビネットに対しては一括登録できません。
･ ドキュメントやフォルダーの登録、リファレンスの生成のために通常使用する「ドキュメントスペース」
は、GUI形式のアプリケーションです。キャビネットやドロワーの作成のために使用する「ドキュメント
管理サービスの管理ツール」は、コマンド形式や GUI形式のツールです。これら 2つと、一括登録コマン
ドは別のものですのでご注意ください。
･ ワークフロードキュメントアクセスツールでは、一括登録コマンドの機能のうち、ドキュメント登録、
フォルダー登録、およびマージの操作を行う機能を提供します。

ドキュメント登録
指定したファイルをドキュメントとして登録する処理です。登録時に、プライマリコンテントに対する変換処
理もできます。エディションキー（版管理属性値）を指定して、版管理対象のキャビネットにドキュメントを
登録すれば、そのドキュメントは版管理の対象となります。

リファレンス生成
指定したオブジェクトを参照するリファレンスを生成する処理です。エディションキーを指定して、版管理対
象のキャビネットにリファレンスを生成すれば、そのリファレンスは版管理の対象となります。

一括登録コマンドによって、次に示すリファレンスを生成できます。
･ ダイレクト形式で指定したオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ ダイレクト形式（キャビネット）で指定したオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 検索条件に一致するオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 常に最新エディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 現時点における最新エディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 現時点における特定のエディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 現時点における最新エディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 現時点における特定のエディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 現時点における特定のエディションであり、特定のリビジョンであるオブジェクトを参照するリファレン
ス（通常リファレンス）

getAttribute 権のないオブジェクトを参照するリファレンスを生成するとエラーになります。

ダイレクト形式については、「2.3.4  リファレンス参照先オブジェクトの指定方法」（P.197）を参照してく
ださい。
2



1.1  一括登録でできること
リファレンス同時生成
ドキュメントの登録と同時に、そのドキュメントを参照するリファレンスを生成する処理です。

getAttribute 権のないオブジェクトを参照するリファレンスを生成するとエラーになります。

フォルダー登録
指定したドロワー内、またはフォルダー内に、空のフォルダーを登録する処理です。フォルダーの属性値も指
定できます。エディションキー（版管理属性値）を指定して、版管理対象のキャビネットにフォルダーを登録
すれば、そのフォルダーは版管理の対象となります。

改版
指定したエディションキー（版管理属性値）のエディショングループ中の、最新エディションのオブジェクト
（ドキュメント、フォルダー、リファレンス）のコピーを作成し、そのコピーを最新エディションとする処理
です。版管理されているオブジェクトが対象となります。改版前に最新エディションだったオブジェクトを、
指定した「状態」に変更できます。

改訂（リビジョンアップ）
指定したファイルを、最新リビジョンのドキュメントとして新たに登録する処理です。
なお、リビジョンアップ対象として指定したドキュメントが存在しない場合は、新たに登録されます。

上書き
指定したファイルで、登録済みのドキュメントを上書きして置き換える処理です。
なお、上書き処理対象として指定したドキュメントが存在しない場合は、新たに登録されます。

マージ
登録済みのオブジェクト（ドキュメント、フォルダー、リファレンス）が持つ属性値を変更する処理です。た
だし、属性のうち、オブジェクトカテゴリー属性については、値を変更できません。
なお、マージ対象として指定したオブジェクトが存在しない場合は、新たに登録、または生成されます。
173
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1.2 コマンドの実行方法
ドキュメント管理サービス一括登録コマンドで使用する、コマンド操作の実行方法について説明します。

コマンドの実行方法
各コマンド（バッチファイル）を実行する手順は、次のとおりです。

1. ドキュメント管理サービス一括登録コマンドを使用する PCに、コマンドを実行するユーザーでサイン
インします。

コマンドを実行するユーザー名には、全角スペースまたは次の文字を含めないでください。全角ス
ペースまたは次の文字が含まれているとコマンドを実行したときにエラーになります。
∀（全称記号）、─（ダッシュ）、一（漢数字の 1）、稀、紀、儀、言、最、蔀、需、退、刀、謀、堀、
耀、椀、圀、愀、戀、攀、簀、蜀、Ｂ（ギリシャ字のベータ）、Т（ギリシャ字のタウ）、逢、栢、漢、
索、嬢、琢、夢、尢、崢、椢、樢、瘢、縢、萢、蘢、蠢、錢、鬢

コマンドは、Windowsの標準アカウント以上の権限のあるユーザーで実行できます。

2.［管理者：コマンド プロンプト］画面を表示します。

◆ Windows Server 2016、Windows Server 2019、Windows 10の場合

（1）Windowsの［スタート］メニューから、［Windowsシステムツール］＞［コマンドプロンプト］を右
クリックし、［その他］＞［管理者として実行］を選択します。

◆ Windows 8.1の場合

（1）Windowsのスタート画面で、左下に表示された［↓］をクリックします。

（2）［Windowsシステムツール］カテゴリの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］
を選択します。

［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］をクリックします。

3. コマンドの格納先ディレクトリーへ移動します。
コマンドの格納先は次のとおりです。
「｛プログラムホーム｝ \Tool\dRepTools\Bin」

｛プログラムホーム｝は、デフォルトでは、「C:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite」になります。

4. 実行したいコマンドを、必要な引数やパラメータと共に入力し、最後に <Enter>キーを押します。
4



1.3  一括登録コマンドの形式
1.3 一括登録コマンドの形式
一括登録を行うためのコマンドは、「drregist」または「wfregist」です。「どの処理を行うか」、「どのファイル
を登録するか」、「属性値をどう設定するか」などについては、コマンド引数として指定する各種ファイルの中に記
述します。

一括登録コマンド（drregist）の実行例を示します。

この例で使用されているファイルは次のとおりです。
･ basicpara.xml：基本パラメーターファイル

･ refattr.xml：参照先属性転記ファイル

･ doc-regist.csv：オブジェクト登録ファイル

一括登録コマンドの実行にあたっては、コマンド実行前に、テキストエディターなどを使って、各種ファイルを用
意する必要があります。特に、オブジェクト登録ファイルは、処理内容や登録対象を指定する重要なファイルです
ので、必須です。

ドキュメント管理サービス SDKのインストールでは、環境変数「PATH」を設定しません。そのため、オブ
ジェクト操作コマンドを実行するには、各コマンドへのフルパスを指定するか、環境変数「PATH」に
「bin」および「workflow\bin」へのパスを設定してください。

･ ドキュメント管理サービス SDKのインストール方法については、「付録 A.2  インストール」（P.269）を参
照してください。
･ 一括登録コマンド実行のために必要なファイルの概要については、「1.4  一括登録コマンドのためのファイ
ル」（P.176）を参照してください。
･ 一括登録コマンドの実行方法については、「5  一括登録を実行する」（P.249）を参照してください。

C:\usr> drregist -param basicpara.xml -refcopyattr refattr.xml -csv doc-regist.csv
 -user dRmgr
175
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1.4 一括登録コマンドのためのファイル
一括登録コマンド実行のために使う各種ファイルの概要を次に示します。

1.4.1 オブジェクト登録ファイルとは
「オブジェクト登録ファイル」は、次のような情報を表すパラメーターを含む、CSV形式のファイルです。
･ 一括登録の処理内容
･ 登録先、生成先
･ リファレンスが参照するオブジェクト
･ オブジェクトに設定するユーザー属性
･ ドキュメントのコンテントとなるデータファイルの所在

オブジェクト登録ファイルは必須ファイルです。一括登録コマンドを実行するときには、オブジェクト登録
ファイル名をコマンド引数に指定しなければなりません。一括登録を実行する前に、オブジェクト登録ファイ
ルを必ず用意してください。

オブジェクト登録ファイルの記述内容の詳細については、「2  オブジェクト登録ファイルを用意する」
（P.178）を参照してください。

1.4.2 基本パラメーターファイルとは
「基本パラメーターファイル」は、次の目的のためのXML形式のファイルです。
･ 一括登録を実行したときのログ出力、エラー処理など、実行に関する指定を行う
･ ドキュメントの登録やリファレンスの生成に関するデフォルトパラメーターの指定を行う。オブジェクト
登録ファイル中で指定を省略した場合に使われる

オブジェクト登録ファイル中に記述するパラメーターの大部分について、基本パラメーターファイル中のタグ
として、デフォルトの指定ができます。オブジェクト登録ファイルと基本パラメーターファイルの両方に、同
じパラメーターを指定した場合は、オブジェクト登録ファイルの指定内容が優先されます。例を次に示しま
す。

･ オブジェクト登録ファイル中の、リファレンス Aのための refModeパラメーターに、「hard」を指定（生
成するリファレンスは「ハードリファレンス」）
･ オブジェクト登録ファイル中の、リファレンス Bのための refModeパラメーターを省略
･ 基本パラメーターファイル中の refModeタグに、「normal」を指定（生成するリファレンスは「通常リ
ファレンス」）

上記の場合、一括登録を実行したときに、リファレンスAは、オブジェクト登録ファイル中のrefModeパラ
メーターによって指定した「ハードリファレンス」として生成されます。リファレンスBについては、オブ
ジェクト登録ファイル中にrefModeパラメーターの指定がありませんので、基本パラメーターファイル中の
指定に基づいて、「通常リファレンス」として生成されます。

オブジェクト登録ファイル
entryMode,refMode,refLocationCondition,refName,refDrepId
reference,hard,system:name "Folder1",A,102731068523271
reference,,system:name "Folder1",B,102731068523272

基本パラメーターファイル
<defaultParameter>
<refMode>normal</refMode>
</defaultParameter>
6



1.4  一括登録コマンドのためのファイル
基本パラメーターファイル中で適切に指定すれば、オブジェクト登録ファイル中の記述を減らし、読みやすく
できます。基本パラメーターファイルは必須ファイルではありませんが、一括登録の準備を行うときに、オブ
ジェクト登録ファイル中で共通化できるパラメーターを検討し、基本パラメーターファイル中に、デフォルト
の指定として記述することをお勧めします。

基本パラメーターファイルの記述内容の詳細については、「3  基本パラメーターファイルを用意する」
（P.233）を参照してください。

1.4.3 参照先属性転記ファイルとは
「参照先属性転記ファイル」は、一括登録でリファレンスを生成するときに、参照先のオブジェクトからコ
ピーするユーザー属性を指定するための、XML形式のファイルです。

参照先属性転記ファイルに、たとえば「drawingNumber属性（ユーザー属性）」を指定した場合、次のよう
な処理が行われます。
･ 参照先をドキュメント PartsdrawingA（drawingNumber属性値を「A1」）とする
･ ドキュメント PartsdrawingAを参照するリファレンス refAを生成する
･ リファレンス refAには、drawingNumber属性がコピーされる。リファレンス refAの drawingNumber
属性値は「A1」になる

参照先属性転記ファイルの記述内容の詳細については、「4  参照先属性転記ファイルを用意する」（P.246）
を参照してください。
177



2 オブジェクト登録ファイルを用意する

一括登録実行のために用意する、オブジェクト登録ファイルの記述内容について説明し
ます。オブジェクト登録ファイルは必須ファイルです。



2.1  オブジェクト登録ファイルの書式
2.1 オブジェクト登録ファイルの書式
オブジェクト登録ファイルの構成要素、およびパラメーター記述ルールを次に示します。

2.1.1 オブジェクト登録ファイルの構成要素
オブジェクト登録ファイルはCSV形式のファイルです。1行目がヘッダー行で、2行目以降がデータ行になり
ます。1つのデータ行が、一括登録の処理対象の1つのオブジェクトに対応します。ヘッダー行およびデータ
行の中では、それぞれの指定項目を半角のカンマ（,）で区切ります。

オブジェクト登録ファイルの例を次に示します。2つのドキュメントを一括登録するものです。

上記の例と関連させながら、オブジェクト登録ファイルの構成要素を次に示します。

システム属性値
一括登録を実行するときにオブジェクトに設定できるシステム属性値は、name属性値とstatus属性値のみで
す。

たとえば、オブジェクト登録ファイル中のヘッダー行に「name」パラメーターを指定し、データ行で、
nameパラメーター値を「Test1」としてドキュメント登録を行うと、登録したオブジェクトのname属性値
が「Test1」となります。

オブジェクト登録ファイル中に指定できるシステム属性の詳細については、「2.2  オブジェクト登録ファイル
中の指定項目となるシステム属性」（P.183）を参照してください。

ユーザー属性
一括登録を実行するときにオブジェクトに設定するユーザー属性とその値を、オブジェクト登録ファイル中に
指定するものです。

たとえば、オブジェクト登録ファイル中のヘッダー行に「user:bumon」としてbumon属性を指定し、デー
タ行で、bumon属性値を「100」としてドキュメント登録を行うと、登録したオブジェクトにbumon属性が
設定され、属性値が「100」となります。

オブジェクト登録ファイル中に指定できるユーザー属性は、ユーザー属性としてキャビネットに追加済みの
ものに限られます。一括登録コマンドでは、ユーザー属性のキャビネットへの追加などの管理操作はできま
せん。一括登録を実行する前に、ドキュメント管理サービスのサービス管理者またはキャビネット管理者は、
ドキュメント管理サービスの管理ツールを使って、あらかじめ必要な設定を行ってください。
エディションキー（版管理属性）もユーザー属性の一種です。このため、オブジェクト登録ファイル中に指
定できるエディションキーも、エディションキーのユーザー属性としてキャビネットに追加済みのものに限
られます。

entryMode,locationCondition,name,system:primary.storePath,user:zuban,user:bumon
entity,system:name “Folder1”,Test1,c:\temp\data1.tif,ABC1234,100
entity,system:name “Folder1”,Test2,c:\temp\data1.tif,ABC5678,100
179
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パラメーター
「どの処理を行うか」、「登録先はどこか」、「登録するデータファイルはどこにあるか」など、一括登録の処理
内容を、オブジェクト登録ファイル中に指定するものです。

たとえば、オブジェクト登録ファイル中のデータ行で、entryModeパラメーターに「entity」を指定すると、
そのデータ行で指定したオブジェクトについて、「ドキュメント登録」が実行されます。

オブジェクト登録ファイルのパラメーターには、さまざまな種類があります。また、処理内容に応じて、指定
するパラメーターが変わります。たとえば、ドキュメント登録の場合とリファレンス生成の場合では、指定す
るパラメーターが一部異なります。

オブジェクト登録ファイル中に指定するパラメーターの詳細については、「2.3  オブジェクト登録ファイルの
パラメーター」（P.184）を参照してください。

2.1.2 オブジェクト登録ファイルの記述ルール
オブジェクト登録ファイルの記述ルールを次に示します。

ヘッダー行の記述
ヘッダー行の役割は、オブジェクト登録ファイルによって指定する項目名を列挙することです。オブジェクト
登録ファイルの先頭から、最初の改行までがヘッダー行になります。項目名を、半角のカンマ（,）で区切っ
て指定します。

ヘッダー行の記述例を次に示します。

項目名としてユーザー属性を指定する場合は、「｛名前空間｝:｛属性名｝」とします。たとえば、名前空間が
「user」であれば、「user:bumon」と指定します。このマニュアルでは、名前空間が「user」であるものと
して説明しています。

データ行の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行は、それぞれの行が、一括登録の処理対象の1つのオブジェクトに対応
します。ヘッダー行のあとにデータ行を置きます。1つのオブジェクト登録ファイル中に、複数のデータ行を
置けます。データ行とデータ行の間を区切るのは、改行です。

データ行には、ヘッダー行中の項目名に対応させて指定内容を記述します。項目ごとに、半角のカンマ（,）
で区切って指定します。
データ行の記述例を次に示します。

文字列型属性値の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行で、文字列型属性値を設定する場合は、「green」のように、文字列を
そのまま指定します。ただし、文字列がカンマを含む場合などは、「"（ダブルクォーテーション）」で囲みま
す。

また、検索条件およびエディションキー（版管理属性）値として文字列を指定する場合は、文字列を必ず「"」
で囲みます。

entryMode,locationCondition,name,system:primary.storePath,user:zuban,user:bumon

entity,system:name “Folder1”,Test2,data2.tif,ABC5678,100
0



2.1  オブジェクト登録ファイルの書式
多値属性値の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行で、多値属性に対して複数の属性値を指定する場合は、
「|（半角縦棒）」で区切ります。たとえば、signalという多値のユーザー属性に、「red」、「yellow」、「blue」
という3つの文字列型属性値を設定する場合は、次のように指定します。

「|」を使って null値を指定することはできません。たとえば、次のように「|」を続けて記述した場合や、
「|」だけを記述した場合は、エラーになります。

日時型属性値の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行で、日時型属性に対して属性値を指定する場合は、
「YYYY-MM-DDThh:mm:ssTZD」の形式で指定します。たとえば、duedateという日時型のユーザー属性
に、「2021年3月10日5時30分10秒」という属性値を設定する場合は、次のように指定します。

URI型属性値の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行で、URI型属性に対して属性値を指定する場合は、URI文字列とラベル
文字列の間を「^」で区切ります。たとえば、userURLというユーザー属性に、URI文字列が「http://
www.aaa.bbb.ccc/ddd.html」、ラベル文字列が「dddのページ」という属性値を設定する場合は、次のよう
に指定します。

アトム型属性値の記述
オブジェクト登録ファイルのデータ行で、アトム型のシステム属性またはユーザー属性に対して属性値を指定
する場合は、「system:」または「｛名前空間｝:」を付けて指定します。たとえば、システム属性statusに、
アトム型属性値「fixed」を設定する場合は、次のように指定します。

記号の記述
オブジェクト登録ファイル中では、一部の記号が特定の目的のために使用されます。このため、次に示す記号
を、記号そのものとしてデータ行に記述する場合は、注意が必要です。

■「"（ダブルクォーテーション）」を記述するには
文字列を「"」で囲んで記述し、その文字列の中で、「"」を指定するには、「"」を2つ続けて記述します。たと
えば、「"Mark as ""Caution"""」というように、「""」によってダブルクォーテーションを表します。

（略）…,user:signal,…（略）
（略）…,red|yellow|blue,…（略）

（略）…,user:signal,…（略）
（略）…,|,…（略）
（略）…,||,…（略）

（略）…,user:duedate,…（略）
（略）…,2021-03-10T05:30:10JST,…（略）

（略）…,user:userURL,…（略）
（略）…,http://www.aaa.bbb.ccc/ddd.html^dddのページ ,…（略）

（略）…,status,…（略）
（略）…,system:fixed,…（略）
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■「,（カンマ）」を記述するには
文字列を「"」で囲んで記述します。たとえば、「"Put data1, data2, and data3"」というように記述しま
す。

■「|（半角縦棒）」、「^」を記述するには
属性値として「|」または「^」を記述する場合は、「|」または「^」の前に「\」を記述します。たとえば、
「Y\|N」というように、「\|」によって「|」を表します。
パラメーター値として「|」または「^」を記述する場合は、「\」を付ける必要はありません。

■「\（半角円記号、バックスラッシュ）」を記述するには
属性値として「\」を記述する場合は、「\」を2つ続けて記述します。たとえば、「\\data\\projectX」とい
うように、「\\」によって「\」を表します。
パラメーター値として「\」を記述する場合は、「\\」とする必要はありません。
2



2.2  オブジェクト登録ファイル中の指定項目となるシステム属性
2.2 オブジェクト登録ファイル中の指定項目となるシステム
属性

オブジェクト登録ファイル中の指定項目にできるシステム属性を、次に示します。

上記以外のシステム属性については、一括登録では属性値を設定できません。
オブジェクトの名前属性値は、nameパラメーターとrefNameパラメーターで指定でき、状態属性値は、status
パラメーターとoldStatusパラメーターで指定できます。また、クラス属性値は、classパラメーターとrefClass
パラメーターで指定できます。

属性名 型 説明

system:templateName 文字列 検索、表示用に設定されている属性テンプレートのテンプレート名

system:dmsName 文字列 DMS移行用キャビネットで設定されるDMSの名前属性
183
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2.3 オブジェクト登録ファイルのパラメーター
オブジェクト登録ファイル中に指定する、一括登録関連のパラメーターについて次に示します。

一括登録関連パラメーターには、さまざまなものがあります。指定する情報によっては、複数のパラメーターを組
み合わせる必要があります。このため、ここでは、まず、パラメーターの一覧を示したあと、複数のパラメーター
を組み合わせる指定方法について説明します。

2.3.1 パラメーター一覧
オブジェクト登録ファイル中に指定するパラメーターの一覧を、次に示します。パラメーター名は大文字小文
字が区別されますので、表に示すとおりに指定する必要があります。

「デフォルト指定」欄に「可能」とあるパラメーターについては、基本パラメーターファイル中に、同じパラ
メーターをXMLのタグとして指定できます。基本パラメーターファイル中にタグを指定しておくと、オブ
ジェクト登録ファイル中でパラメーターを省略したときに、基本パラメーターファイル中の指定がデフォルト
として使用されます。
また、「説明」欄に、serviceID、cabinetID、drepIdとあるのは、キャビネット中でユニークなオブジェクト
識別子です。serviceID、cabinetID、drepIdを調べるには、オブジェクト操作コマンド群を使用します。

オブジェクト操作コマンド群については、「2  オブジェクト操作コマンド群の使い方」（P.25）以降を参照し
てください。

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明

entryMode 文字列 不可 一括登録の処理内容を指定。必須パラメーターであり、デー
タ行中にentryModeパラメーターの値を指定しないと、エ
ラーになる。
次のいずれか1つを指定する
entity：ドキュメント登録
reference：リファレンス生成
entityAndReference：リファレンス同時生成
createFolder：フォルダー登録
revise：改版
revisionUp：改訂（リビジョンアップ）
overWrite：上書き
merge：マージ

name 文字列 不可 ドキュメント、フォルダーに設定するname属性値を指定す
る。

refName 文字列 不可 リファレンスに設定するname属性値を指定する。
参照先属性転記ファイルに指定がない場合は、refNameパ
ラメーターの値を指定しないと、参照先のオブジェクトと同
じ名前となる。

status アトム 可能 オブジェクトに設定するstatus属性値を指定する。

class アトム 可能 オブジェクトに設定するclass属性値を指定する。
特殊文字列「\0」を指定した場合は、「クラスなし」とな
る。
指定がない場合は、「デフォルトクラス」となる。
4



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
refClass アトム 可能 リファレンスオブジェクトに設定するclass属性値を指定す
る。
特殊文字列「\0」を指定した場合は、「クラスなし」とな
る。
指定がない場合は、「デフォルトクラス」となる。
参照先のオブジェクトのクラスが、リファレンス作成先の
キャビネットに存在する場合は、参照先のオブジェクトと同
一のクラスになり、存在しない場合は、「デフォルトクラス」
となる。

targetLatestEditio
n

エディ
ション
キー文
字列

不可 処理対象オブジェクトを特定するためのエディションキー
（版管理属性）値を指定。指定したエディションキーで管理
されるエディショングループの、最新エディションのオブ
ジェクトが処理対象となる。
「｛名前空間名｝:｛属性名｝（半角スペース） ｛属性値｝」の
形式で指定する
例：user:zuban "ABC123"
属性値がnullのエディションキーを指定する場合は、属性を
記述しない。targetCondition、targetDrepIdとの併用は
エラーになる。

targetCondition 検索文
字列

不可 処理対象オブジェクトを特定するための検索条件を指定す
る。targetLatestEdition、targetDrepIdとの併用はエラー
になる。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

targetDrepId 数値 不可 「リビジョンアップ」、「上書き」、「マージ」で検索条件によ
る対象オブジェクトの指定をする場合に使用する。
locationServiceId,locationCabinetId,targetDrepIdの組み
合わせ、またはlocationObjectId、targetDrepIdの組み合
わせで対象オブジェクトをダイレクトに指定する。
targetLatestEdition,targetConditionとの併用はエラーに
なる。

folderLabel 文字列 不可 フォルダー登録でのみ使用できる。
登録先のラベルとして使用できるフォルダーラベルを指定す
る。
"folder"と"location"以外の文字列を指定する。
"folder"や"location"を指定するとエラーになる。
オブジェクト登録ファイルの中でfolderLabelパラメーター
に指定したフォルダーラベルに重複した値のものがあるとエ
ラーになる。

specifyLocation 文字列 可能 ドキュメントまたはフォルダーの登録先を指定。次のいずれ
か1つを指定する。
location：「location」で始まるパラメーターで指定する登
録先
folder：直前に登録したフォルダー（該当するフォルダーが
ない場合はエラーとなる）
ラベル: 指定したフォルダーラベルで登録したフォルダー

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター（続き）

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明
185
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
refSpecifyLocatio
n

文字列 可能 リファレンスの生成先を指定。次のどちらかを指定する。
location：「refLocation」で始まるパラメーターで指定する
登録先
folder：直前に登録したフォルダー（該当するフォルダーが
ない場合はエラーとなる）
ラベル: 指定したフォルダーラベルで登録したフォルダー

storePath 文字列 不可 コンテントファイルが置かれているパスを指定する。

storeDirPath 文字列 可能 storePathパラメーターに相対パスを指定した場合、基底
ディレクトリーを指定する。

storedConformati
on

文字列 不可 コンテントファイルを変換するフォーマットを指定

updateSecondary
Content

文字列 可能 内容依存情報の更新を行うときに、生成するセカンダリコン
テントのラベルを指定する。複数指定する場合は、「|」で区
切る。

updateContent
Information

ブール
値

可能 内容依存情報の更新を行うときに、プライマリコンテントに
依存する属性を更新するかどうかを指定する。次のどちらか
を指定する。
true：更新する
false：更新しない

refCopyAttr ブール
値

可能 リファレンス生成時に、参照先オブジェクトの属性値をコ
ピーするかどうかを指定する。次のどちらかを指定する。
true：コピーする
false：コピーしない

skipMode アトム 可能 データ行の処理を始める前に、処理対象のオブジェクトの状
態を確認し、特定の状態だった場合に、そのオブジェクトを
処理対象から外し、次のデータ行に処理を進められる。
改版、改訂（リビジョンアップ）、上書き、マージの場合の
み有効。
処理対象から外す状態を、skipModeパラメーターによって
指定する。複数指定する場合は、「|」で区切る。

locationServiceId 文字列 可能 ドキュメント登録先とするサービスのserviceIDを指定する。

locationCabinetId 文字列 可能 ドキュメント登録先とするキャビネットのcabinetIDを指定
する。

locationDrawer
Name

文字列 可能 ドキュメント登録先とするドロワーの名前を指定する。

locationDrepId 数値 可能 ドキュメント登録先とするドロワーまたはフォルダーの
drepIdを指定する。

locationObjectId 文字列 データ登録先のObjectIdの文字列表記を指定する。
（ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点
を指定する場合に指定）

locationCondition 検索文
字列

可能 ドキュメント登録先を特定するための検索条件を指定する。
索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記
述形式」（P.215）を参照してください。

locationDepthFro
mSearchRoot

数値 データ登録先の検索範囲となる階層数を指定 する。
（locationConditionパラメーターを指定した場合のみ有効） 

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター（続き）

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明
6



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
nextDrepId 数値 可能 ドキュメントまたはフォルダー登録位置を示すdrepIdを指
定する。

nextObjectId 文字列 データ登録位置のObjectIdの文字列表記を指定する。 
（ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点
を指定する場合に指定） 

nextCondition 検索文
字列

可能 ドキュメントまたはフォルダー登録位置を特定するための検
索条件を指定する。（データ登録先オブジェクトを検索起点
とする検索条件形式の場合に指定）

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

refMode 文字列 可能 生成するリファレンスの種類を指定。次のどちらかを指定す
る。
normal：通常リファレンス
hard：ハードリファレンス

refServiceId 文字列 可能 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるサービスのserviceIDを指定
する。

refCabinetId 文字列 可能 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるキャビネットのcabinetIDを
指定する。

refDrawerName 文字列 可能 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるドロワーの名前を指定する。

refDrepId 数値 可能 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、drepIdを指定する。

refObjectId 文字列 リファレンス参照先のObjectIdの文字列表記を指定 する。
（ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点
を指定する場合に指定） 

refCondition 文字列 可能 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めの、検索条件を指定。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

refDepthFromSea
rchRoot

数値 リファレンス参照先の検索範囲となる階層数を指定する。
（refConditionパラメーターを指定した場合のみ有効） 

refEditionKey エディ
ション
キー文
字列

不可 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めの、エディションキー（版管理属性）値を指定する。
「｛名前空間名｝:｛属性名｝（半角スペース） ｛属性値｝」の
形式で指定する。
例：user:zuban "ABC123"
属性値がnullのエディションキーを指定する場合は、属性を
記述しない。

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター（続き）

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明
187
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
refEditionNumber 数値 不可 生成するリファレンスによる参照方法（エディション）を指
定する。次のどれか1つを指定する。
-1：常に最新エディションのオブジェクトを参照
 0：現時点における最新エディションのオブジェクトを参照
1以上：特定の版番号を持つオブジェクトを参照
ただし、refObjectIdパラメーターを指定すると、このパラ
メーターは、無視される。

refRevisionNumbe
r

数値 不可 生成するリファレンスによる参照方法（リビジョン）を指
定。する。次のどちらかを指定する。
 0：現時点における最新リビジョンのオブジェクトを参照
1以上：特定のリビジョン番号を持つオブジェクトを参照
ただし、refObjectIdパラメーターを指定すると、このパラ
メーターは、無視される。

refLocationServic
e
Id

文字列 可能 リファレンス生成先とするサービスのserviceIDを指定する。

refLocationCabine
t
Id

文字列 可能 リファレンス生成先とするキャビネットのcabinetIDを指定
する。

refLocationDrawe
rName

文字列 可能 リファレンス生成先とするドロワーの名前を指定する。

refLocationDrepId 数値 可能 リファレンス生成先とするドロワーまたはフォルダーの
drepIdを指定する。

refLocationObject
Id 

文字列 リファレンス登録先のObjectIdの文字列表記を指定する。
 （ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起
点を指定する場合に指定） 

refLocation
Condition

検索文
字列

可能 リファレンス生成先を特定するための検索条件を指定する。
検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

refLocationDepth
FromSearchRoot

数値 リファレンス登録先の検索範囲となる階層数を指定する。
（refLocationConditionパラメーターを指定した場合のみ有
効） 

refNextDrepId 数値 不可 リファレンス生成位置を示すdrepIdを指定する。

refNextObjectId 文字列 リファレンス登録位置のObjectIdの文字列表記を指定する。
 （ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起
点を指定する場合に指定） 

refNextCondition 検索文
字列

不可 リファレンス生成位置を特定するための検索条件を指定す
る。
（リファレンス登録先オブジェクトを検索起点とする検索条
件形式の場合に指定）

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

storeDirPath 文字列 storePathパラメーターが相対パス指定の場合の基底ディレ
クトリーを指定する。 

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター（続き）

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明
8



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
existenceCheck 文字列 可能 データ行の処理を始める前に、特定のオブジェクトの存在
チェックを行い、その結果に応じて、処理を変更できる。存
在チェックの実行方法を、existenceCheckパラメーターに
よって指定する。次のどれ」か1つを指定する。
ignore：存在チェックを行わない
do：オブジェクトが存在する場合は、このデータ行を処理
する。オブジェクトが存在しない場合は、このデータ行の処
理をスキップして、次のデータ行に処理を進める
skip：オブジェクトが存在する場合は、このデータ行の処理
をスキップして、次のデータ行に処理を進める。オブジェク
トが存在しない場合は、このデータ行を処理する

existenceCheck
ServiceId

文字列 可能 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるサービスのserviceIDを指定する。

existenceCheck
CabinetId

文字列 可能 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるキャビネットのcabinetIDを指定する。

existenceCheck
DrawerName

文字列 可能 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるドロワーの名前を指定する。

existenceCheckOb
jectId

文字列 存在チェック先のObjectIdの文字列表記を指定する。
 （ダイレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起
点を指定する場合に指定） 

existenceCheck
DrepId

数値 可能 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、
drepIdを指定する。

existenceCheckDe
pthFromSearchRo
ot 

数値 存在チェック先の検索範囲となる階層数を指定する。
 （existenceCheckConditionパラメーターを指定した場合
のみ有効） 

existenceCheck
Condition

検索文
字列

可能 存在チェックの対象オブジェクトを特定するための、検索条
件を指定する。

検索条件の記述方法については「2.3.12  検索条件の
記述形式」（P.215）を参照してください。

editionKey エディ
ション
キー文
字列

不可 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合に、エディ
ションキー（版管理属性）と属性値を指定する。

designatedEdition
Number

数値 可能 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合に、版番号
を指定する。

designatedEdition
Label

文字列 可能 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合に、版ラベ
ルを指定する。

oldStatus アトム 可能 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合、または改
版を行う場合に、登録または改版前に最新エディションだっ
たオブジェクトに設定する状態を指定する。

revisionComment 文字列 可能 リビジョンコメントを指定する。
デフォルト値は、リビジョンアップの場合は
「dRepositoryRegist」となり、新規登録の場合は、null値
となる。
特殊文字列「\0」を指定した場合は、null値となる。

表：オブジェクト登録ファイル中のパラメーター（続き）

パラメーター名 型 デフォル
ト指定 説明
189
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
2.3.2 登録先、生成先の指定方法
オブジェクト登録ファイル中には、登録先、生成先を指定するためのパラメーターを必ず指定します。

指定する登録先、生成先は次のとおりです。一括登録の処理内容に応じて、どれを指定するかが変わります。
･ ドキュメントの登録先
･ フォルダーの登録先
･ リファレンスの生成先

･ 一括登録コマンド（wfregist）では、リファレンスを登録できません。
･ 指定する登録先および生成先には、ごみ箱またはごみ箱内のオブジェクトを指定できません。

ここでは、登録先、生成先の指定方法の概要のみを説明します。処理内容ごとの指定方法の違いについては、
「2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル」（P.216）を参照してください。

登録先、生成先の指定方法には、次の6種類があります。
･ 直前に登録したフォルダーを指定する方法
･ フォルダーラベルを指定する方法
･ ダイレクト形式で指定する方法
･ キャビネット起点の検索条件で指定する方法
･ ドロワー起点の検索条件で指定する方法
･ ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指定する方法

一括登録コマンド（wfregist）では、locationObjectIdによる「ダイレクト形式で指定する方法」での登録
だけが可能です。

登録先、生成先、および指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。
表：登録先、生成先を指定するためのパラメーター

指定方法 ドキュメント登録先
フォルダー登録先 リファレンス生成先

直前に登録したフォルダーを指定 specifyLocation refSpecifyLocation

フォルダーラベルを指定 specifyLocation refSpecifyLocation

ダイレクト形式で指定 locationServiceId、
locationCabinetId、
locationDrawerNameまたは
locationDrepId、
locationObjectId

refLocationServiceId、
refLocationCabinetId、
refLocationDrawerNameまたは
refLocationDrepId、
refLocationObjectId

キャビネット起点の検索条件で指
定

locationServiceId、
locationCabinetId、
locationCondition、
locationObjectId、
locationDepthFromSearchR
oot

refLocationServiceId、
refLocationCabinetId、
refLocationCondition、
refLocationObjectId、
refLocationDepthFromSearchRo
ot

ドロワー起点の検索条件で指定 locationServiceId、
locationCabinetId、
locationDrawerName、
locationCondition、
locationDepthFromSearchR
oot

refLocationServiceId、
refLocationCabinetId、
refLocationDrawerName、
refLocationCondition、
refLocationDepthFromSearchRo
ot
0



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
上記の表からわかるように、ドキュメントまたはフォルダー登録先を指定するパラメーターと、リファレンス
生成先を指定するパラメーターはよく似ています。ドキュメント登録先を指定する場合の例を挙げて、具体的
な指定方法を次に示します。リファレンス生成先を指定する場合も、パラメーターは異なりますが、指定方法
は共通です。

記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。表では、データ登録先オブジェクト（起点オ
ブジェクト）をlocationObjectIdパラメーターでの指定とlocationServiceIdパラメーター、
locationCabinetIdパラメーターなど複数のパラメーターによる指定の2つの方法に分けて示します。

表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

◇ locationObjectIdパラメーターでの指定

ドロワー、フォルダー起点の検索
条件で指定

locationServiceId、
locationCabinetId、
locationDrepId、
locationCondition、
locationObjectId、
locationDepthFromSearchR
oot

refLocationServiceId、
refLocationCabinetId、
refLocationDrepId、
refLocationCondition、
refLocationObjectId、
refLocationDepthFromSearchRo
ot

パラメーター／記述方法 直前登録
フォルダー ラベル指定 ダイレクト

形式
検索条件形式
（キャビ
ネット）

検索条件形式
（ドロワー、
フォルダー）

specifyLocation ◎
folder

◎
ラベル名

◎
location

◎
location

◎
location

locationObjectId ─ ─      ◎（＊5）      ◎（＊6）      ◎（＊5）

locationCondition ─ ─    ◆（＊1） ◎ ◎

locationDepthFromSear
chRoot ─ ─ ─ ○ ○

表：登録先、生成先を指定するためのパラメーター

指定方法 ドキュメント登録先
フォルダー登録先 リファレンス生成先
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◇ locationServiceIdパラメーター、locationCabinetIdパラメーターなど複数のパラメーターによる指定

＊ 1：指定された場合は、検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）、あるいは、検索条件形式での指定（検索起点が
ドロワー、フォルダー）で記述されたこととみなします。

＊ 2：locationDrawerNameパラメーター、locationDrepIdパラメーターのどちらか一方の指定が必要となります。両
方指定された場合は、locationDrawerNameパラメーターの指定を優先します。

＊ 3：locationDrawerNameパラメーターが指定された場合は、検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）で記述
されたこととみなします。

＊ 4：locationDrawerNameパラメーターが指定されておらず、locationDrepIdパラメーターが指定された場合は、検
索条件形式での指定（検索起点がドロワー、フォルダー）で記述されたこととみなします。

＊ 5：locationObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット以外のオブジェクト用」
の形式でなければなりません。

＊ 6：locationObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット用」の形式でなければ
なりません。

直前に登録したフォルダーを指定する方法
オブジェクト登録ファイル中で、直前に登録したフォルダーを登録先とする方法です。
次に示すように、specifyLocationパラメーターに「folder」を指定します。

なお、直前のフォルダー登録がエラーとなった場合は、specifyLocationパラメーターに「folder」を指定し
たデータ行の登録もエラーとなります。

フォルダーラベルを指定する方法
オブジェクト登録ファイル中で、登録先とするフォルダーのラベルを指定する方法です。
次に示すように、specifyLocationパラメーターに登録済みフォルダーのラベルを指定します。

なお、指定したラベルのフォルダーが存在しない場合は、エラーとなります。

パラメーター／記述方法 直前登録
フォルダー

ラベル指
定

ダイレク
ト
形式

検索条件
形式

（キャビ
ネット）

検索条件
形式
（ドロ
ワー）

検索条件
形式
（ドロ
ワー、
フォル
ダー）

specifyLocation ◎
folder

◎
ラベル名

◎
location

◎
location

◎
location

◎
location

locationServiceId ─ ─ ◎ ◎ ◎ ◎

locationCabinetId ─ ─ ◎ ◎ ◎ ◎

locationDrawerName ─ ─ ◎（＊2） ◆（＊3） ◎ ◆（＊3）

locationDrepId ─ ─ ◎（＊2） ◆（＊4） ─ ◎

locationCondition ─ ─  ◆（＊1） ◎ ◎ ◎

locationDepthFromSe
archRoot ─ ─ ─ ○ ○ ○

（略）…,specifyLocation,…（略）
（略）…,folder,…（略）

（略）…,specifyLocation,…（略）
（略）…,DocFolder1,…（略）
2



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
ダイレクト形式で指定する方法
サービス、キャビネット、ドロワー（フォルダー）をすべて直接指定することによって、登録先を指定する方
法です。

ダイレクト形式で指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、登録先とするサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、登録先とするキャビネットの cabinetIDを指定
･ locationDrawerNameパラメーターに、登録先とするドロワーの名前を指定。
または、locationDrepIdパラメーターに、登録先とするドロワーかフォルダーの drepIdを指定
･ locationObjectIdパラメーターに、登録先とするオブジェクトの objectIdを指定

locationObjectIdパラメーターで指定した場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の
「キャビネット以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
なお、locationDrawerNameパラメーターとlocationDrepIdパラメーターの両方を指定した場合は、
locationDrawerNameパラメーターの指定が優先されます。ただし、登録先がドロワーであり、ドロワーの
drepIdがわかっている場合には、locationDrawerNameパラメーターではなく、locationDrepIdパラメー
ターを指定したほうが処理が速くなります。
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）のドロワー「drawer1」を、登
録先として指定しています。

キャビネット起点の検索条件で指定する方法
キャビネットを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを登録先とする方法で
す。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

キャビネット起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、登録先とするサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、登録先とするキャビネットの cabinetIDを指定
･ locationConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ locationObjectIdパラメーターに、登録先のキャビネットオブジェクトの objectIdを指定
･ locationDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

locationObjectIdパラメーターで指定した場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の
「キャビネット用」の形式でなければなりません。
locationServiceIdパラメーターで指定した場合に、locationDrawerNameパラメーターを指定すると検索起
点がドロワーになり、「検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）」と解釈されます。
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、キャビネット起点から指定さ
れた階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、2以上で、キャビネット
作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

（略）…,specifyLocation,locationServiceId,locationCabinetId,locationDrawerName,…
（略）
（略）…,location,main-doclib,CAB01,drawer1,…（略）
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指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）を起点とした検索条件に基づい
て、登録先を指定しています。検索条件は、name属性値が「cad」であり、dataNum属性値が「1」という
ものです。

ドロワー起点の検索条件で指定する方法
ドロワーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを登録先とする方法です。
検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

ドロワー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、登録先とするサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、登録先とするキャビネットの cabinetIDを指定
･ locationDrawerNameパラメーターに、登録先とするドロワーの名前を指定
･ locationConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ locationDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

locationDrawerNameパラメーターが無視されるため、locationObjectIdパラメーターで指定することはで
きません。 
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワー起点から指定された
階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以上で、キャビネット作成
時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）のドロワー「drawer1」を起点
とした検索条件に基づいて、登録先を指定しています。検索条件は、name属性値が「cadfol」というもので
す。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指定する方法
ドロワー、フォルダーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを登録先とす
る方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、登録先とするサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、登録先とするキャビネットの cabinetIDを指定
･ locationDrepIdパラメーターに、登録先とするドロワーまたはフォルダーの drepIdを指定
･ locationConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ locationObjectIdパラメーターに、検索起点のオブジェクトの objectIdを指定
･ locationDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

（略）…,specifyLocation,locationServiceId,locationCabinetId,locationCondition,…
（略）
（略）…,location,main-doclib,CAB01,system:name "cad" user:dataNum 1,…（略）

（略）…,specifyLocation,locationServiceId,locationCabinetId,locationDrawerName,
locationCondition,…（略）
（略）…,location,main-doclib,CAB01,drawer1,system:name "cadfol",…（略）
4



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
locationObjectIdパラメーターで指定した場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の
「キャビネット以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。
locationDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワーまたはフォルダー起
点から指定された階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以上で、
キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）の、drepIdが
「102731068523271」であるオブジェクト（ドロワー、フォルダー）を起点とした検索条件に基づいて、
登録先を指定しています。検索条件は、name属性値が「cadfol」というものです。

2.3.3 登録位置、生成位置の指定方法
オブジェクト登録ファイル中に、位置を指定するためのパラメーターを指定できます。これは、たとえば、
「登録済みのドキュメントAAの前の位置に、新しいドキュメントを登録する」というように、登録先の場所の
中の特定の位置を指定するものです。位置の指定を省略すると、登録済みのオブジェクトの最後尾に、ドキュ
メントが登録、またはリファレンスが生成されます。

指定する位置は次のとおりです。一括登録の処理内容に応じて、どれを指定するかが変わります。
･ ドキュメントの登録先
･ フォルダーの登録先
･ リファレンスの生成先

ここでは、位置の指定方法の概要のみを説明します。処理内容ごとの指定方法の違いについては、「2.4  処理
内容に応じたオブジェクト登録ファイル」（P.216）を参照してください。

位置を指定する場合は、登録先または生成先として指定した場所に登録済みのオブジェクトを1つ指定しま
す。指定したオブジェクトの「前」に、ドキュメントが登録、またはリファレンスが生成されます。

位置の指定方法には、次の3種類があります。
･ 登録位置をダイレクト形式（nextObjectIdパラメーター）で指定する方法
･ 登録位置をダイレクト形式（nextDrepIdパラメーター）で指定する方法
･ 登録位置を、データ登録先オブジェクト起点の検索条件で指定する方法

指定する位置と指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

（略）…,specifyLocation,locationServiceId,locationCabinetId,locationDrepId,
locationCondition,…（略）
（略）…,location,main-doclib,CAB01,102731068523271,system:name "cadfol",…（略）

表：位置を指定するためのパラメーター

指定方法 ドキュメント、フォルダー登録位
置 リファレンス生成位置

ダイレクト形式
（nextObjectIdパラメーターで指定）

nextObjectId refNextObjectId

ダイレクト形式
（nextDrepIdパラメーターで指定）

データ登録先、
nextDrepId refNextDrepId

検索条件形式
（データ登録先が検索起点）

データ登録先、
nextCondition refNextCondition
195
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上記の表からわかるように、ドキュメントまたはフォルダー登録位置を指定するパラメーターと、リファレン
ス生成位置を指定するパラメーターはよく似ています。ドキュメント登録位置を指定する場合の例を挙げて、
具体的な指定方法を次に示します。リファレンス生成位置を指定する場合も、パラメーターは異なりますが、
指定方法は共通です。

これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。
表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

＊ 1：データ登録先オブジェクトの serviceIdおよび cabinetIdと組み合わせて登録位置オブジェクトをダイレクト形式
で指定します。

＊ 2：指定した場合は、ダイレクト形式（nextObjectIdパラメーター指定）で記述されたとみなします。
＊ 3：データ登録先オブジェクトを検索起点として検索を行います。
＊ 4：指定された場合は、ダイレクト形式（nextDrepIdパラメーター指定）で記述されたとみなします。

ダイレクト形式（nextObjectIdパラメーター）で指定する方法
登録済みのオブジェクトを直接指定することによって、登録位置を指定する方法です。

nextObjectIdパラメーターに、登録済みのオブジェクトのobjectIdを指定します。指定例を示します。

前記のデータ行では、ほかのパラメーターによって指定した登録場所にあるオブジェクトのうち、objectId
が「main-doclib:CAB01:102731068523271」であるオブジェクトを登録位置として指定しています。
このデータ行によって処理されるドキュメントは、objectIdが「main-
doclib:CAB01:102731068523271」であるオブジェクトの前に登録されます。

なお、nextDrepIdパラメーターとnextConditionパラメーターは、記述しても無視されます。

パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の「キャビネット以外のオブジェクト用」の形式でなけ
ればなりません。

パラメーター／記述方法
ダイレクト形式

（nextObjectIdパラ
メーターで指定）

ダイレクト形式
（nextDrepIdパラメー

ターで指定）

検索条件形式
（データ登録先が検索起

点）

データ登録先 ─ ○（＊1） ○（＊3）

nextObjectId ◎ ◆（＊2） ◆（＊2）

nextDrepId ─ ◎ ◆（＊4）

nextCondition ─ ─ ◎

（略）…,nextObjectId,…（略）
（略）…,main-doclib:CAB01:102731068523271,…（略）
6



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
ダイレクト形式（nextDrepIdパラメーター）で指定する方法
登録済みのオブジェクトを直接指定することによって、登録位置を指定する方法です。

nextDrepIdパラメーターに、登録済みのオブジェクトのdrepIdを指定します。指定例を示します。

上記のデータ行では、ほかのパラメーターによって指定した登録場所にあるオブジェクトのうち、drepIdが
「102731068523271」であるオブジェクトを登録位置として指定しています。このデータ行によって処理
されるドキュメントは、drepIdが「102731068523271」であるオブジェクトの前に登録されます。

なお、nextObjectIdパラメーターが指定されていると、「ダイレクト形式（nextObjectIdパラメーターで指
定）」とみなされます。

nextConditionパラメーター値は、記述しても無視されます。

データ登録先オブジェクトからサービスとキャビネットを指定する情報を取り出し、本パラメーター値と組み
合わせて、登録位置オブジェクトをダイレクト形式で指定します。

データ検索先起点の検索条件で指定する方法
データ検索先を起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを登録位置とする方法
です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

nextObjectIdパラメーターが指定されていると、「ダイレクト形式（nextObjectIdパラメーターで指定）」と
みなされます。
nextDrepIdパラメーターが指定されていると、「ダイレクト形式（nextDrepIdパラメーターで指定）」とみ
なされます。
データ登録先オブジェクトを検索起点とし、パラメーター値の条件に該当するオブジェクトが登録位置となり
ます。

2.3.4 リファレンス参照先オブジェクトの指定方法
一括登録処理でリファレンスを生成する場合は、オブジェクト登録ファイル中に、リファレンスの参照先オブ
ジェクトを指定するためのパラメーターを必ず指定します。

リファレンス参照先オブジェクトの指定方法には、次の9種類があります。
･ ダイレクト形式で指定したオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ ダイレクト形式（キャビネット）で指定したオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 検索条件に一致するオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 常に最新エディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 現時点における最新エディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 現時点における特定のエディションのオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス、ハードリファレンス）
･ 現時点における最新エディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）

（略）…,nextDrepId,…（略）
（略）…,102731068523271,…（略）
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･ 現時点における特定のエディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照するリファレンス
（通常リファレンス）
･ 現時点における特定のエディションであり、特定のリビジョンであるオブジェクトを参照するリファレン
ス（通常リファレンス）

指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。表では、リファレンス参照先オブ
ジェクト（起点オブジェクト）をrefObjectIdパラメーターでの指定とrefServiceIdパラメーターによる指定
の2つの方法に分けて示します。

表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

表：リファレンス参照先オブジェクトを指定するためのパラメーター

指定方法 パラメーター

ダイレクト形式で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refDrawerNameまたはrefDrepId、
refObjectId

ダイレクト形式（キャビネット）で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refObjectId

キャビネット起点の検索条件で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refDepthFromSearchRoot、
refCondition、
refObjectId

ドロワー起点の検索条件で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refDepthFromSearchRoot、
refDrawerName、
refCondition

ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refDepthFromSearchRoot、
refDrawerNameまたはrefDrepId、
refCondition

版番号およびリビジョン番号で指定 refServiceId、
refCabinetId、
refEditionKey、
refEditionNumber、
refEditionNumber
8



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
◇ refObjectIdパラメーターでの指定

◇ refServiceIdパラメーターによる指定

＊ 1：refModeパラメーターに “hard”を指定した場合、refLocationCabinetIdパラメーターと違う値を記述された場
合は、エラーとなります。

＊ 2：refDrawerNameパラメーター、refDrepIdパラメーター、どちらか一方の指定が必須となります。両方指定され
た場合は、refDrawerNameパラメーターの指定を優先します。

＊ 3：指定された場合は、「検索条件指定」で記述されたこととみなします。
＊ 4：指定された場合は、「エディション番号（リビジョン番号）で指定」で記述されたこととみなします。
＊ 5：指定された場合は、「ダイレクト指定」で記述されたこととみなします。
＊ 6：指定された場合は、「ダイレクト指定（リビジョン番号）で記述されたこととみなします。
＊ 7：nextObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット用」の形式でなければなり

ません。
＊ 8：refObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット以外のオブジェクト用」の形

式でなければなりません。
＊ 9：refObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「特定リビジョンのドキュメント用」の形式

でなければなりません。

パラメーター／記述方法 ダイレクト指定
（キャビネット） ダイレクト指定 ダイレクト指定

（リビジョン番号） 検索条件指定

refMode normal normal/hard normal normal/hard

refObjectId ◎（＊7） ◎（＊8） ◎（＊9） ◎

refCondition ◆（＊3） ◆（＊3） ◆（＊3） ◎

refDepthFromSearchR
oot ─ ─ ─ ○

パラメーター／記述方法
ダイレクト指
定（キャビ
ネット）

ダイレクト指
定 

ダイレクト指
定（リビジョ
ン番号） 

検索条件指定
エディション
番号（リビ
ジョン番号）
で指定

refMode normal normal/hard normal normal/hard normal/
hard

refServiceId ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

refCabinetId ◎ ◎（＊1） ◎（＊1） ◎（＊1） ◎（＊1）

refDrawerName ◆（＊5） ◎（＊2） ─ ○ ─

refDrepId ◆（＊5） ◎（＊2） ◎ ○ ◆（＊6）

refCondition ◆（＊3） ◆（＊3） ◆（＊3） ◎ ─

refDepthFromSearch
Root ─ ─ ─ ○ ─

refEditionKey ◆（＊4） ◆（＊4） ◆（＊4） ◆（＊4） ◎

refEditionNumber ─ ─ ─ ─ ◎

refRevisionNumber ◆（＊6） ◆（＊6） ◎ ─ ○
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ダイレクト形式で指定する方法
オブジェクトを直接指定することによって、通常リファレンスまたはハードリファレンスの参照先を指定する
方法です。

ダイレクト形式で指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refDrawerNameパラメーターに、参照先オブジェクトがあるドロワーの名前を指定。
または、refDrepIdパラメーターに、参照先オブジェクトの drepIdを指定
･ refObjectIdパラメーターに、参照先オブジェクトの objectIdを指定

なお、refDrawerNameパラメーターとrefDrepIdパラメーターの両方を指定した場合は、refDrawerName
パラメーターの指定が優先されます。ただし、ドロワーのdrepIdがわかっている場合には、
refDrawerNameパラメーターではなく、refDrepIdパラメーターを指定すると処理が速くなります。
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）にある、drepIdが
「102731068523271」であるオブジェクトを、参照先として指定しています。

ダイレクト形式（キャビネット）で指定する方法
オブジェクト（キャビネット）を直接指定することによって、通常リファレンスの参照先を指定する方法で
す。

ダイレクト形式（キャビネット）で指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先のキャビネットがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先のキャビネットの cabinetIDを指定
･ refObjectIdパラメーターに、参照先のキャビネットオブジェクトの objectIdを指定
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）を、参照先として指定していま
す。

キャビネット起点の検索条件で指定する方法
キャビネットを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを、通常リファレンス
またはハードリファレンスの参照先とする方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指
定方法よりも処理が遅くなります。

キャビネット起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ refObjectIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットオブジェクトの objectIdを指定
･ refDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

（略）…,refServiceId,refCabinetId,refDrepId,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,102731068523271,…（略）

（略）…,refServiceId,refCabinetId,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,…（略）
0



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
refDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、キャビネット起点から指定された階
層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、2以上で、キャビネット作成時
に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）を起点とした検索条件に基づい
て、参照先オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値が「cad」であり、dataNum属性値
が「1」というものです。

ドロワー起点の検索条件で指定する方法
ドロワーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを、通常リファレンスまた
はハードリファレンスの参照先とする方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方
法よりも処理が遅くなります。

ドロワー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refDrawerNameパラメーターに、参照先オブジェクトがあるドロワーの名前を指定
･ refConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ refDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

refDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワー起点から指定された階層に
あるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以上で、キャビネット作成時に指
定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）のドロワー「drawer1」を起点
とした検索条件に基づいて、参照先オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値が「cadfol」
というものです。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指定する方法
ドロワー、フォルダーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを、通常リ
ファレンスまたはハードリファレンスの参照先とする方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形
式による指定方法よりも処理が遅くなります。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refDrepIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるドロワー、フォルダーの drepIdを指定

（略）…,refServiceId,refCabinetId,refCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,system:name "cad" user:dataNum 1,…（略）

（略）…,refServiceId,refCabinetId,refDrawerName,refCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,drawer1,system:name "cadfol",…（略）
201
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･ refConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ refObjectIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるドロワーオブジェクト、フォルダーオブジェクト
の objectIdを指定
･ refDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

refDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワーやフォルダー起点から指定
された階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以上で、キャビネッ
ト作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）の、drepIdが
「102731068523271」であるオブジェクト（ドロワー、フォルダー）を起点とした検索条件に基づいて、
参照先オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値が「cadfol」というものです。

版番号およびリビジョン番号で指定する方法
版番号およびリビジョン番号で特定されるオブジェクトを、通常リファレンスまたはハードリファレンスの参
照先とする方法です。この指定方法は、参照先のオブジェクトが版管理されている場合のみ有効です。指定方
法には、次の種類があります。

■ 常に最新エディションのオブジェクトを参照させる方法
通常リファレンスに、常に最新エディションのオブジェクトを参照させる場合は、次のようにパラメーターを
指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、「-1」を指定
･ refRevisionNumberパラメーターを指定しない

■ 現時点における最新エディションのオブジェクトを参照させる方法
通常リファレンスまたはハードリファレンスに、現時点における最新エディションのオブジェクトを参照させ
る場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、「0」を指定
･ refRevisionNumberパラメーターを指定しない

■ 現時点における特定のエディションのオブジェクトを参照させる方法
通常リファレンスまたはハードリファレンスに、現時点における特定のエディションのオブジェクトを参照さ
せる場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、版番号（1以上の整数）を指定

（略）…,refServiceId,refCabinetId,refDrepId,refCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,102731068523271,system:name "cadfol",…（略）
2



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
･ refRevisionNumberパラメーターを指定しない

指定した版番号が存在しない場合は、そのデータ行に指定したリファレンス生成がエラーとなります。

■ 現時点における最新エディション、最新リビジョンのオブジェクトを参照させる方
法
通常リファレンスに、現時点における最新エディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照さ
せる場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、「0」を指定
･ refRevisionNumberパラメーターに、「0」を指定

■ 現時点における特定のエディション、最新リビジョンのオブジェクトを参照させる
方法
通常リファレンスに、現時点における特定のエディションであり、最新リビジョンであるオブジェクトを参照
させる場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、版番号（1以上の整数）を指定
･ refRevisionNumberパラメーターに、「0」を指定

指定した版番号が存在しない場合は、そのデータ行に指定したリファレンス生成がエラーとなります。

■ 現時点における特定のエディション、特定のリビジョンのオブジェクトを参照させ
る方法
通常リファレンスに、現時点における特定のエディションであり、特定のリビジョンであるオブジェクトを参
照させる場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ refServiceIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ refCabinetIdパラメーターに、参照先オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ refEditionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ refEditionNumberパラメーターに、版番号（1以上の整数）を指定
･ refRevisionNumberパラメーターに、リビジョン番号（1以上の整数）を指定

指定した版番号またはリビジョン番号が存在しない場合は、そのデータ行に指定したリファレンス生成がエ
ラーとなります。

2.3.5 存在チェックの対象オブジェクトの指定方法
一括登録処理を実行する前に、特定のオブジェクトの存在チェックができます。存在チェックの結果に応じ
て、一括登録を実行したり、実行をスキップしたりできます。存在チェックを行うかどうか、また行う場合
は、結果に応じて一括登録をどのように実行するかを指定するパラメーターは、existenceCheckです。

存在チェックを行う場合は、オブジェクト登録ファイル中に、存在チェックの対象オブジェクトを指定する必
要があります。
存在チェックの対象オブジェクトの指定方法には、次の4種類があります。
･ ダイレクト形式で対象オブジェクトを指定する方法
･ キャビネット起点の検索条件で対象オブジェクトを指定する方法
203



20

第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
･ ドロワー起点の検索条件で対象オブジェクトを指定する方法
･ ドロワー、フォルダー起点の検索条件で対象オブジェクトを指定する方法

指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。表では、存在チェック先オブジェク
ト（起点オブジェクト）をexistenceCheckObjectIdパラメーターでの指定と複数のパラメーターによる指定
の2つの方法に分けて示します。

表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
△ :条件によって有効なパラメーターです。
─ :指定しても無視されます。
×:指定するとエラーになります。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

表：存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーター

指定方法 パラメーター

ダイレクト形式で指定 existenceCheckServiceId、
existenceCheckCabinetId、
existenceCheckDrawerNameまたは
existenceCheckDrepId、
existenceCheckObjectId

キャビネット起点の検索条件で指定 existenceCheckServiceId、
existenceCheckCabinetId、
existenceCheckCondition、
existenceCheckObjectId、
existenceCheckDepthFromSearchRoot

ドロワー起点の検索条件で指定 existenceCheckServiceId、
existenceCheckCabinetId、
existenceCheckDrawerName、
existenceCheckCondition、
existenceCheckDepthFromSearchRoot

ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指
定

existenceCheckServiceId、
existenceCheckCabinetId、
existenceCheckDrawerNameまたは
existenceCheckDrepId、
existenceCheckCondition、
existenceCheckObjectId、
existenceCheckDepthFromSearchRoot
4
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◇existenceCheckObjectIdパラメーターでの指定

◇複数パラメーターでの指定

＊ 1：指定された場合は、検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）、あるいは、検索条件形式での指定（検索起点が
ドロワー、フォルダー）で記述されたこととみなします。

＊ 2：existenceCheckDrawerNameパラメーター、existenceCheckDrepIdパラメーターどちらか一方の指定が必須。
両方指定された場合は、existenceCheckDrawerNameパラメーターの指定を優先となります。

＊ 3：existenceCheckDrawerNameパラメーターが指定された場合は、検索条件形式での指定（検索起点がドロワー）
で記述されたこととみなします。

＊ 4：existenceCheckDrawerNameパラメーターが指定されておらず、existenceCheckDrepIdパラメーターが指定
された場合は、検索条件形式での指定（検索起点がドロワー、フォルダー）で記述されたこととみなします。

＊ 5：existenceCheckObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット以外のオブ
ジェクト用」の形式でなければなりません。

＊ 6：existenceCheckObjectIdパラメーターの値が「オブジェクト IDの文字列表記」の「キャビネット用」の形式で
なければなりません。

ダイレクト形式で指定する方法
サービス、キャビネット、ドロワーをすべて直接指定することによって、存在チェックの対象オブジェクトを
指定する方法です。

ダイレクト形式で指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ existenceCheckServiceIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ existenceCheckCabinetIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ existenceCheckDrawerNameパラメーターに、対象オブジェクトがあるドロワーの名前を指定。また
は、existenceCheckDrepIdパラメーターに、対象オブジェクトの drepIdを指定
･ existenceCheckObjectIdパラメーターに、対象オブジェクトの objectIdを指定
･ existenceCheckDepthFromSearchRoot検索範囲の階層数を指定

なお、existenceCheckDrawerNameパラメーターとexistenceCheckDrepIdパラメーターの両方を指定し
た場合は、existenceCheckDrawerNameパラメーターの指定が優先されます。ただし、ドロワーのdrepId

パラメーター／記述方法 ダイレクト形式 
（dRepository）

検索条件形式 
（キャビネット）

検索条件形式 （ド
ロワー、フォル

ダー）

existenceCheckObjectId ◎（＊5） ◎（＊6） ◎（＊5）

existenceCheckCondition ◆（＊1） ◎ ◎

existenceCheckDepthFromSearchRoot ─ ─ ○

パラメーター／記述方法
ダイレクト形

式 
（dRepositor

y）

検索条件形式 
（キャビネッ

ト）
検索条件形式 
（ドロワー）

検索条件形式 
（ドロワー、
フォルダー）

existenceCheckServiceId ◎ ◎ ◎ ◎

existenceCheckCabinetId ◎ ◎ ◎ ◎

existenceCheckDrawerName ◎（＊2） ◆（＊3） ◎ ◆（＊3）

existenceCheckDrepId ◎（＊2） ◆（＊4） ─ ◎

existenceCheckCondition ◆（＊1） ◎ ◎ ◎

existenceCheckDepthFromSearch
Root ─ ○ ○ ○
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がわかっている場合には、existenceCheckDrawerNameパラメーターではなく、existenceCheckDrepId
パラメーターを指定すると処理が速くなります。
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）のドロワー「drawer1」を、存
在チェックの対象オブジェクトとして指定しています。

キャビネット起点の検索条件で指定する方法
キャビネットを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを存在チェックの対象
とする方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

キャビネット起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ existenceCheckServiceIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ existenceCheckCabinetIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ existenceCheckConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ existenceCheckObjectIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるキャビネットの objectIdを指定
･ existenceDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

existenceCheckDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、キャビネット起点か
ら指定された階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、2以上で、キャ
ビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。 

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）を起点とした検索条件に基づい
て、存在チェックの対象オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値が「cad」であり、
dataNum属性値が「1」というものです。

ドロワー起点の検索条件で指定する方法
ドロワーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを存在チェックの対象とす
る方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くなります。

ドロワー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ existenceCheckServiceIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ existenceCheckCabinetIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ existenceCheckDrawerNameパラメーターに、対象オブジェクトがあるドロワーの名前を指定
･ existenceCheckConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ existenceCheckDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

existenceCheckDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワー起点から指
定された階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以上で、キャビ
ネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。 

（略）…,existenceCheckServiceId,existenceCheckCabinetId,refCabinetId,
existenceCheckDrawerName,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,drawer1,…（略）

（略）…,existenceCheckServiceId,existenceCheckCabinetId,
existenceCheckCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,system:name "cad" dataNum 1,…（略）
6
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検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）のドロワー「drawer1」を起点
とした検索条件に基づいて、存在チェックの対象オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値
が「cadfol」というものです。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件で指定する方法
ドロワー、フォルダーを起点とした検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを存在チェッ
クの対象とする方法です。検索処理に時間がかかるので、ダイレクト形式による指定方法よりも処理が遅くな
ります。

ドロワー、フォルダー起点の検索条件を指定する場合は、次のパラメーターを組み合わせて指定します。
･ existenceCheckServiceIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ existenceCheckCabinetIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ existenceCheckDrepIdパラメーターに対象オブジェクトがあるドロワー、フォルダーの drepIdを指定
･ existenceCheckConditionパラメーターに、検索条件を指定
･ existenceCheckObjectIdパラメーターに、対象オブジェクトがあるドロワー、フォルダーの objectIdを
指定
･ existenceCheckDepthFromSearchRootパラメーターに、検索範囲の階層数を指定

existenceCheckDepthFromSearchRootパラメーターを指定した場合の検索対象は、ドロワーやフォル
ダー起点から指定された階層にあるオブジェクトだけです。このパラメーターに指定できる値の範囲は、１以
上で、キャビネット作成時に指定したフォルダー階層限界値以下の値でなければなりません。 

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）の、drepIdが
「102731068523271」であるオブジェクト（ドロワー、フォルダー）を起点とした検索条件に基づいて、
存在チェックの対象オブジェクトを指定しています。検索条件は、name属性値が「cadfol」というもので
す。

（略）…,existenceCheckServiceId,existenceCheckCabinetId,
existenceCheckDrawerName,existenceCheckCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,drawer1,system:name "cadfol",…（略）

（略）…,existenceCheckServiceId,existenceCheckCabinetId,
existenceCheckDrepId,existenceCheckCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,102731068523271,system:name "cadfol",…（略）
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2.3.6 版管理の指定方法
一括登録によって登録するドキュメントやフォルダー、または生成するリファレンスを、版管理の対象とでき
ます。

登録先、生成先のキャビネットが、版管理の対象となっている場合のみ、登録、生成するオブジェクトを版
管理の対象にできます。使用するエディションキー（版管理属性）値および版ラベルは、ドキュメント管理
サービスの管理ツールによってキャビネットに設定済みのものに限られます。

登録、生成するオブジェクトを版管理の対象とする方法には、次の3種類があります。
･ 版番号を指定する方法
･ 版ラベルを指定する方法
･ 最新版番号を割り当てる方法

指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

editionKey パラメーターに値を指定せずに登録する場合、登録先のキャビネットについて次の条件がすべて
成り立つとエラーになります。
･   版管理されている
･   ユニークキーが設定されている
･   エディションキーとユニークキーとで同じ属性をキー（の一部）にしている
したがって、一括登録の対象となる可能性のあるキャビネットは、上記の条件が成り立たないようにして作
成しておくか、上記の条件が成り立つキャビネットへの一括登録時には必ず editionKey パラメーターに何
らかの値を指定するようにして、回避する必要があります。

版番号を指定する方法
版番号を指定して、登録、生成するオブジェクトを版管理の対象とする場合は、次のようにパラメーターを指
定します。
･ editionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ designatedEditionNumberパラメーターに、版番号（1以上の整数）を指定

designatedEditionNumberパラメーターのほかに、designatedEditionLabelパラメーターも指定した場合
は、designatedEditionNumberパラメーターの指定が優先されます。

また、この登録、生成によって、最新エディションでなくなるオブジェクトがある場合、そのオブジェクトの
状態をoldStatusパラメーターによって変更できます。
指定例を示します。

上記のデータ行では、エディションキーが「projextX属性値が1」であるエディショングループの、版番号
「3」として、登録するオブジェクトを版管理の対象としています。この登録の前に最新エディションだった
オブジェクトの状態は、「fixed（固定）」に変わります。

表：版管理を指定するためのパラメーター

指定方法 パラメーター

版番号を指定 editionKey、designatedEditionNumber

版ラベルを指定 editionKey、designatedEditionLabel

最新版番号とする editionKey

（略）…,editionKey,designatedEditionNumber,oldStatus,…（略）
（略）…,user:projextX 1,3,system:fixed,…（略）
8



2.3  オブジェクト登録ファイルのパラメーター
版ラベルを指定する方法
版ラベルを指定して、登録、生成するオブジェクトを版管理の対象とする場合は、次のようにパラメーターを
指定します。
･ editionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
･ designatedEditionLabelパラメーターに、版ラベルを指定

designatedEditionLabelパラメーターのほかに、designatedEditionNumberパラメーターも指定した場合
は、designatedEditionNumberパラメーターの指定が優先されます。

また、この登録、生成によって、最新エディションでなくなるオブジェクトがある場合、そのオブジェクトの
状態をoldStatusパラメーターによって変更できます。
指定例を示します。

上記のデータ行では、エディションキーが「projextX属性値が1」であるエディショングループの、版ラベル
「C」として、登録するオブジェクトを版管理の対象としています。この登録の前に最新エディションだった
オブジェクトの状態は、「fixed（固定）」に変わります。

最新版番号を割り当てる方法
最新版番号を割り当てて、登録、生成するオブジェクトを版管理の対象とする場合は、次のようにパラメー
ターを指定します。
･ editionKeyパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定

また、この登録、生成によって、最新エディションでなくなるオブジェクトがある場合、そのオブジェクトの
状態をoldStatusパラメーターによって変更できます。
指定例を示します。

上記のデータ行では、エディションキーが「projextX属性値が1」であるエディショングループの最新版番号
として、登録するオブジェクトを版管理の対象としています。たとえば、版番号「3」のオブジェクトが登録
済みの状態で、この登録を行うと、版番号「4」として登録されます。この登録の前に最新エディションだっ
たオブジェクト（版番号「3」のオブジェクト）の状態は、「fixed（固定）」に変わります。

2.3.7 処理対象オブジェクトの指定方法
一括登録によって、改版、改訂（リビジョンアップ）、上書き、またはマージを行う場合は、「登録済みのどの
オブジェクトを処理対象とするか」を指定する必要があります。また、処理対象のオブジェクトの状態に応じ
て、処理を実行したり、実行をスキップしたりできます。実行をスキップする状態を指定するためのパラメー
ターは、skipModeです。

処理対象オブジェクトを指定する方法には、次の3種類があります。
･ 最新エディションのオブジェクトを指定する方法（改版、改訂、上書き、マージ）
･ 検索条件を指定する方法（改訂、上書き、マージ）
･ ダイレクトにオブジェクトを指定する方法（改訂、上書き、マージ）

（略）…,editionKey,designatedEditionLabel,oldStatus,…（略）
（略）…,user:projextX 1,C,system:fixed,…（略）

（略）…,editionKey,oldStatus,…（略）
（略）…,user:projextX 1,system:fixed,…（略）
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指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

最新エディションのオブジェクトを指定する方法
サービス、キャビネットを直接指定し、さらに、エディションキー（版管理属性）値を指定することによっ
て、エディショングループ中の最新エディションのオブジェクトを処理対象とする方法です。

最新エディションのオブジェクトを指定する場合は、次のパラメーターをすべて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ targetLatestEditionパラメーターに、エディションキー（版管理属性）値を指定
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）中で、エディションキーが
「projextX属性値が1」であるエディショングループの、最新エディションのオブジェクトを処理対象として
指定しています。

検索条件で指定する方法
サービス、キャビネットを直接指定し、さらに検索条件を指定して、検索によって特定されたオブジェクトを
処理対象とする方法です。

検索条件を指定する場合は、次のパラメーターをすべて指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ targetConditionパラメーターに、検索条件を指定

検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照してください。

指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）中の検索条件に基づいて、処理
対象オブジェクトを指定しています。検索条件は、「partsname属性値がboard」であり、「projextX属性値
が1」であるというものです。

表：処理対象オブジェクトを指定するためのパラメーター

指定方法 パラメーター

最新エディションのオブジェクトを
指定

locationServiceId、locationCabinetId、targetLatestEdition

検索条件で指定 locationServiceId、locationCabinetId、targetCondition

ダイレクトにオブジェクトを指定 locationServiceId、locationCabinetId、locationObjectId、
targetDrepId

（略）…,locationServiceId,locationCabinetId,targetLatestEdition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,user:projextX 1,…（略）

（略）…,locationServiceId,locationCabinetId,targetCondition,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,user:partsname "board" user:projextX 1,…（略）
0
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ダイレクトにオブジェクトを指定する方法
サービス、キャビネットを直接指定し、さらに、ドキュメント管理サービスIDを指定することによって、ダ
イレクトにオブジェクトを処理対象とする方法です。

ダイレクトにオブジェクトを指定する場合は、次のパラメーターを指定します。
･ locationServiceIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるサービスの serviceIDを指定
･ locationCabinetIdパラメーターに、処理対象オブジェクトがあるキャビネットの cabinetIDを指定
･ locationObjectIdパラメーターに、登録先とするオブジェクトのオブジェクト IDを指定
･ targetDrepIdパラメーターに、処理対象オブジェクトのドキュメント管理サービス IDを指定

これらの記述方法と使用されるパラメーターの関係を次の表に示します。
表中の記号の意味は次のとおりです。
◎ :必須のパラメーターです。
○ :有効なパラメーターです。
◆ :指定すると、意図と異なる記述と判断します。

＊ 1：指定すると、ダイレクト形式 2として指定されたものとみなされます。
＊ 2：指定しても無視されます。

locationObjectIdパラメーターで指定した場合は、パラメーター値が「オブジェクトIDの文字列表記」の
「キャビネット以外のオブジェクト用」の形式でなければなりません。

locationServiceIdとlocationCabinetIdは、locationObjectIdと同時に使用されると、無視されます。
指定例を示します。

上記のデータ行では、サービス「main-doclib」のキャビネット（CAB01）中で、ドキュメント管理サービ
スID「102731626053681」のオブジェクトを処理対象として指定しています。

パラメーター／記述方法 ダイレクト形式1 ダイレクト形式2

locationServiceId ◎ ◆（＊2）

locationCabinetId ◎ ◆（＊2）

locationObjectId ◆（＊1） ◎

targetDrepId ◎ ◎

（略）…,locationServiceId,locationCabinetId,targetDrepId,…（略）
（略）…,main-doclib,CAB01,102731626053681,…（略）
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2.3.8 改版前のオブジェクトの状態の指定方法
一括登録によって改版すると、最新エディションのオブジェクト（ドキュメント、フォルダー、リファレン
ス）のコピーが作成されて、そのコピーが最新エディションとなります。そのときに、改版前に最新エディ
ションだったオブジェクトを、指定した「状態」に変更できます。

改版前に最新エディションだったオブジェクトの状態を変更するには、oldStatusパラメーターを使用しま
す。
指定例を示します。

上記のデータ行では、改版前に最新エディションだったオブジェクトの状態を「fixed（固定）」に変更するよ
う指定しています。たとえば、版番号「3」のオブジェクトを改版すると、コピーによって版番号「4」のオ
ブジェクトが作成されます。改版前に最新エディションだったオブジェクト（版番号「3」のオブジェクト）
の状態は、「fixed（固定）」に変わります。

改版操作で oldStatusパラメーターを使用すると、最初に、現時点で最新エディションのオブジェクトの状
態を oldStatusパラメーターで指定した状態に変更し、次にそのオブジェクトのコピーを新たに最新エディ
ションとなるように登録します。
このため、たとえば、状態定義をカスタマイズしていない環境で、あるオブジェクトの状態を「obsolete
（廃棄）」にすると一般ユーザーには存在しないオブジェクトになります。oldStatusパラメーターに
"system:obsolete"を指定して改版操作を行うと、最新エディションのオブジェクトが「obsolete（廃
棄）」になり、最新エディションのオブジェクトが存在しなくなるため、新たに最新エディションのオブジェ
クトを登録する処理がエラーとなります。
oldStatusパラメーターで指定する状態には注意が必要です。

2.3.9 コンテントファイルの指定方法
一括登録によって、ドキュメント登録、リファレンス同時生成、改訂（リビジョンアップ）、上書き、または
マージを行う場合、プライマリコンテントおよびセカンダリコンテントをオブジェクトに設定できます。

コンテントファイルを指定する方法には、次の3種類があります。
･ 絶対パスを指定する方法
･ ルートディレクトリーからのパスを指定する方法
･ 相対パスを指定する方法

指定方法に応じて、指定しなければならないパラメーターが次のように異なります。

絶対パスを指定する方法
コンテントファイルを絶対パスによって指定する方法です。

（略）…,oldStatus,…（略）
（略）…,system:fixed,…（略）

表：コンテントファイルを指定するためのパラメーター

指定方法 パラメーター

絶対パスを指定 ｛コンテントラベル｝.storePath

ルートディレクトリーからのパスを指定 ｛コンテントラベル｝.storePath

相対パスを指定 ｛コンテントラベル｝.storePath、
｛コンテントラベル｝.storeDirPath
2
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コンテントファイルを絶対パスによって指定する場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに、「｛ドライブ名｝:\」または「｛ドライブ名｝:/」で始ま
る絶対パスを指定

指定例を示します。

上記のデータ行では、storePathパラメーターが絶対パスで指定されているので、プライマリコンテントファ
イルとして、「d:\document\data1.tif」が登録されます。storeDirPathパラメーターは指定しても使われ
ません。

ルートディレクトリーからのパスを指定する方法
コンテントファイルをルートディレクトリーからのパスによって指定する方法です。

ルートディレクトリーからのパスによって指定する場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに、「\」または「/」で始まるパスを指定
指定例を示します。

上記のデータ行では、storePathパラメーターがルートディレクトリーからのパスで指定されているので、プ
ライマリコンテントファイルとして、「｛カレントドライブ｝:\document\data1.tif」が登録されます。
たとえば、eドライブで一括登録コマンドを実行した場合は、「e:\document\data1.tif」が登録されます。
storeDirPathパラメーターは指定しても使われません。

相対パスを指定する方法
コンテントファイルを相対パスによって指定する方法です。

相対パスによって指定する場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに相対パスを指定
･｛コンテントラベル｝.storeDirPathパラメーターに、基底ディレクトリーを指定
指定例を示します。

上記のデータ行では、storePathパラメーターが相対パスで指定されているので、storeDirPathパラメーター
との組み合わせによって、プライマリコンテントファイルとして、「c:\data\data1.tif」が登録されます。

セカンダリコンテントを指定する方法
プライマリコンテントファイルを指定する場合に、「system:primary.storePath」のようにパラメーターを
指定する例を説明しましたが、セカンダリコンテントの指定も同様に行います。
指定例を示します。

上記のデータ行では、インデックス表示用のセカンダリコンテントファイルとして「c:\data\data2.tif」を、
印刷用のセカンダリコンテントファイルとして「c:\data\data2.pdf」が登録されます。

（略）…,system:primary.storeDirPath,system:primary.storePath,…（略）
（略）…,c:\data,d:\document\data1.tif,…（略）

（略）…,system:primary.storeDirPath,system:primary.storePath,…（略）
（略）…,c:\data,\document\data1.tif,…（略）

（略）…,system:primary.storeDirPath,system:primary.storePath,…（略）
（略）…,c:\data,data1.tif,…（略）

（略）…,system:view.storePath,system:print.storePath,…（略）
（略）…,c:\data\data2.tif,c:\data\data2.pdf,…（略）
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2.3.10 コンテントファイルの変換を指定する方法
一括登録によって、ドキュメント登録、リファレンス同時生成、改訂（リビジョンアップ）、上書き、または
マージの場合、コンテントファイルの変換ができます。
コンテントファイルの変換を指定する場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ storedConformationパラメーターに、変換後のMIMEタイプを指定

･ オブジェクト登録ファイルに storedConformationパラメーターを指定する場合は、基本パラメーター
ファイルに transformerタグを指定する必要があります。
･ 登録時にコンテントファイルの変換が行われた場合、ファイル名の拡張子を変換後のMIMEタイプに適し
た拡張子に変換して、ファイル名属性に設定します。

2.3.11 内容依存情報の更新を指定する方法
一括登録によって、ドキュメント登録、リファレンス同時生成、改版、改訂（リビジョンアップ）、上書き、
またはマージを行う場合、内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成できます。
内容依存情報の更新を指定する場合は、次のようにパラメーターを指定します。
･ updateSecondaryContentパラメーターに、更新対象のコンテントラベルを指定
･ updateContentInformationパラメーターに、プライマリコンテントの内容に依存する属性を更新するか
どうかを指定

指定例を示します。

上記のデータ行では、インデックス表示用コンテント（view）、および印刷用コンテント（print）について、
内容依存情報の更新を指定しています。プライマリコンテントの内容に依存する属性も更新します。
次の例のように、updateSecondaryContentパラメーターに同じコンテントラベルを重複して記述してもエ
ラーにはなりません。重複指定分を無視して処理します。

（略）…,updateSecondaryContent,updateContentInformation,…（略）
（略）…,system:view|system:print,true,…（略）

（略）…,updateSecondaryContent,updateContentInformation,…（略）
（略）…,system:view|system:print|system:view,true,…（略）
4
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2.3.12 検索条件の記述形式
オブジェクト登録ファイル中のパラメーターに検索条件を指定し、検索によってオブジェクトを特定できま
す。この検索では、属性値に関する判定が行われます。
検索条件を指定するパラメーターは、次のとおりです。
･ locationCondition
･ refLocationCondition
･ nextCondition
･ refNextCondition
･ refCondition
･ existenceCheckCondition
･ targetCondition

検索条件として指定できる属性は、次のとおりです。
･ 数値型
･ 文字列型
･ ブール型
･ 日時型
･ アトム型
･ プリンシパル型
･ ユーザーロール型

この検索条件の記述形式は、基本パラメーターファイルでも使用されます。
詳細については、「付録 B  検索条件の記述形式」（P.272）を参照してください。
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2.4 処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
オブジェクト登録ファイルに指定するパラメーターは、一括登録の処理内容に応じて変わります。一括登録の処理
内容ごとのオブジェクト登録ファイルの記述について、次に示します。

2.4.1 ドキュメント登録の場合
一括登録でドキュメント登録を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
name属性値、status属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値は、登録するドキュメント
名となります。

ユーザー属性の指定
登録するドキュメントに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属性とその値を指定します。ユー
ザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、ドキュメント登録に必要な情報を指定しま
す。

■ 処理内容の指定
ドキュメント登録を行う場合は、entryModeパラメーターに「entity」を指定します。entryModeは必須パ
ラメーターです。

■ 登録先の指定
ドキュメントの登録先を指定するには、specifyLocation、locationServiceIdなどの複数のパラメーターを
使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

登録先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。

■ 登録位置の指定
ドキュメントの登録位置を指定するには、nextObjectId、nextDrepId、またはnextConditionパラメーター
を使用します。

登録位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、ドキュメント登録を実行するかどうかを指定
できます。
ドキュメント登録の実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定しま
す。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、ドキュメント登録を実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、ドキュメント登録を実行しない場合：skip
存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。
6
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存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）が設定されている場合は、登録するドキュメント
を、版管理の対象とできます。また、ドキュメント登録によって、最新エディションでなくなるオブジェクト
の状態を変更する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。
ドキュメントを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。

■ コンテントファイルの指定
ドキュメントとして登録するコンテントファイルのパスを、｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに
指定します。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターを省略すると、コンテントを持たない属性ドキュメントとして
登録されます。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに相対パスを指定した場合は、
｛コンテントラベル｝.storeDirPathパラメーターに基底ディレクトリーを指定します。

コンテントファイルを指定するためのパラメーターについては、「2.3.9  コンテントファイルの指定方法」
（P.212）を参照してください。

■ コンテントファイルの変換に関する指定
コンテントファイルの変換を行う場合、storedConformationパラメーターに、変換後のMIMEタイプを指定
します。

コンテントファイルの変換を指定するためのパラメーターについては、「2.3.10  コンテントファイルの変換
を指定する方法」（P.214）を参照してください。

■ 内容依存情報の更新に関する指定
内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成する場合、updateSecondaryContentパラメー
ターに、生成するセカンダリコンテントのコンテントラベルを指定します。また、プライマリコンテントの内
容に依存する属性を更新するかどうかを、updateContentInformationパラメーターに指定します。

内容依存情報の更新を指定するためのパラメーターについては、「2.3.11  内容依存情報の更新を指定する方
法」（P.214）を参照してください。

■ クラスの指定
ドキュメント登録時にクラスを指定する場合は、classパラメーターにクラスを指定します。

指定例
ドキュメント登録を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについ
ては、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「ドキュメント登録」
･ 登録先は、name属性値が「Folder1」であるフォルダー
･ 登録するドキュメント名は、「TestData1」

entryMode,locationCondition,name,system:primary.storePath,system:view.storePath,
user:zuban,user:bumon
entity,system:name "Folder1",TestData1,data1.tif,data2.tif,ABC1234,100
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･ プライマリコンテントファイルは、「data1.tif」
･ インデックス表示用セカンダリコンテントファイルは、「data2.tif」
･ 登録するドキュメントの zuban属性値は「ABC1234」
･ 登録するドキュメントの bumon属性値は「100」

2.4.2 リファレンス生成の場合
一括登録でリファレンス生成を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
refname属性値とstatus属性値をパラメーターに指定できます。なお、refname属性値は、生成するリファ
レンス名となります。

ユーザー属性の指定
生成するリファレンスに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属性とその値を指定します。ユー
ザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、リファレンス生成に必要な情報を指定しま
す。

■ 処理内容の指定
リファレンス生成を行う場合は、entryModeパラメーターに「reference」を指定します。entryModeは必
須パラメーターです。

■ リファレンスの種類の指定
生成するリファレンスの種類を指定するには、refModeパラメーターを使用します。次のどちらかを指定し
ます。
･ 通常リファレンスを生成する場合：normal
･ ハードリファレンスを生成する場合：hard

■ 属性値コピーの指定
参照先オブジェクトの属性値のうち、参照先属性転記ファイルに指定した属性の値を、生成するリファレンス
にコピーするかどうかを指定するには、refCopyAttrパラメーターを使用します。次のどちらかを指定しま
す。
･ コピーする場合：true
･ コピーしない場合：false

■ 生成先の指定
リファレンスの生成先を指定するには、refSpecifyLocation、refLocationServiceIdなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

生成先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。

■ 生成位置の指定
リファレンスの生成位置を指定するには、refNextObjectId、refNextDrepId、またはrefNextConditionパ
ラメーターを使用します。
8
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生成位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

■ 参照先オブジェクトの指定
生成するリファレンスが参照するオブジェクトを指定するには、refServiceId、refCabinetIdなどの複数のパ
ラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。参照先
オブジェクトが版管理されている場合は、「常に最新エディションのオブジェクトを参照する」、「特定の版番
号、リビジョン番号のオブジェクトを参照する」というようなリファレンスも生成できます。

参照先オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.4  リファレンス参照先オブジェクトの
指定方法」（P.197）を参照してください。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、リファレンス生成を実行するかどうかを指定
できます。

リファレンス生成の実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定しま
す。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、リファレンス生成を実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、リファレンス生成を実行しない場合：skip
存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）が設定されている場合は、生成するリファレンス
を、版管理の対象とできます。また、リファレンス生成によって、最新エディションでなくなるオブジェクト
の状態を変更する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。

リファレンスを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。

■ クラスの指定
リファレンス生成時にクラスを指定する場合は、refClassパラメーターにクラスを指定します。refClassパラ
メーターを指定しない場合、参照先のオブジェクトのクラスがリファレンス作成先キャビネットに存在すれ
ば、参照先のオブジェクトと同一クラスになり、リファレンス作成先キャビネットに存在しなければ、「デ
フォルトクラス」となります。

指定例
リファレンス生成を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについ
ては、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「リファレンス生成」
･ 生成するリファレンスは「通常リファレンス」

entryMode,refMode,refLocationCondition,refname,refDrepId
reference,normal,system:name "Folder1",reference1,102731068523271
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･ 生成先は、name属性値が「Folder1」であるフォルダー
･ 生成するリファレンス名は、「reference1」
･ 参照先オブジェクトの drepIdは、「102731068523271」

2.4.3 リファレンス同時生成の場合
一括登録でリファレンス同時生成を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。リファ
レンス同時生成では、ドキュメントの登録と、そのドキュメントを参照するリファレンスの生成を同時に実行
します。

システム属性値の指定
name属性値、refName属性値、status属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値が登録す
るドキュメント名、refName属性値が生成するリファレンス名となります。
参照先のドキュメントとは異なる名前をリファレンスに付けたい場合は、refName属性値を必ず指定します。

ユーザー属性の指定
登録するドキュメントに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属性とその値を指定します。生成
するリファレンスには反映されません。ユーザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、リファレンス同時生成に必要な情報を指定
します。指定する情報は、ドキュメント登録に必要なものと、リファレンス生成に必要なものの両方となりま
す。

･ ドキュメント登録に関するパラメーターの指定については、「2.4.1  ドキュメント登録の場合」（P.216）の
「パラメーターの指定」（P.216）を参照してください。
･ リファレンス生成に関するパラメーターの指定については、「2.4.2  リファレンス生成の場合」（P.218）の
「パラメーターの指定」（P.218）を参照してください。

■ 処理内容の指定
リファレンス同時生成を行う場合は、entryModeパラメーターに「entityAndReference」を指定します。
entryModeは必須パラメーターです。

■ クラスの指定
･ 登録するドキュメントに対してクラスを指定する場合は、classパラメーターにクラスを指定します。
･ 登録するドキュメントを参照するリファレンスに対してクラスを指定する場合は、refClassパラメーター
にクラスを指定します。
refClassパラメーターを指定しない場合、参照先のオブジェクトのクラスがリファレンス作成先キャビ
ネットに存在するときには参照先のオブジェクトと同一クラスになり、リファレンス作成先キャビネット
に存在しないときには「デフォルトクラス」となります。

指定例
リファレンス同時生成を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターに
ついては、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「リファレンス同時生成」
･ ドキュメント登録先は、name属性値が「Folder1」であるフォルダー

entryMode,locationCondition,refLocationCondition,name,system:primary.storePath
entityAndReference,system:name "Folder1",system:name 
"Folder2",TestData1,data1.tif
0



2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
･ リファレンス生成先は、name属性値が「Folder2」であるフォルダー
･ 登録するドキュメント名は、「TestData1」。このドキュメントを参照するリファレンスが生成される
･ プライマリコンテントファイルは、「data1.tif」

2.4.4 フォルダー登録の場合
一括登録でフォルダー登録を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
name属性値とstatus属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値は、登録するフォルダー名
となります。

ユーザー属性の指定
登録するフォルダーに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属性とその値を指定します。ユー
ザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、フォルダー登録に必要な情報を指定しま
す。

■ 処理内容の指定
フォルダー登録を行う場合は、entryModeパラメーターに「createFolder」を指定します。entryModeは
必須パラメーターです。

■ フォルダーラベルの指定
フォルダー登録を行う場合は、folderLabelパラメーターでフォルダーラベルを指定できます。

フォルダーラベルは、specifyLocationパラメーター、refSpecifyLocationパラメーターで使うことができ、
これらのパラメーターにフォルダーラベルを指定することで、フォルダーラベルに対応するフォルダーにオブ
ジェクトを登録することが可能となります。

folderLabelパラメーターには、"folder"と"location"以外の文字列を指定してください。"folder"や
"location"を指定するとエラーとなります。

オブジェクト登録ファイルの中で、folderLabelパラメーターに指定したフォルダーラベルに重複した値のも
のがあると、重複したフォルダーラベルを処理する際にエラーとなります。

フォルダーラベルは、一括登録コマンドでフォルダー登録が行われた後、オブジェクト登録ファイルの最後の
行を処理するまで有効です。
つまり、フォルダーラベルは、一括登録コマンドの処理内でだけ登録先として指定できます。

■ 登録先の指定
フォルダーの登録先を指定するには、specifyLocation、locationServiceIdなどの複数のパラメーターを使
用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

登録先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。
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■ 登録位置の指定
フォルダーの登録位置を指定するには、nextObjectId、nextDrepId、またはnextConditionパラメーターを
使用します。

登録位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、フォルダー登録を実行するかどうかを指定で
きます。
フォルダー登録の実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定します。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、フォルダー登録を実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、フォルダー登録を実行しない場合：skip
存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）が設定されている場合は、登録するフォルダーを、
版管理の対象とできます。また、フォルダー登録によって、最新エディションでなくなるオブジェクトの状態
を変更する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。
フォルダーを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。

■ クラスの指定
フォルダー登録時にクラスを指定する場合は、classパラメーターにクラスを指定します。

指定例
フォルダー登録を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについて
は、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「フォルダー登録」
･ フォルダー登録先は、name属性値が「Folder1」であるフォルダー
･ 登録するフォルダー名は、「Folder2」
･ 登録するフォルダーの zuban属性値は「ABC」
･ 登録するフォルダーの bumon属性値は「100」
フォルダーラベルを指定して登録を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラ
メーターについては、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

entryMode,locationCondition,name,user:zuban,user:bumon
createFolder,system:name "Folder1",Folder2,ABC,100

entryMode,specifyLocation,locationCondition,folderLabel
createFolder,location,system:name "Folder1",Folder3
createFolder,Folder3,,Folder4
2



2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「フォルダー登録」
･ 2行目で、「Folder1」というフォルダーの中に、「Folder3」というフォルダーを登録
･ 2行目で登録した「Folder3」というフォルダーの中に、3行目で「Folder4」というフォルダーを登録

2.4.5 改版の場合
一括登録で改版を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
改版を行う場合は、name属性値は意味を持ちません。name属性値をパラメーターに指定しても無視されま
す。
status属性値の指定は任意です。

ユーザー属性の指定
改版によって作成されるオブジェクトに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属性とその値を指
定します。ユーザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、改版に必要な情報を指定します。

■ 処理内容の指定
改版を行う場合は、entryModeパラメーターに「revise」を指定します。entryModeは必須パラメーターで
す。

■ 登録先の指定
改版の場合は、改版前のオブジェクトと同じ場所に新しいエディションのオブジェクトが作成されるので、登
録先を指定しても無視されます。locationServiceIdおよびlocationCabinetIdは、ドキュメントやフォル
ダーの登録では、登録先の指定のために使われるパラメーターですが、改版では、対象オブジェクトの指定の
ために使われます。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、改版を実行するかどうかを指定できます。

改版の実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定します。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、改版を実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、改版を実行しない場合：skip
存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 処理対象オブジェクトの指定
改版の処理対象オブジェクトを指定するには、locationServiceId、locationCabinetId、および
targetLatestEditionパラメーターを使用します。

処理対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.7  処理対象オブジェクトの指定方
法」（P.209）を参照してください。
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また、処理対象オブジェクトが特定の状態の場合に、処理をスキップするよう指定できます。処理をスキップ
する状態を指定するためのパラメーターはskipModeです。

■ 改版前のオブジェクトの状態の指定
改版によって、最新エディションでなくなるオブジェクトの状態を変更する場合は、変更後の状態を
oldStatusパラメーターに指定します。

■ 内容依存情報の更新に関する指定
ドキュメントの改版で、内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成する場合、
updateSecondaryContentパラメーターに、生成するセカンダリコンテントのコンテントラベルを指定しま
す。また、プライマリコンテントの内容に依存する属性を更新するかどうかを、
updateContentInformationパラメーターに指定します。

内容依存情報の更新を指定するためのパラメーターについては、「2.3.11  内容依存情報の更新を指定する方
法」（P.214）を参照してください。

指定例
改版を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについては、基本パ
ラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「改版」
･ 処理対象オブジェクトは、エディションキー（版管理属性値）が「zuban属性値が ABC123」であるエ
ディショングループ中の、最新エディションのオブジェクト
･ 処理対象オブジェクトの状態が「fixed」である場合は、処理をスキップする

2.4.6 改訂（リビジョンアップ）の場合
一括登録で改訂（リビジョンアップ）を行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
name属性値とstatus属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値は、改訂（リビジョンアッ
プ）によって登録するドキュメント名となります。

ユーザー属性の指定
改訂（リビジョンアップ）によって登録するドキュメントに対してユーザー属性値を設定する場合に、ユー
ザー属性とその値を指定します。ユーザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、改訂（リビジョンアップ）に必要な情報を
指定します。

■ 処理内容の指定
改訂（リビジョンアップ）を行う場合は、entryModeパラメーターに「revisionUp」を指定します。
entryModeは必須パラメーターです。

entryMode,targetLatestEdition,skipMode
revise,user:zuban "ABC123",system：fixed
4



2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
■ 登録先の指定
改訂（リビジョンアップ）の場合は、改訂処理対象ドキュメントと同じ場所に新しいドキュメントが登録され
るので、通常は登録先を指定しても無視されます。locationServiceIdおよびlocationCabinetIdは、ドキュ
メントやフォルダーの登録では、登録先の指定のために使われるパラメーターですが、改訂（リビジョンアッ
プ）では、対象オブジェクトの指定のために通常は使われます。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、改訂（リビジョンアップ）を実行するかどう
かを指定できます。

改訂（リビジョンアップ）の実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指
定します。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、改訂登録を実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、改訂を実行しない場合：skip

存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 処理対象オブジェクトの指定
改訂（リビジョンアップ）の処理対象オブジェクト（ドキュメント）を指定するには、locationServiceId、
targetLatestEdition、targetConditionなどの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あ
り、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

処理対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.7  処理対象オブジェクトの指定方
法」（P.209）を参照してください。

また、処理対象オブジェクトが特定の状態の場合に、処理をスキップするよう指定できます。処理をスキップ
する状態を指定するためのパラメーターはskipModeです。

targetLatestEditionパラメーターまたは targetConditionパラメーターで、対象オブジェクトを検索し、
対象オブジェクトが見つからなかった場合は、「新規登録処理」として処理を行います。
targetDrepIdパラメーターで対象オブジェクトを指定した場合に、対象オブジェクトが存在しなかった場合
は、エラーとなります。

■ 処理対象オブジェクトが存在しない場合のための指定
改訂（リビジョンアップ）の場合は、登録済みのドキュメントを処理対象オブジェクトとして指定しますが、
指定したドキュメントが存在しない場合は、改訂ではなく、ドキュメントの登録が実行されます。

改訂ではなく、ドキュメントの登録が実行される場合のために、登録先、登録位置、版管理に関する指定を、
オブジェクト登録ファイル中に次のように記述しておくこともできます。

◆ 登録先の指定
ドキュメントの登録先を指定するには、specifyLocation、locationServiceIdなどの複数のパラメーターを
使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

改訂（リビジョンアップ）では、処理対象オブジェクトの指定のために、オブジェクト登録ファイル中に
locationServiceIdおよびlocationCabinetIdパラメーターを記述します。処理対象オブジェクトが存在しな
い場合は、この2つのパラメーターが登録先の指定のために流用されます。
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登録先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。

◆ 登録位置の指定
ドキュメントの登録位置を指定するには、nextObjectId、nextDrepId、またはnextConditionパラメーター
を使用します。

登録位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

◆ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）が設定されている場合は、登録するドキュメント
を、版管理の対象とできます。また、登録によって、最新エディションでなくなるオブジェクトの状態を変更
する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。

ドキュメントを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。

■ コンテントファイルの指定
改訂（リビジョンアップ）を行うときに、ドキュメントとして登録するコンテントファイルのパスを、｛コン
テントラベル｝.storePathパラメーターに指定します。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターを省略すると、コンテントを持たない属性ドキュメントとして
登録されます。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに相対パスを指定した場合は、
｛コンテントラベル｝.storeDirPathパラメーターに基底ディレクトリーを指定します。

コンテントファイルを指定するためのパラメーターについては、「2.3.9  コンテントファイルの指定方法」
（P.212）を参照してください。

■ コンテントファイルの変換に関する指定
改訂（リビジョンアップ）のときに、コンテントファイルの変換を行う場合、storedConformationパラメー
ターに、変換後のMIMEタイプを指定します。

コンテントファイルの変換を指定するためのパラメーターについては、「2.3.10  コンテントファイルの変換
を指定する方法」（P.214）を参照してください。

■ 内容依存情報の更新に関する指定
改訂（リビジョンアップ）のときに、内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成する場合、
updateSecondaryContentパラメーターに、生成するセカンダリコンテントのコンテントラベルを指定しま
す。また、プライマリコンテントの内容に依存する属性を更新するかどうかを、
updateContentInformationパラメーターに指定します。

内容依存情報の更新を指定するためのパラメーターについては、「2.3.11  内容依存情報の更新を指定する方
法」（P.214）を参照してください。
6



2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
指定例
改訂（リビジョンアップ）を行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメー
ターについては、基本パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「改訂（リビジョンアップ）」
･ 改訂処理対象オブジェクトは、エディションキーが「zuban属性値が ABC123」であるエディショング
ループ中の、最新エディションのドキュメント
･ プライマリコンテントファイルは、「test1.tif」

2.4.7 上書きの場合
一括登録で上書きを行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
name属性値とstatus属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値は、上書きによって置き換
えられたあとのドキュメント名となります。

ユーザー属性の指定
上書きによって置き換えられたあとのドキュメントに対して、ユーザー属性値を設定する場合に、ユーザー属
性とその値を指定します。ユーザー属性の指定は任意です。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、上書きに必要な情報を指定します。

■ 処理内容の指定
上書きを行う場合は、entryModeパラメーターに「overWrite」を指定します。entryModeは必須パラメー
ターです。

■ 登録先の指定
上書きの場合は、処理対象ドキュメントへの上書きが実行されるので、通常は登録先を指定しても無視されま
す。locationServiceIdおよびlocationCabinetIdは、ドキュメントやフォルダーの登録では、登録先の指定
のために使われるパラメーターですが、上書きでは、対象オブジェクトの指定のために通常は使われます。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、上書きを実行するかどうかを指定できます。

上書きの実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定します。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、上書きを実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、上書きを実行しない場合：skip

存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

entryMode,targetLatestEdition,primary.storePath
revisionUp,user:zuban "ABC123",test1.tif
227
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
■ 処理対象オブジェクトの指定
上書きの処理対象オブジェクト（ドキュメント）を指定するには、locationServiceId、
targetLatestEdition、targetConditionなどの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あ
り、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

処理対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.7  処理対象オブジェクトの指定方
法」（P.209）を参照してください。

また、処理対象オブジェクトが特定の状態の場合に、処理をスキップするよう指定できます。処理をスキップ
する状態を指定するためのパラメーターはskipModeです。

targetLatestEditionパラメーターまたは targetConditionパラメーターで、対象オブジェクトを検索し、
対象オブジェクトが見つからなかった場合は、「新規登録処理」として処理を行います。
targetDrepIdパラメーターで対象オブジェクトを指定した場合に、対象オブジェクトが存在しなかった場合
は、エラーとなります。

■ 処理対象オブジェクトが存在しない場合のための指定
上書きの場合は、登録済みのドキュメントを処理対象オブジェクトとして指定しますが、指定したドキュメン
トが存在しない場合は、上書きではなく、ドキュメントの登録が実行されます。

上書きではなく、ドキュメントの登録が実行される場合のために、登録先、登録位置、版管理に関する指定
を、オブジェクト登録ファイル中に次のように記述しておくこともできます。

◆ 登録先の指定
ドキュメントの登録先を指定するには、specifyLocation、locationServiceIdなどの複数のパラメーターを
使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

上書きでは、処理対象オブジェクトの指定のために、オブジェクト登録ファイル中にlocationServiceIdおよ
びlocationCabinetIdパラメーターを記述します。処理対象オブジェクトが存在しない場合は、この2つのパ
ラメーターが登録先の指定のために流用されます。

登録先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。

◆ 登録位置の指定
ドキュメントの登録位置を指定するには、nextObjectId、nextDrepId、またはnextConditionパラメーター
を使用します。

登録位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

◆ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）が設定されている場合は、登録するドキュメントを
版管理の対象とできます。また、ドキュメント登録によって、最新エディションでなくなるオブジェクトの状
態を変更する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。

ドキュメントを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。
8



2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
■ コンテントファイルの指定
上書きを行うときに、ドキュメントとして登録するコンテントファイルのパスを、｛コンテントラベル｝
.storePathパラメーターに指定します。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターを省略すると、コンテントを持たない属性ドキュメントとして
登録されます。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに相対パスを指定した場合は、
｛コンテントラベル｝.storeDirPathパラメーターに基底ディレクトリーを指定します。

コンテントファイルを指定するためのパラメーターについては、「2.3.9  コンテントファイルの指定方法」
（P.212）を参照してください。

■ コンテントファイルの変換に関する指定
上書きのときに、コンテントファイルの変換を行う場合、storedConformationパラメーターに、変換後の
MIMEタイプを指定します。

コンテントファイルの変換を指定するためのパラメーターについては、「2.3.10  コンテントファイルの変換
を指定する方法」（P.214）を参照してください。

■ 内容依存情報の更新に関する指定
上書きのときに、内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成する場合、
updateSecondaryContentパラメーターに、生成するセカンダリコンテントのコンテントラベルを指定しま
す。また、プライマリコンテントの内容に依存する属性を更新するかどうかを、
updateContentInformationパラメーターに指定します。

内容依存情報の更新を指定するためのパラメーターについては、「2.3.11  内容依存情報の更新を指定する方
法」（P.214）を参照してください。

指定例
上書きを行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについては、基本
パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「上書き」
･ 処理対象オブジェクトは、エディションキーが「zuban属性値が A123」であるエディショングループの、
最新エディションのドキュメント
･ 置き換えるプライマリコンテントファイルは、「data.tif」
･ 置き換える bumon属性値は、「10」

entryMode,targetLatestEdition,system:primary:storePath,user:bumon
overWrite,user:zuban "ABC123",data.tif,10
229
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
2.4.8 マージの場合
一括登録でマージを行う場合は、オブジェクト登録ファイルに次の指定を記述します。

システム属性値の指定
name属性値とstatus属性値をパラメーターに指定できます。なお、name属性値は、マージするオブジェク
ト名となります。「リファレンスをドキュメントにマージする（オブジェクトカテゴリー属性値）」というよう
に、name、status以外のシステム属性値を変更することはできません。

ユーザー属性の指定
マージによって、ユーザー属性値を変更できます。

パラメーターの指定
オブジェクト登録ファイルのさまざまなパラメーターを使用して、マージに必要な情報を指定します。

■ 処理内容の指定
マージを行う場合は、entryModeパラメーターに「merge」を指定します。entryModeは必須パラメー
ターです。

■ 登録先の指定
マージは処理対象ドキュメントに対する処理なので、通常は登録先を指定しても無視されます。
locationServiceIdおよびlocationCabinetIdは、ドキュメントやフォルダーの登録では、登録先の指定のた
めに使われるパラメーターですが、マージでは、対象オブジェクトの指定のために通常は使われます。

■ 存在チェックに関する指定
特定のオブジェクトの存在をチェックして、その結果に応じて、マージを実行するかどうかを指定できます。

マージの実行を指示するためのパラメーターはexistenceCheckです。次のいずれかを指定します。
･ 存在チェックを行わない場合：ignore
･ オブジェクトが存在する場合に、マージを実行する場合：do
･ オブジェクトが存在する場合に、マージを実行しない場合：skip

存在チェックの対象オブジェクトを指定するには、existenceCheckServiceId、existenceCheckCabinetId
などの複数のパラメーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異な
ります。

存在チェックの対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.5  存在チェックの対象オ
ブジェクトの指定方法」（P.203）を参照してください。

■ 処理対象オブジェクトの指定
マージの処理対象オブジェクトを指定するには、locationServiceId、targetLatestEditionなどの複数のパラ
メーターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

処理対象オブジェクトを指定するためのパラメーターについては、「2.3.7  処理対象オブジェクトの指定方
法」（P.209）を参照してください。
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2.4  処理内容に応じたオブジェクト登録ファイル
また、処理対象オブジェクトが特定の状態の場合に、処理をスキップするよう指定できます。処理をスキップ
する状態を指定するためのパラメーターはskipModeです。

targetLatestEditionパラメーターまたは targetConditionパラメーターで、対象オブジェクトを検索し、
対象オブジェクトが見つからなかった場合は、「新規登録処理」として処理を行います。
targetDrepIdパラメーターで対象オブジェクトを指定した場合に、対象オブジェクトが存在しなかった場合
は、エラーとなります。

■ 処理対象オブジェクトが存在しない場合のための指定
マージの場合は、登録済みのオブジェクトを処理対象オブジェクトとして指定しますが、指定したオブジェク
トが存在しない場合は、マージではなく、オブジェクトの登録が実行されます。

マージではなく、オブジェクトの登録が実行される場合のために、登録先、登録位置、版管理に関する指定
を、オブジェクト登録ファイル中に次のように記述しておくこともできます。

◆ 登録先の指定
オブジェクトの登録先を指定するには、specifyLocation、locationServiceIdなどの複数のパラメーターを
使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

マージでは、処理対象オブジェクトの指定のために、オブジェクト登録ファイル中にlocationServiceIdおよ
びlocationCabinetIdパラメーターを記述します。処理対象オブジェクトが存在しない場合は、この2つのパ
ラメーターが登録先の指定のために流用されます。

登録先を指定するためのパラメーターについては、「2.3.2  登録先、生成先の指定方法」（P.190）を参照し
てください。

◆ 登録位置の指定
オブジェクトの登録位置を指定するには、nextObjectId、nextDrepId、またはnextConditionパラメーター
を使用します。

登録位置を指定するためのパラメーターについては、「2.3.3  登録位置、生成位置の指定方法」（P.195）を
参照してください。

◆ 版管理の指定
登録先のキャビネットにエディションキー（版管理属性）値が設定されている場合は、登録するオブジェクト
を、版管理の対象とできます。また、オブジェクト登録によって、最新エディションでなくなるオブジェクト
の状態を変更する場合は、変更後の状態をoldStatusパラメーターに指定します。

オブジェクトを版管理の対象とするには、editionKey、designatedEditionNumberなどの複数のパラメー
ターを使用します。また、指定方法も複数あり、使用するパラメーターがそれぞれ異なります。

版管理を指定するためのパラメーターについては、「2.3.6  版管理の指定方法」（P.208）を参照してくださ
い。

■ コンテントファイルの指定
ドキュメントのマージを行うときに、マージするコンテントファイルのパスを、｛コンテントラベル｝
.storePathパラメーターに指定します。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターを省略すると、コンテントを持たない属性ドキュメントとして
登録されます。
｛コンテントラベル｝.storePathパラメーターに相対パスを指定した場合は、
｛コンテントラベル｝.storeDirPathパラメーターに基底ディレクトリーを指定します。

コンテントファイルを指定するためのパラメーターについては、「2.3.9  コンテントファイルの指定方法」
（P.212）を参照してください。
231
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第 2部　2  オブジェクト登録ファイルを用意する
■ コンテントファイルの変換に関する指定
ドキュメントのマージのときに、コンテントファイルの変換を行う場合、storedConformationパラメーター
に、変換後のMIMEタイプを指定します。

コンテントファイルの変換を指定するためのパラメーターについては、「2.3.10  コンテントファイルの変換
を指定する方法」（P.214）を参照してください。

■ 内容依存情報の更新に関する指定
ドキュメントのマージのときに、内容依存情報の更新によって、セカンダリコンテントを生成する場合、
updateSecondaryContentパラメーターに、生成するセカンダリコンテントのコンテントラベルを指定しま
す。また、プライマリコンテントの内容に依存する属性を更新するかどうかを、
updateContentInformationパラメーターに指定します。

内容依存情報の更新を指定するためのパラメーターについては、「2.3.11  内容依存情報の更新を指定する方
法」（P.214）を参照してください。

指定例
マージを行う場合の、オブジェクト登録ファイルの指定例を示します。一部のパラメーターについては、基本
パラメーターファイルによって指定済みであると仮定しています。

上記のデータ行では、次の指定を行っています。
･ 処理内容は、「マージ」
･ 処理対象オブジェクトは、name属性値が「TEST1」で、zuban属性値が「ABC123」であるオブジェク
ト
･ マージするプライマリコンテントファイルは、「data.tif」
･ マージする bumon属性値は、「10」

entryMode,targetCondition,system:view.storePath,bumon
merge,system:name "TEST1" user:zuban "ABC123",data.tif,10
2



3 基本パラメーターファイルを用意する

一括登録実行のために用意する、基本パラメーターファイルの記述内容について説明し
ます。
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第 2部　3  基本パラメーターファイルを用意する
3.1 基本パラメーターファイルの構成要素
基本パラメーターファイルはXML形式のファイルです。基本パラメーターファイルは、次の要素から構成されま
す。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>

<drregistParameter>

<executionParameter>
<logFile>c:\tmp\touroku.log</logFile>
<logMode>all</logMode>
<entryErrorIgnore>false</entryErrorIgnore>
<overflowString>cut</overflowString>
</executionParameter>

<defaultParameter>
<updateSecondaryContent>system:view|system:print</
updateSecondaryContent>
<refCopyAttr>true</refCopyAttr>

<locationServiceId>service</locationServiceId>
<locationCabinetId>CAB01</locationCabinetId>
<locationCondition>user:UserDefAtom1 "ABC1234" user:UserDefAtom2 10
</locationCondition>

<refServiceId>service2</refServiceId>
<refCabinetName>CAB02</refCabinetName>
<refCondition>user:UserDefAtom1 "ABC*"</refCondition>
<refLocationCabinetId>CAB01</refLocationCabinetId>
<refLocationCondition>user:UserDefAtom1 "A*" user:UserDefAtom2 "Folder"
</refLocationCondition>

<storeDirPath>c:\data\content</storeDirPath>
</defaultParameter>

</drregistParameter>

実行パラメータータグ

以下はデフォルトパラメータータグ

ルートタグ

XML宣言
4



3.2  基本パラメーターファイルのタグ
3.2 基本パラメーターファイルのタグ
基本パラメーターファイル中に指定するタグを次に示します。タグ名は大文字小文字が区別されますので、表に示
すとおりに指定する必要があります。

3.2.1 ルートタグ
基本パラメーターファイルのルートタグを次に示します。

3.2.2 実行パラメータータグ
基本パラメーターファイルの実行パラメータータグは、たとえば、ログの出力先、出力するログのメッセージ
カテゴリー、エラー処理など、一括登録処理の実行方法に関する指定を行うものです。
<executionParameter>と</executionParameter>の間に、必要なタグを指定します。

実行パラメータータグの一覧を次に示します。「デフォルト値」欄の値は、そのタグの指定を省略した場合に
使用される値です。デフォルト値のないタグもあります。

表：基本パラメーターファイルのルートタグ

タグ名 説明

drregistParameter 基本パラメーターファイルのルートタグ
一括登録処理の実行方法を指定するためのexecutionParameterタグ、および
オブジェクト登録ファイルのデフォルト設定を指定するための
defaultParameterタグを含む

表：基本パラメーターファイルの実行パラメータータグ

タグ名 型 デフォルト値 説明

executionParame
ter

－ なし 一括登録処理の実行方法を指定

logFile 文字列 なし ログ情報の出力先パス名を指定
指定したパスにすでにログファイルが存在する場合は、既
存のログファイルにログ情報が追記される
logFileタグを省略すると、ログは標準出力に出力される
logFileタグに相対パスを指定すると、コマンド実行時のカ
レントディレクトリーを基底とした相対パスに、ログ情報
が出力される

logMode 文字列 all 出力するログ情報のメッセージカテゴリーを指定
次のメッセージカテゴリーを指定できる。複数指定する場
合は、「|」で区切って指定する
all：すべてのメッセージカテゴリーのログ情報を出力
start：処理開始メッセージを出力
trace：処理のトレース情報を出力
error：エラーとなった処理についての情報を出力
end：処理終了メッセージを出力

logIsObjectId ブール
値

false ログに出力されるオブジェクトIdのフォーマットを指定
true: オブジェクトIDの文字列表記のフォーマットで出力
false:serviceId、cabinetId、drepIdをそれぞれ別カラム
で出力
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entryErrorIgnore ブール
値

false エラー発生時に処理を続けるかどうかを指定。次のどちら
かを指定する
true：処理を続ける
false：当該データ行で処理を中断し、一括登録コマンドを
終了する

multipleTarget 文字列 first 改訂、上書き、またはマージの処理において、検索条件に
該当するオブジェクトが複数あった場合の実行方法を指定。
次のどちらかを指定する
first：該当した最初のオブジェクトに対して、上書きまた
はマージを実行
error：エラーとする

multipleReferenc
e

文字列 first リファレンス生成の処理において、検索条件に該当するリ
ファレンス参照先オブジェクトが複数あった場合の実行方
法を指定。次のどちらかを指定する
first：該当した最初のオブジェクトを参照先として、リ
ファレンスを生成
error：エラーとする

multipleLocation 文字列 first ドキュメント登録先、またはリファレンス生成先として、
検索条件に該当するオブジェクトが複数あった場合の実行
方法を指定。次のどちらかを指定する
first：該当した最初のオブジェクトを登録先または生成と
して、処理を実行
error：エラーとする

overflowString 文字列 error オブジェクト登録ファイル中に指定した文字列型属性の値
が、ドキュメント管理サービスのスキーマ定義の範囲を超
えている場合の処理を指定。次のいずれか1つを指定する
error：ドキュメント管理サービス側のエラーとする（処理
を続けるかどうかは、entryErrorIgnoreタグの指定に依存）
check：どの属性についてエラーが発生したかをログに出
力（処理を続けるかどうかは、entryErrorIgnoreタグの指
定に依存）
cut：スキーマ定義に合うように、文字列を調整して登録す
る。調整位置が2バイト文字にかかる場合は、その文字を
カットする

overWriteMode 文字列 over
Write

上書きの動作を指定。次のどちらかを指定する
overWrite：上書き対象オブジェクトを移動せずに、その
まま上書きを実行
moveAndOverWrite：上書き対象オブジェクトをデータ
登録先に移動したあとで、上書きを実行

transformer 文字列 なし ファイルフォーマット変換サービスが起動しているホスト
とポート番号を次の形式で指定する
<ホスト>:<ポート番号>
ホストだけを指定した場合、ポート番号は1099を指定した
ものとする
storedConformationパラメーターを使用する場合は、必
ず指定する。指定がない場合はエラーとなる

encoding 文字列 なし テキスト形式のファイルを登録する場合の文字セットを指
定
encodingタグを省略すると、登録するファイルから文字
セットを自動判定する。contentCharsetパラメーターとの
同時指定はエラーとなる

表：基本パラメーターファイルの実行パラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
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3.2  基本パラメーターファイルのタグ
一括登録コマンド（drregist）でテキストファイル、HTMLファイルなど Content-Typeが text/*として
処理されるファイルを登録する場合は、基本パラメーターファイルの実行パラメーター contentCharsetに
適切な文字コードを指定するようにしてください。
Windowsの場合、JavaVMのデフォルトエンコーディングは「MS932」となるため、実行パラメーター
contentCharsetを指定しない場合、自動判定で「MS932」と判定されると、登録したファイルの charset
に「MS932」を指定したことになり、検索エンジン連携での検索インデックスの対象となりません。

3.2.3 デフォルトパラメータータグ
基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグは、オブジェクト登録ファイル中のパラメーターの
デフォルト設定を指定するものです。<defaultParameter>と</defaultParameter>の間に、必要なタグを
指定します。

デフォルトパラメータータグの内容は、オブジェクト登録ファイルのパラメーターと共通です。このため、デ
フォルトパラメータータグの具体的な指定方法についての説明を、ここでは省略します。

オブジェクト登録ファイルのパラメーターの指定方法については、「2.3  オブジェクト登録ファイルのパラ
メーター」（P.184）を参照してください。

デフォルトパラメータータグの一覧を次に示します。「デフォルト値」欄の値は、そのタグの指定を省略した
場合に使用される値です。デフォルト値のないタグもあります。

contentCharset 文字列 なし テキスト形式のファイルを登録する場合の文字セットを指
定
contentCharsetタグを省略すると、登録するファイルから
文字セットを自動判定する。encodingパラメーターとの同
時指定はエラーとなる

csvCharset 文字列 なし オブジェクト登録ファイルの読み込み、ログ情報ファイル
への書き込みで使用する文字セットを指定する。
サポートする値は、次のとおり。
・UTF-8
・windows-31j（日本語）
・windows-1252（英語）
・GBK、GB18030（Unicodeで基本面に入るもののみ）
（簡体中国語）
・x-windows-950（繁体中国語）
・x-windows-949（韓国語）
指定が無い場合は、コマンドを実行したJavaVMのデフォ
ルトエンコーディングで処理される

表：基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグ

タグ名 型 デフォルト値 説明

defaultParamete
r

－ なし オブジェクト登録ファイル中のパラメーターのデフォルト設
定を指定

status アト
ム

なし オブジェクトに設定するstatus属性値を指定

表：基本パラメーターファイルの実行パラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
237



23

第 2部　3  基本パラメーターファイルを用意する
class アト
ム

null値
（デフォルト
クラス）

オブジェクトに付加されるクラス
このパラメーターを指定しない場合や、パラメーター値に空
文字列を指定した場合は、「デフォルトクラス」が設定され
る。パラメーター値に、特殊文字列「\0」を指定すると、
「クラスなし」が設定される。また、クラスとして定義され
ていない不正な値を指定した場合は、エラーとなる。

refClass アト
ム

null値
（デフォルト
クラス）

リファレンスに設定するクラス属性の値を指定
特殊文字列「\0」を指定すると、「クラスなし」となる。指
定がない場合は、「デフォルトクラス」となる。

specifyLocation 文字
列

location ドキュメントまたはフォルダーの登録先を指定。次のどちら
かを指定する
location：「location」で始まるパラメーターで指定する登
録先
folder：直前に登録したフォルダー（該当するフォルダーが
ない場合はエラーとなる）

refSpecifyLocati
on

文字
列

location リファレンスの生成先を指定。次のどちらかを指定する
location：「refLocation」で始まるパラメーターで指定する
登録先
folder：直前に登録したフォルダー（該当するフォルダーが
ない場合はエラーとなる）

storeDirPath 文字
列

なし オブジェクト登録ファイル中のstorePathパラメーターに相
対パスを指定した場合の、基底ディレクトリーを指定

updateSecondar
y
Content

アト
ム

なし 内容依存情報の更新を行うときに、生成するセカンダリコン
テントのラベルを指定。複数指定する場合は「|」で区切る

updateContent
Information

ブー
ル値

false 内容依存情報の更新を行うときに、プライマリコンテントに
依存する属性を更新するかどうかを指定。次のどちらかを指
定する
true：更新する
false：更新しない

refCopyAttr ブー
ル値

false リファレンス生成時に、参照先オブジェクトの属性値をコ
ピーするかどうかを指定。次のどちらかを指定する
true：コピーする
false：コピーしない

skipMode アト
ム

なし データ行の処理を始める前に、処理対象のオブジェクトの状
態を確認し、特定の状態だった場合に、そのオブジェクトを
処理対象から外し、次のデータ行に処理を進められる
改版、改訂（リビジョンアップ）、上書き、マージの場合の
み有効
処理対象から外す状態を、skipModeパラメーターによって
指定。複数指定する場合は「|」で区切る

locationServiceId 文字
列

なし ドキュメント登録先とするサービスのserviceIDを指定

locationCabinetI
d

文字
列

なし ドキュメント登録先とするキャビネットのcabinetIDを指定

locationDrawer
Name

文字
列

なし ドキュメント登録先とするドロワーの名前を指定

表：基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
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3.2  基本パラメーターファイルのタグ
locationDrepId 数値 なし ドキュメント登録先とするドロワーまたはフォルダーの
drepIdを指定

locationObjectId 文字
列

なし データ登録先のObjectIdの文字列表記を指定 （ダイレクト
形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指定する場
合に指定）

locationConditio
n

検索
文字
列

なし ドキュメント登録先を特定するための検索条件を指定。検索
条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」
（P.215）を参照

locationDepthFr
omSearchRoot

数値 なし データ登録先の検索範囲となる階層数を指定 
（locationConditionパラメーターを指定した場合のみ有効）

nextDrepId 数値 なし ドキュメント登録位置を示すdrepIdを指定

nextObjectId 文字
列

なし データ登録位置のObjectIdの文字列表記を指定 （ダイレク
ト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指定する
場合に指定） 

nextCondition 検索
文字
列

なし ドキュメント登録位置を特定するための検索条件を指定。検
索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形
式」（P.215）を参照

refMode 文字
列

normal 生成するリファレンスの種類を指定。次のどちらかを指定す
る
normal：通常リファレンス
hard：ハードリファレンス

refServiceId 文字
列

なし 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるサービスのserviceIDを指定

refCabinetId 文字
列

なし 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるキャビネットのcabinetIDを
指定

refDrawerName 文字
列

なし 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、そのオブジェクトがあるドロワーの名前を指定

refDrepId 数値 なし 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めに、drepIdを指定

refObjectId 文字
列

なし リファレンス参照先のObjectIdの文字列表記を指定 （ダイ
レクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指定
する場合に指定）

refCondition 検索
文字
列

なし 生成するリファレンスが参照するオブジェクトを特定するた
めの検索条件を指定。検索条件の記述方法については、
「2.3.12  検索条件の記述形式」（P.215）を参照

refDepthFromSe
archRoot

数値 なし リファレンス参照先の検索範囲となる階層数を指定 
（refConditionパラメーターを指定した場合のみ有効）

refLocationServi
ce
Id

文字
列

なし リファレンス生成先とするサービスのserviceIDを指定

refLocationCabin
et
Id

文字
列

なし リファレンス生成先とするキャビネットのcabinetIDを指定

表：基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
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refLocationDraw
erName

文字
列

なし リファレンス生成先とするドロワーの名前を指定

refLocationDrepI
d

数値 なし リファレンス生成先とするドロワーまたはフォルダーの
drepIdを指定

refLocationObjec
tId

文字
列

なし リファレンス登録先のObjectIdの文字列表記を指定 （ダイ
レクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指定
する場合に指定）

refLocation
Condition

検索
文字
列

なし リファレンス生成先を特定するための検索条件を指定。検索
条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形式」
（P.215）を参照

refLocationDept
hFromSearchRoo
t

数値 なし リファレンス登録先の検索範囲となる階層数を指定 
（refLocationConditionパラメーターを指定した場合のみ有
効）

refNextDrepId 数値 なし リファレンス生成位置を示すdrepIdを指定

refNextObjectId 文字
列

なし リファレンス登録位置のObjectIdの文字列表記を指定 （ダ
イレクト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指
定する場合に指定） 

refNextConditio
n

検索
文字
列

なし リファレンス生成位置を特定するための検索条件を指定。検
索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条件の記述形
式」（P.215）を参照

storeDirPath 文字
列

文字列 storePathパラメーターが相対パス指定の場合の基底ディレ
クトリーを指定

existenceCheck 文字
列

ignore データ行の処理を始める前に、処理対象のオブジェクトの存
在チェックを行い、その結果に応じて処理を変更できる。存
在チェックの実行方法を、existenceCheckパラメーターに
よって指定。次のいずれか1つを指定する
ignore：存在チェックを行わない
do：オブジェクトが存在する場合は、このデータ行を処理
する。オブジェクトが存在しない場合は、このデータ行の処
理をスキップして、次のデータ行に処理を進める
skip：オブジェクトが存在する場合は、このデータ行の処理
をスキップして、次のデータ行に処理を進める。オブジェク
トが存在しない場合は、このデータ行を処理する

existenceCheck
ServiceId

文字
列

なし 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるサービスのserviceIDを指定

existenceCheck
CabinetId

文字
列

なし 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるキャビネットのcabinetIDを指定

existenceCheck
DrawerName

文字
列

なし 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、そのオ
ブジェクトがあるドロワーの名前を指定

existenceCheck
DrepId

数値 なし 存在チェックの対象オブジェクトを特定するために、
drepIdを指定

existenceCheck
ObjectId

文字
列

なし 存在チェック先のObjectIdの文字列表記を指定 （ダイレク
ト形式で指定する場合や検索条件式での検索起点を指定する
場合に指定）

表：基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
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3.2  基本パラメーターファイルのタグ
existenceCheck
Condition

検索
文字
列

なし 存在チェックの対象オブジェクトを特定するための検索条件
を指定。検索条件の記述方法については、「2.3.12  検索条
件の記述形式」（P.215）を参照

existenceCheckD
epthFromSearch
Root

数値 なし 存在チェック先の検索範囲となる階層数を指定 
（existenceCheckConditionパラメーターを指定した場合の
み有効）

editionKey エ
ディ
ショ
ン
キー
文字
列

なし 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合に、エディ
ションキー（版管理属性）と属性値を指定

oldStatus 文字
列

なし 登録するオブジェクトを版管理の対象とする場合、または改
版を行う場合に、登録または改版前に最新エディションだっ
たオブジェクトに設定する状態を指定

revisionCommen
t

文字
列

dRepository 
Regist、 null
値

登録時、もしくはリビジョンアップ時に設定するリビジョン
コメント文字列。このパラメーターを指定しない場合や、パ
ラメーター値に空文字列を指定した場合、初期新規登録時は
「null値」が設定され、リビジョンアップ時は
「dRepository Regist」という文字列が設定される。
パラメーター値に、特殊文字列「\0」を指定すると、「null
値」が設定される。

表：基本パラメーターファイルのデフォルトパラメータータグ（続き）

タグ名 型 デフォルト値 説明
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3.3 entryModeと使用されるパラメーターの関係

entryModeのそれぞれの処理で有効となるパラメーターを次の表に示します。
表：entryModeと使用されるパラメーターの関係
パラメーター名＼

entryMode entity reference entityAnd
Reference

create
Folder revise revision

Up overWrite merge

logFile
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
logMode 
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
logIsObjectId
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
entryErrorIgnore 
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
multipleTarget
（実行パラメーター） － － － － － － ○ ○
multipleLocation 
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ － ○（＊1） ○（＊1） ○（＊1）

overflowString
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○
multipleReference 
（実行パラメーター） － ○ － － － － － －
overWriteMode 
（実行パラメーター） － － － － － － △（＊8） －
transformer 
（実行パラメーター） ○

（＊12） － ○（＊11） － － ○（＊12） ○（＊12） ○（＊12）

encoding
（実行パラメーター） ○（＊20） － ○（＊20） － － ○（＊20） ○（＊20） ○（＊20）

contentCharset
（実行パラメーター） ○（＊20） － ○（＊20） － － ○（＊20） ○（＊20） ○（＊20）

csvCharset
（実行パラメーター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
name ◎ － ◎

（＊11） ◎ － ◎ ◎ ○
refName － ○ ○ － － － － －
status ○（＊18） ○ ○（＊11） ○（＊18） ○ ○（＊7） ○ ○（＊18）

class
○（＊18） － ○（＊11、

＊18） ○（＊18） －（＊18） ○（＊7、
＊18）

○（＊7、
＊18）

○（＊7、＊
18）

refClass － ○
（＊18）

○
（＊18） － － － － －

targetLatestEdition × × × × ◎ ◎（＊2） ◎（＊2） ◎（＊2）

targetCondition × × × × × ◎（＊2） ◎（＊2） ◎（＊2）

targetDrepId × × × × × ◎（＊2） ◎（＊2） ◎（＊2）

folderLabel × × × ○ × × × ×
specifyLocation ○ － ○ ○ － △ （＊7） △ （＊7） △ （＊7）

refSpecifyLocation － ○ ○ － － － － －
storeDirPath ○ － ○ － － ○ ○ ○
storePath

○（＊6） × ○（＊6） × × ○（＊6） ○（＊6） ○（＊5、
＊6）

storedConformatio
n ○ × ○ × － ○ ○ ○

updateContentInfo
rmation ○ － ○

（＊11） － ○ ○ ○ ○

updateSecondaryC
ontent ○ － ○（＊11） － ○ ○ ○ ○

refCopyAttr － ○ ○ － － － － －
2



3.3  entryModeと使用されるパラメーターの関係
skipMode － － － － ○ ○ ○ ○
locationServiceId ◎（＊13、

＊15、
＊18）

－ ◎（＊13、
＊15）

◎（＊13、
＊15、＊18）

◎ ◎（＊15） ◎（＊15） ◎（＊15、
＊18）

locationCabinetId
◎（＊13、
＊15、
＊18）

－
◎

（＊13、
＊15）

◎
（＊13、
＊15、
＊18）

◎（＊3） ◎（＊3、＊
15） ◎（＊3、＊15） ◎（＊3、

＊15、＊18）

locationDrawerNa
me ○（＊15、

＊18）
－ ○

（＊15）

○
（＊15、
＊18）

－ ○（＊7、＊
15） ○（＊7、＊15） ○（＊7、

＊15、＊18）

locationDrepId
○（＊15、
＊18）

－ ○（＊15）
○

（＊15、
＊18）

－ ○（＊7、＊
15） ○（＊7、＊15） ○（＊7、

＊15、＊18）

locationObjectId
◎（＊13、
＊15）

－
◎

（＊13、
＊15）

◎
（＊13、＊

15）
－ ◎（＊7、

＊15） ◎（＊7、＊15） ◎（＊7、
＊15）

locationCondition
○（＊18） － ○ ○

（＊18） － ○（＊7）  ○（＊7） ○（＊7、
＊18）

locationDepthFrom
SearchRoot ◎（＊17、

＊18）
－ ◎

（＊17）

◎
（＊17、
＊18）

－ ◎（＊7、＊
17） ◎（＊7、＊17） ◎（＊7、

＊17、＊18）

nextDrepId
○（＊15、
＊18）

－ ○
（＊15）

○
（＊15、
＊18）

－ ○（＊7） ○（＊7） ○（＊7、
＊18）

nextObjectId
○（＊15） － ○（＊15） ○（＊15） － ○（＊7、

＊15） ○（＊7、＊15） ○（＊7、
＊15、＊19）

nextCondition
○（＊18） － ○ ○

（＊18） － ○（＊7、＊
15） ○（＊7、＊15）

○（＊7、＊
15、
＊18）

refMode － ◎ ◎ － － － － －
refServiceId － ◎ － － － － － －
refCabinetId － ◎ － － － － － －
refDrawerName － ○ － － － － － －
refDrepId － ○ － － － － － －
refObjectId － ◎（＊16） － － － － － －
refCondition － ○ － － － － － －
refDepthFromSear
chRoot － ○（＊17） － － － － － －

refEditionKey － ○ － － － － － －
refEditionNumber － ○ － － － － － －
refRevisionNumber － ○ － － － － － －
refLocationServiceI
d － ◎（＊14） ◎（＊14） － － － － －

refLocationCabinet
Id － ◎（＊14） ◎（＊14） － － － － －

refLocationDrawer
Name － ○ ○ － － － － －

refLocationDrepId － ○ ○ － － － － －
refLocationObjectI
d － ◎（＊14、

＊15）
◎（＊14、
＊15）

－ － － － －

refLocationConditi
on － ○ ○ － － － － －

refLocationDepthF
romSearchRoot － ○（＊17） ○（＊17） － － － － －

refNextDrepId － ○ ○ － － － － －
refNextObjectId － ○（＊15） ○（＊15） － － － － －

表：entryModeと使用されるパラメーターの関係
パラメーター名＼

entryMode entity reference entityAnd
Reference

create
Folder revise revision

Up overWrite merge
243
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第 2部　3  基本パラメーターファイルを用意する
◎： 必須
○： 有効
△： 条件により有効
－： 無視
×： 指定するとエラー
＊ 1：multipleLocationは、新規登録となった場合にだけ有効となる。 対象オブジェクトが複数該当した場合は、無条件

にエラーとなる。
＊ 2：targetLatestEdition、targetCondition、targetDrepIdのいずれかの指定が必須となる。
＊ 3：ここで指定されたキャビネットに対して、targetLatestEditionや targetConditionで処理対象のオブジェクトを

特定することになる。
＊ 4：refModeに "normal"、"hard"を指定した場合は、refServiceId、refCabinetIdの指定が必須である。
＊ 5：マージ対象オブジェクトがフォルダーの場合、実体ファイルを指定するとエラーになる。
＊ 6：storePathの指定がなかった場合は、コンテントを持たないドキュメントとして登録する。
＊ 7：対象オブジェクトが存在せず、新規登録となった場合だけ有効となる。
＊ 8：overWriteModeは、上書き対象オブジェクトが見つかり上書き動作となった場合にのみ有効となる。 新規登録と

なった場合には、無視される。
＊ 9：designatedEditionNumberと designatedEditionLabelの両方が指定された場合は、

designatedEditionNumberの内容を優先する。
＊ 10：editionKeyパラメーターが有効になった場合のみ有効となる。
＊ 11：リファレンスオブジェクトには、反映されない。
＊ 12：storedConformationパラメーターを使用する場合は必須となる。
＊ 13：specifyLocationに "location"を指定した場合は、locationServiceId,locationCabinetIdの指定が必須である。 

specifyLocationに "location"以外の値を指定した場合は、locationServiceId,locationCabinetIdの指定をする
必要がなく、指定してもその値は無視される。

refNextCondition － ○ ○ － － － － －
existenceCheck ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
existenceCheckSer
viceId

○（＊15、
＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15、

＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15、
＊18）

existenceCheckCa
binetId ○（＊15、

＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15、
＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15）

○
（＊15、
＊18）

existenceCheckDra
werName ○（＊15、

＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15、
＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15）

○
（＊15、
＊18）

existenceCheckDre
pId ○（＊15、

＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15、
＊18） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15）

○
（＊15、
＊18）

existenceCheckObj
ectId ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15） ○（＊15）

existenceCheckCo
ndition

○
（＊18） ○ ○ ○（＊18） ○ ○ ○ ○（＊18）

existenceCheckDe
pthFromSearchRoo
t

○（＊17、
＊18）

○
（＊17）

○
（＊17）

○
（＊17、
＊18）

○
（＊17）

○
（＊17）

○
（＊17）

○（＊17、
＊18）

editionKey
○（＊18） ○ ○（＊9、＊10、

＊11）
○ － ○（＊7） ○（＊7） ○

（＊7、＊19）

designatedEdition
Number

○（＊9、
＊10、
＊18）

○
（＊9、＊10）

○（＊9、＊10、
＊11）

○
（＊9、＊10） － ○（＊9、

＊10） ○（＊9、＊10） ○（＊9、
＊10、＊19）

designatedEditionL
abel

○（＊9、
＊10、
＊18）

○（＊9、＊
10）

○（＊9、＊10、
＊11）

○
（＊9、＊10） － ○（＊9、

＊10） ○（＊9、＊10） ○（＊9、
＊10、＊19）

oldStatus ○（＊10、
＊18） ○（＊10） ○（＊10） ○（＊10） ○ ○（＊10） ○（＊10） ○（＊10、

＊19）
revisionComment ○ － ○ － － ○ ○

（＊21）
○

（＊21）

表：entryModeと使用されるパラメーターの関係
パラメーター名＼

entryMode entity reference entityAnd
Reference

create
Folder revise revision

Up overWrite merge
4



3.3  entryModeと使用されるパラメーターの関係
＊ 14：refSpecifyLocationに "location"を指定した場合は、refLocationServiceId,refLocationCabinetIdの指定が必
須である。 refSpecifyLocationに "location"以外の値を指定した場合は、refLocationServiceId、
refLocationCabinetIdの指定をする必要はない。指定しても、その値は無視される。

＊ 15：XXXXObjectIdパラメーターを指定した場合は、XXXXServiceIdパラメーター、XXXXCabinetIdパラメーター、
XXXXDrawerNameパラメーター、XXXXDrepIdパラメーターを指定しても、その値は無視される。

＊ 16：refObjectIdパラメーターを指定した場合は、refServiceIdパラメーター、refCabinetIdパラメーター、
refDrawerNameパラメーター、refDrepIdパラメーター、refEditionKeyパラメーター、refEditionNumberパ
ラメーター、refRevisionNumberパラメーターを指定しても、その値は無視される。

＊ 17：XXXXConditionパラメーターを指定した場合のみ有効となる。
＊ 18：wfregistコマンドの場合は、指定するとエラーとなる。
＊ 19：wfregistコマンドの場合、指定しても、その値は無視される。
＊ 20：encodingパラメーターと contentCharsetを同時に指定した場合はエラーとなる。
＊ 21：新規登録の場合のみ、revisionCommentパラメーターを指定できる。新規登録処理以外の場合では、指定して

も、その値は、無視される。
245



4 参照先属性転記ファイルを用意する

一括登録実行のために用意する、参照先属性転記ファイルの記述内容について説明しま
す。



4.1  参照先属性転記ファイルの構成要素
4.1 参照先属性転記ファイルの構成要素
参照先属性転記ファイルはXML形式のファイルです。参照先属性転記ファイルは、次の要素から構成されます。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>

<refCopyAtomId>
<atomId>system:name</atomId>
<atomId>user:drawingNumber</atomId>
<atomId>user:drawingVersion</atomId>

</refCopyAtomId>

ルートタグ

XML宣言

タグ
247
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第 2部　4  参照先属性転記ファイルを用意する
4.2 参照先属性転記ファイルのタグ
参照先属性転記ファイル中に指定するタグを次に示します。

4.2.1 ルートタグ
参照先属性転記ファイルのルートタグを次に示します。

4.2.2 タグ
参照先属性転記ファイルのタグを次に示します。

参照先属性転記ファイル中のatomIdタグで指定した属性の値が、一括登録によるリファレンス生成時に、参
照先オブジェクトからリファレンスにコピーされます。参照先属性転記ファイルに指定できるのはユーザー属
性のみです。システム属性は指定できません。

参照先属性転記ファイルの指定が有効になるのは、オブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーター
に「true」が指定されている場合です。また、オブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターが省
略されていても、基本パラメーターファイル中のrefCopyAttrパラメーターに「true」が指定されていれば、
属性値がコピーされます。

オブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターに「false」を指定した場合、または、オブジェク
ト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターの指定が省略されていて、基本パラメーターファイル中の
refCopyAttrパラメーターに「false」が指定されている場合は、属性値はコピーされません。
refaCopyAttrパラメーターに「true」を指定していても、参照属性転記ファイルを指定しなかった場合は、
属性値はコピーされません。

リファレンスを生成するときは、参照先オブジェクトから属性値をコピーするほかに、オブジェクト登録ファ
イルおよび基本パラメーターファイルの指定によって、属性値をリファレンスに設定できます。参照先属性転
記ファイル、オブジェクト登録ファイル、および基本パラメーターファイルが、属性値をコピーまたは設定す
る指定になっている場合は、それぞれの指定をマージして、属性値がリファレンスに設定されます。ただし、
1つの属性について、3つのファイルの指定が異なる場合は、次の優先順位で処理されます。

（1）オブジェクト登録ファイル中で指定した、属性値の設定

（2）基本パラメーターファイル中で指定した、属性値のデフォルトの設定

（3）参照先属性転記ファイルで指定した、属性値のコピー

表：参照先属性転記ファイルのルートタグ

タグ名 説明

refCopyAtomId 参照先属性転記ファイルのルートタグ
一括登録によって生成するリファレンスに対して、参照先オブジェクトから属
性値をコピーする属性を指定するための、atomIdタグを含む

表：参照先属性転記ファイルのタグ

タグ名 型 デフォルト値 説明

atomId string なし 一括登録によって生成するリファレンスに対して、参照
先オブジェクトから属性値をコピーする属性名を指定
8



5 一括登録を実行する

一括登録コマンドの実行方法について説明します。
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第 2部　5  一括登録を実行する
5.1 一括登録コマンドを実行する
一括登録を実行するためのコマンドは次のとおりです。
･ drregist

･ wfregist

5.1.1 drregist
ドキュメント管理サービスにオブジェクト（ドキュメント、フォルダー、リファレンス）を登録したり、改
版、リビジョンアップ、登録済みのドキュメントの上書き、およびマージをしたりすることができます。

コマンド形式

コマンドパラメーター
-n ｛specified-row｝
オブジェクト登録ファイル中のデータ行のうち、処理対象とする行を指定します。
-nパラメーターの指定を省略すると、オブジェクト登録ファイル中のすべてのデータ行が処理対象となりま
す。

処理対象行の指定には、次のいずれかの形式を使用します。「,」で区切ると、複数の指定を組み合わせること
ができます。
･ a-b：行番号 aから bまでの間を処理対象とする（行番号 aと bを含む）
･ a-：行番号 aから最終データ行までの間を処理対象とする（行番号 aを含む）
･ -b：オブジェクト登録ファイル 2行目から行番号 bまでの間を処理対象とする（行番号 bを含む）
･ a,b：行番号 aと bを処理対象とする
･ a-b,c：行番号 aから bまでの間と、cを処理対象とする（行番号 aと bを含む）

なお、オブジェクト登録ファイルは、1行目がヘッダー行であり、データ行は2行目から始まります。このた
め、「-b」と指定した場合は、オブジェクト登録ファイルの2行目、つまりデータ行の先頭行から処理を始め
ることになります。この行番号は、ログ情報に出力される行番号と一致します。

･ 行番号の範囲を指定した場合は、指定した開始行が終了行よりも大きいとエラーとなります。
･ 2未満の行番号を指定すると、エラーとなります。
･ 行番号を重複して指定すると、重複分を無視して処理されます。重複して指定しても、1回しか処理され
ません。
･ 存在しない行を指定してもエラーになりません。その行が処理されないため、ログにもその行は出力され
ません。

drregist [-n ｛specified-row｝] [-param ｛parameter-file｝] [-refcopyattr 
｛refcopyattr-file｝] -csv ｛registory-file｝ -user ｛userName｝
 [-passwd ｛password｝]
0



5.1  一括登録コマンドを実行する
-param ｛parameter-file｝
一括登録処理に使用する基本パラメーターファイルの名前を指定します。
-paramパラメーターの指定は省略できますが、省略する場合は、オブジェクト登録ファイル中で必要な指定
をすべて行わなければなりません。

基本パラメーターファイルの記述内容については、「3  基本パラメーターファイルを用意する」（P.233）を
参照してください。

-refcopyattr ｛refcopyattr-file｝
一括登録処理によってリファレンスを生成する場合に使用する、参照先属性転記ファイルの名前を指定しま
す。

オブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターに「true（属性をコピーする）」を指定した場合、
または、オブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターの指定を省略し、基本パラメーターファイ
ルのrefCopyAttrタグに「true」を指定した場合は、-refcopyattrコマンドパラメーターを必ず指定しなけれ
ばなりません。refCopyAttrパラメーターに「true」を指定していても、参照属性転記ファイルを指定しな
かった場合は、属性値はコピーされません。
オブジェクト登録ファイルのrefCopyAttrパラメーターに「false（属性をコピーしない）」を指定した場合、
またはオブジェクト登録ファイル中のrefCopyAttrパラメーターの指定を省略し、基本パラメーターファイル
のrefCopyAttrタグに「false」を指定した場合は、-refcopyattrコマンドパラメーターを指定しても、無視
されます。

参照先属性転記ファイルの記述内容については、「4  参照先属性転記ファイルを用意する」（P.246）を参照
してください。

-csv ｛registory-file｝
一括登録処理の実行内容を指定するオブジェクト登録ファイルの名前を指定します。
｛registry-file｝の指定は必須です。

オブジェクト登録ファイルの記述内容については、「2  オブジェクト登録ファイルを用意する」（P.178）を
参照してください。

-user ｛userName｝
一括登録処理を実行するユーザーのユーザー IDを指定します。RMSに対してユーザー認証が行われます。
RMSに登録済みのユーザー IDのみを指定できます。
｛userName｝の指定は必須です。

-passwd ｛password｝
-userコマンドパラメーターで指定した、ユーザー IDに対応するパスワードを指定します。

実行結果
オブジェクト登録ファイル中の指定に従って、次の処理が一括で行われます。
･ ドキュメント登録
･ リファレンス生成
･ リファレンス同時生成
･ フォルダー登録
･ 改版
･ 改訂（リビジョンアップ）
･ 上書き
･ マージ

また、基本パラメーターファイル中の指定に従って、ログ情報が出力されます。-paramパラメーターを省略
した場合は、正常系ログは標準出力に、エラーログは標準エラー出力に出力されます。
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ログ情報については、「6  一括登録のログ」（P.256）を参照してください。

コマンド戻り値
オブジェクト登録ファイル中の、処理対象のデータ行の処理がすべて正常に終了した場合は、0となります。

1行でもエラーが発生した場合は、1となります。オブジェクト登録ファイルのexistenceCheckパラメー
ター、または基本パラメーターファイルのexistenceCheckタグに「do」または「skip」を指定して存在
チェックを行う場合は、存在チェックエラーが1回でも発生すると、コマンド戻り値が1となります。

エラー
次の場合にエラーとなります。
･ オブジェクト登録ファイル、基本パラメーターファイル、または参照先属性転記ファイルの記述に誤りが
あった場合
･ コマンドパラメーターの指定に誤りがあった場合
･ 何らかの原因で、ドキュメント管理サービスにエラーが発生した場合
･ getAttribute 権のないオブジェクトを参照するリファレンスを生成しようとした場合
･ ユーザー認証に失敗した場合

5.1.2 wfregist
ワークフローの外部コマンドとして使用する場合、ドキュメント管理サービスにオブジェクト（ドキュメン
ト、フォルダー）を登録したり、登録済みのオブジェクトの属性を変更したりできます。
オブジェクトが、ワークフローキャビネット内のオブジェクトの場合に、処理を実行します。

コマンド形式

コマンドパラメーター
コマンドパラメーターについては、「5.1.1  drregist」（P.250）を参照してください。

実行結果
オブジェクト登録ファイル中の指定に従って、次の処理が一括で行われます。
･ ドキュメント登録
･ フォルダー登録
･ マージ

また、基本パラメーターファイル中の指定に従って、ログ情報が出力されます。-paramパラメーターを省略
した場合は、正常系ログは標準出力に、エラーログは標準エラー出力に出力されます。

ログ情報については、「6  一括登録のログ」（P.256）を参照してください。

コマンド戻り値
コマンド戻り値については、「5.1.1  drregist」（P.250）を参照してください。

wfregist [-n ｛specified-row｝] [-param ｛parameter-file｝] -csv ｛registory-
file｝ -user ｛userName｝ [-passwd ｛password｝]
2



5.1  一括登録コマンドを実行する
エラー
次の場合にエラーとなります。
･ ワークフローがインストールされていないサーバー（オールインワン構成の場合は ArcSuiteサーバー以
外、2台構成の場合はコンポーネントサーバー以外）で実行した場合
･ 登録先にドロワーを指定した場合
･「マージ」で、操作対象に、ワークフロードキュメントフォルダーを指定した場合

そのほかのエラーについては、「5.1.1  drregist」（P.250）を参照してください。
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5.2 一括登録の実行例
一括登録によって、フォルダーを登録し、そのフォルダーにドキュメントを2つ登録し、リファレンスを1つ生成
する例を示します。

実行するコマンドは次のとおりです。

基本パラメーターファイルbasicpara.xmlには、次の内容を記述します。

参照先属性ファイルrefattr.xmlには、次の内容を記述します。

オブジェクト登録ファイルregist-sample.csvには、次の内容を記述します。

①のデータ行では、フォルダー「Folder1」に、「Folder2」というフォルダーを登録しています。Folder2の
zuban属性値は「ABC」、bumon属性値は「100」です。

②のデータ行では、①で登録したFolder1に、「DOC1」というドキュメントを登録しています。DOC1のプライ
マリコンテントは、data1.tifとなります。zuban属性値は「PART1」、bumon属性値は「110」です。

C:\usr> drregist -param basicpara.xml -refcopyattr refattr.xml -csv
 regist-sample.csv -user dRmgr

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<drregistParameter>
<executionParameter>
<logFile>c:\temp\log</logFile>
<overflowString>cut</overflowString>
</executionParameter>
<defaultParameter>
<locationServiceId>service1</locationServiceId>
<locationCabinetId>Cabinet1</locationCabinetId>
<refServiceId>service1</refServiceId>
<refCabinetId>Cabinet1</refServiceId>
<refLocationServiceId>service1</refLocationServiceId>
<refLocationCabinetId>Cabinet1</refLocationCabinetId>
<existenceCheckServiceId>service1</existenceCheckServiceId>
<existenceCheckCabinetId>Cabinet1</existenceCheckCabinetId>
</defaultParameter>
</drregistParameter>

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>

<refCopyAtomId>
<atomId>user:bumon</atomId>
</refCopyAtomId>

entryMode,specifyLocation,locationCondition,name,user:zuban,user:bumon,
system:primary.storeParh,refCopyAttr,refLocationCondition,refCondition
createFolder,location,system:name "Folder1",Folder2,ABC,100,,,, …①
entity,folder,,DOC1,PART1,110,data1.tif,,, …②
entity,folder,,DOC2,PART2,110,data2.txt,,, …③
reference,,,REFDOC1,,,,true,system:name "Folder1",system:name "DOC1" …④
4



5.2  一括登録の実行例
③のデータ行では、①で登録したFolder1に、「DOC2」というドキュメントを登録しています。DOC2のプライ
マリコンテントは、data2.txtとなります。zuban属性値は「PART2」、bumon属性値は「110」です。

④のデータ行では、フォルダー「Folder1」に「REFDOC1」というリファレンスを生成しています。REFDOC1
は、②で登録したDOC1を参照するリファレンスです。bumon属性値そのものを指定していませんが、属性値を
コピーするよう指定していますので、参照先属性ファイルrefattr.xmlの指定に基づいて、DOC1のbumon属性値
「110」がREFDOC1にも設定されます。
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6 一括登録のログ

一括登録コマンドで作成されるログについて説明します。



6.1  一括登録のログ情報
6.1 一括登録のログ情報
一括登録実行時に出力されるログ情報について、次に示します。

ログ情報の形式
ログ情報の形式は、logIsObjectIdパラメーターの値により次のようになります。
･ logIsObjectIdパラメーターに trueを指定した場合

･ logIsObjectIdパラメーターに false（デフォルト）を指定した場合

ログに含まれる情報
｛日時｝
ログが出力された時間が示されます。

｛行番号｝
処理した行番号が示されます。オブジェクト登録ファイル中の行番号です。

｛メッセージカテゴリー｝
ログメッセージの種類が示されます。
･ start
処理開始を意味するログメッセージです。オブジェクト登録ファイルのデータ行ごとに 1回、このログ
メッセージが出力されます。
･ trace
処理のトレース情報を意味するログメッセージです。オブジェクト登録ファイルのデータ行ごとに複数回、
このログメッセージが出力されます。
･ error
処理がエラーになったことを意味するログメッセージです。
･ end
処理終了を意味するログメッセージです。オブジェクト登録ファイルのデータ行ごとに 1回、このログ
メッセージが出力されます。

基本パラメーターファイルの logModeタグの指定によって、特定のメッセージカテゴリーのログメッセー
ジのみを出力できます。
･ logModeタグに「all」を指定
すべてのメッセージカテゴリーのログメッセージが出力されます。
･ logModeタグに「start」を指定

startカテゴリーのログメッセージのみが出力されます。処理開始の情報のみを収集する場合に指定しま
す。
･ logModeタグに「trace」を指定

traceカテゴリーのログメッセージのみが出力されます。トレース情報のみを収集する場合に指定します。
･ logModeタグに「error」を指定

errorカテゴリーのログメッセージのみが出力されます。エラー情報のみを収集する場合に指定します。
･ logModeタグに「end」を指定

endカテゴリーのログメッセージのみが出力されます。処理の最終結果の情報のみを収集する場合に指定
します。

｛日時｝,｛行番号｝,｛メッセージカテゴリー｝,｛処理結果｝,｛メッセージコード｝,｛メッセージ｝,
｛オブジェクト IDの文字列表現値｝

｛日時｝,｛行番号｝,｛メッセージカテゴリー｝,｛処理結果｝,｛メッセージコード｝,｛メッセージ｝,
｛serviceId｝,｛cabinetId｝,｛drepId｝
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｛処理結果｝
ログメッセージ出力時の処理結果が示されます。
･ success
処理が正常終了したことを示します。
･ skip
オブジェクト登録ファイルの skipModeパラメーター、または基本パラメーターファイルの skipModeタ
グの指定により、そのデータ行の処理をスキップしたことを示します。
･ failed
処理がエラー終了したことを示します。

｛メッセージコード｝
ログメッセージのメッセージコードが示されます。
･ 0
ログメッセージが正常系のメッセージであることを意味します。
･ 1以上の整数
ログメッセージがエラー系のメッセージであることを意味します。

｛メッセージ｝
メッセージカテゴリーに対応するメッセージ内容が示されます。
･ メッセージカテゴリーが startの場合
「XXX処理を開始します」
･ メッセージカテゴリーが traceの場合
処理内容が示されます。
･ メッセージカテゴリーが errorの場合
エラー内容が示されます。
･ メッセージカテゴリーが endの場合
「XXX処理が正常終了しました」
「XXX処理が異常終了しました」

メッセージは、次のような言語で出力されます。
･ 実行ユーザーの RMS言語指定が日本語の場合、日本語で出力
･ 実行ユーザーの RMS言語指定が日本語以外の場合、英語で出力
･ 実行ユーザーの RMS言語指定値が取得できない場合、
実行ホストのデフォルト言語が日本語のとき、日本語で出力
実行ホストのデフォルト言語が日本語以外のとき、英語で出力

｛serviceId｝
上書きまたはマージの場合に、登録または変更したオブジェクトのserviceIdが示されます。メッセージカテ
ゴリーがtraceであり、処理に成功した場合のみ示されます。

｛cabinetId｝
上書きまたはマージの場合に、登録または変更したオブジェクトのcabinetIdが示されます。メッセージカテ
ゴリーがtraceであり、処理に成功した場合のみ示されます。

｛drepId｝
上書きまたはマージの場合に、登録または変更したオブジェクトのdrepIdが示されます。メッセージカテゴ
リーがtraceであり、処理に成功した場合のみ示されます。

｛オブジェクト IDの文字列表現値｝
登録/変更したオブジェクトのオブジェクトID ｛メッセージカテゴリー｝がtraceのときのみ出力されます。 オ
ブジェクトを登録/変更（上書き、マージ）した時に、成功した場合に、そのオブジェクトのオブジェクトID
の文字列表現値を出力します。
8



6.1  一括登録のログ情報
一括登録コマンドのパラメーターのlogModeに関係があり、logModeにカテゴリー名を記述すると、そのカ
テゴリーのメッセージのみが出力されます。
･ all
すべてのカテゴリーのメッセージが出力されます。
･ error

errorカテゴリーのメッセージのみ出力されます。
エラー時のみ対処する場合に使用します。
･ end

endカテゴリーのメッセージのみ出力されます。
処理の最終結果のみ必要な場合に使用します。
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7 一括登録コマンドの使用例

一括登録コマンドの使用例をサンプルと共に説明します。



7.1  サンプル環境
7.1 サンプル環境
本章では次の環境を想定しています。

項目 値

実行ユーザー名 fuji3

実行ユーザーパスワード fuji3

サービス ID drep_ServiceID

キャビネット ID cabinet01

ドロワー名 Drawer01

DrepId それぞれ適当な値
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7.2 一括登録コマンドの使用例 1

指定したドキュメントをドロワー直下に一括登録します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_1\sample.xml）

この例ではセカンダリコンテントは生成されません。
実体登録と同時に生成したい場合については、「7.4  一括登録コマンドの使用例 3」（P.265）を参照してく
ださい。

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_1\sample.csv）

ログファイル（上記の例を実行した場合 entry.log）
登録した2件分の処理がログに記録されます。

C:\Temp\iftktest> drregist -param C:\Temp\iftktest\drregist_1\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drregist_1\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<drregistParameter>
  <executionParameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drregist_1\entry.log</logFile>
    <logMode>all</logMode>
    <entryErrorIgnore>true</entryErrorIgnore>
   </executionParameter>
  <defaultParameter>
    <specifyLocation>location</specifyLocation>
    <locationServiceId>drep_ServiceID</locationServiceId>
     </defaultParameter>
</drregistParameter>

entryMode,locationCabinetId,locationDrawerName,name,system:primary.storePath
entity,cabinet01,Drawer01,パフォーマンス仕様書 , C:\Temp\doc\050412-Performance.xdw
entity,cabinet01,Drawer01,コンバータ機能仕様書 , C:\Temp\doc\050401-Converter.xdw

2021-04-02T15:30:44JST,2,start,success,0,entity処理を開始します。,,,
2021-04-02T15:30:45JST,2,trace,success,0,ドキュメントオブジェクトを登録します。,,,
2021-04-02T15:30:45JST,2,trace,success,0,ドキュメントオブジェクトを登録しました。
,drep_ServiceID,cabinet01,111501544534473
2021-04-02T15:30:45JST,2,end,success,0,entity処理が正常終了しました。,,,
2021-04-02T15:30:45JST,3,start,success,0,entity処理を開始します。,,,
2021-04-02T15:30:46JST,3,trace,success,0,ドキュメントオブジェクトを登録します。,,,
2021-04-02T15:30:46JST,3,trace,success,0,ドキュメントオブジェクトを登録しました。
,drep_ServiceID,cabinet01,111501544634478
2021-04-02T15:30:46JST,3,end,success,0,entity処理が正常終了しました。,,,
2



7.3  一括登録コマンドの使用例 2
7.3 一括登録コマンドの使用例 2

ドロワー直下にフォルダーを一括作成し、それぞれのフォルダーにオブジェクトを登録します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_2\sample.xml）

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_2\sample.csv）

system:primary.storePathの値がNullの場合、属性情報のみ登録します。
フォルダー作成時にfolderLabelを定義しておくと、その子オブジェクトを登録するときに、登録先として指
定できます。folderLabelの有効範囲は、このCSVの中のみです。

C:\Temp\iftktest> drregist -param C:\Temp\iftktest\drregist_2\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drregist_2\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<drregistParameter>
  <executionParameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drregist_2\entry.log</logFile>
    <logMode>all</logMode>
  </executionParameter>
  <defaultParameter>
    <locationServiceId>drep_ServiceID</locationServiceId>
    <locationCabinetId>cabinet01</locationCabinetId>
    <locationDrawerName>Drawer01</locationDrawerName>
  </defaultParameter>
</drregistParameter>

entryMode,folderLabel,specifyLocation,name,system:primary.storePath
createFolder,A,,FolderA,
createFolder,B,A,FolderB,
createFolder,C,B,FolderC,
entity,,A,DocumentA-1,
entity,,A,A-1の補足資料 ,C:\Temp\data\appendix_A-1.xdw
entity,,B,B-1の資料 ,C:\Temp\data\B-1.xdw
entity,,C,DocumentC-1,
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ログファイル（上記の例を実行した場合 entry.log）
2021-04-02T15:55:34JST,2,start,success,0,createFolder処理を開始します。,,, 
2021-04-02T15:55:35JST,2,trace,success,0,フォルダーオブジェクトを登録します。,,, 
2021-04-02T15:55:35JST,2,trace,success,0,フォルダーオブジェクトを登録しまし
た。,drep_ServiceID,cabinet01,111501693534490 
2021-04-02T15:55:35JST,2,end,success,0,createFolder処理が正常終了しました。,,, 
2021-04-02T15:55:35JST,3,start,success,0,createFolder処理を開始します。,,, 
2021-04-02T15:55:35JST,3,trace,success,0,フォルダーオブジェクトを登録します。,,, 
2021-04-02T15:55:35JST,3,trace,success,0,フォルダーオブジェクトを登録しました。
,drep_ServiceID,cabinet01,111501693534492 
：
：
（後略）
4
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7.4 一括登録コマンドの使用例 3

既存フォルダーにファイルを一括登録し、同時にセカンダリコンテントも作成します。

コマンド実行例

実行パラメーターファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_3\sample.xml）

操作対象オブジェクト指定ファイル
（C:\Temp\iftktest\drregist_3\sample.csv）

C:\Temp\iftktest> drregist -param C:\Temp\iftktest\drregist_3\sample.xml -csv 
C:\Temp\iftktest\drregist_3\sample.csv -user fuji3 -passwd fuji3

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<drregistParameter>
  <executionParameter>
    <logFile>C:\Temp\iftktest\drregist_3\entry.log</logFile>
    <logMode>all</logMode>
    <entryErrorIgnore>true</entryErrorIgnore>
  </executionParameter>
  <defaultParameter>
    <specifyLocation>location</specifyLocation>
    <updateSecondaryContent>system:view|system:nail</updateSecondaryContent>
    <locationServiceId>drep_ServiceID</locationServiceId>
  </defaultParameter>
</drregistParameter>

entryMode,locationCabinetId,locationCondition,name,
system:primary.storePath,editionKey
entity,cabinet02,"system:name ""ArcSuite""",パフォーマンス仕様書 ,
C:\Temp\doc\050412-Performance.xdw,"user:drawingnumber ""01-234-56"""
entity,cabinet02,"system:name ""ArcSuite""",コンバータ機能仕様書 ,
C:\Temp\doc\050401-Converter.xdw,"user:drawingnumber ""01-234-78"""
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ログファイル（上記の例を実行した場合 entry.log）
2021-04-02T16:42:37JST,2,start,success,0,entity処理を開始します。,,,
2021-04-02T16:42:41JST,2,trace,success,0,ドキュメントオブジェクト（edition）を登録しま
す。,,,
2021-04-02T16:42:41JST,2,trace,success,0,ドキュメントオブジェクト（edition）を登録しま
した。,drep_ServiceID,cabinet02,111501976134579
2021-04-02T16:42:41JST,2,trace,success,0,内容依存情報を更新します。,,,
2021-04-02T16:42:45JST,2,trace,success,0,内容依存情報を更新しました。,,,
2021-04-02T16:42:45JST,2,end,success,0,entity処理が正常終了しました。,,,
2021-04-02T16:42:45JST,3,start,success,0,entity処理を開始します。,,,
2021-04-02T16:42:46JST,3,trace,success,0,ドキュメントオブジェクト（edition）を登録しま
す。,,,
2021-04-02T16:42:46JST,3,trace,success,0,ドキュメントオブジェクト（edition）を登録しま
した。,drep_ServiceID,cabinet02,111501976634588
6
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付録 A インストールとアンインストール

ドキュメント管理サービスSDKをインストール、アンインストールする方法について説明します。

ドキュメント管理サービス SDKをインストールするには、ArcSuiteで、ドキュメント管理サービスが登録
されている RMSに接続できる環境が必要です。

付録 A.1 インストールの前に確認すること
ドキュメント管理サービスSDKのインストール先、ArcSuiteをインストールしたときの［データベースの
サーバー情報］画面、［データベースのRMS用ユーザー情報］画面、または［データベースのRMS参照専用
ユーザー登録］画面で設定した情報を、あらかじめ確認しておきます。
次の項目を確認します。

■ インストール先
ドキュメント管理サービスSDKのインストール先を確認します。

初期値は、「｛インストールするドライブ｝:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite\Tool\dRepTools」です。

■ RMS用データベースのサーバーの情報
次の情報を確認します。
･ サーバー名
･ ポート番号
･ グローバルデータベース名

ArcSuiteのインストールのとき、［データベースのサーバー情報］画面で入力した情報です。

■ RMS用ユーザーの情報
RMS用のユーザー名を確認します。

初期値は「rms」です。ArcSuiteのインストールのとき、［データベースの RMS用ユーザー情報］画面で入
力した情報です。

■ RMS用参照用ユーザーの情報
次の情報を確認します。
･ ユーザー名
･ パスワード

･ ユーザー名の初期値は、「rmsclient」です。
･ パスワードは、ArcSuiteのインストールのとき、［データベースの RMS参照専用ユーザー登録］画面で入
力した情報です。
8



  
付録 A.2 インストール
次の手順でドキュメント管理サービスSDKをインストールします。

古いバージョンがインストールされている場合は、「付録 A.5  バージョンアップ」（P.271）を参照してくだ
さい。

1. ドキュメント管理サービス SDKをインストールするコンピューターに、Administrator権限を持つ
ユーザーでサインインします。

サインインするユーザー名には、全角スペースまたは次の文字を含めないでください。全角スペース
または次の文字が含まれているとインストールのときにエラーになります。
∀（全称記号）、─（ダッシュ）、一（漢数字の 1）、稀、紀、儀、言、最、蔀、需、退、刀、謀、堀、
耀、椀、圀、愀、戀、攀、簀、蜀、Ｂ（ギリシャ字のベータ）、Т（ギリシャ字のタウ）、逢、栢、漢、
索、嬢、琢、夢、尢、崢、椢、樢、瘢、縢、萢、蘢、蠢、錢、鬢

2.「ArcSuite 4.0 SDK」インストールメディアを、ドライブにセットします。

3.「｛インストールメディア｝\DocuSDK\setup.exe」をダブルクリックします。
［ArcSuiteドキュメント管理サービス SDK セットアップへようこそ］画面が表示されます。

4.［次へ］をクリックします。
［ユーザー情報］画面が表示されます。

必要なソフトウェアがインストールされていない場合は、インストールを促す画面が表示されます。その場
合は、表示されているソフトウェアをすべてインストールしてください。
インストール後、再起動が必要な場合は、再起動したあと、手順 1から操作してドキュメント管理サービス
SDKをインストールしてください。

5.［ユーザー名］と［会社名］を入力します。
［ユーザー名］と［会社名］には OSに設定した内容を入力します。

6.［次へ］をクリックします。
［インストール先の選択］画面が表示されます。

7. ドキュメント管理サービス SDKのインストール先を確認します。

インストール先の初期値は、次のとおりです。
- OSが 32ビットの場合
｛インストールするドライブ｝:\Program Files\FUJIFILM\ArcSuite\Tool\dRepTools
- OSが 64ビットの場合
｛インストールするドライブ｝:\Program Files (x86)\FUJIFILM\ArcSuite\Tool\dRepTools

8.［次へ］をクリックします。
［RMS用データベースのサーバー情報］画面が表示されます。

9. RMSが使用するデータベースの情報を確認します。

10.［次へ］をクリックします。
［RMS用ユーザー情報］画面が表示されます。

11.RMSに接続するユーザーの［ユーザー名］を確認します。

12.［次へ］をクリックします。
［RMS参照用ユーザー情報］画面が表示されます。

13.RMSに接続する参照用ユーザーの［ユーザー名］と［パスワード］を入力します。
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14.［次へ］をクリックします。
［ファイルコピーの開始］画面が表示されます。

15.インストールする内容を確認し、［次へ］をクリックします。
設定内容を変更する場合は、［戻る］をクリックし、変更する画面まで戻ります。

インストールが開始されます。［セットアップステータス］画面が表示されます。
ファイアウォールサービスが起動している場合は、インストールの開始前にファイアウォールの設定
を確認する画面が表示されます。
設定する場合は［はい］を、すでに手動で設定済み、またはWindowsファイアウォールを使用しな
い場合は、［いいえ］を選択してください。

16.［セットアップの完了］画面が表示されるので、［完了］をクリックします。

これで、ドキュメント管理サービスSDKのインストールは終了です。

付録 A.3 インストールの内容
ドキュメント管理サービスSDKをインストールすると、インストール先に指定したディレクトリーに次の
ディレクトリーが作成されます。

ドキュメント管理サービス SDKのインストールでは、環境変数「PATH」を設定しません。そのため、ド
キュメント管理サービス SDKの各コマンドを実行するには、各コマンドへのフルパスを指定するか、環境変
数「PATH」に「bin」および「workflow\bin」へのパスを設定してください。

表：作成されるディレクトリー

ディレクトリー名 説明

bin ドキュメント管理サービスSDKのコマンド群とdllファイルが格納されています

lib ドキュメント管理サービスSDKで使用するjarファイルが格納されています

conf ドキュメント管理サービスSDKで使用する環境設定ファイルが格納されています

Java ドキュメント管理サービスSDKが使用するJREがインストールされます

sample ドキュメント管理サービスSDKのJavaAPIのJavaDoc APIドキュメントとサンプル
プログラムがインストールされます

workflow\bin ドキュメント管理サービスSDKのワークフロードキュメントアクセスツールのコマ
ンド群が格納されています
0



  
付録 A.4 アンインストール
ドキュメント管理サービスSDKをアンインストールする場合は、次の手順を実行します。

1. Windowsの［スタート］メニューから、［Windowsシステムツール］＞［コントロールパネル］を選
択します。
［コントロールパネル］画面が表示されます。

2.［プログラム］の［プログラムのアンインストール］をクリックします。
［プログラムのアンインストールまたは変更］画面が表示されます。

3.［ArcSuite ドキュメント管理サービス SDK］を選択し、［アンインストール］をクリックします。
［ArcSuite ドキュメント管理サービス SDKのアンインストール］画面が表示されます。

4.［次へ］をクリックします。
［アンインストールの確認］画面が表示されます。

5.［OK］をクリックします。
アンインストールが開始されます。
アンインストールが終了すると、［アンインストールの完了］画面が表示されます。

6.［完了］をクリックします。

これで、ドキュメント管理サービスSDKのアンインストールは終了です。

付録 A.5 バージョンアップ
次の手順で、ドキュメント管理サービスSDKをバージョンアップします。

1. 事前に、次のことを確認します。
ドキュメント管理サービス SDKのインストール先、ArcSuiteをインストールしたときの［データベー
スのサーバー情報］画面、［データベースの RMS用ユーザー情報］画面、または［データベースの
RMS参照専用ユーザー登録］画面で設定した情報を、あらかじめ確認しておきます。

詳細については、「付録 A.1  インストールの前に確認すること」（P.268）を参照してください。

2. 古いバージョンのドキュメント管理サービス SDKをアンインストールします。

詳細については、「付録 A.4  アンインストール」（P.271）を参照してください。

3. 新しいバージョンのドキュメント管理サービス SDKをインストールします。

詳細については、「付録 A.2  インストール」（P.269）を参照してください。
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付録 B 検索条件の記述形式

オブジェクトを特定するための検索条件の記述方法について説明します。
ここで記述している内容は、次のファイルで使用します。
･ オブジェクト操作コマンドの操作対象オブジェクト指定ファイル

targetConditionパラメーター、locationConditionパラメーター、nextConditionパラメーター

･ 一括登録コマンドのオブジェクト登録ファイル
targetConditionパラメーター、locationConditionパラメーター、nextConditionパラメーター、
refConditionパラメーター、reflocationConditionパラメーター、refnextConditionパラメーター、
existenceCheckConditionパラメーター

検索条件に使える属性の型は、数値型、日時型、文字列型、ブール型、アトム型、プリンシパル型、ユーザーロー
ル型です。URI型は使用できません。

付録 B.1 記述フォーマット
対応する条件式は、完全一致とLIKEとISNULLが使用できます。
LIKEは、文字列型の属性を対象とした場合だけ指定できます。文字列型の属性以外にLIKEを指定した場合は、
エラーになります。
属性名と条件値を空白で区切って記述します。

多値の属性を検索条件に使用する場合は、ALLVALかONEVALのどちらかを指定する必要があります。どちら
も指定しなかった場合は、エラーになります。
単値の属性の検索条件にALLVAL、ONEVALを指定した場合は、エラーになります。

ALLVALは、値のすべてが条件を満たす場合に一致したことになります。
ONEVALは、値の少なくとも1つが条件を満たす場合に一致したことになります。

検索条件は、次の4種類が記述できます。
･ 単値属性の検索条件
･ 多値属性の検索条件
･ NOT 単値属性の検索条件
･ NOT 多値属性の検索条件

次に各記述の内容を示します。
･ 単値属性の検索条件

1.検索条件
･ 多値属性の検索条件

1. ALLVAL
ALLVAL 検索条件
2. ONEVAL
ONEVAL 検索条件
･ 検索条件

1. ＝ （完全一致）
属性名 条件値
2. LIKE （部分一致）
属性名 LIKE 条件値
3. ISNULL
属性名 ISNULL

検索条件を空白で区切って、複数記述できます。複数の検索条件を記述した場合は、各条件をANDで結合し
たことになります。
2



  
付録 B.2 条件値の入力フォーマット
条件値は、指定した属性の型に合わせて記述します。
ドキュメント管理サービスSDKで特殊な使い方をしている文字が含まれている場合は、エスケープ文字を挿
入する必要があります。
ドキュメント管理サービスSDKで特殊な使い方をしている文字列は、「|」「^」「\」「\0」の4つです。

ドキュメント管理サービス SDKで特殊な使い方をしている文字列については、「9.2.1  特殊な使い方をする
文字」（P.156）を参照してください。

数値型
数値型属性値には「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字を挿入する必要はありません。
数値型は、そのまま値を記述します。

たとえば、nameSpaceが「user」で、userIntegerという数値型の属性があり、この属性の値が「999」の
オブジェクトを検索する場合は、次のように記述します。

日時型
日時型属性の検索条件値は「YYYY-MM-DDThh:mm:ssTZD」のフォーマットで記述します。
日時型属性値には「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字を挿入する必要はありません。

たとえば、nameSpaceが「user」で、userDateという日時型の属性があり、この属性の値が日本時間の
「2021年03月24日10時10分10秒」のオブジェクトを検索する場合は、次のように記述します。

文字列型
文字列型属値には「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字を挿入する必要があります。
さらに値を"で囲む必要があります。これは値に半角スペースが含まれる可能性があるからです。ただし、
ISNULLを"で囲む必要はありません。
検索条件にLIKEを使用できます。LIKEを用いた場合、文字列型属性値に、ワイルドカード（「*」任意の文字
列にマッチ、「?」任意の1文字にマッチ）を使用することができます。

ドキュメント管理サービスでは、「\」は、ワイルドカードのエスケープ文字として扱います。ドキュメント
管理サービス SDKでも、「\」は、特殊文字のエスケープ文字として扱います。
そのため、LIKEを用いた場合に「*」および「?」そのものを文字列型属性値に含めたい場合は、「\\*」や
「\\?」と指定する必要があります。
また、「\」を文字列型属性値に含めたい場合は、「\\\\」と指定する必要があります。
なお、LIKE以外の検索演算子を使用した場合でも、エスケープ文字「\」は無視されるため、「\」を文字列
型属性値に含めたい場合は、「\\\\」と指定する必要があります。

,targetCondition,
,user:userInteger 999,

,targetCondition,
,user:userDate 2021-03-24T10:10:10JST,
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たとえば、nameSpaceが「user」で、userStringという文字列型の属性の値が「TEST」のオブジェクトを
検索する場合は、次のように記述します。セル全体を「"」で囲んで記述できます。このとき、「"」が含まれ

ていた場合は「""」に置き換えます。

予約文字を含む検索条件は、次のようになります。

上記の例では、userString属性の値が「ab^2」の場合に条件に該当します。

ブール型
ブール型属性値には「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字を挿入する必要はありません。
真の値を検索する場合は、true（1）を記述します。
偽の値を検索する場合は、false（0）を記述します。

たとえば、nameSpaceが「user」のuserBooleanというブール型の属性があり、属性値が「真」のオブ
ジェクトを検索する場合は、次のように記述します。

アトム型
アトム型属性の検索条件値は、「nameSpace:name」のフォーマットで記述します。
アトム型属性値には「予約文字」が含まれないため、エスケープ文字を挿入する必要はありません。

たとえば、システム属性のobjectCategory属性の値が「system:reference」のオブジェクトを検索する場
合は、次のように記述します。

プリンシパル型
プリンシパル型属性の検索条件値は、RMSのDN形式で記述し、カラム全体を " で囲みます。
プリンシパル型属値には、「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字を挿入する必要があり
ます。

たとえば、システム属性の登録者（createdBy）の属性値が、
「uid=yamada,ou=users,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp」のオブジェクトを検索する場合、次のように記述し
ます。

,targetCondition,
,user:userString "TEST",

,targetCondition,
,"user:userString ""TEST""",

,targetCondition,
,user:userString "ab\^2",

,targetCondition,
,user:userBoolean true,

,targetCondition,
,system:objectCategory system:reference,

,targetCondition,
,"system:createdBy uid=yamada,ou=users,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",
4



  
ユーザーロール型
ユーザーロール型属性の検索条件値は、RMSのDN形式で記述し、カラム全体を " で囲みます。
ユーザーロール型属値には、「予約文字」が含まれる可能性があるため、エスケープ文字を挿入する必要があ
ります。

たとえば、nameSpaceがuserで、userUserRoleというユーザーロール型の属性の値が、
「cn=designer,ou=userRoleNames,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp」のオブジェクトを検索する場合、次のよ
うに記述します。

検索条件の記述例
検索条件をCSVで記述した例を示します。

各行の検索条件で検索される内容は、次のとおりです。
･ 2行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の数値型属性 userIntegerの値が「1」のオブジェクトが
条件に該当します。
･ 3行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の日付型属性 userDateの値が「2021-03-

04T10:10:10JST」のオブジェクトが条件に該当します。
･ 4行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の文字列型属性 userStringの値が「TEST」のオブジェク
トが条件に該当します。
･ 5行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の文字列型属性 userStringの値が「T"」で始まるオブジェ
クトが条件に該当します。
･ 6行目の検索条件は、nameSpaceが「user」のブール型属性 userBooleanの値が「真」のオブジェクト
が条件に該当します。
･ 7行目の検索条件は、システム属性のアトム型属性 objectTypeの値が、system:folderのオブジェクト
が条件に該当します。
･ 8行目の検索条件は、システム属性の文字列型属性 nameの値が「TEST」で、かつ nameSpaceが
「user」の文字列型属性 drawingNumberの値が DW123のオブジェクトが条件に該当します。
･ 9行目の検索条件は、システム属性の文字列型属性 name属性の値が「T」から始まる文字列で、かつ

nameSpaceが「user」の数値型属性 versionNumberの値が 1のオブジェクトが条件に該当します。
･ 10行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の多値の文字列型属性 userMultiStringの値の中に
「ABC」が含まれるオブジェクトが条件に該当します。
･ 11行目の検索条件は、nameSpaceが「user」の文字列型属性 userSingleStringの値が Nullでないオブ
ジェクトが条件に該当します。

,targetCondition,
,"user:userUserRole cn=designer,ou=userRoleNames,dc=FUJIFILM,dc=co,dc=jp",

,locationCondition,
,user:userInteger 1,
,user:userDate 2021-03-04T10:10:10JST,
,user:userString "TEST",
,user:userString LIKE "T""*",
,user:userBoolean true,
,system:objectCategory system:folder
,system:name "TEST" user:drawingNumber "DW123",
,system:name LIKE "T*" user:versionNumber 1,
,ONEVAL user:userMultiString "ABC",
,NOT user:userSingleString ISNULL,
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付録 C エディションキーパラメーターのフォーマット

エディションキーパラメーターには、次の3種類のパラメーターがあります。
1. 版管理下のオブジェクトを特定するためのtargetEditionKeyパラメーター
2. オブジェクトにエディション属性を付加するeditionKeyパラメーター
3. 参照先の情報を取得したときのrefEditionKeyパラメーター

1.と2.は、入力ファイルの操作対象オブジェクト指定ファイルで使用します。
3.は、正常結果情報出力ファイルの属性値として出力されます。

エディションキーパラメーターに使用できる属性の型は、数値型、日時型、文字列型、アトム型です。URI型と
ブール型は使用できません。
エディションキーパラメーターのフォーマットは、「属性名 属性値」のように、属性名と属性値を半角スペースで
区切ります。エディションキーパラメーターが複数の属性を持つ場合も、半角スペースで区切ります。
このフォーマットは、検索条件の記述形式の「完全一致」と同じです。

検索条件の記述方法については、「付録 B  検索条件の記述形式」（P.272）を参照してください。

たとえば、「オブジェクトのエディションキー追加コマンド」で、エディションキーのnameSpaceが「user」の
文字列型属性userStringに、editionKeyパラメーターによって「TEST」という値を付加する場合は、次のよう
に記述します。

また、エディションキーが、「user:socumentId」というstring型属性と「user:documentNumber」という
integer型属性で構成されている場合は、次のように記述します。

,editionKey,
,user:userString "TEST",

,editionKey,
,user:documentId "ABC" user:documentNumber 1234,
6



  
付録 D 用語集

用語 定義と簡単な説明

ACE Access Control Entryの略。アクセスの主体となるユーザーロールとアクセス権
を組にしたペアにして規定した、ACLのエントリーです。

ACL Access Control Listの略。オブジェクトにアクセス権を設定するためのリスト
です。ACLはACEのリストとなります。

dRepository Id（drepId） ドキュメント管理サービス IDのことです。キャビネット内のオブジェクトを識
別するためのIDです。オブジェクト登録時に自動的に設定されます。

Everyone ACE すべてのアクセス主体に対して適用するアクセス権を規定する、ACLのエント
リーです。

Others ACE ACL中に明示されたエントリーがないアクセス主体に対して適用する、アクセス
権を規定するACLのエントリーです。

RMS ユーザーや属性などのリソースを管理するサービスです。ユーザー認証やディレ
クトリーサービスへのアクセスなどを管理します。

RMS管理ツール RMSを管理するツールです。RMS管理者が、ドキュメントスペース管理者や一
般ユーザーの設定のために使います。

アクセス権 オブジェクトにアクセスするための権限です。たとえば、オブジェクトのコンテ
ントを取り出すための「getContent」、オブジェクトを表示するための
「viewContent」など、操作ごとにアクセス権が設けられています。

アクセス権マスク ACLで許可されている操作のうち、さらに一部のみを許可するように制限を加え
る機能です。キャビネットに対するアクセス権マスクと、状態に対応したアクセ
ス権マスクがあります。

アクセスコントロールエン
トリー

「ACE」を参照してください。

アクセスコントロールリス
ト

「ACL」を参照してください。

アドレス帳 RMSに登録されているユーザーの検索などを行うためのツールです。ドキュメ
ントスペースでは、一般ユーザーを選択するためにアドレス帳を使います。

アンチェックアウト チェックアウトを取り消し、チェックアウト前の状態にドキュメントを戻す操作
です。チェックアウトによって作成された作業リビジョンが削除されます。
チェックアウトによるアクセスの制限も解除されます。

アンロック ロックを解除する操作です。

インデックスキー 属性検索を高速化するために作成するインデックスです。1～6つの属性によっ
て定義されます。

版管理 ドキュメント、フォルダー、リファレンスの版を管理する機能です。

エディションキー（版管理
属性）

オブジェクトが版管理の対象となっていることを示すキー情報です。1～6つの
ユーザー属性によって、キャビネット単位で定義されます。

版ラベル ドキュメント、フォルダー、リファレンスのエディションを示す文字列です。

オブジェクト ドキュメント管理サービスおよびドキュメントスペースにおける操作対象の単位
です。オブジェクトの種類には、サービス、キャビネット、ドロワー、フォル
ダー、ドキュメント、リファレンスがあります。
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オブジェクト ID オブジェクトを識別するためのIDです。サービスID、キャビネットID、ドキュメ
ント管理サービス IDによって構成されます。

改訂（リビジョンアップ） 新しいリビジョン番号のドキュメントを登録する操作です。

改版 新しい版番号のオブジェクトを登録する操作です。

管理オブジェクト 基本オブジェクトを管理するオブジェクトです。サービスオブジェクト、キャビ
ネットオブジェクト、ドロワーオブジェクトの総称です。

管理ポータル ドキュメントスペース管理アプリケーションへの入り口となるWebページを表示
するコンポーネントです。

基本オブジェクト 管理の対象となるオブジェクトです。フォルダーオブジェクト、ドキュメントオ
ブジェクト、リファレンスオブジェクトの総称です。

キャビネット オブジェクトの1つです。オブジェクトの階層では、サービスの下に位置します。
検索方法やバージョン管理方法などを設定する単位となります。

キャビネット ID キャビネットを識別するためのIDです。キャビネット作成時に指定します。

キャビネット管理者 ドキュメント管理サービスのサービス管理者によって設定される、キャビネット
に対する管理責任者です。キャビネットおよびドロワーに対する管理権限を持ち
ます。

検索インデックス 検索のための情報を記録するインデックスです。検索対象のドキュメントのIDや
種類などの情報が含まれます。

検索エンジン 検索を処理するコンポーネントです。ドキュメントスペースでは、全文検索のた
めの全文検索エンジン、および関連文書検索のための関連文書検索エンジンを利
用します。

検索エンジン連携属性 オブジェクトが持つ属性のうち、検索エンジン上に対応するインデックスを持つ
キャビネットにおいて、検索エンジンとの連携によって使用できるようになる特
殊なシステム属性です。検索エンジンサービス名や検索インデックス名などの各
種情報が含まれます。

作業リビジョン チェックアウトによって作成されるドキュメントです。

サービス オブジェクトの1つです。ドキュメントスペースの管理単位となる管理オブジェ
クトです。

サービス ID サービスを識別するためのIDです。サービス作成時に指定します。

サービス管理者 ドキュメント管理サービスの管理者によって設定される、サービス全体に対する
管理責任者です。サービスのほか、キャビネットやドロワーなど、サービス内の
すべてのオブジェクトに対する管理権限を持ちます。

システム属性 オブジェクトが持つ属性のうち、あらかじめ定義されている属性です。サービス
管理者は変更できません。

状態 ドキュメント、フォルダー、リファレンスが持つシステム属性の1つで、オブ
ジェクトの状態を表すものです。たとえば、ドキュメントの状態が「editable
（編集可能）」であれば、ACLで許可されているアクセス主体は、そのドキュメン
トを編集できます。状態に応じたアクセス権マスクを設定できます。

スコア 関連文書検索において、検索条件に対する結果の関連度を示す数値情報です。

ストレージパス ストレージ領域を指すパスです。

ストレージ領域 ドキュメントのコンテントデータを格納する領域です。1つのドロワーに1つの
ストレージ領域が対応づけられます。

用語 定義と簡単な説明
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属性 オブジェクトが持つ、オブジェクトの名前、登録日時などの各種情報です。オブ
ジェクトを管理するために属性値を利用するほか、属性値を指定した検索もでき
ます。

属性制約 オブジェクトが持つ属性値の範囲を設定する機能です。

チェックアウト ドキュメントに対するアクセス制御のための操作です。ドキュメントの新しいリ
ビジョンを作成する場合に、チェックアウトを行います。チェックアウトする
と、作業リビジョンが作成されるので、作業リビジョンを編集します。チェック
アウトされたドキュメントについては、編集などのアクセスが制限されます。

オブジェクトがチェックアウトされている場合の操作の可否については、「付
録H  ロック、チェックアウトによる操作の可否」（P.307）を参照してくださ
い。

チェックイン チェックアウトによって作成された作業リビジョンを新しいリビジョンとする操
作です。チェックアウトによるアクセスの制限が解除されます。

デフォルトアクセス権 アクセス権を指定せずにオブジェクトを作成、登録した場合に、オブジェクトに
デフォルトで設定するアクセス権です。

デフォルトドメイン ArcSuiteのコンポーネントから見たときの、コンポーネント自身が属するRMS
のドメインです。ドキュメントスペースの場合は、ドキュメントスペースが属す
るRMSのドメインを意味します。

ドキュメント オブジェクトの1つです。管理対象のテキストファイル、PDFファイル、図面
データファイルなどを、ドキュメントとしてドキュメントスペースに登録しま
す。

ドキュメント管理サービス 文書、図面などのドキュメントを管理するための統合リポジトリーのことです。
ArcSuiteの基本的なコンポーネントの1つです。

ドキュメント管理サービス 
ID

「dRepository Id」を参照してください。

ドキュメントスペース ドキュメントスペースにオブジェクトを登録したり、登録済みのオブジェクトを
利用したりするためのアプリケーションコンポーネントです。GUI形式で、主に
一般ユーザーが操作します。

ドキュメントスペース管理
者

ドキュメントスペース管理アプリケーションを使って、ドキュメントスペースに
関する設定を行う管理者です。RMS管理者が、ドキュメントスペース管理アプ
リケーションをRMSに登録します。

ドキュメントスペース管理
アプリケーション

ドキュメントスペースに関する各種設定を行うための管理ツールです。具体的に
は、ドキュメントスペースにおいてオブジェクトの登録や検索のために利用する
属性テンプレートの設定、操作内容の設定などを行います。GUI形式で、ドキュ
メントスペース管理者が操作します。
ドキュメント管理サービスに関する設定を行うための「ドキュメント管理サービ
スの管理ツール」とは別のものなので、注意してください。

ドキュメント管理サービス
の管理ツール

ドキュメント管理サービスに関する設定を行うための管理ツールです。具体的に
は、サービス、キャビネット、ドロワー、および検索インデックスに関する各種
設定を行います。サービス管理者またはキャビネット管理者が操作します。
ドキュメントスペースに関する設定を行うための「ドキュメントスペース管理ア
プリケーション」とは別のものなので、注意してください。

ドロワー オブジェクトの1つです。オブジェクトの階層では、キャビネットの下に位置し
ます。ドキュメントの内容そのものを保存する、物理的なメディアに対応してい
ます。

バージョン管理 ドキュメント、フォルダー、リファレンスのバージョンを管理する機能です。ド
キュメントスペースでは、ドキュメント、フォルダー、リファレンスの版（エ
ディション）、およびドキュメントの変更履歴（リビジョン）を管理できます。

用語 定義と簡単な説明
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フォルダー オブジェクトの1つです。オブジェクトの階層では、ドロワーの下に位置します。
また、1つのフォルダーに複数のフォルダーを置くこともできます。関連する複
数のドキュメントやリファレンスをグループ化して管理するために、フォルダー
を利用します。

ポータル ドキュメントスペース、および管理ポータルへの入り口となるWebページを表示
するコンポーネントです。

モード サービス、キャビネットに対するアクセス制御のための機能です。たとえば、
サービスのモードが「maintenance（メンテナンス中）」になっているときは、
サービス管理者による管理作業のみが可能となり、一般ユーザーはサービスを利
用できません。

ユーザー属性 オブジェクトが持つ属性のうち、サービス管理者が定義する独自の属性です。用
途に合わせて定義し、属性値を設定できます。

ユニークキー オブジェクトに設定する属性値に、ユニーク性を持たせるためのキー情報です。
1～6つの属性によって定義されます。

リビジョン管理 ドキュメントの変更履歴を管理する機能です。すべてのドキュメントがリビジョ
ン管理の対象となります。

リファレンス オブジェクトの1つです。別のドキュメントやフォルダーを参照します。

ロック フォルダー、ドキュメント、リファレンスに対するアクセス制御のための機能で
す。ロックした本人以外のアクセスが制限されます。

オブジェクトがロックされている場合の操作の可否については、「付録H  
ロック、チェックアウトによる操作の可否」（P.307）を参照してください。

用語 定義と簡単な説明
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付録 E XMLによる検索条件の記述方法

ドキュメント管理サービスSDKでは、検索条件記述ファイルや実行パラメーターファイルのtextSearch要素で指
定するファイルにおいて、検索条件をXML形式で記述できます。
XML形式で検索条件を記述することにより、より柔軟な検索ができます。
ここでは、XMLによる検索条件の記述方法について説明します。

･ XML形式での全文検索条件式の記述方法

･ XML形式での属性検索条件式の記述方法

付録 E.1 XML形式での全文検索条件式の記述方法
ここでは、実行パラメーターファイルのtextSearch要素で指定するファイルにおいて、XML形式で全文検索
条件式を記述する方法を説明します。

記述ルール
XML形式で全文検索条件式を記述するには、XMLスキーマにしたがってXMLを記述する必要があります。
次に全文検索条件式のXMLスキーマを示します。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<xs:schema xmlns:xs='http://www.w3.org/2001/XMLSchema'>
<!--ELEMENT DEFINITION -->
<xs:element name="textSearch" type="textSearch-type"/>
<xs:element name="ftsAnd" type="condition-type"/>
<xs:element name="ftsOr" type="condition-type"/>
<xs:element name="ftsNot" type="notCondition-type"/>
<xs:element name="text" type="text-type"/>
<xs:element name="near" type="near-type"/>
<xs:element name="wordList" type="list-type"/>
<xs:element name="distance" type="dis-type" default="10"/>
<xs:element name="word" type="word-type"/>
<xs:element name="exword" type="exword-type"/>
<xs:element name="dictionary" type="dic-type"/>
<xs:element name="thesaurus" type="thsrs-type"/>
<!-- ATTRIBUTE DEFINITION -->
<!-- SIMPLETYPE DEFINITION -->
<xs:simpleType name="not-type">
<xs:restriction base="xs:boolean"/>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType name="inOrder-type">
<xs:restriction base="xs:boolean"/>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType name="col-type">
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:maxLength value="10"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType name="dis-type">
<xs:restriction base="xs:int"/>
</xs:simpleType>
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<xs:simpleType name="exword-type">
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:pattern value="[!%]+"/>
<xs:minLength value="1"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:simpleType name="dic-type">
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:minLength value="1"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<!-- COMPLEXTYPE DEFINITION -->
<xs:complexType name="textSearch-type">
<xs:choice>
<xs:element ref="ftsNot" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:group ref="textCondition-group" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:choice>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="condition-type">
<xs:choice>
<xs:element ref="ftsNot" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:group ref="textCondition-group" minOccurs="1" maxOccurs="unbounded"/>
</xs:choice>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="notCondition-type">
<xs:group ref="textCondition-group" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="text-type">
<xs:sequence>
<xs:element ref="column" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<xs:group ref="wordList-group" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:sequence>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="near-type">
<xs:sequence>
<xs:element ref="column" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<xs:group ref="wordList-group" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="distance" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:group ref="wordList-group" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:sequence>
<xs:attribute name="inOrder" type="inOrder-type" default="false"/>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="list-type">
<xs:sequence>
<xs:element ref="word" minOccurs="1" maxOccurs="unbounded"/>
</xs:sequence>
<xs:attribute name="op" default="OR">
<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:enumeration value="AND"/>
<xs:enumeration value="OR"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
2



  
</xs:attribute>
</xs:complexType>
<xs:complexType name="word-type">
<xs:simpleContent>
<xs:extension base="word-string-type">
<xs:attribute name="style" default="equal">
<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:enumeration value="equal"/>
<xs:enumeration value="prefix"/>
<xs:enumeration value="suffix"/>
<xs:enumeration value="substring"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
</xs:attribute>
</xs:extension>
</xs:simpleContent>
</xs:complexType>
<xs:simpleType name="word-string-type">
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:minLength value="1"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
<xs:complexType name="thsrs-type">
<xs:sequence>
<xs:element ref="exword" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="dictionary" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:sequence>
<xs:attribute name="mode" default="synonym">
<xs:simpleType>
<xs:restriction base="xs:string">
<xs:enumeration value="narrow"/>
<xs:enumeration value="synonym"/>
<xs:enumeration value="broaden"/>
</xs:restriction>
</xs:simpleType>
</xs:attribute>
</xs:complexType>
<!-- xs:group DEFINITION -->
<xs:group name="textCondition-group">
<xs:choice>
<xs:element ref="ftsAnd" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="ftsOr" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="text" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="near" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:choice>
</xs:group>
<xs:group name="wordList-group">
<xs:choice>
<xs:element ref="wordList" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<xs:element ref="thesaurus" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</xs:choice>
</xs:group>
</xs:schema>
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XMLの要素
全文検索条件式で使用するXMLスキーマの定義内容を、要素（ELEMENT）ごとに説明します。

■ 条件全体：textSearch
［条件全体：textSearch］とは、検索条件全体を表す要素です。入力必須の項目であり、1つのXML文書につ
き、1つだけ記述します。
この要素の子要素として含まれる要素は、NOT条件かtextCondition-group型の条件です。これらの条件の
いずれか1つを要素として記述します。
･［ftsNot］：NOT条件
･［textCondition-group］：ANDによる組み合わせ条件
･［textCondition-group］：ORによる組み合わせ条件
･［textCondition-group］：文字列検索条件
･［textCondition-group］：近傍検索条件

textCondition-group型の要素の詳細については、次の各項目を参照してください。
･「■ AND条件：ftsAnd」（P.284）
･「■ OR条件：ftsOr」（P.284）
･「■文字列検索：text」（P.284）
･「■近傍検索：near」（P.284）

■ AND条件：ftsAnd
［AND条件：ftsAnd］とは、ANDによる組み合わせの条件を表す要素です。
この要素の子要素として含まれる要素は、前述の「条件全体：textSearch」に記載された要素と同じです。

■ OR条件：ftsOr
［OR条件：ftsOr］とは、ORによる組み合わせの条件を表す要素です。
この要素の子要素として含まれる要素は、前述の「条件全体：textSearch」に記載された要素と同じです。

■ 文字列検索：text
［文字列検索：text］とは、文字列検索を表す要素です。
次に示す子要素で構成されます。
･［wordList-group］
検索語リストを表す要素です。

［wordList-group］要素の詳細については、「■検索語リスト：wordList-group」（P.285）を参照してくだ
さい。

■ 近傍検索：near
［近傍検索：near］とは、近傍検索を表す要素です。
次に示す子要素で構成されます。
･［wordList-group］
検索語リスト Aを表す要素です。

［wordList-group］要素の詳細については、「■検索語リスト：wordList-group」（P.285）を参照してくだ
さい。

･［distance］
検索語リストの単語間の距離を表します。デフォルトは 10バイトです。
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指定可能な範囲は、1～ 2 GB（最大テキストサイズ）までの整数値です。
それ以外の値の場合は検索できません。
･［wordList-group］
検索語リスト Bを表す要素です。

［wordList-group］要素の詳細については、「■検索語リスト：wordList-group」（P.285）を参照してくだ
さい。

属性として次の設定ができます。
･［inOrder］
検索語リスト Aと Bの出現順を表します。
この属性は省略できます。属性を省略すると false（出現順を無視する）設定となります。

■ 検索語リスト：wordList-group
［検索語リスト：wordList-group］とは、検索語のリストを表す要素です。
次に示す子要素のいずれか1つで構成されています。
･［wordList］
単語集合を表します。

［wordList］要素の詳細については、「■単語集合：wordList」（P.285）を参照してください。

･［thesaurus］
シソーラスによる展開語を表します。

［thesaurus］要素の詳細については、「■シソーラス展開：thesaurus」（P.286）を参照してください。

■ 単語集合：wordList
［単語集合：wordList］とは、単語集合を表す要素です。
次に示す子要素で構成されます。
･［word］

1語の検索単語を表します。検索単語は 1文字以上の文字列です。
属性として、検索単語との一致方法を設定できます。

［word］要素の詳細については、「■検索語：word」（P.285）を参照してください。

単語集合の各単語間の関係を指定するために、［単語集合：wordList］の属性［op］として、次のいずれか
の値を設定できます。ただし、［近傍検索：near］ではこの属性は無視され、必ずorで処理されます。
･［AND］：ANDによる検索処理
･［OR］：ORによる検索処理

デフォルトは［OR］です。

■ 検索語：word
［検索語：word］とは、検索語を表す要素です。
次に示す子要素で構成されます。
･ 文字列

1文字以上の文字列を表します。文字列中に記号を含む場合には、その記号は任意の 1文字として検索処
理されます。
文字列にスペースがある場合、スペースを任意の文字、あるいは無視した文字列を検索語として検索処理
されます。
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アンダースコア「_」は任意の 1文字、パーセント記号「%」は任意の 0文字以上のワイルドカードとし
て検索処理されます。

検索対象単語の一致方法を指定するために、［検索語：word］の属性［style］として、次のいずれかの値を
設定できます。
･［equal］：完全一致
･［prefix］：前方一致
･［suffix］：後方一致
･［substring］：部分一致
デフォルトは［equal］です。

■ 距離：distance
［距離：distance］とは、検索語リストの単語間の距離を表します。デフォルトは10バイトです。
指定可能な範囲は、1～2 GB（最大テキストサイズ）までの整数値です。
それ以外の値の場合は検索されません。

■ シソーラス展開語：exword
［シソーラス展開語：exword］とは、シソーラス展開のキーとなる単語を表す要素です。検索語を表す
［word］とは異なり、シソーラス内の語と完全一致の場合だけ有効です。
設定可能な範囲は、1文字以上の文字列です。文字列中にはスペースおよび記号を設定することはできませ
ん。

■ 辞書：dictionary
［辞書：dictionary］とは、シソーラス辞書名を表す要素です。この要素は1回だけ記述できます。
設定可能な範囲は、1文字以上8文字以下の文字列です。あらかじめシソーラスの管理者によって作成／登録
されている辞書名を設定します。文字列にスペースを使用することはできません。
シソーラスを用いた展開の場合は、シソーラス展開語の展開方法を表すために、［辞書：dictionary］の属性
［mode］として、次のどれかの値を設定できます。
･［synonym］：同義語展開
･［narrow］：上位語展開
･［broaden］：下位語展開
デフォルトは［synonym］です。

■ シソーラス展開：thesaurus
［シソーラス展開：thesaurus］とは、シソーラス展開を表す要素です。
［シソーラス展開：thesaurus］は、次の要素で構成されます。
･［exword］
シソーラス展開語を表す要素です。

［exword］要素の詳細については、「■シソーラス展開語：exword」（P.286）を参照してください。

･［dictionary］
シソーラス辞書を表す要素です。

［dictionary］要素の詳細については、「■辞書：dictionary」（P.286）を参照してください。
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検索条件の記述例
XMLによる全文検索条件式の記述例を次に示します。

＊ 1：全文検索サービスの検索条件全体を表すタグが必ず 1つ存在します。
＊ 2：文字列検索条件の例です。1つ以上の <word>・・・・・・</word>を指定します。
＊ 3：文字列検索条件の例です。<wordlist>の代わりに <thesaurus>でシソーラス展開した語の or演算の検索条件を

指定します。
＊ 4：近傍検索条件の例です。2つの <wordlist>（この場合 1つは <thesaurus>を利用）と、距離を指定します。

<textSearch>
<ftsOr>
<ftsAnd>
<text>
<wordList op="OR">
<word>富士 </word>
<word style="prefix">フイルム </word>
</wordList>
</text>
<text>
<thesaurus mode="narrow">
<exword>FAX</exword>
<dictionary>normaldic1</dictionary>
</thesaurus>
</text>
</ftsAnd>
<near inOrder="TRUE">
<wordList>
<word style="substring">複写機 </word>
</wordList>
<distance>10</distance>
<thesaurus mode="narrow">
<exword>プリンタ </exword>
<dictionary>normaldic1</dictionary>
</thesaurus>
</near>
</ftsOr>
</textSearch>

（＊1）

（＊2）

（＊3）

（＊4）
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付録 E.2 XML形式での属性検索条件式の記述方法
ここでは、検索条件記述ファイルにおいて、XML形式で属性検索条件式を記述する方法を説明します。

記述ルール
XML形式で属性検索条件式を記述するには、XMLスキーマにしたがってXMLを記述する必要があります。
次に属性検索条件式のXMLスキーマを示します。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>
<schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:api="http://
www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/api">
<!-- COMPARISON OPERATOR GROUP -->
<group name="atsComparison-group">
<choice>
<element ref="api:between" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:equal" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:greaterEqual" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:greaterThan" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:in" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:isNull" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:isNotNull" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:lessEqual" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:like" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:lessThan" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:notBetween" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:notEqual" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:notIn" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:notLike" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
</choice>
</group>
<!-- LOGICAL OPERATOR GROUP -->
<group name="atsLogical-group">
<choice>
<element ref="api:atsAnd" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:atsOr" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:atsNot" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
</choice>
</group>
<!-- MULTI VALUE OPERATOR GROUP -->
<group name="atsMultiValue-group">
<choice>
<element ref="api:allval" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:oneval" minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
</choice>
</group>
<element name="atsCondition">
<complexType>
<choice>
<group ref="api:atsComparison-group"/>
<group ref="api:atsLogical-group"/>
<group ref="api:atsMultiValue-group"/>
</choice>
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</complexType></element>
<complexType name="atsConditionList-type">
<choice minOccurs="1" maxOccurs="unbounded">
<group ref="api:atsComparison-group"/>
<group ref="api:atsLogical-group"/>
<group ref="api:atsMultiValue-group"/>
</choice>
</complexType>
<element name="between" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="equal" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="greaterEqual" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="greaterThan" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="in" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="isNull" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="isNotNull" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="lessEqual" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="like" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="lessThan" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="notEqual" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="notIn" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="notLike" type="api:atsComparison-type"/>
<element name="atsAnd" type="api:atsConditionList-type"/>
<element name="atsOr" type="api:atsConditionList-type"/>
<element name="atsNot" type="api:atsConditionList-type"/>
<complexType name="atsMultiValue-type">
<choice minOccurs="1" maxOccurs="1">
<group ref="api:atsComparison-group"/>
</choice>
</complexType>
<element name="allval" type="api:atsMultiValue-type"/>
<element name="oneval" type="api:atsMultiValue-type"/>
<complexType name="atsComparison-type">
<choice minOccurs="1" maxOccurs="unbounded">
<element ref="api:idExpr" minOccurs="0" maxOccurs="unbounded"/>
<element ref="api:valueExpr" minOccurs="0" maxOccurs="unbounded"/>
<element ref="api:funcExpr" minOccurs="0" maxOccurs="unbounded"/>
</choice>
</complexType>
<element name="idExpr">
<complexType>
<sequence>
<any minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
<element name="valueExpr">
<complexType>
<sequence>
<group ref="api:atsValue-group"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
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<element name="funcExpr">
<complexType>
<sequence>
<any minOccurs="0" maxOccurs="1"/>
</sequence>
<attribute ref="api:operation"/>
</complexType>
</element>
<attribute name="operation" type="string"/>
<!-- VALUE GROUP -->
<group name="atsValue-group">
<choice>
<element ref="api:stringValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:booleanValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:principalValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:userRoleValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:integerValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:doubleValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:longValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:atomValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:dateValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</choice>
</group>
<element name="stringValue" type="string"/>
<element name="integerValue" type="int"/>
<element name="longValue" type="long"/>
<element name="doubleValue" type="double"/>
<element name="booleanValue" type="boolean"/>
<element name="dateValue" type="string"/>
<element name="atomValue" type="string"/>
<element name="principalValue">
<complexType>
<choice>
<element ref="api:general" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:admin" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</choice>
</complexType>
</element>
<element name="general ">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:rmsEntryValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
<element name="admin">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:rmsEntryValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
0



  
XMLの要素
属性検索条件式で使用するXMLスキーマの定義内容を説明します。

■ 論理検索条件
論理検索条件で使用される演算子を表す3 つの要素について説明します。

◆ atsAnd
AND演算子を表す要素です。この要素の直下に検索条件を2つ以上記述して使用します。

◆ atsOr
OR演算子を表す要素です。この要素の直下に検索条件を2つ以上記述して使用します。

◆ atsNot
NOT演算子を表す要素です。この要素の直下に検索条件を1つだけ記述して使用します。

■ 比較検索条件
比較検索条件で使用される演算子を表す要素について説明します。

◆ equal
“=”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属性
値を表す要素を順番に記述して使用します。

<element name="userRoleValue">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:rmsEntryValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
<element name="rmsEntryValue">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:id" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
<element ref="api:name" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
<attribute ref="api:type"/>
</complexType>
</element>
<element name="id">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:stringValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
<element name="name">
<complexType>
<sequence>
<element ref="api:stringValue" minOccurs="1" maxOccurs="1"/>
</sequence>
</complexType>
</element>
</schema>
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◆ notEqual
“!=”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属性
値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ greaterEqual
“>=”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属
性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ greaterThan
“>”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属性
値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ lessEqual
“<=”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属
性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ lessThan
“<”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属性
値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ between
“between”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺と
なる2つの属性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ notBetween
“not between”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右
辺となる2つの属性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ in
“in”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる1つ
以上の属性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ notIn
“not in”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる
1つ以上の属性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ isNull
“isNull”演算子を表現する要素です。この要素の直下に属性名を表す要素を記述して使用します。

◆ isNotNull
“isNotNull”演算子を表現する要素です。この要素の直下に属性名を表す要素を記述して使用します。

◆ like
“like”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺となる属
性値を表す要素を順番に記述して使用します。

◆ notLike
“not like”演算子を表現する要素です。この要素の直下に条件式の左辺となる属性名を表す要素と、右辺とな
る属性値を表す要素を順番に記述して使用します。

属性検索条件では､ isNullおよび isNotNullを除き､属性値を持たないものは評価対象にならないので､注意
が必要です。たとえば､ （A notEqual 100）で検索すると､属性 Aの値が 100でないオブジェクトはヒッ
トしますが､属性 Aに値が設定されていないオブジェクトはヒットしません。
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■ 多値属性の検索条件
多値属性の検索条件で使用される演算子を表す要素について説明します。

◆ allval
多値属性用の論理演算子“ALLVAL”を表現する要素です。すべての値が指定された条件を満足する場合のみ真
となります。この要素の直下に多値属性を使用した比較検索条件を1つだけ記述して使用します。

◆ oneval
多値属性用の論理演算子“ONEVAL”を表現する要素です。指定された条件を満たす値が一つでもあれば真に
なります。この要素の直下に多値属性を使用した比較検索条件を1つだけ記述して使用します。

■ 関数式
関数式を記述するための要素について説明します。

◆ funcExpr
関数式を表現する要素です。すべての関数式はこの要素で表現され、関数式の種類はこの要素のoperation属
性の値によって表現されます。
ここでは、operation属性に記述できる値について説明します。
･ sum

“+”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ記述して使用します。
･ subtract

“-”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ記述して使用します。
･multiply

“*”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ記述して使用します。
･ divide

“/”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ記述して使用します。
･mod

“%”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ記述して使用します。
･ average

“AVERAGE”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値を表す要素を 2つ以上記述して使用します。
･max

“MAX”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性名を表す要素を 1つ記述して使用します。
･min

“MIN”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性名を表す要素を 1つ記述して使用します。
･ upper

“UPPER”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値（文字列型）を表す要素を 1つ記述して使用しま
す。
･ lower

“LOWER”を表す値です。funcExpr要素の直下に属性値（文字列型）を表す要素を 1つ記述して使用しま
す。
･ substr

“SUBSTR”を表す値です。funcExpr要素の直下に部分文字列を抽出する属性値、開始地点を表す属性値、
終了地点を表す属性値を表す要素を順番に記述して使用します。
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■ 属性
属性名と属性値を表現する要素について説明します。

◆ idExpr
属性名を表現する要素です。この要素の直下に属性IDを表現する要素を記述して使用します。属性IDを表現
する要素とは属性IDの名前を要素名とし、属性IDの名前空間接頭辞と名前空間をそのままその要素に使用し
たものを指します。
システム属性を記述する場合には、名前空間接頭辞に次の文字列を指定します。

記述例は、次のとおりです。（システム属性 system:name の例）

ユーザー属性を記述する場合には、名前空間接頭辞に次の文字列を指定します。

    （下線部には、ユーザー属性が登録されているネームスペースを記述）

記述例は、次のとおりです。（ユーザー属性 tokyo:drawingNumber の例）

◆ valueExpr
属性値を表現する要素です。この要素の直下に値を表現する要素を記述して使用します。次に値を表現する要
素を示します。

◆ atomValue
アトム型の値を表す要素です。アトムは「名前空間接頭辞：アトム名」で指定します。

◆ booleanValue
ブール型の値を表す要素です。「true」あるいは「false」で指定します。

◆ dateValue
日時型の値を表す要素です。「yyyy-MM-dd HH:mm:ss z」形式で指定します。
yyyy：4桁の西暦年
MM：2桁の月
dd：2桁の日
HH：2桁の時（24時間制）
mm：2桁の分
ss：2桁の秒
z：タイムゾーン

◆ doubleValue
double型の数値を表す要素です。任意の数値で指定します。

xmlns:system="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/system"

<eappli:idExpr>
    <system:name xmlns:system="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/
system"/>
  </eappli:idExpr>

xmlns:user="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/user"

 <eappli:idExpr>
    <tokyo:drawingNumber xmlns:tokyo="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/
atom/tokyo"/>
  </eappli:idExpr>
4



  
◆ integerValue
integer型の数値を表す要素です。任意の数値で指定します。

◆ longValue
long型の数値を表す要素です。任意の数値で指定します。

◆ stringValue
文字列型の値を表す要素です。任意の文字列で指定します。

◆ principalValue
プリンシパル型の値を表す要素です。次の要素で構成されます。
･ general

principalValue要素の直下に位置し、一般ユーザーを表す場合に使用されます。
･ admin

principalValue要素の直下に位置し、管理ユーザーを表す場合に使用されます。
･ rmsEntryValue

general要素、admin要素の直下に位置し、RMSのエントリーを表します。
･ type

rmsEntryValue要素が持つ属性です。「user」、「group」、「userRoleName」などの値で RMSのエント
リータイプを指定します。

◆ id
rmsEntryValue要素の直下に位置し、エントリー IDを表す要素です。

◆ name
rmsEntryValue要素の直下に位置し、DN値を表す要素です。

◆ UserRoleValue
ユーザーロール型の値を表す要素です。rmsEntryValue要素を直下に持ちます。
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検索条件の記述例
XMLによる属性検索条件式の記述例を次に示します。

ドキュメント管理サービス SDKの検索条件記述ファイルでは、ルート要素を「<search>」とし、その子要
素に「<attrSearch>」を記述し、「<attrSearch>」の子要素として、XMLスキーマに沿った検索条件式を
記述します。
また、「<search>」と「<attrSearch>」を除き、検索条件式にはプレフィックス「api:」を記述することと
し、最初に出現する要素（例では「<api:atsAnd>」）には、名前空間の宣言 xmlns:api=「http://
www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/api」を記述してください。

<?xml version="1.0" encoding="Windows-31J" ?>

<search>
<attrSearch>
<api:atsAnd  xmlns:api="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/api">
<api:equal>
<api:funcExpr api:operation="upper">
<api:idExpr>
<system:name xmlns:system="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/system"/
>
</api:idExpr>
</api:funcExpr>
<api:funcExpr api:operation="upper">
<api:valueExpr>
<api:stringValue>document</api:stringValue>
</api:valueExpr>
</api:funcExpr>
</api:equal>
<api:between>
<api:idExpr>
<user:drawingNumber xmlns:user="http://www.fujifilm.com/fb/2021/09/drep/atom/
user"/>
</api:idExpr>
<api:valueExpr>
<api:integerValue>10000</api:integerValue>
</api:valueExpr>
<api:valueExpr>
 <api:integerValue>30000</api:integerValue>
</api:valueExpr>
</api:between>
</api:atsAnd>
</attrSearch>
</search>
6



  
付録 F JavaAPI

付録 F.1 JavaAPIの概要
ここでは、ドキュメント管理サービスIFTKおよび一括登録コマンドの機能を実現するためのJavaTMのAPIにつ
いて説明します。
JavaのAPIには、次の種類があります。
･ ライブラリ版
ドキュメント管理サービス IFTKと一括登録コマンドの機能をそのまま実現します。
･ API版
ドキュメント管理サービス内のオブジェクトに対する単一の操作を実行します。

ライブラリ版
ライブラリ版は、ドキュメント管理サービスIFTKと一括登録コマンドの機能を、そのまま実現できるJavaの
APIを提供します。

ドキュメント管理サービスのオブジェクトの指定やオブジェクト登録に必要となる次のファイルは、ドキュメ
ント管理サービスIFTKや一括登録コマンドで指定するファイルと同じファイルフォーマットで記述します。
･ 実行パラメーターファイル
･ 操作対象オブジェクト指定ファイル
･ オブジェクト登録ファイル

操作対象オブジェクトや登録するオブジェクトは、コマンド版と同じCSVファイルで指定するため、CSV
ファイルの1行単位で処理を実行します。

コマンド版と異なり、実行経過のログは、出力先が指定されなかった場合には、CSVファイルを1行処理する
ごとに、APIから取得することになります。

･ ライブラリ版の仕様やインターフェイスの詳細については、JavaDoc APIドキュメントを参照してくださ
い。
･ また、ライブラリ版を使用したサンプルプログラムが JavaDoc APIドキュメントに同梱されています。プ
ログラミング方法、クラスパスの設定、Javaの実行時オプションの設定などについては、サンプルプログ
ラムを参照してください。

API版
API版は、ドキュメント管理サービス内のオブジェクトに対する属性取得や属性設定など、単一の操作を実現
するJavaのAPIを提供します。

API版では、ドキュメント管理サービス内の1つのオブジェクトをJavaの1つのオブジェクトとして扱います。
そのため、1つのオブジェクトに対して、属性取得、属性設定、内容依存情報の更新を1回の処理で行うなど、
ライブラリ版ではCSVファイルや実行パラメーターファイルを変更しなければならない複雑な操作を、API版
ではアプリケーションを作成することで実現できます。

取得対象の属性や設定する属性の指定方法は、処理するオブジェクト単位にJavaのオブジェクトで指定でき
ます。そのため、ライブラリ版と同様に、すべての処理対象で同じ属性を取得することや、処理対象のオブ
ジェクトカテゴリーによって別々の属性を取得するようなアプリケーションを作成できます。
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コマンド版やライブラリ版と異なり、API版では、実行経過のログは作成されず、実行結果はメソッドの戻り
値であるJavaのオブジェクトとなります。そのため、コマンド版やライブラリ版と同様のログを出力するた
めには、ログを出力するようにアプリケーションで対応しなければなりません。

･ API版の仕様やインターフェイスの詳細については、JavaDoc APIドキュメントを参照してください。
･ また、API版を使用したサンプルプログラムが JavaDoc APIドキュメントに同梱されています。プログラ
ミング方法、クラスパスの設定、Javaの実行時オプションの設定などについては、サンプルプログラムを
参照してください。

付録 F.2 APIドキュメントとサンプルプログラムの利用
ライブラリ版およびAPI版に関するJavaDoc APIドキュメントとサンプルプログラムは、ドキュメント管理
サービスSDKインストール時に、次のディレクトリーおよび圧縮ファイルとして保存されます。
｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝\sample\dRepSDKAPI.zip

｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝は、プログラムのインストール先のディ
レクトリーです。インストール時に指定します。

この圧縮ファイルには、ライブラリ版とAPI版それぞれに関するJavaDoc APIドキュメントとサンプルプログ
ラムが含まれます。

JavaDoc APIのドキュメントとサンプルプログラムは、この圧縮ファイルを任意のディレクトリーに展開する
と使用できるようになります。展開後のディレクトリー構成は、次のとおりです。
表：展開後のディレクトリー構成

ディレクトリー名 説明

API/javadoc API版のJavaDoc APIドキュメントが格納される。

API/sample/bin API版のサンプル実行用のバッチファイルが格納される。

API/sample/src API版のサンプルプログラムが格納される。

LIB/javadoc ライブラリ版のJavaDoc APIドキュメントが格納される。

LIB/sample/bin ライブラリ版のサンプル実行用のバッチファイルが格納される。

LIB/sample/src ライブラリ版のサンプルプログラムが格納される。
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付録 F.3 サンプルプログラム
ここでは、JavaDoc APIのドキュメントに含まれる、サンプルプログラムについて説明します。

ライブラリ版
ライブラリ版のサンプルプログラムとして、次のプログラムを提示しています。
･ ドキュメント管理サービス IFTKと一括登録コマンドの機能を、プログラム実行時の引数により切り分け、

1つのコマンドとして実現する方法
･ 対象のオブジェクトをロックして、コンテントを差し替え、アンロックする一連の操作を行う方法

サンプルプログラムの実行方法については、サンプルプログラム中のコメントや実行用のバッチファイルを
参照してください。

API版
API版のサンプルプログラムでは、APIとして提供している属性取得、属性設定、ドキュメント登録などの機
能ごとに、その実現方法を提示しています。

サンプルプログラムで実現している機能や実行方法については、サンプルプログラム中のコメントや実行用
のバッチファイルを参照してください。

付録 F.4 動作環境
Javaの実行環境は、ドキュメント管理サービス SDKが使用するJRE、またはドキュメント管理サービス SDK
が使用するJREと同じバージョンのJava SEのJREを使用してください。ドキュメント管理サービス SDKが使
用するJREは、次のフォルダーにインストールされています。
｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝\Java

｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝は、プログラムのインストール先のディ
レクトリーです。インストール時に指定します。

■ インストールされた Javaのバージョンを確認する手順

1. ドキュメント管理サービス SDKをインストールしたサーバーに、Administrator権限を持つユーザー
でサインインします。

2.［管理者：コマンド プロンプト］画面を表示します。

◆ Windows Server 2016、Windows Server 2019、Windows 10の場合

（1）Windowsの［スタート］メニューから、［Windowsシステムツール］＞［コマンドプロンプト］を右
クリックし、［その他］＞［管理者として実行］を選択します。

◆ Windows 8.1の場合

（1）Windowsのスタート画面で、左下に表示された［↓］をクリックします。

（2）［Windowsシステムツール］カテゴリの［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理者として実行］
を選択します。

［ユーザーアカウント制御］画面が表示された場合は、［はい］をクリックします。

3. 次のコマンドを入力して、<Enter>キーを押します。

cd ｛ドキュメント管理サービス SDKをインストールしたドライブ｝:\Program Files\
FUJIFILM\ArcSuite\Tool\dRepTools\Java\jre\bin
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4. 次のコマンドを入力して、<Enter>キーを押します。

5.「java version 」以降の「"」で囲まれた値を確認します。

■ ドキュメント管理サービス SDKのライブラリーについて
ドキュメント管理サービスを使用して作成したアプリケーションを動作させるためには、ドキュメント管理
サービス SDKのライブラリーが使用するライブラリーを適切に設定してください。
ドキュメント管理サービス SDKを使用するライブラリーは、次の通りです。

必ず ArcSuite 4.0のライブラリーを使用してください。旧バージョンのライブラリーを使用した場合には、
アプリケーションが動作しない可能性があります。

また、このドキュメント管理サービス SDKが依存するライブラリーについては、ドキュメント管理サービス
SDKインストール時にインストールされる次の表のライブラリーを使用してください。

このドキュメント管理サービス SDKを使用して作成したアプリケーションを動作させる場合には、次の表の
ライブラリーを使用するように設定しなければなりません。同じライブラリーの異なるバージョンを使用した
場合には、アプリケーションが動作しないなどの不具合が発生する可能性があります。

.\java -version

表：使用可能なライブラリー

種別 ライブラリー名 バージョン 格納先 ファイル名

ArcSuite lib arcsuite.jar

ArcSuite lib arcsuite_onlinebackup.jar

ArcSuite lib arcsuite_registry.jar

ArcSuite lib arcsuite_resource_default.jar

ArcSuite lib arcsuite_resource_en.jar

ArcSuite lib arcsuite_resource_ko.jar

ArcSuite lib arcsuite_resource_zh_CN.jar

ArcSuite lib arcsuite_resource_zh_TW.jar

Other Apache Axis 1.4 lib axis.jar

ArcSuite lib cmessage.jar

Other Commons Codec 1.9 lib commons-codec-1.9.jar

Other Commons 
Collections

3.2.2 lib commons-collections-3.2.2.jar

Other Commons 
Discovery

0.5 lib commons-discovery-0.5.jar

Other Commons Lang 2.6 lib commons-lang-2.6.jar

Other Commons 
Logging

1.1.1 lib commons-logging-1.1.1.jar

Other Commons Pool 1.6 lib commons-pool-1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-core-3.1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-bindings-soap-3.1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-databinding-jaxb-3.1.6.jar
0



  
Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-frontend-jaxws-3.1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-frontend-simple-3.1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-transports-http-3.1.6.jar

Other Apache CXF 3.1.6 lib cxf-rt-wsdl-3.1.6.jar

ArcSuite lib drep_tool.jar

Other JavaMail API 1.6.0 lib javax.mail.jar

Other JAXB Reference 
Implementation

2.1.16 lib jaxb1-impl.jar

Other JAX-RPC 1.4 lib jaxrpc.jar

ArcSuite lib conv-2.0.jar

ArcSuite lib csv-2.0.1.jar

Other Log4j 1.2.16 lib log4j-1.2.16.jar

ArcSuite lib monitoring_action.jar

ArcSuite lib monitoring_action_cmessage.jar

ArcSuite lib monitoring_action_util.jar

ArcSuite lib nim-auth.jar

ArcSuite lib nim-backup.jar 

ArcSuite lib nim-cipher.jar

ArcSuite lib nim-dbcore.jar

ArcSuite lib nim-exception.jar

ArcSuite lib nim-log.jar

ArcSuite lib nim-login.jar

ArcSuite lib nim-sync.jar

Other Oracle JDBC 19.3.0.0 lib ojdbc8.jar

Other Oracle RAC 19.3.0.0 lib ons.jar

ArcSuite lib rms.jar

ArcSuite lib rms_log.jar

ArcSuite lib sc.jar

ArcSuite lib sc_container.jar

ArcSuite lib sc_entrance.jar

ArcSuite lib sc_javasvc.jar

ArcSuite lib sc_oracle.jar

Other Stax2 API 3.1.4 lib stax2-api-3.1.4.jar

ArcSuite lib swpf_mail.jar

ArcSuite lib swpf-i18n-1.0.3.jar

表：使用可能なライブラリー（続き）

種別 ライブラリー名 バージョン 格納先 ファイル名
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･ 上記の表中における種別の意味は次のとおりです。
-ArcSuiteで提供しているものは ArcSuite
-それ以外は Other

･ Otherの場合には、ライブラリー名とバージョンを記載しています。
･ 表中の「格納先」は、次の通りです。

- lib
｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝\lib
-bin
｛ドキュメント管理サービス SDKのインストールディレクトリー｝\bin

ArcSuite lib swpf-logging-1.0.20.jar

ArcSuite lib swpf-logging-log4j-1.0.20.jar

ArcSuite lib swpf-logging-log4j-provider-
1.0.20.jar

ArcSuite lib transformer.jar

Other Oracle JDBC 19.3.0.0 lib ucp.jar

Other Woodstox XML-
processor

4.4.1 lib woodstox-core-asl-4.4.1.jar

Other WSDL4J 1.6.3 lib wsdl4j-1.6.3.jar

Other XmlSchema Core 2.2.1 lib xmlschema-core-2.2.1.jar

ArcSuite bin arcsuite_registry.dll

ArcSuite bin entrance.dll

表：使用可能なライブラリー（続き）

種別 ライブラリー名 バージョン 格納先 ファイル名
2



  
付録 F.5 注意事項
このJavaAPIの利用者は、ドキュメント管理サービス、ドキュメント管理サービスIFTK、一括登録コマンド、
およびJavaに関する基本的な知識を持っていることを前提とします。

API版およびライブラリ版固有の注意事項については、それぞれの JavaDoc APIドキュメントを参照してく
ださい。
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付録 G Windowsのファイアウォール機能に対する設定内容

ArcSuiteのインストーラーは、Windowsのファイアウォールサービスが稼動している場合、必要な設定を自動的
に行います。ここでは、その設定内容について記載します。

付録 G.1 Windowsのファイアウォール機能について
Windowsのファイアウォール機能には、「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」と
「Windowsファイアウォール」の2種類が存在します。
ArcSuiteのインストーラーでは、「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」が利用可能な環
境では、「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」に対して設定を行います。利用できない
場合は、「Windowsファイアウォール」に対して設定を行います。

Windowsのファイアウォールのサービスが停止している場合は、設定を行いません。

付録 G.2「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」
に対する設定

「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」は、送受信全体の拒否/許可、個々の通信を拒否/許
可する規則を登録することで設定を行います。

「規則」には、プログラムとポートのどちらも指定可能です。ArcSuiteのインストーラーでは、ポートを指
定する場合には、プログラムの指定はせずに「規則」を登録します。逆に、プログラムを指定する場合には、
ポートは指定せずに「規則」を登録します。

ArcSuiteのインストーラーにより登録される「例外」については、「付録 G.4  登録される「例外」、「規則」
一覧」（P.306）を参照してください。

表：「セキュリティが強化されたWindowsファイアウォール」の挙動と設定方法

通信の向き デフォルトの挙動 設定方法

受信 すべて拒否 「規則」を登録することで、受信の許可/拒否を設定できる

送信 すべて許可 「規則」を登録することで、送信の許可/拒否を設定できる
4



  
次に、ArcSuiteのインストーラーが「規則」に指定する値を示します。 
表：インストーラーが登録する「規則」の設定値

規則のタイプ
［ポート/プログラ

ム］
設定区分 項目名

設定値
（太字：「規則」で共通の値

太字以外：「規則」ごとに異なる値）

ポート 全般 名前 プログラムごとの名前

説明 プログラムごとの説明（名前と同じ
値）

操作 接続を許可する

プログラムおよび
サービス

プログラム 指定なし

サービス 指定なし

リモートコン
ピューター

承認されているコン
ピューター

指定なし

例外 指定なし

プロトコルおよび
ポート

プロトコルの種類 TCP

ローカルポート プログラムごとのポート

リモートポート プログラムごとのポート

スコープ ローカルIPアドレス 任意のIPアドレス

リモートIPアドレス 任意のIPアドレス

詳細設定 プロファイル すべてのプロファイル

インターフェイスの種類 指定なし

エッジ トラバーサル 指定なし

プログラム 全般 名前 プログラムごとの名前

説明 プログラムごとの説明（名前と同じ
値）

操作 接続を許可する

プログラムおよび
サービス

プログラム プログラムごとのパス

サービス 指定なし

リモートコン
ピューター

承認されているコン
ピューター

指定なし

例外 指定なし

プロトコルおよび
ポート

プロトコルの種類 TCP

ローカルポート すべてのポート

リモートポート すべてのポート

スコープ ローカルIPアドレス 任意のIPアドレス

リモートIPアドレス 任意のIPアドレス

詳細設定 プロファイル すべてのプロファイル

インターフェイスの種類 指定なし

エッジ トラバーサル 指定なし
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付録 G.3「Windowsファイアウォール」に対する設定
「Windowsファイアウォール」は、すべての受信を拒否する動作に対し、例外を設けることで設定を行いま
す。

「例外」には、プログラム、または、ポートのどちらかが指定可能です。

ArcSuiteのインストーラーにより登録される「例外」については、「付録 G.4  登録される「例外」、「規則」
一覧」（P.306）を参照してください。

「例外」の項目と値は、次の表に示す通りです。

付録 G.4 登録される「例外」、「規則」一覧
ArcSuiteのインストーラーがWindowsのファイアウォール機能に対して登録する、「例外」または「規則」
を次に示します。

プログラムを指定して登録される「例外」、「規則」の一覧

ドキュメント管理サービス SDKのインストーラーでは、ポートを指定して登録される「例外」、「規則」はあ
りません。

表：「Windowsファイアウォール」の挙動と設定方法

通信の向き 挙動 設定方法

受信 すべて許可（固定） 「例外」を登録することで、受信の許可を設定

送信 すべて許可（固定） 設定不可

表：インストーラーが登録する「例外」の設定値

例外のタイプ
［ポート/プログラム］ 項目名

値
（太字：「例外」で共通の値

太字以外：「例外」ごとに異なる値）

ポート 名前 プログラムごとの名前

パス プログラムごとのパス

スコープ 指定なし

プログラム 名前 プログラムごとの名前

ポート番号 プログラムごとのポート番号

スコープ 指定なし

表：インストーラーが登録するプログラム指定の「規則」、「例外」一覧

名前 プログラムのパス 「例外」または「規則」の設定条件

ArcSuite 
DocumentManagement 
Service SDK

｛ArcSuiteのインストールディレクト
リー｝\Tool\dRepTools\Java\ jre
\bin\ java.exe

ドキュメント管理サービスSDKイ
ンストール時
6



  
付録 H ロック、チェックアウトによる操作の可否

オブジェクトがロックされている場合や、チェックアウトされている場合には、操作が制限されます。それぞれの
場合において、可能な操作と不可能な操作は次のとおりです。

   
表：ロックされている場合の操作可否

○：誰でも可、●：ロックオーナーだけが可、×：誰でも不可、－：該当なし

操作

ロックされている場合の操作可否

操作対象 操作対象
の子

操作対象
の親

登録先／
移動先

操作対象
がハード
リファレ
ンスだっ
た場合の
参照先

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
分類範囲

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
登録設定
の登録先

登録 － － － ● ● ○ ○

削除 ● ● ● － ● ○ ○

コピー ○ ○ ○ ● ● ○ ○

移動 ○ ○ ● ● ○ ○ ○

属性取得 / オブジェクト
取得 / 表示用のオブジェ
クト取得 / 印刷用のオブ
ジェクト取得

○ ○ ○ － ○ ○ ○

オブジェクトのパスの
取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

オブジェクト IDの取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

属性変更 / オブジェクト
変更 ● ○ ○ － ○ ○ ○

クラスの変更 ● ○ ○ － ○ ○ ○

エディションキーの変
更 ● ○ ○ － ○ ○ ○

エディションリストの
取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

内容依存情報の更新 ● ○ ○ － ○ ○ ○

スタンプ ● ○ ○ － ○ ○ ○

ロック ● ● ○ － ○ ○ ○

アンロック ● ● ○ － ○ ○ ○

チェックアウト × ○ ○ － ○ ○ ○

チェックイン × ○ ○ － ○ ○ ○

アンチェックアウト × ○ ○ － ○ ○ ○

リビジョンの追加 × ○ ○ － ○ ○ ○

リビジョンの削除 ● ○ ○ － ○ ○ ○
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リビジョンリストの取
得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

アクセス権の変更 ● ● ○ － ○ ○ ○

デフォルトアクセス権
の変更 ● ● ○ － ○ ○ ○

状態の変更 ● ● ○ － ○ ○ ○

リファレンスの実体化 ● ○ ○ － ● ○ ○

ハードリファレンスリ
ストの取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

検索 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

一覧 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

キャビネットの一覧 ○ ○ － － ○ ○ ○

キャビネットの取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

ごみ箱への移動 ● ● ● ○ ○ ○ ○

ごみ箱からの復元 ● ● ○ ● ○ ○ ○

操作ログの取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

オブジェクトカテゴ
リーの変更 ● ○ ○ － ○ ○ ○

プライマリコンテント
キャッシュの挿入 ● ○ ○ － ○ ○ ○

分類ビューの登録 ○ ○ ○ ● ○ ● ●

分類ビューの変更 ● ● ○ － ○ ● ●

該当件数の更新 ● ● ○ － ○ ○ ○

該当オブジェクトの一
覧取得 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

該当オブジェクトを対
象とした検索 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

タイマーイベント発行 ○ ○ ○ － ○ ○ ○

表：ロックされている場合の操作可否
○：誰でも可、●：ロックオーナーだけが可、×：誰でも不可、－：該当なし

操作

ロックされている場合の操作可否

操作対象 操作対象
の子

操作対象
の親

登録先／
移動先

操作対象
がハード
リファレ
ンスだっ
た場合の
参照先

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
分類範囲

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
登録設定
の登録先
8



  
 
表：チェックアウトされている場合の操作可否

○：誰でも可、●：ロックオーナーだけが可、△：ロックオーナーだけが校訂に関しては可、×：誰でも不可、－：該当なし

操作

チェックアウトされている場合の操作可否

操作対象 操作対象
の子

操作対象
の親

登録先／
移動先

操作対象
がハード
リファレ
ンスだっ
た場合の
参照先

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
分類範囲

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
登録設定
の登録先

登録 － － － － ● － －

削除 × × － － ● － －

コピー ○ ○ － － ● － －

移動 ○ ○ － － ○ － －

属性取得 / オブジェク
ト取得 / 表示用のオブ
ジェクト取得 / 印刷用
のオブジェクト取得

○ ○ － － ○ － －

オブジェクトのパスの
取得 ○ ○ － － ○ － －

オブジェクト IDの取得 ○ ○ － － ○ － －

属性変更 / オブジェク
ト変更 △ ○ － － ○ － －

クラスの変更 × ○ － － ○ － －

エディションキーの変
更 × ○ － － ○ － －

エディションリストの
取得 ○ ○ － － ○ － －

内容依存情報の更新 △ ○ － － ○ － －

スタンプ ● ○ － － ○ － －

ロック × × － － ○ － －

アンロック × × － － ○ － －

チェックアウト ● ○ － － ○ － －

チェックイン ● ○ － － ○ － －

アンチェックアウト ● ○ － － ○ － －

リビジョンの追加 × ○ － － ○ － －

リビジョンの削除 × ○ － － ○ － －

リビジョンリストの取
得 ○ ○ － － ○ － －

アクセス権の変更 × × － － ○ － －
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デフォルトアクセス権
の変更 × × － － ○ － －

状態の変更 × × － － ○ － －

リファレンスの実体化 ○ ○ － － ○ － －

ハードリファレンスリ
ストの取得 ○ ○ － － ○ － －

検索 ○ ○ － － ○ － －

一覧 ○ ○ － － ○ － －

キャビネットの一覧 ○ ○ － － ○ － －

キャビネットの取得 ○ ○ － － ○ － －

ごみ箱への移動 × × － － ○ － －

ごみ箱からの復元 × × － － ○ － －

操作ログの取得 ○ ○ － － ○ － －

オブジェクトカテゴ
リーの変更 × ○ － － ○ － －

プライマリコンテント
キャッシュの挿入 × ○ － － ○ － －

分類ビューの登録 ○ ○ － － ○ － －

分類ビューの変更 ○ ○ － － ○ － －

該当件数の更新 ○ ○ － － ○ － －

該当オブジェクトの一
覧取得 ○ ○ － － ○ － －

該当オブジェクトを対
象とした検索 ○ ○ － － ○ － －

タイマーイベント発行 ○ ○ － － ○ － －

表：チェックアウトされている場合の操作可否
○：誰でも可、●：ロックオーナーだけが可、△：ロックオーナーだけが校訂に関しては可、×：誰でも不可、－：該当なし

操作

チェックアウトされている場合の操作可否

操作対象 操作対象
の子

操作対象
の親

登録先／
移動先

操作対象
がハード
リファレ
ンスだっ
た場合の
参照先

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
分類範囲

操作対象
が分類
ビュー／
フォル
ダーだっ
た場合の
登録設定
の登録先
0
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